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例言

1 本書は、石狩川改修工事に伴い財団法人北海道埋蔵文化財センターが江別市対雁 2追跡で実施し

た埋蔵文化財発掘調査の報告書である。対雁 2造跡の調査報告書として 4冊目となる。

2 本書は平成 13・14年度の調査成果を収録し、発掘範囲の重複する平成11年度調査成果の一部も

改めて検討の上再録している。 11・13年度成果の一部は既刊の報告書に発表したが、本害の内容

を正式の報告とする。

3 調査は当財団第2調査部第5調査課 (13年度、課長三浦正人）・同第4調査課 (14年度、課長同）

が担当した。同課の調査員三浦・鈴木 信・西脇対名夫• 吉田裕吏洋・酒井秀治が調査業務を分担

し、その指示のもと財団臨時職員が作業にあたった。

4 当財団が酪隈学園大学環境システム学部の「地域実習」を受け入れたことに伴い平成 13・14年9

月に延べ 10名の同学部生が、また平成 14年7月に北海学圏大学人文学部生 1名が同学部の「ボラ

ンティア活動論」授業の実習として、それぞれ無侶で発掘作業を補助した。

5 平成 13・14年度の’℃年代測定は株式会社地球科学研究所、古環境調査はパリノ・サーヴェイ株

式会社に、また 14年度測量業務の一部は株式会社シン技術コンサル、造物実測図作成業務の一部

は株式会社日立エンジニアリングに委託しておこなった。

6 本書の執筆及び図表・写真の構成は目次に示した分担で調査員がおこない、同一項目の執筆者が

複数の場合は本文中に括弧で文責を示した。編集は西脇が担当した。

7 本文中では主に文献の編者を表記する際に以下のような省略形を用いた。

石建：北海道開発局石狩川開発建設部、財団道埋文：財団法人北海道埋蔵文化財センター、

教委：教育委員会、埋文：埋蔵文化財センターまたは埋蔵文化財調査センター

8 調査の実施にあたり下記の諸機関・諸氏の御教示・御協力を頂いたことを記して感謝する。

石狩川開発建設部江別河川事務所、江別市建設部土木事務所、江別市教育委員会、

独立行政法人北海道開発土木研究所、北海学園大学人文学部、北海道大学埋蔵文化財調査室、

酪農学園大学環境システム学部

青木誠青野友哉、赤石慎三、秋山洋二、天野哲也、飯田基、石井淳、石川朗、

石川直章、石橋孝夫、 石本省三出穂雅実、伊藤兼平、稲垣和幸、乾哲也、乾芳宏、

上野秀一、右代啓視、臼杵 敷、 卜部信臣、上屋真一、遠藤龍畝、大島疸行、大谷敏三、

大津 直、大沼忠春、大林千春、大矢義明、葛西智義、柏木大延、加藤邦雄、加藤博文、

金盛典夫、兼平一志、川内谷修、北澤実、君手彦、木村英明、工藤研治、工藤肇、

丁藤義衛、工藤雅樹、熊木哲朗、小林幸雄、 小杉 康、今野公顕、斎野裕彦、榊原正文、

坂本真弓、佐藤一志、佐藤和利、佐藤智雄、佐藤由紀男、佐藤嘉広、澤田 健、設楽博巳、

柴田信一、島原弘征、鈴木琢也、杉浦重信、瀬川拓郎、関 信行、関 秀志、関矢新一郎、

仙庭伸久、園部真幸、高倉純、高瀬克範、高橋 理、高橋和樹、高橋信一、高橋正勝、

高橋護、高間和儀、武田修、田才雅彦、田中和夫、田中哲郎、田中利一、田中 宴、

田村公一、田村俊之、丹治篤嘉、千葉英一、角田隆志、椿坂恭代、鶴丸俊明、寺崎康史、



友田哲弘、豊田宏良、豊田役大、直井孝一、長崎潤一、長町章弘、成田滋彦、西 幸隆、

野中一宏、野村 祟、野村祐一、羽賀憲二、長谷山隆博、林 謙作、平川善祥、深澤芳樹、

福田正宏、藤井誠二、松田 功、松田淳子、松田 猛、松谷純一、三浦孝一、三浦武司、

宮宏明、宗像公司、森淳、森秀之、森岡健治、森田知忠、守屋豊人、安井幸雄、

藪中剛司、山田悟郎、山田昌久、山本 巌、横須賀倫達、吉田玄ー、渡辺侭志、渡部 学
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1 調査要項

1 調杏の経緯

1 調査要項

事 業 名石狩川改修工事用地内埋蔵文化財発掘調査

事業委託者 北海道開発局石狩川開発建設部

事業受託者 財団法人北海道埋蔵文化財センタ、一

遺 跡 名対雁2遺跡（北海道教育委員会登載番号： A-02-110) 

所 在 地江別市工栄町 28番地（石狩川河川敷緑地）

調査期間平成 11年5月 17日～平成 12年3月24日（発掘 6月 1日-9月30日）

平成 12年4月3日～平成 13年3月30日（発掘5月8日-10月31日）

平成 13年4月2日～平成 14年3月29日（発掘 5月7日-10月31日）

平成 14年4月 1日～平成 15年 3月31日（発掘 5月7日~10月31日）

調査面積平成 II年度 2,000m2(上層部およびトレンチ調査）

平成 12年度 2,400m2 

平成 13年度 l,500m2 (下層部未了）

平成 14年度 3,450m2 (平成 13年度着手 1,500面の下層部を含む）

調査体制平成 11年度

第 2調査部長 鬼柳彰

同 第 3調査課長 西田茂 （発掘担当者）

同 同 主査 三浦正人（発掘担当者）

同 同 主任 鈴木信 （発掘担当者）

同 同 文化財保護主事 吉田裕吏洋

同 同 文化財保護主事 酒井秀治

平成 12年度

第 2調査部長 鬼柳彰

同 第 3調査課長 西田茂 （発掘担当者）

同 同 主査 三浦正人

同 同 主任 鈴木信

同 同 文化財保護主事 吉田裕吏洋（発掘担当者）

同 同 文化財保護主事 酒井秀治（発掘担当者）

平成 13年度

第 2調査部長 大沼忠春

同 第 5調査課長 三浦正人



I 調査の経緯

第2調査部 第5調査課主査 鈴木信

同 同 主任 西脇対名夫（発掘担当者）

同 同 文化財保護主事 吉田裕吏洋（発掘担当者）

同 同 文化財保護主事 酒井秀治（発掘担当者）

平成 14年度

第2調査部長 西田茂

同 第4調査課長 三浦正人

同 同 主査 鈴木信

同 同 主任 西脇対名夫（発掘担当者）

同 同 文化財保護主事 吉田裕吏洋（発掘担当者）

同 同 文化財保護主事 酒井秀治（発掘担当者）

2 調査に至る経緯

石狩川の治水事業は、明治時代における北海道への政策的移住民の生活が、雪解け水や大雨後の洪

水によって壊滅的打撃を受けたことに端を発している。治水事業への早急な動きを決定付けたのは、

移住民の増加が著しくなっていた 1989(明治31)年9月の大洪水である。石狩川中下流域は空前の

大出水に裳われ、石狩低地は海のようになったと云われている。同年、北海道庁に「北海道治水調査

会」が設置され、その調査事業を引き継いだ技師岡崎文吉は、 1909(明治42)年「石狩川治水計画

調査報文」を北海道庁長官に提出。翌 1910(明治43)年からの第一期拓殖計画の根幹事業として、

石狩川治水事業が本格的に実施される運びとなった。

岡崎は石狩川下流域の洪水量を「対雁水測所」（現在の江別市石狩大橋地点）で測定したが、その

江別市域においても築堤・護岸・掘削・浚渫などの改修工事が、長期的観点に沿って幾度かの計画改

定を経ながら実施されてきた。 1917(大正 6)年策定の計画では、対雁と篠津の大曲流部が直線化さ

れることとなり、篠津地区においては 1923(大正 12)年着工で 1933(昭和 8)年には通水に至った。

だが残された対雁地区の直線化計画は、その後しばらく実現を見なかった。

対雁地区においてこの直線化工事が具体化したのは、 1970(昭和45)年からで、市の工業団地造

成とも関連している。住民の住居移転が始まり、開校90周年を経ていた対雁小学校が移転したのは

1972年9月のことであった。さらに石狩川の堤防と道道石狩沼田線（現在の国道337号）が切り替

わり、当初からの計画であった堤防予定地に土が盛られ「対雁築堤」が造設されていく。広くとられ

た河川敷の一部では 1975年から河川環境整備事業の一環として「高水敷整備」工事が着工された。

石狩川河川敷緑地の整備が行われ、 1981年に野球場・サッカー場・自由広場等が完成した。

このような治水事業の進行するなか、 1981 (昭和 56)年8月上旬、台風 12・15号による二度の大

雨で、石狩川の中下流域において大洪水が発生した。この洪水は「五六水害」と通称され、石狩川水

系に流入した総雨量は約40億トンとされている。この水害によって石狩川本流の整備計画は改定さ

れ、 +2.00mの堤防嵩上げが実施されることになった。この嵩上げは軟弱地盤における堤防の安全度

を高めるために「丘陵堤」として施工された。普通より傾斜の緩やかな「丘陵堤」の構築には多量の

良質な土砂を必要とするため、対雁地区の高水敷部分の土砂を築堤盛土材として採取し「中水敷」の

運動公園として再整備することとなり、工事は 1987年から 89・90年と順次進行した。

1991 (平成3)年 12月、築堤盛土材の採取にあたって、工事施工の立場にあった石狩川開発建設

2 



3 調査の経過

部江別河川事業所から北海道教育委員会に対し、江別市教育委員会を経由して埋蔵文化財保護のため

の事前協議書が提出された。協議の範囲は旧豊平川よりも上流側左岸の 14万面である。協議を受

領した江別市教委は、協議範囲が 18世紀以降の江別発祥の地としての対雁（津石狩）番屋跡や対雁

駅逓跡に近く、さらに 1876(明治 9)年の樺太アイヌ強制移住地にも近接しており、江別の歴史にと

って重要な地点であることを念頭に、 1992(平成4)年4月から北海道教育委員会の依頼に基づく埋

蔵文化財所在確認調査を実施した。

所在確認調査は 3回にわけて行われ、重機を使用して 80-40-20m方格での試掘穴掘削を進めた。 3

回目の 1992年 10月21日から 10月31日までの試掘調査は河川敷3.7万面を対象とするもので、当

初は 20m方格の重機調査を行ったが、終盤に縄文土器片を発見、急速調査を範囲確認調査に改め、 10

m方格での包蔵地確認を行った。その結果、土器232点・ 石器等63点や焼土が検出され遺跡の所在

が明確になった。念頭にあった江戸・明治期の関係は既に石狩川改修工事や「高水敷」整備で失われ

ていたものの縄文時代の包蔵地約 2万面を確認し、対雁2遮跡として周知された。

道教委は同年 12月、この包蔵地については現状保存が望ましいがやむをえない場合は記録保存を

目的とした発掘調査が必要である旨、石狩川開発建設部に回答し、同建設部は石狩川治水の進展上エ

事計画の変更は不可能と判断、この対雁 2造跡の発掘調査を 1999(平成 II)年度、財団法人北海道

埋蔵文化財センターに委託した。当財団はこの事業を受託し、調査面積2万面に対しての当該年度

の調査計画を立案し、 6月から 9月までの調査に着手した。

3 調査の経過

(1) 平成 11年度（図版II-2)

調査計画の立案にあたっては江別市教育委員会が実施した範囲確認調査の成果をもとに検討し、 2

万面以上に及ぶこの追跡をいかなる方法と工程で調査進行するのかを話し合った。試掘穴の柱状図

や写真によると黒色土が見られない粘土と砂質土の堆積であり、平成 11年度は 6月から 4ヶ月の調

査期間で調査面積2,000m2という条件であった。そのため当該年度は追跡の範囲と造物包含状態のよ

り詳細な情報と土層の状況を把握することを目的とした試掘的な発掘をすることが、今後の見通しを

立てることに益するとの判断を下した。

このような計画から調査は 2.5mx5mのトレンチの継続で進行し、東西方向の 71・81線はほぼ連

続、南北方向の 142・150・158・166線は北から目的の地点まで延ばした（図 I-l)。基本的には人力

での掘削だが、20mごとに菫機を併用した部分もある。遺構・造物の検出層は粘土・シルト質土のた

めに堅固で崩落しやすく、確認・検出作業は困難を極めた。トレンチ各所には噴砂もみられ極小規模の

断層を形成し、焼土や土器の広がりを横断していることもある。各所に土坑や焼土の重複がみられ、最

も多い個所では 11枚の焼土の重複を確認した。また調査区南辺中央部では、公園造成時の客土を除

去した段階で造物が目立ち始めた部分を遺物の広がりに注意して精査し、土器集中 1-3を確認した。

出土土器の多くは縄文時代晩期後葉に属するもので、最上層部から出土する一部や西辺に続縄文時

代初頭のものがみられた。また、琥珀• 石炭円礫やクマとみられる土製品なども出土している。

調査結果からは、調査着手以前に想定していた内容よりも相当密度が浪く、西側に広がる様相も呈

し規模の大きい遺跡であることが判明した。追構．遺物の密集・散在の分布状況はある程度明らかに

なってきたが、検出密度が高い面で調査を停止し埋め戻したトレンチもあり、造構・追物が検出され

る範囲は面的にも深度的にも未確定となった。土層としては、平坦ながらも少しずつ波打って西側（旧
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図1-1 各年度の発掘範囲

豊平川方向）へ傾斜していくものと推察した。年度内に一旦記録類と出土遥物の整理を行い、平成 12

年3月に報告書として刊行した（財団道埋文編2000)。

報告書では、遺物包含層の深さが未確定であり、安全確保のため段階的な試掘が必要であること、

包蔵地範囲も特に西側の限界について試掘を追加して再度判断する必要があること（同前書 8頁）を

指摘し、道教委文化課へも同内容の報告を提出した。

(2) 平成 12年度

前年の試掘的調査をもとにした迫跡の評価から、調査計画としては後年度の調査に継続すべく、深

度的にも対応できるよう検討した。具体的には、比較的造構・遺物の密度の薄い北東側から、南北30m

(65-71線）、東西80m(159-175線）の昨年度トレンチに囲まれた 2,400m2を対象とした（図 1-1)。

調査は安全確保のため、人力作業部分では掘削壁の高さを lm以下に保ち進行した。 166線より東

側では予想通り遺構・遣物の密度が薄く、人力調査後に約 1.5mずつ二段階に分けて重機掘削を行っ

た。この段階ごとに人力で 5x5mグリッドによる 25%調査を行い、最深部では標高4m以下まで包蔵

地の確認作業を続けた。西側では土坑・焼土・炭化物層・造物の重複が顕著で、その相互の上下関係

• 同一面関係の把握と記録化、層序の認識に努め、造物の包含をみなくなる標高7m以下まで作業し

た。出土遺物は縄文時代晩期中葉から後葉に属するものであった。また前年度の調査で確認し遺物点

数の多さから作業を停止していた土器集中 lと3の調査も併行し、この集中では前年度と合わせて約

7万点の造物を取り上げた。引き続き当年度着手範囲の記録類・出土品を整理し、年度末に報告書を

刊行した（財団道埋文編2001)。また土器集中 3造物の本格的整理に着手した。

深部調査では遺物を確認することはできなかったが、標高4mほどの位謹で自然木・クルミ殻など

の年代測定資料を得た。 AMS法による℃年代測定では、標高7m以上の縄文時代晩期の造構・追物

層で2500年前、低位の自然遺物で2900年前と報告された（同前書 VII章）。また、周辺部の探索で

現石狩川の汀線付近から縄文時代中期～晩期・続縄文・擦文土器を採集した。石狩川改修で既に掘削

した部分や周辺に、当該期の迪跡が存在していたことを示すものであろう。



3 調査の経過

なお、包蔵地の西側への広がりを確認するため、新たな試掘調査を求めていた件については、北海

道教育委員会と協議し、調査予算内で重機によるトレンチと人力での掘削土精査を行うこととなった。

10月に実施した試掘の結果、従来の発掘必要範囲西辺から旧豊平川までの間のほぼ全域に土器・ 石

器等・炭化物や焼土が分布することが判明した。この結果に基づき道教委は翌年 1月、石狩川開発建

設部に対して、西側 110線までの概算 12,500面を要発掘範囲に取り込む旨を文書で通知した。同建

設部からはこの部分についても現状保存困難であることが道教委に伝えられたと問いている。したが

って調査面積の全体は、当初の 2万面と合わせ約 32,500m2となった（財団道埋文編2001の7頁）。

(3) 平成 13年度（図版II-3・4)

2ヶ年の調査から、今年度は昨年度に続き南北 30m幅で71線以北を西側に掘り進めることを計画

した。ただ追構・遣物の密集部からの継続調査となり、やや深くに包含層が傾斜していく様相も予測

されること、作業人工の一部を採取したままになっていた焼土等の土壌の一次整理に充てること等を

考慮して東西を 149線までの 50m延長に限りぃ調査面積を l,500m2とした（図I-1)。

調査が進むにつれ遺構・造物の密集部は、予想を越えて 152線の東側付近まで徐々に密度を落とし

ながら続く様相を呈してきた。士坑94基・焼土ほか約470ヶ所など多数の追構が重層的に検出され、

これに伴う縄文晩期後葉の遺物も層位に応じて細かい変遷を示すことが次第に明らかになった。遺物

の取上げ回数＝とらえられた生活面は 2.5x2.5mの小グリッドごとの最多で 14面を数え、 155線以東

の密集部での平均でも 8.5面に達した。また包含層の下限も予想外に深く、当初積算の 1.5倍を超え

る土量を出さなければ当年度分の調査は終了しない状況が見えてきた。そこで、次年度に向けた残存

部の状況把握のため深掘りトレンチを掘削し、繰越し作業塁を推算して 10月初頭に道教委文化課に

資料送付した。 10月中旬には石狩川開発建設部江別河川事務所に説明報告し、一定の理解を得た。

12月、石狩川開発建設部用地課への実績報告を兼ねた打ち合わせでは、この遺跡は作業安全上か

らも上下二段階での調査が望ましい旨報告し、今年度分は 1,500面の上層部調査との認識を示した。

同建設部側もこれを了解し、上層終了・下層については来年度の調査ということで一致した。また来

年度については、追跡全体の地層掌握を目的として、 67線以北の要発掘範囲西端までを対象とした

調査を実施したいとの要望を伝え、概ね了承を得た。

なお 13年度は発掘が未完の状態となったので、可能な範囲の整理を進める一方で 11-12年度に整

理を行った「土器集中 3」の報告を中心とする報告書を刊行した（財団道埋文編2002)。

(4) 平成 14年度（図版Il-5・6)

前述した打ち合わせ等の経緯から、今年度の調査は、前年度下層部 l,500m2と北側 10m幅・西端

まで 195mの 1,950m2、合計3,450面を対象とした（図 I-I)。東側の l,500面は上層からの連続で何枚

もの層がさらに西に傾斜していった。追構・遺物も一部に集中を見せながら断続的に検出され、排土

も約960m汀このぼった。手掘り調査の到達面は現地表から約 1.5-2.Sm深である。昨年度からの取上

げ回数の通算は最大23面に達したが、造物は縄文晩期後葉の範囲に収まるものであった。

新規着手の細長い西側部分ではまず25%調査を行ない造構・追物の猥淡を把握することとした。

その結果をもとに、一定の土坑・焼土や造物の検出があった 148線付近や 140-146線付近を中心に

手掘り調査、造構・迫物が希薄な部分は重機掘削を併用して調査した。現地表から約 I.Sm深を調査し、

概ね 140線以東で続縄文時代前葉包含層が重層し、 135線以西では同後葉の追物が僅かに出土した。

さらに、手掘りで達した標高 6.5-7mより深い下層部の造物包含状況を探るために、今年度調査区

5 



I 調査の経緯

内に 20mおきに重機で 14個の試掘穴をあけ（図 II-3)、掘り揚げ土を調査した結果、 5ヶ所から遣物

の出土をみた。出土層は迫物付着土等からみて標高 3-Smの層で、この包含層の存在を発見直後に道

教委文化課に報告、現地での指導を仰いだところ、当面の調査には影響がないことから確認のみに留

め、今後の工事計画の深度を見て取り扱いを決める旨の口頭での通知を得た。

整理作業では 13・14年度調査の記録類・遺物の整理を実施したほか、 11・12年度に調査した「土

器集中 l」の土器復元・実測を進めている。

4 本書の内容

前述のような状況から、本書では平成 13年度と平成 14年度調査の合計 3,450面の範囲で検出した

遺構と土器・石器等の造物について報告する。

まずII章で当遠跡の調査の工程を概説、調査方法と遣物や図面・写真などの記録類の取り扱いに

ついて説明する。 11I章では遺跡の位置・立地と、その環境について触れる。 IV章が造構の事実報告、

v章が造物の報告である。 VI章ではAMS法による℃年代測定と、土壌サンプルの分析による古環

境復元についての結果を、分析者の原稿で報告する。

＼
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l 調査範囲

11 調査の方法

1 調査範囲

(1) 発掘区の設定

a 方格組みおよび経緯度と座標

発掘必要区域は人為的に整備された河川敷であり、石狩川築堤と平行に約 100mの幅を有する高水

敷に延長200mの範囲、約 20,000m2とされていたので、発掘区の設定は以下のように行った。

まず、この区域に築堤に平行・直交する Sm間隔の方格を組み、それぞれの区画線に数字を与えた

(rg] II-1)。将来的に全方向に調査範囲が拡大する可能性を考慮し、発掘必要区域の北辺を 66線、南

辺を 86線、また西辺を 135線、東辺を 175線とした。なお、平成 11・12年度の発掘調査および再試

掘調査により要発掘調査範囲が北辺 65線、南辺 86線、西辺 110線、東辺 175線に拡大している（図

U-2)。

Sm発掘区（グリッド）の呼称は、方眼の北西角で交差する区画線を読む。発掘調査区域の北西角

であれば65-110区となる。さらにこの Sm方眼を 2.5m四方に分割して、反時計回りに北西角からア

・イ・ウ・エと呼ぶ小発掘区（小グリッド）を設置し、調査の便を図った（図 II-2)。なお、平成 13

年度までは小グリ ッドを a・b・c・dとしていたが今年度より上記のように変更した。

平成 11年度の調査着手に当たって、株式会社シン技術コンサルに委託して 20m間隔の基準杭設置

をおこなった。方眼設定の原点として石狩川左岸「対雁築堤」の基準線上のポイントを使用すること
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II 調査の方法

とし、点間 200mのSP5800・SP5600を選定した。 SP5800から N23゚Eに31.Smで調査範囲南辺、こ

こから南辺を lm東行した点を 86-166の交点とした。同様に SP5600から振り出した点を確認修正点

(86-126の交点）とした（図 ll-2)。これを基本杭として 20m方眼と範囲四隅に基準杭の打設を発注

し、座標値と標高を得た。調査に必要な Sm方格杭は、その都度自ら打設することとした。

上記方格の緯経度および平面直角座標（平面直角座標系第苅系）は、図 ll-2中の 2点A・Bで

A 66-135 : 北緯43度 07分 39.04498秒、東経 141度 31分 14.22068秒

X=-96,658.037m、Y=-59,338.484m

B 86-175 : 北緯43度07分 33.56540秒、東経 141度 31分20.69623秒

X=-96,828.373m、Y=-59,193.614m

である。この緯度・経度、平面直角座標は「日本測地系」に基づいたものである（図 II-1・2)。

測量法とそれに伴う測砿法施行令• 平面直角座標系の改正が平成 14年4月 1日から施行され、従

来の「日本測地系」に基づいた座標は「世界測地系」に基づいた「日本測地系 2000」の座標に変更

された。これに伴い上記の 2点は下記のとおりに変更となった。

A 66-135 : 北緯43度 07分 47.83948秒、東経 141度 31分 00.87826秒

X=-96,394.6809m、Y=-59,644.8276m

B 86-175 : 北緯43度07分42.36072秒、東経 141度 31分 07.35343秒

X=-96,565.0169m、Y=-59,499.9618m

b 水準点

1章で述べたとおり平成 12年度の範囲確認調査の結果発掘必要範囲が西側へ拡大し、この範囲に

発掘が及ぶこととなった 14年度、新規範囲の基準杭打設が再びシン技術コ ンサルに委託されたので

あるが、この際設置された基準杭の標高が II年設置杭から観測した結果よりほぼ 10cm高くなるこ

とが発掘開始後間もなく問題となった。これは言うまでもなく「2000年度平均成果」による平成 14

年度の水準成果改訂を考慮した上での不一致である。 11年設置杭間の比高にほとんど変化がないこ

とから凍上等の影響はほぽ無視できる模様であった。 14年度発掘の水準測量は、改訂以前 (11年当

時）の公共水準成果を 14年度の観測結果に代入したものを用いてとりあえず実施した。

発掘終了後にまとまったシン技術コンサルによる再調査報告では、両年度の水準与点とした一等水

準点 No.8551と基準杭 86-176(距離約4km) の比高は 2次の測量の間に 0.098m減少しており、水準

点自体がこの間に下降したもの、詳しくは 11年当時水準点の真の標高は公共水準成果より 0.035m

高く、 14年観測時のそれは 0.063m低いものと結論された。この結論自体なお議論の余地があると思

われるが、両年次の測昼結果が整合しない以上、 14年度の観測値に 11年当時の成果を代入した標高

による現場での記録に意味がないことはほぼ明らかである。そのため、本書では 11年度設骰の

基準杭 86-176の標高 8.855m

が真であり、なおかつ経年変化がないと仮定して、 14年度現地で記録した標高から 0.098mを減じた

数値を報告している。この方法で実際上問題がない程度には 11年度の記録と整合する模様である。

なお、上記の検証の過程で、平成 13年度発掘のベンチマークとした 72-155杭の標高が誤っていた

ことも判明した。 13年度に使用した同杭の標高 8.626mは、 II年度設置の基準杭78-152に 13年 5月

当時記入されていた標高「8.651m」に由来するものであるが、 78-152杭の標高は 8.624mが正しい。

そのため、本書では 13年度に記録した標高から 0.027mを減じて平成 11年の記録に整合させたが、

昨年度の報告に掲載した地層断面図の標高（財団道埋文編2002の図 lll-4-6) は誤ったままである。
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2 土工

78-152杭への誤標高の記入は当財団職員の手で 11または 12年度に行われたと考えられ、この 2

年次にわたり同杭付近で調査された土器集中 3の報告（同前書III・IV章）にも誤りが波及している

可能性があるが、今のところ検証の手立てがない。

(2) 今年度報告の調査範囲

平成 13年度に上層部分、 14年度に下層部分の調査を行った北辺65線・南辺71線・東辺 159線・

西辺 149線の 1,500m2と、北辺65線・南辺67線・東辺 149線・西辺 110線の l,950m2- を合わせた

3,450面が調査範囲である（図II-2)。この範囲には平成 11年度に行った 143・150・158線半トレン

チ調査部分を含み、 トレンチ内造構のすべて、および追物の一部について報告済みであるが（財団道

埋文編2000)、本書で改めて他の遺構との層位的な関係等を記載し、遺物全体の報告をおこなう。

2 土I

(1) 掘削

平成 13年度は平成 11年度のトレンチ調査により遺構・追物の検出が予想されることから全面を手

掘りによる調査を行った。土層観察のためのベルトを東西方向67・69線、南北方向 153・156線半に

設定した。土層が西側に向かって落ち込んでいくことが確認され、包含層がより深部へと続くことが

予想されたので下層部分は次年度に継続調査を行うこととなった。そのため 13年度調査終了時点で

掘削面の養生を行い、 14年度に下層部分の手掘り調査を継続した。

平成 14年度に新たに着手した造跡西側の 1,950面の調査では、まず 135線以西に重機を用いて表土

剥ぎを行った後、25%調査を兼ねた南北方向トレンチを手掘りにより 9本入れ、造構・遺物の密度を

判断した（図11-3)。その結果、手掘り区域・手掘りと重機を併用する区域・重機による遺構確認区域

に分けて調査を行った。また、大深度部分の追構・造物確認のため重機を用いて4x4m、深さ 4~5m

の深掘り坑を 14ヶ所あけた（図 II-3、図版II-6)。大深度坑では壁面の精査・掘り上げた土砂の確認

を人力で行った。北側は法面状に削平されているため深部に行くに従い遺跡範囲が拡がることとなっ

た。遺構・追物の検出が続いたため、遺跡範囲外である 64線まで調査を行った部分がある（図 Il-3)。

人力掘削作業は主に移植鐙・ねじり鎌を使用して行った。遺構・迫物の検出状況に応じて竹へらや

竹串を使用して造構・逍物を傷つけないように掘削を行った。精査・清掃の際には前記のほかにロボ

ウキ、ブラシ、エアブラシ等を用いた。また、移植ゴテでは掘ることが困難な場所や追構・遺物の見

られない範囲ではスコップやツルハシ等を併用した。

追跡の上層部分は粘質土層であるため、乾燥すると非常に固く、塊状となり移植鰻等で細かく掘削

することが困難となる。そのため、適度にじょうろや噴霧器を用いて散水を行い、調査終了時にはプ

ルーシートをかけるなど乾燥しないような配慮を行って調査を進めた（図版II-4)。また、調査の進

行により深度が深くなるため、壁面の保護には気を使った。上層部は粘土質で乾裂のため壁面が崩落

する危険性がある。そのため、常にブルーシートをかけて乾燥を防ぎ（図版II-5)、一方で砂の多い

下層部の崩壊を防ぐため壁面の上下に排水溝を設けて雨水を避けた。さらに遺跡の下層部分では地層

が西側に傾斜し、きつい体勢での作業を強いられると共に（図版II-6)、水を含むと滑りやすく天候

により危険をともなった。そのため、排土道や通路に歩み板や麻袋を敷いて事故の防止に努めた。

0
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11 調査の方法
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3 測屈と記録

(2) 越冬養生

造跡は冬季には土壌の凍結・融解に曝されるため、発掘終了時には特に未発掘部分との境界に生じ

た壁面の義生に留意した。 71線・ 149線の壁面では大型土嚢をあてがって隙間に小土嚢を詰め、 67

線の 110-149線間の壁面は土砂で授って法面とした。これらの上からブルーシートをかけて雨水や

雪を防ぎ、壁面の崩落や土砂の流出がおきないようにした。 13年度は調査中の包含層や畦・トレン

チが越冬する事態となり、上記の措隧に加えてプルーシートをかけた上に土砂を盛る、断熱材または

掘り起こして空隙を設けた緩衝層によって凍結・融解を緩和する、などの対策をとった。

3 測量と記録

(1) 測温・図化

委託設置した基準杭をもとに Sm方格の各交点に木杭を設置し、平面測量の基準とした。 13年度

は20秒目盛光学バーニャのトランシットとグラスファイバー製巻尺を用いて打設したが、 14年度は

発掘範囲の高低差が大きくなったこともあり、光波測距機能のついた l秒単位デジタル表示のトラン

シットを用いた。平面測量はこの方格杭を基準として設けた簡易な水糸遣方からの手測りによった（図

版 IV-14)。

水準測量は自動レベルと 5mm目盛のアルミスタフを用いて方格杭に基準杭を与点とする標高を入

れ、方格杭と対象の比高を直接観測、または簡易な水糸遣方を作ってそれと対象の比高を手測りした。

測量の成果は基本的に 20分の lスケールの図として記録し、 1mm方眼の B3版セクションフィル

ムに鉛筆描きである。地層断面図、遺構等の平・断面図等を作成し、迫物出土状況等の詳細図を必要

としたときは 10分の lスケールとした。同ーないし隣接グリッド、あるいは同一取り上げ面に所在

する遺構等は複数を一枚の図に描いた場合が多い。図面にはグリッド名・ 取上面・造構名・日付・作

成者等を記入した。 （酒井）

(2) 野外撮影

a 撮影方法

発掘現場での撮影は、 4x5フィールドタイプカメラに 6x7用スライド式アダプターを付けたものを

メインとし、 35mm一眼レフカメラを補助的に用いた。必要に応じて4x5サイズのフィルムも使用し

た。同ーカットを同じ条件（シャッタースピード・露出）で 2コマ撮影し、それをもって 1セットと

した。

ほぼ全ての造構を撮影し、造物の出土状況なども各グリットの層位ごとに行なった。また、進行状

況の確認となる定点撮影も定期的に行った。撮影に際しては、各被写体の出土位置・深度など必要な

情報を入れることを考慮した。ブレ・ボケなどを防止する為に全ての撮影は、三脚・レリーズを用い

て行なった。

b 撮影機材

各年度によって、撮影機材・ フィルムは以下のように変化している。

平成 11年度： Mamiya RZ67 PROII (T-MAXlOO・ElOOS)、NikonF3 (ElOOS・GOLDlOO) 

平成 12年度： WISTA 45VX (T-MAXlOO・ElOOS)、NikonF3 (ElOOS・GOLDlOO) 

平成 13年度： WISTA 45VX (T-MAXlOO・ElOOVS) 
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II 調査の方法

平成 14年度： WJSTA 45VX (T-MAXlOO・ElOOVS) 

造跡が広範囲にわたることと、 トレンチ調査や 25%調査など被写体に高低差が生じる為に、平成

12年度よりアオリが使えるフィールドタイプの 4x5カメラにし、普段はこれに 6x7用のスライド式

フィルムアダプターを付け使用した。

また、フィルムの使用頻度や収納スペースの観点から、平成 13年度からは 35mm一眼レフカメラ

での撮影をやめ、全てを 6x7サイズ（必要に応じて 4x5サイズ）で行なうこととした。スライド上

映などで必要なカットは 35mmサイズに縮小デュープしている。

フィルムは、造跡が全体にくすんだ土色で、焼土や土坑の覆土などの色変化が再現しにくいため、

発色性の強いものに替えた。

c 撮影データ

現場での撮影データは、撮影者が野帳にその都度記入した。平成 13年度からは、デジタルカメラ

で同ーカットを撮影し、写真台帳のデジタル化を図った。 （吉田）

(3) 出土品の収集

a 掘り出し造物

掘削作業中に掘り出された追物は、同一層位、または同一遺構に属するものを一括して収集するこ

とを基本とした。ただし 3年次、足掛け 4年にわたる発掘の間に少なからず取り扱いの変更がある。

11年度のトレンチ調査では同一追構の追物はグリッド（調査方格）に関係なくまとめて収集して

いたが、 13年度以降は造構に属する造物もいわゆる包含層の造物と同様、小グリッドごとに収集・

整理することとした。これは発掘年次を重ねるにつれ、遺構の大多数が焼土という平面的な構造であ

ってその内外を判断することがそれほど有意なものと思われないこと、 土坑の遺物も遣構と有機的関

連をもつと思われる事例は稀であること、そして土坑自体の検出が必ずしも確実でないことなどが認

識されたためである。 13年度以降は地区（小グリッド名）と層位所見、取り上げ日付の 3者が基本

的な収集情報となり、帰属遺構は層位所見の一種という扱いとなった。

11年度のトレンチでは「II-I層」から「III層」に至る地層名（財団道埋文編2000の40頁）を層

位情報として記録したが、やや広い範囲を発掘した 13年度にはこの地層区分への対比が困難となり、

III章で述べるように結局はこの区分を放棄するに至った。同時に、造物は細分された各地層の内部

から出土するのではなく、むしろ各層の境界に散布し、焼土などとともに旧地表に沿った一連の面を

形成していることがほぽ明らかとなった。そこで 13年度調査からは発掘中に認識される遺構・ 遺物

の平面的な連なりを「取上面」と呼び、これを層位上の単位として取り上げをおこなった。取上面に

は小グリッドごとに通し番号をつけ、記録票を作成して取り上げ日付．遺物の出土標高の範囲・当該

面の造構などを記録した。しかしこの方針が徹底されたのは 13年度の後半以降で、それ以前、特に

遺構・ 追物が希薄な地区では安易に 11年度区分の地層名に託して収集したものも多く、問題を残し

た。

収集情報ははじめ造物を収めたポリ袋に記入したものがほぼ唯一で、一次整理に際してこれを台帳

その他に転記していたのであるが、 13年度に取り上げ面記録票が作られ、これと袋経由の情報を対

照するとグリッド名の誤りと思われるものが稀でないことがわかった。 14年度からは小グリッド名

のアルファベットを五十音に変えて伝聞・ 転記の誤りを減らし、また取り上げ情報は水洗に耐える軟

質セラミック製図工素材（商品名「彩玉ボード」）の荷札に記入して遺物とともに袋に入れ、台帳化
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4 資料整理

終了まで遺物に随伴するよう扱いを変えた。

なお造構内の遺物に詳細に番号をつけて取り上げ、造構図中に作成したドットマップもしくは出土

状況図にその取り上げ番号や標高を記入した場合があるが、ごく少数の造構に限られる。

b 土壌等

焼土の土壌に含まれる炭化物や集中して投棄された小剥片などは集中範囲の平面図を作成して標高

を記入したうえ、土壌ごとポリ袋に採取し、その後の整理作業でフローテーションその他の方法によ

り取り出している。グリッドによる分割はおこなわず、連続した集中範囲の土壌を一括している。

11年度トレンチでは例えば同一の焼土の中で特に骨片の多い部分のみ、あるいはベンガラ粒と思

われるものの集まる部分のみ、というように現地で分別収集した場合があるが、整理の手数が増加す

るので 13年度以降は追構図に記録するにとどめた場合が大半である。

このほか数は少ないが、土坑底に収められた粘土塊などを周囲の土壌ごと石脅で固定して取り上げ

た事例がある。 （西脇）

4 資料整理

(1) 図面等

原園には図面番号を赤の油性サインペンで記入し、迫構名などを記入したラベルを貼り付け、図面

台帳の作成を行った。図面番号は平成 13年度に「図 400-608」、平成 14年度に「図 609-775」を与

えた。原図は取り上げ面や追構番号の確認、必要事項の記入、訂正などの作業を行った。訂正や変更

があった場合はその個所が確認できるように原図に書き込んでいる。その後、原図から 1mm方眼の

方眼紙に鉛筆で 2倍図版の版下図となることを考慮した素図を作成した。この素図を元に墨入れを行

い報告書挿図の版下とした。

なお地層断面図など複雑な内容を表現する図面では、素図をスキャナーで取り込んだのちパソコン

上で描画ソフト (Illustrator 9 .0) により加工し、デジタルデータで多色刷挿図の版下を作成した場合

がある。 （酒井）

(2) 出土品

a 掘り出し遺物

一次整理 掘り出された土器・石器等は、野外作業と平行して現地で水洗・乾燥・造物台帳の作成

・遺物カードの添付・ 注記作業を行った。水洗はボンドブラシや歯ブラシなどを使用して遺物に付着

した土を洗い落とした。乾燥は追物を新聞紙等をひいた乾燥かごに入れて、屋外もしくは遺物乾燥小

屋の室内で行った。室内では除湿機などを用いて乾燥を促した。土器片のうち固結の弱いものは乾燥

後にアクリル樹脂溶液（パラロイド B72の7-15%アセトン溶液）に浸して硬化させた場合がある

水洗・ 乾燥の終了した遺物は収集の単位ごとに遺物名と点数を決定したうえで追物番号を与え、追

物台帳に登録した。土器の点数は平成 11年度には数えられる限りの破片数としていたが、 13年度以

降は直径3cmの円を切り抜いた厚紙製のゲージを用い、平面に置いたときこれをくぐる小片は点数

に入れないこととした。土製品および石器等の点数は数え得る限りの数とすることで扱いの変更はな

いが、土壌ごと採取した小剥片の密集を飾を用いて洗い出した場合、 2mm目の飾に残るものを数え

ることで、プラスチック製のザルに入れて水洗する通常の掘り出し遺物と同程度の大きさのもののみ
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1] 調査の方法

を集計対象とした。

造物台帳は年度ごとに、土器・土製品と石器等とに分けて作成している。平成 11・13年度分につ

いては 85判の様式を印刷して手作業で記入し、 11年度は内容の重複しない造構造物台帳と包含層逍

物台帳の 2者を、また 13年度はグリッド別に全遣物を登録した台帳を作成した。平成 14年度はパソ

コン上で表ソフト (Excel2000) によりグリッド別の台帳を作成している。台帳には出土グリッドま

たは選構のほか造物番号・取り上げ日・層位（取り上げ面等）・造物名・分類・材質（石器等に限る）

・点数その他を記入した。台帳登録の終わった造物は台帳と同一の内容を記入した逍物カードととも

に遺物番号ごとにチャック付ポリ袋に納めた。追物カードは土器等と石器等で色を分け、土器は朱鴛

色、石器等は白茶色とした。

土器の注記は 11年度には微細なものを除く大多数の土器片に行った。 13年度以降はゲージをくぐ

らない破片に注記し、台帳上の点数と注記片数とを一致させた。注記できなかった土器片は造物番号

ごとにポリ袋に納め、注記済みのものと同封した。土製品・石器等は主にカードを同封した袋から取

り出す必要のあるものに限って注記した。注記内容は遺跡名の略号「T2」、出土グリッドまたは遺構、

造物番号で、 11年度には層位も記入した。 （酒井）

二次整理 一次整理の終了した遣物を埋蔵文化財センターに搬入し、分類・材質の確認、接合、復元、

図化、撮影などを行った。採用した分類の体系、図化・撮影対象の選択等については V章で述べる。

実測図は Imm目方眼紙に原寸大で作成し、剥片石器・土製品・石製品は原図のまま、土器・ 礫石

器は 3分の 2に縮小した第二原図に墨入れを行い版下図とした。なお平成 14年度には日立エンジニ

アリング株式会社に委託して復元した土器の一部のレーザー三次元計測を行い、そのデータから作成

した正射投影画像に写図エがリタッチを加えたものを原図とした場合がある。

遺物の整理と平行して造物台帳の修正を進め、その完了後平成 11年トレンチのうち本年度報告の

範囲と 13年度の遣物についてもパソコンに入力した。また地層断面図・迫構図の整理に平行して現

場で記録したグリッドごとの取り上げ面を相互に対比し、同一の生活面に属する遺構・造物を確定す

る作業を進めた。帰属する生活面を特定できた造物はパソコン上の追物台帳にその情報を入力したう

えで集計作業を行って造物集計表を作成した。

整理終了後、接合した土器を新たな整理番号別に収納したほかは原則として各遺物を造物カードを

同封したチャック付ポリ袋に戻し、報告書に掲載した遺物は図番号順、それ以外は造物名・分類ごと

に迫物番号順に整頓し、プラスチックコンテナに収納した。報告書掲載石器には報告書名・図番号・

図版番号を記したカードをも同封した。 （酒井）

b 土壌

現場で採取した炭化物や骨片に富む土壌のうち、前項で触れたように小剥片の集中など洗い出して

掘り出し迫物の整理に加えたものもあるが、その大部分は平成 13年度から発掘事務所脇の屋外に専

用の装置（いわゆる PROJECTSEEDS MODEL TYPE-I、椿坂 1989b・ 上屋 1990) を設置してフロー

テーション（浮遊選別）処理し、掘り出し追物とは別の系列で整理を進めている。

土壌の乾燥は主に強風の日を避けて屋外でおこない、適宜撹拌したり直射日光に曝した場合があ

る。土壌重量が概ね採取時の 8割未満になった時点で搬入した水道水を用いて処理し、浮遊物は 2.00

mmおよび0.425mm、残漬は 1.41mm目の飾（椿坂 1989a) により回収した。回収物は火気と化石燃

料由来の汚染を忌むのでオイルヒーター等で暖房した屋内で風乾させ、その後埋蔵文化財センターの

室内で適宜ルーペ・実体顕微鏡等を用いながら土壌から造物を選別した。
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4 資料整理

本書で報告する調査範囲の土壌はすべて 14年度までに一次処理を終え造物の選別に入っている

が、選別された自然造物の同定は未着手である。本書では IV章で処理した土壌と選別された造物の

量について記載し、また V章で選別された土製品の一部を紹介し、土壊の採取された造構の性格を

判断する材料としたにとどまる。なお 14年度の整理でフローテーション残消からかなり大きな土器

片が選別され、接合・図化された事例が見られたので、やむを得ず注記ゲージより大きな土器片のす

べてを台帳登録して注記し接合を試みたが、本来掘り出して回収されるべきものであり今後このよう

な事態を避けたいと考えている。

なおフローテーションで回収した炭化物の一部を年代測定に供しており、その結果を本書 VI章に

収録している。 （西脇）

(3) 写真

a スタジオ撮影

撮影方法 光量の安定性、色再現の忠実性などの理由からストロボを用いて撮影を行っている。

土器片や石器などは、 トヨ無影撮影台を使用し俯厳撮影を行った。その際、遺物は発砲スチロール

や脱脂粘土などで傾きを調整した。

平成 14年度からは、石器の撮影においても立面撮影を行った。俯厳撮影や遺物実測図では表現出

来ない情報（立体感・質感・加工痕や使用痕の強弱など）を写し込むことが可能となった。逆に俯敵

撮影での表現が有効な造物に関しては、従来通りの俯厳無影撮影を行った。

復元土器は、撮影台に白い背景紙を垂らして立面撮りを行なった。集合写真など、撮影台に造物が

乗り切らない時は、背景紙を床に直に垂らしての撮影となった。

平成 14年度からは、背景紙からデコラ板（無反射で蛍光塗料を使用していないもの）に替えた。

これにより背景が以前より白く抜けやすく、ポジフィルムで特に感じられた紙の繊維感がなくなった。

復元土器の撮影においては、特に立体感を表現することに留意して行なった。また、実測図では表

現出来ない質感を出すようなライティングを心掛けた。

立面撮影全般に、普段我々がものを見る時の自然な角度内での撮影を心掛け、写真を見る者に不自

然感を与えない構図を目指した。

現場での撮影と同様に、同じ条件（ライティング・シャッタースピード・露出）で 2コマ撮影し、

それをもって 1セットとした。

撮影機材 ストロボ機材は、 3200W/Sのジェネレーター（コメット CA3200)を2-3台、発光部 (CA

32H) を2-6灯、ディフューザーは、ライトバンク・アンブレラを使用した。集合写真など撮影が広

範囲にわたる時は、天井吊り下げの大型ライトバンクを用いた。

カメラは、 WlSTA45VXに6x7用スライド式アダプターを付けて用い、フィルムはブローニーサイ

ズの T-MAXIOOとElOOSを使用した。必要に応じて同フィルムの 4x5サイズも使用した。

b 現像

フィルム現像 カラーリバーサルフィルム・カラーネガフィルムは外注している。モノクロフィルムに

関しては、自動現像機 (ILFORDILFOLAB FP40) での自家処理となっている。

この機械は、プローニーサイズまでのロールフィルムに対応していて、 35mn1の場合パトローネか

らフィルムの先端を出し、そこにリーダーを貼り付け機械に流し込む。プローニーの場合は、ダーク

ボックスの中でフィルムを巻き取り、専用のマガジンに先端を出した状態で入れ、同様に流し込む。
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II 調査の方法

同時に 2本の現像ができ、約 15分ほどで乾燥まで仕上げる。フィルムはパトローネやマガジンに入っ

ているので、全暗黒にしなくても処理できる。また、ほぼ一定の現像がなされるため品質も安定する。

ペーパー現像 モノクロ写真の焼き付けも自動現像機 (ILFORD ILFOLAB MG2950)での自家処理と

なっている。写真図版用の焼付けや密着焼きを行なっている。

この機械は、印画紙を露光した後流し込むと、約 1分で乾燥まで仕上げて出てくる。これもほぼ一

定の条件での現像となるため、露光時間の増減による仕上がりの予想がしやすい。

c 保管・ 管理

写真台帳写真台帳はパソコンに入力しデジタルデータ化して管理している。平成 13年度からは、

現場で同ーカットをデジタルカメラでも撮影し、その画像を貼り付けた台帳を作成している。前年度

までのものは、フィルムスキャンで画像を取り込み貼り付けている。

平成 14年度からは、文字データファイルに画像データを貼り付けていたのから、画像データを別

フォルダーに JPEG形式で保存したものと、文字データファイルの画像領域をリンクさせる形式に移

行した。これによりデータ量の圧縮と作業スピードの高速化が図られた。

写真台帳をデジタルデータ化し管理することにより、写真の検索が瞬時に行なえる。また、画像を

画面上で見ることが出来るため、不必要にオリジナルのフィルムに触れる機会が減少し、フィルムの

劣化・破損などを防ぐことが出来る。

フィルム アルバムは、コスモスプリントファイルを用いている。フィルムには lコマずつ番号を

つけ、フィルム種類ごとの連番で管理している。

フィルムに触れる時は必ず手袋を着用し、油分からの変色・劣化やカビの発生を防いでいる。また、

同一条件で撮影した 2コマのうち 1コマはオリジナルフィルムとして使用しないようにしている。使

用頻度や貸し出し依頼の多いカットに関しては、デュープを作成し対応している。

アルバムは全ての調査・整理作業が終了した後、定温・定湿に保たれた特別収蔵庫に保管される。

フォト CD カラーフィルムの劣化・退色に対応すべく、報告書に使用したカットについては、フォ

トCDに焼き付けている。フォト CDは外注しており、主にブローニサイズのカラーリバーサルフィ

ルムからの焼き付けとなっている。

E6処理されたリバーサルフィルムの耐久性について確実なデータがない今、フォト CDに焼き付

けて、色情報をデジタルデータとして保存するのが最良と思われる。 （吉田）

5 保管

今回の報告に関する図面等・写真・出土造物は2003年 3月現在、道立北海道埋蔵文化財センター

で保管している。図面等は全て A2版図面ファイルに調査年度・ 北埋調報番号・遺跡名をつけて収納

している。写真アルバムは全ての調査・整理作業が終了した後、定温・定湿に保たれた特別収蔵庫に

保管される。出土造物に関しては、復元された土器は調査年度・北埋調報番号・遺跡名・追構名・図

番号を記したラベルを貼り展示収蔵庫に保管されている。復元に至らなかった土器片や石器等・フロ

ーテーション成果等はコンテナに収納する。コンテナには調査年度・北埋調報番号・造跡名・追物名

・分類・収納番号を記したラベルを貼り、掲載されたものは展示収蔵庫、未掲載のものは収蔵庫に保

管されている。また、報告書掲載遺物については前記のほかに遣構名・図番号などを記入したラベル

を貼り、今後の活用に備えた。
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位惜

m 遺跡の環境

1 位韻

(1) 所在

対雁 2造跡は北海道島中央部の西寄り、日本海に近い平野の中に、島内最大の河川である石狩川に

面して所在する（図III-1、図版11-1)。 、

遠跡所在地の地籍は江別市工栄町 28番地である。この町名と地番は土地区画整理にともなう換地

の結果 1978(昭和 53)年に登記されたもので、それ以前この土地は対雁という行政町名の中にあっ

た。 1992(平成4)年に埋蔵文化財包蔵地として周知される際に旧地名を尊重して名称が決定され、

同じ町名を冠する「対雁造跡」との混同を避けるために「2」という連番がつけられた。

土地区画整理はエ栄町という工業団地の造成にともなうものであったが、この事業はさらに 1970

（昭和45)年以降本格化した石狩川の大規模な改修に連動していた。石狩川の南岸にあった対雁の

集落は立ち退いて河川敷地が設定され、その外縁に築堤が建設された。河道の拡幅と直線化のため集

141E 
図III-1
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1 位謄

落の跡地は大きく切り取られ、新たに石狩川左岸の高水敷となった旧集落南側の地下に、さらに後年

の改修事業にともなってこの造跡が発見されたのである。この間の変遷については、咋年度の報告書

に収録した航空写真（財団道埋文編 2002の図版Ill-1-6) を参照していただければ明瞭である。

明治年間に対雁の地に集落が形成されたのは、札幌を流れる豊平川がここで石狩川に合流し、開拓

の進む北海道内陸と札幌とをつなぐ水運の要衝をなしたことによるところが大きい。 1954(昭和 29)

年に本格的な水路切替がおこなわれるまで豊平川は遺跡のすぐ北西側で石狩川に注いでおり、その河

道は今も世田豊平川という名称で残っている。したがって旧豊平川と石狩川の合流点に臨んで遺跡が

所在すると言って誤りではないのだが、少々ややこしいことに、 200年ほど前までは江戸時代の記録

に「ツイシカリ川」という名称で現れる小さな川の川尻がここにあったに過ぎず、 19世紀初頭頃の

洪水を境に豊平川がそのツイシカリ川の河道に流れ込むようになったことがわかっている。

「ツイシカリ」は言うまでもなくアイヌ語地名であって、語頭のツは「もとの」「もうひとつの」

といった意味をもつアイヌ語 tuであろうとみられている（榊原 1998)。「もとのイシカリ」という地

名の意味するところは、 しかしいまひとつ明らかでない。この問題を含め、遺跡の人文的な環境につ

いてはすでに刊行した報告書で再三紹介してきたところであるので、参照いただければ幸いである（財

団道埋文編 2000・200I・2002)。

(2) 地形

対雁 2迫跡は石狩川下流域に発達した沖積低地の中にあり、周囲は人為的な治水がなければ石狩川

やその支流の洪水が及ぶ氾濫原である。しかし石狩川水位の観測が始まった 1879(明治 12)年から

築堤建設の進む 1970年代までの約 100年間に、対雁の旧集落のあった地点が実際に冠水したことは

一度もなかったらしい（財団道埋文編 2002の17頁）。氾濫原中にありながらも事実上の離水域であ

るという点に、造跡付近の地形的な特徴が見られる。

現代の改変が進む以前の地形を窺う目的で 1966・71 (昭和 41・46)年撮影の航空写真から平成 11

年度に作製した地形図を図 ill-2に再掲した。追跡は石狩川と世田豊平川の合流点付近から湾曲しな

がら南西方向へ伸びる微高地の地下に発見されたこと、この微高地がさらに石狩川へ向かって扇状に

張り出し、追跡から約400m先で侵蝕崖となって終わっていることが知られる。

石狩川開発建設部の治水地形分穎（石建編 l979a,b)ではこれを自然堤防としている（図 UI-3)。旧

豊平川河道に沿って形成されたその形状、後述するその地質からみても説得的な分類である。ただ上

述のとおり、この地形が近年になって発達した可能性は小さい。微高地の頂部は標高 9mを超える高

さで延長約 2kmにわたって続いているが、近代の対雁水測所の硯測では高水位の記録は 8mを少し

上回る程度であり（例えば財団道埋文編 2000の表Il-1)、19世紀後半以降に微高地部分の堆積量が侵

蝕を上回った可能性はまずない。また 19世紀初頭の豊平川の流入以前には、そもそも自然堤防を発

達させるだけの営力がツイシカリ川になかったとみられる。結局この微高地については、近世以降の

それとはやや異なる環境下で形成された古地形とみなす必要があるように思われる。

次節以降で述べるとおり、当財団の発掘調査そのものによって、前 l千年紀の後半を中心とする

1,000年ほどの間に、この場所で標高 8m以上まで頻繁に水成層が形成され、またその堆積の間を縫

って焚火などの人間活動がおこなわれたことが明らかになった。水域と陸域とが目まぐるしく交替す

るさまは、まさに形成中の自然堤防の状況を示しているとみてよいであろう。現代の河川敷整備で微

高地の頂部が50cmから lmも削られた模様であるのですべてがこの時期の所産であるとは言い切れ

ないとしても、自然堤防の発達の時期が判明した一例としてよいのではないかと思われる。
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m 辿跡の環境
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H37遺跡
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巨□扇状地 尼~ 台地

その他は氾濫平野．石建編1979a,bを改変．
／
 図ill-3 治水地形分類と辿跡の位囲
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2 地屈

豊平川が扇状地の発達した中流域から下流の沖積低地へと流れ出る付近に新たな堆積物が形成され

やすく、河道が不安定になりがちであるのは近世に始まったことではないであろう。 18世紀以前に

も、豊平川が 19-20世紀のものに近い流路をとった時期が何度かあったと思われる。伏能川以西の

扇状地は遅くとも続縄文時代半ばより前に形成を終えたとみられており（大丸 1989の597頁）、造跡

形成の当時豊平川下流が東側に大きく振れる条件が整いつつあったらしい。そして札幌市西南部の広

大な山地を集水域とする豊平川本流の流入が、対雁付近に自然堤防の発達をうながすことは想像でき

る。しかしそれだけでは、同じ条件が実現した 19世紀以降の豊平川下流で大規模洪水が頻発してい

ない事実を説明できない。

可能な説明の一つは、造跡の形成された時期の海水準が高かったため、石狩川河口から流路延長で

30数kmと海岸に近いこの付近でも堆積基準面の上昇を招いたとみることであろう。あるいは、相

対的に同じことであるが、当時から現在までの間に海水準の低下と河川の下刻が進み、自然堤防のある

地形面が段丘化したとみてもよい。これらの場合、付近の低地全体にわたって当時の水位が現在より

高かった痕跡が認められるはずである。しかしより海岸に近い沖積低地に位椴し、年代上対雁 2追跡

と重複する部分のある札幌市の H37遺跡（同市埋文編 1996・1998)では標高 5m前後を掘り込み面

とする竪穴住居跡が発見され、やはり同時期の同市H317遺跡（同前編 1995)では標高 3m以下の旧

地表で河道に沿って生活痕跡が見られた。 H37造跡と対雁2遺跡とは 12kmほど、 H317造跡とは 8km

ほど離れているに過ぎないので、甚だしく不等な沈降を仮定するのでない限り、当時の堆積面が 19世

紀以降より特に高かったと考えることは困難であろう。 H37・H317逍跡の花粉化石を検討した山田

悟郎は続縄文時代初頭の地層で針葉樹花粉の出現率が高く冷涼な気候が示唆されることを述べており

（山田 1998)、高海水準はむしろ擦文時代に想定されることを指摘している（同 1995)。また対雁 2遺

跡よりも上流の氾濫原に所在する江別市江別太追跡では、旧千歳川の河道中に標高ーIm前後まで打ち

込まれた続縄文時代中頃の杭が複数発見されているが（同市教委編 1979)、これは付近の現千歳川水

面（標高2m弱）よりもかなり深く、やはり当時の水位がそれほど高くはなかったことを示唆している。

結局今のところ、対雁付近の自然堤防の成因はやや特殊なものであろうという漠然とした指摘がで

きるに過ぎないが、この自然堤防の延長のように見えるものはさらに近代の石狩川本流を越えて、篠

津川下流にまで連なっている（図 III-3)。規模・ 勾配の小さい篠津川が多量の堆積物をもたらしたこ

とは考えにくいので、これを石狩川による再堆積をこうむっているにせよ相当部分が古豊平川由来の

堆積物で構成された地形と考えざるをえず、そしてそれが同じ古豊平川の形成した伏籠川沿いの自然

堤防とならんで、石狩川下流の沖積低地の中で砂丘を除けばもっともまとまった微高地を形成してい

ることが注目される。この地形が遺跡そのものを内包しているだけに、その発達の過程を今後さらに

究明する必要があると考えている。

2 地層

(1) 既往の地層区分

対雁2迫跡の地層の最上部は外見上概ね無構造、壁状の粘土質のシルトで構成されるが、深度が増

すにつれ堆積物の粒度の幅が増して砂を含むようになり、堆積構造の肉眼的観察が容易になる。現地

表からの深さが約 lmを超えると北東方向の走行、北西方向の傾斜が顕著に認められる（図版 III-1)。

土色は標準土色帳（小山・竹原 1967) との比較で概ね色相 lOYRから 2.5Yの範囲、粘土・シルト主

体の部分では明度4-6で彩度 1-3、砂質の部分では明度2-5で彩度 1-2を呈することが多い（口絵 l)。
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平成 11年度の発掘ではこの走行・傾斜の明瞭な部分を III層、その上位にあるものを II層、これ

らを覆って現地表を構成する近現代の人為層を 1層とする大区分が設けられ、 II層はさらに最大で 10

単位に細分された。 12年度の発掘でもこれが踏製され、「II層までは（略）水平に近い堆積状況をし

ている。 III層は西方向に向けて落ち込んでいく土層を示している。 1I層と III層の層界は不整合面と

なっている。」（財団道埋文編 2001の53頁）との概括がおこなわれた。しかしこの 2年次の記載の間

にはいくらか矛盾がある。

12年度の概括を文字通りに受け取れば「不整合面」は傾斜不整合の関係であり、上位の「1I層」

は「III層」の傾斜と無関係に水平に成層していると解されるが、 11年度発掘では「II-2ー上層（略）

西側に向かって落ち込んでい＜」「II-2-中層（略）調査区の西端付近で急激に落ち込んでいく」「ll-2-

下層（略）西側では落ち込んで確認できなかった」（同前編 2000の40頁）との記述から、細分され

た1I層の各部層が傾斜していたことが明らかであるから、 12年度報告に言う「水平に近い」の意味

が曖昧になると同時に、傾斜した部層間の層境界は II・III層間の「不整合面」とどれほど違うのか

という疑問が生じる。実際、 12年度の地層断面図には「II-2ー中」「ll-2ー下」間に不整合としか考えら

れない線が描かれ、「II-2-下」の部層は明らかに傾斜した堆積を見せている（同前編2001の図 III-2-2)。

このように地層記述の一貫性に疑問が生じるのは、おそらく 11・12年度の分屈が基本的に文化層

区分であり、しかもそれが不徹底であったためである。例えば「II-1層（略）粘土層」が場所によっ

ては「砂層（略）により 4層に分かれ」（同前編 2000の40頁）たり、「II-2ー中 1層」が「II-2-1:層に

近い土質を示」（同前編2001の54頁）したりするように、地層を構成する堆積物の如何は本質的に

地層の区分を左右していない。むしろ一貫していたのは「炭化物や遺物、焼土から」（同前編 2000の

40頁）「焼土や造物・炭化物などの検出状況から」（同前編 2001の54頁）分層する立場であったと

みられる。文化財調査である以上文化層区分をおこなうこと自体は正当であるが、文化層のないとこ

ろでは「分層できない」（同前書 54頁）のが当然である。問題は、この当然の禁欲が実行されたのは

「II-2ー中層」の再細分についてだけで、その他の大部分で文化層区分が別の観点からおこなわれた区

分と合成された点にある。たとえば「II-2ー中 (2)層の」焼土F-41は、同層とその上位の II-2ー中 (1)

層との境界に存在するが、 「III層の」焼土F-31はIII層の中に存在する（同前編 2000の図 III-3・5)。

この違いは堆積物の境界に形成された旧地表の生活面をその核心とする文化層と、地質的な層相で設

定した自然層とを漠然と等価に扱っていることを意味するのであるが、それをそのようには認識でき

ず、ただ l1I層の細分がまだ不十分である結果とのみ受け止めていたのである。

このような状態で迎えた 13年度の発掘を下層に進めるにつれ、造構・遺物の連続的な出土によっ

て追跡される「II層」中の旧地表面が北西へ傾斜しており、したがって「1I層」の層厚が北西へ向か

って急激に増加することが明らかになった。このため I章で述べたとおり予定の作業畠では発掘を完

了できず、深部の発掘を 14年度へ繰り越す結果となったのであるが、同時に 11年度発掘のトレンチ

断面（同前書の図 III-5)で「Ill層」と判断したものの一部を「II層」に改めざるを得ないことが明

らかになり、ひいてはこれまで「III層」として扱ってきたものの全般について、「II層」との区分が

正当かどうかという疑問が浮上することになった。「西方向に向けて落ち込んでいく」のは「III層」

だけではないことが確実になり、「粘質土と砂の互層」（財団道埋文編 2001の53頁）であることも「III

層」の特徴というより深部の堆積物の特徴であることが明らかになったからである。

残る分層の根拠は不整合の存在であるが、これもすでに述べたように「II層」と「III層」の境界

面だけの特徴ではないうえに、粒度の幅の小さい浅部の堆棟物の中で不整合を認識することはそれほ

ど容易でないという問題がある。例えば 12年度の 67線地層断面図において 161線の少し西、 69線
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断面で 160線の少し西で、層厚の大きな変化がないにもかかわらず「II-2ー中」層の細別が突然不明に

なること（同前書の図 III-2-1・2)は、そこに不整合が存在したのではないかという疑いを抱かせる。

果たしてそうであれば、その東西の「II-2ー中層」はすでに別の地層なのであるが、そうした問題が検

討されていないのは、遺構・遺物の集中部分で旧地表と思われるものが平坦であったという文化層区

分の知見が、留保をつけずに追構・追物の希薄な区域へも敷術されたことを意味するように思われる。

再検討の不可能な問題を蒸し返すのは不毛だが、 12年度発掘の「不整合面」は、上から順に水平

に設定してきた文化層区分と、それを諦めて堆積物に従って引いた自然層区分との境界であって、よ

り水平に成層する地層と傾斜する地層との境界がそこに実在したわけではないのではないか、という

疑問を払拭することは難しい。少なくとも 13年度発掘以降、遺跡の地層中に特別に注目すべき一連

の境界面を見出すことができないので、本書では近現代の人為層である I層と、その下位にある II層

とを区別するにとどめ、「rn層」という区分は用いないことにした。

(2) 層面の認定

上記のような分層上の問題が表面化した 13年度発掘の後半以降、迫構・ 造物の新旧を正しく把握

するためにどのように地層を認識し、記録すべきかが再考された。遺跡の地層全体を一貫して記述す

るためには遣構・遺物の有無に直接左右されない、堆積学的な方法での体系化が必要であることは明

らかであり、まず堆積の構造を明らかにし、その後に遣構や遣物によって把握される生活面ないし文

化層がその構造とどのような関係にあるかを記録すべきものと思われた。すでに報告してきたとお

り、当迫跡の造構・ 迫物は地中に全く不規則に存在するのではなく、一定の面をなして出土する傾向

がある。これが概ね旧地表面であること、そこに生活の痕跡が残された後で堆積が進み、新たな地表

面を形成することによって追構・遺物の累重が起こるらしいこと、上下の生活面を隔てる堆積物は例

外なく遺物に乏しく、従って人為的に盛られたものではないことなどは見当がついていたので、この

間歌的な自然堆積の休止を地層断面上で特定し、それぞれの休止に対応する遺構・遺物を明らかにす

ることを目標に地層の観察を再開した。

13年度の報告で述べたように（財団道埋文編2002の21・22頁）、自然の営力による堆積が休止す

るということは、つまり風や水流が甚だしく弱まることによってそれまで浮遊していた細かく軽い粒

子までが地表や水底に沈積することであると考えられる。具体的には、当造跡の堆積物の中で細粒な

成分である粘土・シルトの粒子のみが集まったものが一連の地層として観察されれば、その上面を堆

積の休止面とみなすことができるであろう。この考え方に沿って検討したところ、果たして地層断面

には、浅部ではほぼ水平だが深部に向かって北西の傾斜を強め北東に走行を持つ粘土・シルト層が多

数認められ、その主要なものの上面を図化して記録した（同前書の図 III-4-6)。この知見から、 13年

度の報告書では従来「II-1層」「II-2-上層」と呼ばれた肉眼的構造に乏しい堆積物はおそらく相当多

数の、それも場所によって層序の異なる休止面を含み単一の「地層」とはみなしがたいこと、「II-2-

中層」以下についても平成 11年度の 158線半トレンチでの分層と 12年度のそれとは完全には整合し

ない可能性があることなどを述べた（同前書27・30頁）。

このような経緯の後に着手した 14年度の地層記述では前年度の立場を踏腹しようとしたが、実際

にはさらに観点の修正を迫られることになった。その直接の契機は新規に発掘した 110-149線間の

東西 195mに及ぶ67線地層断面の検討である。この断面には細粒堆積物の成層がほとんど無数に見

られ、そのすべてを記録することは現実的でないと思われた。同時に、休止面より概して急な傾斜で

折れ線状に斜め上方にのびる侵蝕面の存在が断面の所々で注意された。
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侵蝕面には固有の堆積物がともなわないのでその存在に気付くまでに多少の経験が必要であった

が、緩やかな曲線を描く休止面の細粒層が侵蝕によって突然断ち切られ、侵蝕面の上位側には別の単

位の休止面や下位側とは様相の異なるラミナが形成されて明らかな不整合をなしているので、ある程

度検討を加えれば認定は困難ではない。このような侵蝕面が堆積の断絶を意味していることは間違い

なく、その上下を別の単位の堆稜物として扱うことができる。そこで 149線以西の 67線地層断面で

はこの侵蝕面をできるだけ淵れなく記録し、さらにその侵蝕面より下位側にある休止面のうち最も上

位のものも図化することを原則とした。この 2種の面を認定することで最低限の地層区分を果たすこ

ととしたのである。 14年度に掘り下げを加えた 13年度着手範囲の地層断面を上記のような観点で見

直してみると、やはり 149線以西と同様な侵蝕面が見られた。その一部は明らかに 13年中に掘削し

た浅部へ続き、堆積の休止面を破壊していたと思われる。 13年度、および 149線以西で図化の方針

を定める以前に作製した 14年度の断面図にはこの侵蝕がほとんど記録されておらず、休止面の認定

が正確でなかったことは間違いない。

思うによほど切り立ったものでない限り、侵蝕面はその断面上の姿のままで地表あるいは水底に蕗

呈しているわけではなく、侵蝕され崩落した土砂にその上端近くまで覆われているのが普通であろ

う。侵蝕の上端には当然ながら堆積の休止で形成された旧地表があり、そこにある粘土やシルトは、

急激な侵蝕がおさまると同時に侵蝕面を覆った崩落土砂の斜面を覆って再堆積を始める。これも一種

の休止面には違いないから、地層断面で眺めた時にはある箇所で休止面の細粒堆積物が不明瞭にな

り、そこを境に傾斜が変化するが、休止面そのものは続いているように見える。ここで下手側の細粒

堆積物のやや下位にある侵蝕面を認識できなければこれを一連の休止面と考えがちであり、 13年度

と14年度前半の断面図にはこのような誤認がかなり含まれていると思われる。

侵蝕面の上部が細粒で粒度の幅も小さい堆積物中にある場合、その正確な上限を肉眼で確認するこ

とは困難である。しかし常にそうであるというわけでもなく、侵蝕面の上端とその下位側最上位にあ

る休止面とが一致し、その直上を一連の堆積物が覆っていると見える場合がしばしばある。この堆積

物の下面が別の不整合に連なっていればこの一致は新しい侵蝕による偶然ということになるが、今の

ところその実例と思われるものは観察していない。つまりこれは先ほど想定したような、侵蝕面とそ

の上端にある休止面との関係であるように思われる。考えてみれば、砂を主体とする深部の堆積物の

上面が、次単位の堆積までほとんど侵蝕を蒙らずに初生的な形状を保つというのはありそうもないこ

とである。むしろ、浅部の堆積面と深部の侵蝕面という二種の面が常に一つの単位をなして旧地表を

形成しているからこそ、それを基底として形成される堆積物の傾斜が常に浅部で弱く深部では強くな

るのだ、と表現したほうが当たっているかもしれない。

このように、堆積の休止にともなって必然的に二種の面が生じ、そのセットが堆積の境界面を構成

するのではないかというのが、比較的深部まで発掘を進めた 14年度の経験から帰納される内容であ

る。それは単に、上記のような関係では侵蝕面と休止面との時間差を直接に示すものがなく、性格の

異なる二者をまとめて単一の面として扱うことに実際上の問題がないということではない。侵蝕は地

層の中ではなく地表または水底に発生するという前提から、ある侵蝕面の上限が堆積面と一致してい

れば、その堆積面は間違いなく堆積の休止面であり、たとえその上に新しい地層が整合に堆積してい

るように見えてもそこに旧地表として無堆積のまま経過した時間が想定できる点が重要である。言い

換えれば、その上面が休止面と見える細粒の堆積物も、それのみでは単に砕屑物を運ぶ営力が非常に

小さくなったことを示すに過ぎず、侵蝕面との接点が確認されてはじめて堆積が休止し、時間的空白

を生じたことを確実に推論できるということである。
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図ill-4 地暦断面図の変化

したがって、もし一貫してこのような二部構成の層面で地層を区分することができれば、堆稼構造

の中に年代差、つまり時間的な空白を見出そうとする造跡の発掘調査にとって望ましいと言えるだろ

う。とは言えこうした理解に達したのは14年度発掘の終盤であり、現地での記録はそれぞれの時点

での認識を反映した不統一なものとなった。図 III-4は14年度に同じ箇所で発掘の初期と末期に作成

した断面図の比較である。新旧の断面図に共通する層面はむしろ少ない。目につく細粒層を特に選択

せず描いた旧図（淡線）は、層面の数は多いが侵蝕面の多くを見逃しており、不整合に気付かず安易

に層面を連続させる傾向にあること、侵蝕面と休止面の境界にある傾斜の変化を記録している場合

も、侵蝕面そのものを辿らずその上下にある堆積面に注意を奪われていることなどが見て取れる。

(3) 堆精の状況

以上のような経緯のもと、 2年次にわたって作製した地層断面図に編集を加えて図lll-5-:-9に示し

た。土色に着色した範囲がII層である。暗い土色で表示したのは平成 13年度発掘の前半までに作園

した範囲を示し、中程度の暗さは 13年度後半、明るい土色は 14年度に図化した範囲を示す。橙色・

紅色は遺構断面、稲妻状の墨塗りは噴砂脈、細い墨線は株痕ほか自然の撹乱である。淡い灰色はI層、

浪い灰色は試掘および発掘調査にともなう撹乱で、 30mおきに I層が落ち込んでいるのは河川敷公園

整備の際の暗渠工である。図 III-5・7に見るように、正確には同じ位置に断面を設定できていないこ

とが噴砂脈のずれに明瞭に表れているが、すでに対照の不可能な 2年次の層面を無理に整合させる意

味はないと思われるので、 Il章で述べた水準の補正を加えたのみで機械的に接合した。両年次の図が
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Ill 辿跡の環境

重複する箇所では 14年度のものを俊先した。場所にもよるが 14年度の図が 13年度に比較して西方

向へずれているという印象を与えるものとなっている。これはおそらく 14年度の調査方格が新規の

測塁にもとづくことと関連するとともに、 13年の図化後に断面に沿って排水溝が掘られた箇所では

これを避けて 10cmほど北側に断面を設定せざるを得なかったことなどの影轡もあると思われる。

赤および紫の線は侵蝕面である。面下の堆積物と明らかな不整合をなす場合は赤、侵蝕が細粒の堆

積物の上面で止まって準整合に近い状態となる部分を紫で示した。 13年度の断面図では侵蝕面をほ

とんど見落としているが、図の注記や写真から想定される侵蝕面の位置を赤破線で記入してある。ま

た青線は侵蝕面の上端に連なる堆積の休止面で、粘土またはシルトからなる薄い堆積物の上面である。

同一線上断面の中で侵蝕面との連続が確認できなくても、交差する他の断面に追跡してそのことが確

認できる場合には青線としてある。しかし 14年度図化部分以外では侵蝕面の観察が不十分であるた

めにほとんど特定できない。また先に述べた準整合の関係では、面下に見られる細粒堆積物が侵蝕面

と等時的なものでないことは侵蝕がそこからさらに上位に達していることで判断されるのであるが、

地層の走行方向の断面でのみ観察した場合にはこの判断は不可能である。図 III-8にはこのような面

がいくつか現れており、一応紫線で示しておいたが本来青線とするべきものが含まれる可能性がある。

緑線も細粒の堆積物の上面で、堆積休止面と思われるが侵蝕面との等時性を確認できないものであ

る。新しい侵蝕面が先行する侵蝕面を完全に破壊してしまうこともあると考えられるので、たとえ侵

蝕面との接点が観察できなくても実際には無堆稼面であるという可能性が残る。特にその面に遺構が

形成されていれば一旦旧地表として露呈したことはほぼ間違いない。しかし追構がないという場合、

これまでの発掘範囲内にないからと言って同じ面の全体にないとも判断できないので、ここでは遺構

の有無によって色分けすることはしなかった。なお 67・69線上に位置し、層面との関係が明確な迫

構は表lll-1・2に記入してある。

以上 3種の面に上位のものから通し番号を与えて命名した。番号は 67線上断面 ・69線上断面のそ

れぞれについて与え、頭に 67—または 69ーをつけることで区別する。侵蝕面とそれに連なる休止面に

は同じ番号を与え、番号の後に前者はa、後者は bを付した。これら確実な無堆積を示す層面は、想

定上のものを含むとは言え延長245mの67線上で 145面に達した。 69線上では編集時に追加した 3

面を除いても 149-159線の範囲に 71面を観察しており、 67線上の同じ範囲で 58面を命名したのは

過大でないと思われる。次に侵蝕面への連続が確認されない休止面は、その直上位にある無堆積面と

同じ番号を与え、小数点以下にさらに通し番号を付けて次の無堆積面までの同種の面を命名した。た

とえば67-35a面と 67-36a面の間にあるこの種の面2枚は上から 67-35.1面、 67-35.2面と呼ばれる（図

llI-5a)。以上を合わせて、命名した面数は 67線上で 275面、 69線で 155面あり、各面の所見を表III

-1・2に記載した。なお 67・69線上の面の一部は 153線半・ 156線半の地層断面によって対比するこ

とができ、その関係も表III-1・2に示してある。

青色の線、つまりほぼ確実な無堆積面の下に見られる細粒層は概して薄く、厚さ 3cmを超えるも

のは少ない。これがそれ以下のより粗粒な堆秘物を授う状況はマッドドレイプと表現してよさそうで

ある。土坑の疫土など人為的な堆積物中にはマッドドレイプを撹乱した結果と思われる粘土質シルト

の塊を見る場合が多い。一方緑線で示した不確実な休止面では、青線と同様なマッドドレイプを伴う

ものがある一方、表lll-1・2に記入したように面下に複数の細粒層が細かい級化を繰り返す場合や、

やはり複数の細粒層が複合した結果か 10cm近い厚さをもつ粘土・シルトを伴う場合もあって一様で

ない。細粒層の細かい反復や肥厚はおそらくそれが堆積の休止期間に侵蝕面上にやや時間をかけて形

成された再堆桔物であることを示唆していよう。これら再堆積物らしき細粒層は灰色に還元されてい
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る場合が多く、含まれていた有機物が酸素の乏しい地中ないし水中で分解されたことを考えさせるの

に対し、無堆積面下のそれは黄褐色ないし黄橙色を呈し、より酸化的な環境を示唆することが多い。

今後はこのような類型化を進めて再堆積面と初生的な堆積面との区別を徹底し、堆積構造の理解を整

頓する必要があろうと思われる。

なお茶色の線は肉眼で上下に比較して細粒の堆萩物を確認できなかった面と、そのような休止を示

唆する層の有無について記録のない面とをまとめた。堆粕物の粒度や色調の不連続な変化、造構・造

物の面的出土、植物の根痕を含む土壌化痕跡など様々な根拠で認定した面を一括している。その傾斜

・走行の傾向は上記の 3種の面と合致し、かなりの程度まで地層の構造を反映していると思われる

が、層序の体系に正確に位置づけることは困難で、名称は与えていない。

以上固表の説明が長くなったが、地層断面を通観して、迫跡の地層が調査方格に概ね平行・直交す

る走行と傾斜を示すことが明らかであるとともに、その形成が場所により一様には進行していないこ

とが窺われる。 67線上では 128区、 134区、 147区、 151区、 155-157区など、 69線上では 151-152

区、 155-157区などに狭い間隔で侵蝕面が出現し、堆積の北西方向への付加が停滞したことがわかる。

また 156線半断面では 69-70区に侵蝕面の累禎があり、やはりそれ以北に比べて堆秘の進行が遅れ

たことを示す。おそらくこのような平面的な停滞の結果、同一地点に反復して同程度の厚さの堆積物

が形成され、 一方では生活面の累重を明瞭にする結果をもたらしているが、他方このように跛行的な

地層形成のため地点間で造構・追物の帰属する旧地表面を対比する作業は単純でなく、原則として無

堆積面そのものを連続的に検出していくことによってしか確定できないことが理解されよう。

また、侵蝕面の認識によって堆積構造の理解に変更をきたしたとは言え、少なくとも侵蝕を受けて

いない範囲では各単位の堆稜物が傾斜の方向に沿って著しい厚さと粒度の変化を示し、ごく僅かな位

置の違いで砕屑物を運んだ流れの速度に大きな差があったとみられること、したがってこの流れは風

でなく水流であり、その速さの変化方向に直交する流れの軸をもっていたであろうことについては、

昨年度の報告での推論（財団道埋文編2002の30頁）を変更する必要がないようである。推定される
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m 迫跡の環境

表 W-1 洞面一lj£(67線上）

名称 69線上の名称 断面上の遺格 面下の細粒堆桔物 所見

la 未発掘 なし なし もう少し上位に達する可能性あり。

11 未発掘 なし 厚さ05cm前後．

2a、2b 未発掘 なし b下に序さ fem弱．

3a 未発掘 なし なし 上殴は図よりいくらも上昇しない．

4a 未発掘 なし なし

3 1/4 I 未発掘 なし 屈さ 05cm前後．

3 214 2 未発掘 なし 序さ 2-Jcm.

5a、Sb 未発掘 なし b下に厚さ 1cm前後．

6a、6b 未発掘 なし b下に厚さ 0.5-5cm.複数単位複合するか．

61 未発掘 なし ,9さ2cm前後、還冗顧吝．

7a 未発掘 なし なし さらに上位に達する可能性あり．

7 I 未発掘 なし 厚さ 3-4cm、左端1ま還元やや頻秤．

8• 未発掘 なし なし 上限は絃認しがたい．

9a 未発掘 なし なし さらに上位に達する可能性あり．

!Oa 未発掘 なし なし 上限は確必しがたい。

I la 未発掘 なし なし 上限は硲品しがたい。

12a. 12b 未発掘 なし b下に閉さ 1cmI前後．

13a 未発掘 なし なし 上殿は図よりいくらも上舛しない．

14a、14b 未発掘 なし b下に印さ l-2cm、還元頻若．

14 I 未発掘 なし 序さ 3cm前後、還元顕宅．

!Sa 未発掘 なし なし 上阪もう少し上の可能性あり．

IS.I 未発掘 なし 厚さ 2cm前後．

15 2 未発11i1 なし 序さ 1-2cm.

16a、1Gb 未発掘 なし b下に厚さ 2cm前後。

17a、17b 未発掘 なし b下に厚さ 3-Scm.

18a 未発掘 なし なし 上厭は確認しがたい。

19a 未発掘 なし なし 上殿は確屁しがたい．

20a、20b 未発掘 なし b下に序さ1cm1iり後．

2Ja 未発掘 なし なし

22a 未発掘 なし なし 上限はほぼこれでよいと思われる．

23a 未発賊 なし なし J:限はほぼこれでよいと思われる。

23 I 未発邸 なし 印さ 3-!0cm、左下へi'v-い。還冗顕著．

24a、24b 未発掘 なし b Fしこ...さ1cm前後． 面下 5-30cmのシルト質細粒砂はに1印昧なトラフ状クロス

ラミナ．

25a 未発掘 なし なし 上限はほぼこれでよいと思われる。

26a 未発掘 なし なし
上限はほぽこれでよいと思われる。面下5-20cmの細粒砂

層にトラフ状クロスラミナ．

27a、27b 未発血 なし b下に厚さ !cm前後．

28a 未発掘 なし なし

29a 未発掘 なし なし

300 未発掘 なし なし 上限は確認しがたい。

30 I 未発掘 なし 厚さ1-IOcm、還冗類奢． 129練を過ぎた付近から右手は別の堆積面か．

31a 未発拙 なし なし
32a i!iiとの中央付近、厚さ 31kmほどの細粒砂凶にトラフ
状ク ロス ラミナ．

32a, 32b 未発掘 なし b下に犀さ !-2cm.

33a 未発掘 なし なし

34a 未発掘 なし なし 上阻は確認しがたい．

}4.1 未発掘 なし 厚さ 3cm前後．還元顕若．

35, 未発掘 なし なし 上限は紅為しがたい．

35 I 未発掘 なし 厚さ 2cm前後、還元やや顕著．

35 2 未兌掘 なし 厚さ 2-6cm, 還元顕苔．

36a 未允掘 なし なし 上限はほぼこれでよいと思われる．

37a 未発掘 なし なし 上限はほぼこれでよいと思われる．

37.1 未発掘 なし 阻さ 1-2cm.

38a 未発掘 なし なし 上限は図よりいくらも上昇しない。

39a 未発掘 なし なし

40a 未発掘 なし なし 上限は消認しがたい。

40 I 未発掘 なし 左下へ厄く 5cmに達し．還元顕若．

41a、41b 未発掘 なし b下に限さ 2cm前後． 133線付近から右手は別の堆積面か．

42a 未発掘 なし なし

43a. 43b 未発掘 なし b下に左下へ厚く4cmに達する．

44a. 44b 未発掘 なし b下に厚さ 1cm前後．

45a. 45b 未発掘 なし b下に左下へ聞く 4cmに達し、還元顕箸．

46.. 46b 未発掘 なし b下に厚さ1cm弱．

47,、47b 未発掘 なし b下に厚さl-2cm.

48a, 48b 未発掘 なし b下に屈さ 2-4cm、還冗やや顕苔．

49n. 49b 未発掘 なし b下に屈さ 2cm1ilf後．

50a 未発掘 なし なし 上限はほぽこれでよいと思われる．

Sia 未発掘 なし なし 上銀は確認しがたい．

52a、52b 未発掘 なし b下に厚さ l-2cm。

53a 未発趾 なし なし 上限はほぼこれでよいと思われる．

54a、54b 未兌掘 なし b下に序さ 1cm前後．

SSa 未発t!ii なし なし 上限は確認しがたい．
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表 III-1 続き

名称 69線上の名称 祈証上の遺構 面下の細粒堆積物 所見、

56a 未発拙 なし なし 上限もう少し上の可能性あり．

56 I 未発掘 なし 厚さ 1cm前後、四元やや顕著．少し下位に序さ 2-Jcn,の細 1)6線半付近から右は別の堆積面か
粒堆積物があり、右上へ向かって次第に区別困難となる． ． 

57a 未発掘 なし なし

58a 未発屈 なし なし

59ふ 5% 未発掘 なし b下に序さ 05cm前後．

59 I 未発掘 なし /',. さ5-!0cm、還元顕著．

60n、(IJb 未発掘 なし b下にI!/さ1cm前後．

61a、61b 未発掘 なし h下に厚さ 1cm前後．

62a、62b 未発掘 なし b下に厚さ l-2cm、還元やや顕著．

63a、63b 未発掘 なし b下に厚さ2-3cm、還元顕著．

64a、64b 未発掘 なし b下に厚さJ-2cm.

6Sn 未発掘 なし なし 上限は確認しがたい。

65 I 未発掘 なし
).,;! さ05-2cn,.遵元顕著． 上下に還元顕著な厚さ 1cm未没

の細粒秤複数あり。

F-947 
坑土の形成面であるので図化したがl•lほの細粒府 ii上下に

65 2 未発掘 141線上断面に 料さ 05-lcm。
数枚あり、この面が特に顕著であるわけではない。

F-9D・919 

66a 未発掘 なし なし 上限もう少し上の可能性あり．

67a 未発掘 なし なし

68a、68b なし b下に厚さ 05-lcm。

69a 未発掘 なし なし II年度トレンチのため一西の面かどうか不明．

69.1 未発掘 なし ).9さ05-lcm. 69而より上位である可能性もある。

69 2 未発掘 なし 厚さ 0.5cm.

70a、70b 未発掘 なし b下に厚さ l-2cm,

71a、71b 未発掘 なし b下に厚さ I-2crn.

72a 未発掘 なし なし 上限は砿認しがたい．

73a. 73b 未発狐 なし b下に序さ 05-2cm。

74a、74b 未発掘 なし b下に序さ 05-lcm. 

75a 未発掘 なし なし 上限はほぽこれでよいと思われる．

76a、76b 未発掘 なし b下に序さ 05-lc叫

76 I 未発掘 なし 屈さ 1cm前後．

77a. 77b 未発掘 なし b下に序さ 1cm前後．

78• 未発掘 なし なし 上限はほぽこれでよいと思われる．

79a、79b 未発掘 なし b下に厄さ 1cm前後．

80a 未発掘 なし なし

81a 未発掘 なし なし

81 I 未発掘 なし 序さ 1cm前後．

81 2 未発掘 なし 序さ l-2cm.

82'1、82b 未発掘 なし b下に認めるが複数巣位複合するようで厚さ明確―でない．

83a、8Jb 未発掘 なし b下に厚さ 2cm1iii後、還元やや顕苔．
84a面との間に時昧なトラフ状クロスラミナのある細粒砂

屈が見られる．

83 I 未発掘 なし 厚さ 2-Jcm.

84a. 84b 未発掘 なし b下に厚さ l-2cm.

85a 未発掘 なし なし

85 I 対応なし なし 序さ 2cm前後．

86a 未発掘 なし なし

86.1 対応なし なし 序さ 0.5-2cm.

in, 未発掘 なし なし

87 I 対応なし なし ばさ 3cm前後．

(88a) 対応なし なし 想定上の侵蝕面．

88 I 対応なし なし 厚さ J-2cm.

(89a) 対応なし なし 忠定上の侵蝕面．

89 I 対応なし なし 阻さ 2cm1l1i後、辺冗頃著．

89 2 対応なし F-557 厚さl-2cm.

89 3 対応なし なし 厚さI-2cm.

89 4 対応なし なし 厚さ 2cm前後、還元やや函著．

89.5 対応なし なし 渾さ l-2cm、左下へ向かって還元顕若．

(90a) 対応なし なし
想定上のは蝕面。 (91a)との1切にトラフ状クロスラミナの

ある細～中粒砂層．

90 I 対応なし なし 厚さ l-2cm。

(91a) 対応なし なし 想定上の侵蝕面．

91 I 対応なし なし ，，さl-2cm, 遥元やや顕著．

912 対応なし なし 厚さ5cm、還元顕若．複数単位が複合している可能性あり。

91 3 対応なし なし 序さ 2cm前後． 912面と同一かもしれない．

91.4 対応なし なし 厚さ l-2cm.

91.5 対応なし なし 厚さ l-2cm.

(92.i) 対応なし なし 想定J:の侵蝕面．

92 I 対応なし なし 左下にPl<4cmに達する。 還元顕秤．

(93a) 対応なし なし 想定上の佼蝕面．

93 I 対応なし なし 用さ 2-Jcm.

93 2 対応なし なし 序さ 2-Jcm、還元やや顕著．

(94a). 94b 対応なし なし b下に界さ 3cm前後． (94•)の存在はほぽ確実だが稼は想定。

94 I 対応なし なし 浮さ 5cmに達し還元類若．

45 



Ill 迫跡の環境

表 lll-1 続き

名称 69線上の名称 断面上の追構 面下の細粒堆積物 所見

94 2 対応なし なし 序さ 8cmに達し還元顕苔．

94 3 対応なし なし 厚さ 2-Jcm,

94 4 対応なし なし 厚さ 1cm前後．

94 5 対応なし なし 印さ 2cm前後．

95a、95b 対応なし なし b下に序さ l-2cm、還元澁壻。

95 I 対応なし なし 用さ 2-Jcm、還元やや贔苓．

96,、96b 対応なし なし b下に郎さ 05cm前後．

96 I 対応なし なし 阿さ 05-lcm.

96.2 対応なし なし 序さ 05ー1cm.

96.3 対応なし なし 序さ 1cm前後．

96.4 対応なし なし ばさ 1cm前後．

(97a) 対応なし なし 想定上の侵蝕il!i.

97 I 対応なし なし ,1-さ l-2cm.
97 2 対応なし なし J1j!さl-2cni.

97 3 対応なし なし 序さ 0.5-2cm.

98a、98b 対応なし なし b下に序さ 2-Jcm、2単位複合するらしく下半還冗源苔． 98aの存在は帷実だが線は想定．

98 I 対応なし なし 厚さ 1cmf前後、 還元やや即苔．

98 2 対応なし なし 序さ 1~2cm.

(99a) 対応なし なし 侵蝕面の存在はほぼ確実だが線は想定．

99 I 対応なし なし l'ilさ05-lcm.

992 対応なし なし 厚さ 1cm未況還元やや顕抒

99 3 対応なし なし 厚さ 3cm.

99 4 対応なし なし 厚さ 05cm前後．

!OOa 対応なし なし なし

100 I 対応なし なし 厚さ 1cm前後．

(!Ola) 対応なし なし 忠定上の侵蝕面．

JOI I 対応なし なし 双さ 3-7cm.

JOI 2 対応なし なし はさ l-3cm.

102a、102b 対応なし なし b下に）9さl-2cm. 102aの存在は婚実だが線は想定．

I02 I 対応なし F-755 厚さ 0S-2cm. 

(I03a)、IOJb 対応なし なし b下に厚さ l-2cm. (103a)は想定上の仕蝕面．

103 I 対応なし なし 厚さ 1cm未椙．

103 2 21 11 なし mさ2--4cm. 103 Jとの間にトラフ状クロスラミナの発達する細～中粒
砂胴あり。

103 3 22 I なし 序さ 2cm前後．
103 4との問にトラフ状クロスラミナの発達する細～中粒

砂庖あり．

1034 22 4 なし 厚さ 2cm前後．

103 5 対応なし なし 厚さ2cm前後、左下へ向かって還冗顕若．

103 6 22 7 なし 厚さ 2cm前後、ロ元面著．

103 7 対応なし なし 厚さ J-3cm、左下へ向かって還元顕11.

(104a) 対応なし なし 侵蝕面の存在は1まぽ確実だが線は想定。

104 I 対応なし なし 厚さ 2-Jcm, 還冗顕芥

104 2 対応なし なし 厚さ 1cm前後．

104 3 対応なし なし 厚さ 1cm前後．

I04 4 対応なし なし 厚さl-2c,n、還元やや顕宅。

104 5 対応なし なし 厚さ 1~2cm.

(105a)、105b 23a、23b なし b下に限さ 3-4cm. (105a)の存在はほぼ砿実だが約は想定。

105 I 対応なし F-533 /!;Iさ1cm未油． 105bと1司ーか．

105.2 対応なし なし 厚さ 1cm前後．

l05 3 対応なし なし 閉さ 2':m前後.;;i元やや8鋲序．

l05 4 対応なし なし 厚さ !~2cm.

(106a) 対応なし なし 位蝕面の存在はほぼ確実だが綜は想定。

106 I 対応なし なし i'1-さ1~3cm.

1062 対応なし なし 厄さ 1cm未満．

1063 対応なし なし 序さ 1cm未況．

I07a、107b (25a) F-542 b下に l-2cm,

I07 I 対応なし なし はさ 2-4cm、還元顕若．

l07 2 対応なし なし 厚さ3-5cm、還元顕著．

(108a) 対応なし なし 侵蝕面の存在はほぽ硫実だが的は想定。

)08 I 対応なし なし 序さl-2crn.

108 2 対応なし なし 序さ 1-2cm.

109a 対応なし なし なし

109 I 対応なし なし 厚さ !-2cm。

109 2 対応なし なし 左下に厚く4cmに達する。還冗>'Ii苫。

(110a) 対応なし なし 役蝕面の存在はほぼ確実だが線は想定。

I 10 I 対応なし なし 厚さ 2cm前後．

110.2 対応なし なし /',(さ 1~5cm、左下に序い。
(I I la)との1:1にトラフ状クロスラミナのある細～中粒砂庖
あり。

(I I la) 対応なし なし 侵践iliiの存在はほぼ確実だが諒は想定．

1111 対応なし なし 序さ3cm前後．

1112 対応なし なし 厚さ 1cm前後．

111 3 対応なし なし
厚さ 1-2cm.荘下に同様の細粒Iii2、3枚あり複合した状
況で迫元やや顕著．

(I 12a) 対応なし なし 想定上の侵蝕面．
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2 地府

表 III-1 続き

名称 69椋上の名称 断面上の遺構 面下の細粒堆楼物 所見

112 I 対応なし なし 限さ l-2cm.

(l Da) 対応なし なし 侵蝕面の存在はほぽ碩実だが線は想定。

113 I 対応なし なし 厚さ 1-Jcm.

(ll4a) 対応なし なし 想定上の侵蝕面．

I 14 I 対応なし なし 厚さ 2cm未満．

114 2 対応なし なし 刃さ l-5cm.

(I 15a)、I15b 対応なし なし b下に印さ 3cm未淑． (I 15a)の件在はほぽ研実だが綜は想定．

I 15 I 対応なし なし 厚さ 2-4cm。

(116a)、116b 対応なし F-674 b下に厄さ 2cm未讃． (116a)の存在はほぽ確実だが緑は想定．

(117a). 117b 対応なし なし b下にJI;!さl-4cm。 (117a)の存在はほぽ確実だが祝は想定．

117 I 対応なし なし 厚さ1-Jcm。

117 2 対応なし なし 厚さ2-4cm、211'位に分かれるか。

I 17.3 対応なし なし 只さ 1cm前後．

I 17.4 36 I 156線半断面に 序さ 2c tii/後
F-401 m 。

117 5 36 5 なし 厚さ l-2cm。

117 6 対応なし なし 厚さ l-3cm。

I !Ba 対応なし なし なし

I 19a 対応なし なし なし

120a 対応なし
156線半断面に なし
F-352 

荻線部分に不整合が存在することは舘実．

120 I 対応なし なし 厚さ1cm未満．

120,2 対応なし F-436 厚さ!cm前後．

120 3 対応なし なし 淳さ 1cm未洪．

120 4 対応なし
F-420 

序さ 1cm前後。
P-79掘込み面

1205 対応なし F-467・551 限さ 1cm未満．

120 6 対応なし なし 序さ 05~1cm. 

120 7 対応なし F-635 序さ 1cm未満．

120 8 対応なし F-302 財さ 1cm未潟．

120 9 42 I なし Hさ1cm未潰．
121a 対応なし なし なし

122.1、122b 43b なし b下に印さ 1cm未洪．
123a面との間にトラフ状クロスラミナのあるシルト質細

粒砂闇あり．

12Ja 対応なし なし なし
[24面との間のシルトi1細泣砂がこ緩昧なトラフ状クロス
ラミナが見られる` ’

124a、124b 対応なし なし b下に序さ l-2cm.

124 I 対応なし F-106 厚さ 1cm袖後．

125a、125b 対応なし なし b下に序さ 1cm未潟"

126b 45a、45b なし 序さ 2cm前後． 156線半断面で侵蝕面に接続する，

127b 対応なし P15-612粒J半・1断36面に 厚さ l-3cm、2-'11位：以上複合している可能性あり． 156楼半断面で侵蝕面に接続する。

128b 47b なし 厚さ l-4cm、左下に向かって薄く苅元穎芥． 156線半断面で伍蝕面に接紐する．

128 I 対応なし なし 厚さ 1cm前後、還元紺苔．

129b 対応なし なし 厚さ 1cm未沿． 156線半断面で侵蝕面に接続する．

IJOa、IJOb 対応なし F-803 b下に厚さ J-2cm。

131a 対応なし なし なし

132a、132b 52u、52b F-812 b下に熙さ !cm前後． 133aとの問のシルト質繹粒砂11!1にトラフ状クロスラミナ．

132 I 対応なし なし 序さ 1cm前後．

133a SSa なし なし

134b 57b なし 財さ 2-6cm.還元顕蒼．
面下の細粒層は形成後に悦乱され大きく波打つ。 156線半
断面で侵蝕面に接鋭。

135a、135b 58• F-839・851 b下に序さ 1cm未満． 還冗顕著．

136, 対応なし なし なし

137a、137b 対応なし F-862 b下に用さ 1cm前後、 漂白顕著．

138a 61a, 61b F-870 なし

139a 対応なし なし なし

140a、140b 対応なし なし b下に序さ l-2cm.漂白顕著．

141a 対応なし なし なし

141 I 対応なし なし がさ 1-Jcm.

141.2 対応なし なし 厚さ 2-Jcm.

142a 対応なし なし なし

142, I 対応なし なし 屈さ !cm未涵． 142 2との11:1に不整合存在するか。

142 2 対応なし なし 序さ !-2cm.

14.1a 対応なし なし なし

143.1 対応なし なし 厄さ 1cm前後．

143 2 対応なし なし I!/さl-2cm. 14] 3と同ーか．

143 3 対応なし なし はさ 2cmriiJ後． 143 2と同一か．

143.4 対応なし なし 厚さl-2cm. 143 5との間のシルト質細粒砂層にトラフ状クロスラミナ．

143 5 対応なし なし 厚さ!cm!前後．

144a、144b 対応なし なし b下に印さ 1~2cm.

144 I 対応なし なし 厚さ1cm前後ら しいがそれ以下の堆積物との境界不明ll!.

144 2 対応なし なし ／厚さl-2cmらしいがそれ以下の堆積物との境界不明陳．

145a 対応なし なし なし
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III 辿跡の環境

表 III-2 屈面一院 (69線上）

名称 67紺上の名称 断面上の沢構 面下の細粒堆積物 所見

11 対応なし なし あり.;;i元やや顕苔．

I 2 対応なし なし あり

I 3 対応なし なし あり、刃元やや顕著• 2 lj¥位が複合するか．

I 4 対応なし F-598 あり、 還元やや穎若．

2•、 2b 対応なし なし b下に厚さ2cm前後．還元やや瑣吝．

2 I 対応なし なし あり

2.2 対応なし なし 厚さ 1cmttり後、左下に向かって還元やや顕著．
3, 対応なし なし なし

3 I 対応なし なし 厚さ!cm煎後．

3、2 対応なし なし J!jlさ!cm前後．

4•、 4b 対応なし なし b下に厚さ 1~2cm.

4 I 対応なし なし 岸さ 1cm前後、襟白類!lo'. 42面との間に曖昧なトラフ状クロス ラミ ナのある細～中

粒砂層あり。

42 対応なし なし l'i-さ 1cm未沿．

4 3 対応なし F-659 あり

Sa 対応なし なし なし 6n面との!NIに睛昧なトラフ状クロスラミナの凩il-中粒砂

5 I 対応なし なし 厚さ2-3cm、左下へ向かってロ元やや顕苫． :iii. 
52 対応なし なし 厚さ l-2crn、還元やや頚著。

5 3 対応なし なし 厚さ I-2cm.

5.4 対応tし なし 序さ !cm未満． 釦面との間に穫昧なトフフ状クロス ラミナの細ー中粒砂

6n、6b 対応なし なし b下に19さ2cm前後． )l,l. 

6,1 対応なし なし 浮さ 2-6cm、左下へ淳＜還7C顕著．

62 対応なし なし あり、 還冗やや顕苫． 6 I面と同ーか．

7a 対応なし なし なし

8a 対応なし なし なし

8 I 対応なし なし 序さ 1cm前後。
9a面との間中央部に厚さ 50cm前後で細～中粒砂必あり．

トラフ状クロスラミナが顕苫．

9a 対応なし なし なし

0 I 対応なし なし あり IOaよりほぽ確実に上位だが正磁な位泄づけは困腱．

10a 対応なし なし なし

0.2 対応なし なし 厚さ 2cm前後。 おそらく 9aより下位. I laより上位だが不確実．

0,3 対応なし なし あり 1•1 上．

I la 対応なし なし なし

12a 対応なし なし なし

12 I 対応なし なし 序さ 1cm前後．

12 2 対応tし F-559 ;;cさ3cm前後。
12 3 対応なし なし 序さ 1cm前後．

12.4 対応なし なし ／単さ 1cm前後．

(13a)、13b 対応なし なし b下に厚さ l-2cm. 侵蝕面の存在はほぽ確実だが線は想定。

13 I 対応なし なし 序さ 1-2crn.

14a. 14b 対応なし なし b下に厚さ l-2cm.

14 I 対応なし なし 厚さ !-2cm.

!Sa 対応なし なし なし

15 I 対応なし なし 限さ l-2cm、左下へ向かって四元顕著．

16a 対応なし なし なし

17A 対応なし なし なし

18•、 18b 対応なし なし b下に序さ l-2cm.

18 I 対応なし F-560 あり

18 2 対応tし tし あり

19a 対応なし なし なし

20a、20b 対応なし なし b下に厚さ l-3cm.

21a、21b 対応なし F-563 b下にあり。 21bが侵蝕曲に連なることはほぽ確実だが紛は想定．

21.1 対応なし なし あり

21.2 対応なし なし 厚さ l-2cm.

21 3 対応なし F-524 厚さ 1cm前後．

214 対応なし F-514 厚さ 1cm繭後．

21 5 対応tし なし 厚さ3cm前後．

216 対応なし なし 厚さ 1cm前後．

217 対応なし F-826 fl! さ I-2cm、左下へ向かって還冗顕著．

218 対応なし なし 印さ I-2cm.左下へ向かって還元顕著．

21.9 対応なし なし 限さ 1cm未沿。

21.10 対応なし なし 厚さ 3cm前後。

21.11 103 2 なし 厚さ 1cm前後．

22a 対応なし なし なし

22 I IOJ.4 なし 厚さ 1cm未満．

22 2 対応なし なし 厚さ 1cm未演．

22 3 対応なし なし 序さ2cm前後．

22.4 103 5 なし 厚さ l-2cm.

22 5 対応なし なし 野さ I-如m.

22.6 対応なし なし 序さ 4-6cm、還元顕奢．

22.7 103 7 なし 序さ 2-3cm.

22 8 対応なし なし ばさ 3-5cm、西元穎著。

23a、23b (IQSa)、105b なし b下にll!さ l-2cm.

23 I 対応なし なし あり 23bまたは 232とl<Jーか．

23.2 対応なし なし 厚さ6-ICkm、左下に向かって還冗顕若．複数単位複合か。

23 3 対応なし なし 厚さ!-2cm.還元顕著．

23 4 対応なし なし あり

23 5 対応なし なし あり

23.6 対応なし なし あり

23 7 対応なし なし あり

(2辿 対応なし なし 忠定上の役蝕面．
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2 地庖

表IIl-2 続き

名称 67線上の名称 断面上の遺構 面下の細粒堆積物 所兄

24 I 対応なし なし あり

24 2 対応なし なし 厚さ 2cm前後．

(Z5al I07a、107b なし 想定上の侵蝕面．

25 I 対応なし なし あり

26•、 26b 対応なし F-680 b下に厚さ 1~2cm.

270、27b 対応なし なし

27 I 対応なし なし 厚さ l•2cm.

28a 対応なし なし なし

28 I 対応なし なし 序さ l-2cm. 28.2面との間こトラフ状クロスラミナのある中粒砂屈．

28 2 対応なし なし 厚さ 1cm前後。

29a、29b 対応なし F-866 b下に厄さ 1cm未泌．

29 I 対応なし なし あり 29bと同一か．

29 2 対応なし なし あり

29 3 対応なし なし 厚さ 1cm前後．

30a 対応なし なし なし

JO I 対応なし なし 厚さ Jcm未凶還冗やや顕著． 30.2との間に佼蝕面が存在する可熊性あり．

30.2 対応なし なし 序さ l-2cm.

31a. ]lb 対応なし なし b下に厚さ 1cm前後．

32a、32b 対応なし なし b下に序さ 2-3cm。

32,1 対応なし なし あり

32.2 対応なし なし 厚さ 2-Jcm.

33a 対応なし なし なし

34a 対応なし なし なし

34 I 対応なし なし あり

34 2 対応なし なし あり

34 3 対応なし なし あり

35a、35b 対応なし なし b下に厚さ 1cm前後．

36a 対応なし なし なし

36 I 117.4 
156貌半断面に あり
F-611 

36 2 対応なし なし 厚さ I-le叫

36.3 対応なし なし 厚さ l-2cm.

36 4 対応なし なし 序さ 1cm未沿．

36 5 117 5 613562 船半断面に F-厚さ lcm/前後。

37a、37b 対応なし なし b下に彫さ l-2cm,
37a面のiれ上に序さ 30cm前後の細粒砂厨あり、 1足味なト
ラフ状クロスラミナ見られる。

38a. 38b 対応なし なし b下に序さ 2cm前後、左下に内元迎著．

39a 対応なし なし なし

40a 対応なし r-952 なし

41a 対応なし なし なし

42a 対応なし なし なし

42.1 120.9 なし 厚さ 1-2cm.

42.2 対応なし なし 厚さ 1cm前後．

43b 122a、122b なし 原さ l-2cm. 67紐・ 156稼半断面で侵蝕面に接続．

44a 対応なし なし なし

45b 126b F-616 nさ2-)cm. 156線半断面で侵蝕面に接続・

46a 対応なし なし なし

47b 128b なし 厚さ 05-lcm. 156粧半断面で侵蝕面に接続．

47 I 対応なし なし 耳さ fem前後、還元顕若．

47 2 対応なし なし あり 47bまたは47Iと1°1ーか．

48a 対応なし なし なし

49a. 49b 対応なし なし b下に厚さ l-2cm.

50a, 50b 対応なし なし b下に厚さ !cm前後．

51a. 51b 対応なし F-836 b下に厚さ 1cm前後．

52a、52b 132a. 132b なし
b下に厚さ 1cm前後．その下にほぽ接してJ!j1さ05cm前後 52bと56bの間にトラフ状クロスラミナの類著な細粒砂柑

の細粒層があり． 両者の間が生活面となるらしい． が見られる。

53a、53b 対応なし なし b下に序さ 1-Zcm.

54a 対応なし なし なし

55a 133a なし なし

56a 対応なし なし なし

57b 134b なし 序さ 3cm前後．還JC顕著．形成後の水流で激しく波打つ。 156紛半断面で侵蝕面に接続・

58a 135a、135b なし なし 156綜半断面で堆積面に接続・

59a、59b 対応なし なし b Fに舷さ 05-lcm、m冗鉛、も．
60a 対応なし なし なし

61a、61b 138a なし b下に厚さ J-2cm。

62a 対応なし なし なし

63a. 63b 対応なし なし b下に厚さ05-lcm. 

64•、 64b 対応なし なし b下に厚さ 05mm.

65a 対応なし なし なし

66a. 66b 対応なし なし b下に厚さ lcm'riり後．

67a, 67b 対応なし なし b下に阻さ 3-4cm、複数単位含むか．

68a、68b 対応なし なし b下に且さ 1cm未褐．

69a、69b 対応なし なし b下に厚さ 1cm前後．

70a 対応なし なし なし

71a、71b 対応なし tし b下に厚さ 1cm未浜.iU下の細粒層ーニ枚と複合して野さ
4-5cmに見える。

71 I 対応なし なし 限さ 1cm前後．血下の細粒ばと複合し 2cm前後に見える。 71bまたは70a面に接続する可能性あり。

72a、72b 対応なし なし b下に厚さ 2cm前後．

73a 対応なし なし なし

74., 対応なし なし なし
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III 遺跡の環境

流れの方向に直交する 67・69線上断面で砂質の堆稜が厚い部分にしばしばトラフ状のクロスラミナ

が観察される（表 III-I・2) こともこの推論を裏付ける。そして少なくとも現在の石狩川河道とは全

く異なる方向をもつこの水流を、古豊平川のものとみなすことが自然であると思われる。

67線上断面において、 II層上面の標高が最も低くなる 125線付近から西では侵蝕面の出現が概し

て疎らになる。侵蝕面相互が水平方向に Sm以上も隔たる箇所が見られるようになり、先に注意した

堆積の停滞部とは対照的な様相を示している。 1断面のみの観察で結論するのは尚早であろうが、水

成の堆積物に現れたこのような変化は、石狩川との合流点付近における古豊平川の河況の変化と無関

係であるとは考えにくい。 14年度の発掘では 130線付近から西で造構・遣物がかなり稀であったこ

とと考えあわせれば、今後は遺跡の盛衰と河川環境の変化との関係を究明する視点からの調査も必要

となるものと予想される。

(4) 深部の堆積

以上のように堆積構造の理解がある程度進んだ結果、追跡形成当時の地表面が侵蝕面に沿って下方

へ、すなわち渇水期における古豊平川の水面までは続いていたであろうと考えられるようになったの

で、 II章でも触れたように人力掘削の終了面からさらに重機による坪掘りをおこない、逍構・遺物の

有無を確認することを試みた（図版II-6)。地形の項で述べたように当時の平常の水位が現在より目

だって高かった可能性は小さく、したがって遺跡付近の現石狩川水面に相当する標高 2m以下まで掘

り下げることが必要であるとも考えられたが、深部は崩れやすい砂礫であって危険が伴い、地下水の

影響も懸念されたので、ひとまず目下の河川改修計画で切土が見込まれる標高 4m前後までの状況の

確認を目標とした。試掘坑の位贋は図 II-3に示すとおりであり、このうち 3箇所の南西側壁面の図を

反転して掲載した（図 Ill-1O)。これは崩壊を防ぐため傾斜をつけた試掘坑の壁面に現れた層面を 64

・66線に平行な垂直面に投影したもので、このような垂匝断面が実在するというわけではない。

断面の上部では侵蝕面・堆積面とも例外なく北西方向に傾斜しており、これらは浅部に現れる侵蝕

面やそれを投う再堆積面に連なるものとして理解できる。しかし深度が増すにつれ傾斜の弱い層面が

現れ、標高 4m前後から下ではほぼ水平に近く、薄い礫層を伴う侵蝕面 (64-130坑 ・64-139坑）を見

ることができる（図版III-2)。これらは斜面の崩壊、つまり主に堆積物に働く重力の作用によって理

解される上位の層面とは異なり、堆積物を水平方向に押し流す水流の作用で生じたものと考えられ

る。ほぼ同じ高さに規模の大きいトラフ状のクロスラミナと思われるもの (66-154坑）が見られる

こともこの見方を支持するであろう。これらの侵蝕面を基底として堆積する礫混じりの砂層は増水時

の流路内に形成されたものとみてよいと思われる。水流の衰えあるいは静止にともなってこの砂層は

シルト質の堆積物に覆われるが (64-130坑 ・64-139坑）、この堆積面もそのままでは保存されず、旧

地表から連なる侵蝕に切り込まれる場合がある (64-139坑 ・66-154坑）。したがってこれらのほぽ水

平な地層は、渇水時には水面上に現れる洲の堆積物であると考えるのが妥当であろう。

すでに地形の項で、遺跡が古豊平川の自然堤防とみられる地形の中に形成されていることを述べ

た。とは言えその微高地の平面形からみて、追跡は想定される古豊平川の凸岸側にあり、通常自然堤

防の発達するとされる凹岸にはない。 13年度の報告でも、顕著な側方付加を示すこの微高地の地層

が、自然堤防よりむしろ流路の凸岸側に発達するポイントバー（蛇行洲）のそれに類似することを疑

問として挙げた（財団道埋文編 2002の30頁）。今年度の試掘の結果からみると、遺跡の地層の深部

には確かに流路内で形成された洲の構造がみられるものの、この洲は主に河岸斜面上方からの堆積物

供給によって次第に北西方向へ移動していると考えられる。これは河川の蛇行そのものによって生成
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64-130 64-139 

6.00 

4.00 

64-154 

o.00 粘土またはシルトのみ

砂を含む粘土・ シルト

1100 

1111細～中粒砂主体

1111粗粒砂～細礫主体

゜
2m 

図III-10 重機坪掘坑地陪断面

する典型的なポイントバーとは性格の異なる堆積の機構である。

渇水時の水面からおそらく 6m以上も上の河岸にまで土砂を運び上げた洪水こそがこの地形の発達

の主因であり、蛇行はむしろその結果であったということになる。その意味で、この造跡の位置する

地形を自然堤防と表現するのがやはり正しいようである。もっとも、自然堤防は流路外の地形である

という定義に立ち戻れば、古豊平川に向かって降っていく斜面は流路内ということになるであろうか

ら、多くの侵蝕面と再堆積層からなるこの部分は自然堤防の一部とは言いがたい。侵蝕面の上端、す

なわち流路の外緑よりも外側の、洪水時の溢流による堆稜面を保っている部分が問題なく自然堤防と

呼びうる地形であり、そしてこれまでの知見では、造物はともかく造構のほとんどはこの狭義の自然

堤防の部分に残っているとみることができる。

(5) 噴砂・土壌凍結

すでに述べたように、図 I.IJ-5-9に現れる稲妻状の墨塗りはほとんどが地震時の液状化現象によっ

て生じた噴砂脈である。例外は 67・69線上の 158線半付近に見られる I層を切る亀裂で、これは平
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Ill 迪跡の環境

成 11年度の発掘以後にトレンチの壁に沿って生じたずれ落ちである。

噴砂脈は頻度の変化はあるものの発掘範囲の全域に認められる。断面で観察すると、重機坪掘りを

含めて発掘による掘削よりも例外なく深い位置から連なり、多くは上端を l層に切られて終わってい

る。平面ではほぼ南北方向に走る地割れとして観察され、概ね地層の走行に沿いながらもそれよりも

西方向に振れる場合が多い。平面・断面とも分岐・収倣と端部の尖滅が認められ、中～極粗粒砂を主

体に細礫を交えたもので充填されている。割れ目の幅、およびこれを挟んだ層面の段差は 3cmを超

えない場合が大半であるが、稀には伸張方向に直角に測って幅 10cm以上、ほぼ 10cmに達する高低

差をもたらしているものもある（図 Ill-Saおよび図版III-1、146区）。

149線以西では II層の最上部で急激に上方へ向かって放散するように見える噴砂脈が認められ（図

ill-Sa、126区）、地衷当時の地表がこの直上にあったことを示すものかとも考えたが、断面の検討に

よれば倒木痕など上壌密度の低い部分で拡散したもののようである。噴砂丘と思われるものも一切確

認できず、概して遺跡の形成時期よりは新しいものが多いと判断される。

札幌市北東部の沖積低地の追跡群でも従来多くの噴砂脈が確認されており、新旧少なくとも 2回の

地展に関係するものとみなされている（同市埋文編 1998の20頁）。新しい噴砂は同市K502遺跡で

1739 年降下の樽前 a 降下軽石（曽谷• 佐藤 1980) とみられる火山灰層を切っていることが報告され

（同市埋文編 1999第 3分冊の 16頁）、同市 H317造跡では擦文時代中頃の第5号竪穴住居跡の床面

のすぐ上に古い噴砂に由来するとみられる砂層が発見された（同市埋文編 1995)。こうした事例と地

理的に近く地質的にも類似する対雁 2造跡の噴砂は、これら 2回の地誤に対応する可能性が高い。

一方、札幌市K39造跡の北海道大学構内における発掘で検出された続縄文時代前半頃の噴砂（伏

島・ 平川 1996の 15頁）に対応するものは今のところ確認することができない。しかしすでに述べた

ように、本遣跡では縄文・ 続縄文時代当時の堆積物の上面が完全には残っていない可能性が高いの

で、観察された噴砂脈の一部がそこまで遡る可能性も保留しておく必要があろう。

噴砂以外の後生的な構造として、上壌凍結の痕跡が観察された。 II層の最上部のほとんど砂を含ま

ない部分では、焼上遺構の焼け上が概ね径 2cm以下の塊状となって間に焼けていない上が入り込み、

焼け面の範囲が曖昧になる現象が普通に経験された。これは上壌の凍結と融解による撹乱と考えられ

る。砂を挟む下部の地層ではこの撹乱は顕著でなく、砂が凍上を抑制しているとみなされる。こうし

た凍結痕跡はおそらく造跡形成時から累積したものと思われるが、遺構が少なく単調な地層断面をも

つ 153線以西で観察すると現地表に平行して I層の下面から 40cm前後の厚さで凍結・融解の結果と

思われる上壌の塊状化を見ることができる。現代の河川敷造成後にも凍結・融解による遺跡浅部の撹

乱が進行しているものとみなされ、おそらく植生の状況にも影孵されるところがあるのであろう。

(6) 地層区分の対比

この章の最後に、 11・12年度の報告で記述された地層区分と 13・14年度のそれとの対比について

述べる。この問題については咋年度の報告書でも簡単に触れたが（財団道埋文編2002の30-31頁）、

その際に試みた断面図の合成（同前壽の図 III-4・5) には II章2節で述べたとおり標高の誤りが含ま

れていたので、それを修正して新たに 67・69線上における地層断面の合成をおこない（図 III-7)、

これにもとづいて本書の層面と 11・12年度地層との対応関係を想定し、表 III-3に一覧として示し

た。

要点としては、 11・12年度に「II-I 層」「II-2—上層」として報告したものは前項までに述べた層序

の体系に正確に位謹づけることが困難であるが、「II-2-中層」とその細別、「II-2—下層」「II-3 肘」はほ
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表 JII-3 13・14年度唇面と 11・12年度陪名の対比

67線上で
の対比

69線上で
の対比

13・14年度 II年度 12年度 備考

120.3面 「Il-2ー中 (1)屈」上面
--------------------------------------------------------
120.5面 「11-2-中 (2)阿」上面----- -----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

120.9面 「Il-2—中 (3) 眉」上面

120.9 面は II 年度 r11-2ー中 (3)~」上面
を介して 69-36.1面に対比されるが、 13・
14年度の所見では69-42.1面相 当であ
り、整合しない。

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

122b面 「11-2ー中 (4)府」上面

122b面は II年度「11-2ー中 (4)滋」上面
を介して69-36.4面かそのやや上に対比さ
れるが、13・14年度の所見では69-43b面
相当であり、整合しない。

• -------------------------------------------------------------------------—ー・
124b面 「Il-2ー中 (5) 1B」上面--------------------------------------------------------
124.1面かそのやや下 「Il-2—中 (6) 暦」上面・----------------- ----------------------- --------
130b面または 142.2面 「U-2—下円」上面----------- ------------------------------------------
143.3面かそのやや上 「U-3肘」上面
--------------------------------------------------------------
143.5面付近 「U-2ー下屁」上面
------------------------- -------------------------- ----- ー一
144b面のやや上 「11-3屁」上面-------------------------------------------------------------------------------
144.2面付近 「rn層」上而

34.3面より上 「Il-2ー中 (2)K-l」上面----------------------------- --------------------------------------------------------------------------------- -----------------—ー・

ヽ

36.1面 「11-2—中 (3) 層」 上面

36.1面は II年度「Il-2ー中 (3)園」上面
を介して 67-120.9面に対比されるが、 13
・14年度の所見では67-117.4面相当であ
り、整合しない．

・---------------------------------------------------------------------
36.4面かそのやや上 「Il-2—中 (4) 濯」上面---------------------------------------------------------------ヽ

43b面か45b面 「11-2-中 (5)府」上面

43b面は II年度「11-2ー中 (5)屈」上面
を介して 67-124b面に対比されるが、 13
・14年度の所見では67-122b面相当であ
り、整合しない。

----------------------------------------------------------------------
47.2面かそのやや下 「II-2-中 (6)}Iii」上面
---------------------------------------- ---------------------------------------・ 
66b面 「11-2—下屈」 上面 「U-2ー中 3屈」付近か
------------------------------------------------------------- -----------------
71.1面 「Il-3腐上面」 「Il-2-中5屈」上面
----------------------------------------------------------------------------------
72b面 「11-2—下暦」上面------------------------------------------------------------------------------
73a面付近 「rn庖」上面

ぼ本書の層面との関係を判断することができ、各「層」が北西側へどの程度伸張するかも推定が可能

である。「II-2ー中層」は侵蝕されない旧地表を挟む安定した堆積物としてはほぼ 156線までの範囲で

しか分布せず、「II-2ー上層」もおそらく 156線を大きく北西側へ超えて広がることはないと思われる。

問題は、 II年度の 158線半トレンチ北西壁の断面図に記録された「層」の一部が 12年度の 67・69

線上地層断面に現れる同名の「層」と整合しないようにみえる点にある。 12年の「II-2ー下層」「II-2-

中6層」は 11年の「II-3層」「II-2ー下層」よりそれぞれ下位にあるように思われ、また 12年の「II-2-

中 4 層」「同 5 層」は 11 年の「11-2—下層」または「II-3 層」に対比される可能性が高い。こうした不

整合は地層の上部になるほど目立たなくなるが、 69線上では「II今上層」と「同中層」の境界さえ 11

年と 12年の間でよく一致するようには見えない。

12年度の「層」の命名は、 11・12両年度の発掘範囲にまたがる逍構を根拠におこなわれており、

少なくとも 11年度トレンチの南東壁面における層区分と 12年度のそれは一致するはずである。した

がって 11年のトレンチ内で同一「層」の追構とされたものは、実際には異なる層準のものを含んで

いたのではないかという疑問が生じる。造構を島状に残しながら掘り下げた 11年度の調査（図版 II-

2)では狭いトレンチ内とは言ってもそうした誤認が起こりえたとみるべきであろうか。次章以下で

は 11・13・14の 3年次にわたる調査を統合して同一生活面の遺構・追物と思われるものをまとめな

がら報告しているが、 11年トレンチ内のもの、特に遺物の層序については調査当時に認定された同

「層」の関係を修正する手段がなかった。

以上やや迂遠な説明となったが、既往の地層区分を維持することが実際上困難であり、混乱を避け

るために本書で別体系の層序を採用せざるを得ない事情を理解していただけるものと思う。
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［ 記載の方法

IV 遺構

1 記載の方法

(1) 取上面

II・III章でも述べたとおり現地調査の段階では地層の正確な把握が困難であったため、同一発掘区

内の掘り下げで遺構・ 造物が面的にまとまって検出されるたびにこれを「取上面」と称し、それを実

務上の層位として造構の記録と追物収集を行った。取上面には小発掘区ごとに通し番号をつけ、〇囲

み数字で命名している。その設定のつど取上面記録票に 13年度は代表的な造物の標高とその取上面

に帰属する造構を、また 14年度は加えて東西方向の隣接小発掘区における取上面の対応関係を記入

した。

本章では必要に応じて現地調査の記録からそのまま転載した取上面を用いながら記載を進める。特

に土坑はかなり削平してから検出した場合が多く、検出面を地層や後述する「生活面」に対比する作

業にあまり意味が認められないので、主に取上面によってその層位を記述した。現地での記録もれ等

の事情により造構の検出面が取上面の間や上に位罹する場合には00間 ・O上という記載を行った。

(2) 生活面

二次整理作業の中で、発掘区ごとに設定した取上面の対応関係を吟味し、造構の共有関係や遺物の

標高から一連の取上面とみなされるものをまとめて「生活面」を設定した。これはつまり造構・造物

に基づいて認定した単一旧地表面であるが、地層断面の検討によって認定し Ill章で記載した層面と

は必ずしも一致しない。層面の間に多数の生活面が存在することもあれば、全く存在しないこともあ

る。また、断面上の遣構から生活面と層面との一致が判明する場合もある。表IV-1に生活面を構成

する小発掘区ごとの取上面と、生活面と層面との対応関係を記載している。

生活面の編成にあたっては複数の小発掘区にまたがる焼土・炭化物等と現場における小発掘区間の

同一取上面の情報を重視した。焼土・炭化物等が上下に重なる場合は原則として各々を別の生活面と

した。追物のみ検出した取上面が重なっている場合は 1つの生活面としてまとめた場合がある。また、

小発掘区間の同一面の情報がない場合においては遺構・造物の検出標高や層面を目安として生活面の

広がりを捉えている。こうした室内での判断に際しては層面をまたがないこと、各小発掘区の取上面

の順序に矛盾が起きないことを前提とした。

生活面には上位のものから通し番号をつけ、 1~245面を設定した。できる限り広範囲に同一生活面

を追求することに努めたが、甚本的に層面と同様の走向・傾斜を有することから一般に東へ向かうほ

ど上下の生活面が接近し、対応を確定できなくなることが多かった。そのため南北方向には概ね発掘

範囲全体にわたって認定できるが、東西方向では小発掘区で 2~6区間ほどの広がりとして捉えられ

た生活面が多い。
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IV 遺構

造跡の形成された年代を測定するために平成 13年度に F-598(生活面 111) ・463 (生活面 137)

・622 (生活面 191) ・425 (生活面 195) ・527 (生活面 213)、14年度に F-756(生活面!) ・736 (生

活面 21)から検出された炭化物を用いて放射性炭素年代測定を行い 1740土40-2560土30yBPの年代を

得た (VI章）。また、 11年度に行った測定で F-50(生活面 132)・58(生活面 189)・120(生活面 211)

から 2470士60-2560土60yBPの年代を得ており（財団道埋文編2000)、13・14年度発掘区内において生

活面 1-213の範囲では 1740土40-2560士60yBPの年代幅があることがわかった。

平面的な遺構である焼土・集石・剥片集中・細円礫集中は記録された取上面への帰属が確実である

ので生活面の決定にも問題はなく、同一生活面ごとに編成して図を掲載した。

(3) 図の表現・ 縮尺等

土坑の図は 40分の 1で掲載している。遺物の出土状況は必要に応じて 20分の 1図としたところも

ある。土坑出土土器の 8分の 1実測図を添えた場合がある。焼土等は 80分の 1図を掲載している。

焼土断面図は特徴的なものを選び40分の 1で示した。集石は 20分の 1で図示している。

平面図の表現は、太実線内が焼土で、濃網は現地性の焼土（焼け範囲）、薄網は廃棄焼土である。

細実線内網掛けは薄いものから濃いものへ順に粘土・ベンガラ検出範囲・剥片集中を表す。粗い砂目

は細円礫集中、細かい砂目は噴砂である。炭化物が密集する範囲は長破線・疎らに散布する範囲は短

破線・微細骨片の範囲は点線で表現している。焼土内では焼成の進み具合により太実線→1点破線→

2点破線として状況を表した。また、集石・剥片集中で範囲の示せないものは集石が▲、剥片集中が

▼で位置を示している。 （酒井）

(4) フローテーション成果

造構土壌のフローテーション成果を表IV-3に掲載している。現地で採取した土壌は年度ごとに通

し番号をつけ、これを単位として II章で記載の要領により処理した。調査の手順に応じて同一造構

．層位の土壌が複数の処理番号に分かれた場合があるが、表ではそれらを合算して示した。

試料の量を示す意味で処理前土壌の風乾重量を記したが、 13年度に土壌の一部の計蘊に使った体

重計が狂っていることが処理後に判明した。この場合風乾土壌重量を括弧に入れて示している。また

処理後の選別対象の量を示す意味で浮遊物・残洒の重星を示した。浮遊物のうち 0.425mm目飾の造

物は草の根等を除去するのが困難であるので、粒の粗い 2.0mm目飾の浮遊物から混入物を除いた重

量のみ記入しているが、土壌重量と比較して炭化物の多雰を窺うことができる。炭化物から選別され

た種子の種同定・定量等は未実施であり、後年度に報告する予定である。

炭化物・骨・土器・石器等の重量は O.lg単位デジタル表示の電子天秤で量った。また土器の点数

はII章で述べたように径 3cmを超えるもののみ数えた。 O.Ogと表示しているのは微醤ながらも選別

されたことを示し、選別されなかった場合は「なし」と記入している。土器の点数襴が「0」となっ

ているのは径 3cm未満の土器片のみ選別されたことを意味する。石器類の重塁は石材の別、打製石

器・磨製石器の別等を問わない総量で、黒曜石の重置はその内数である。これらの数値は残演重螢と

比較して炭化物以外の微細造物の多少を窺うことができる。骨の種・部位等の同定も未実施であり、

次年度以降に報告の見込みである。

土製品は主に不定形の焼成粘土塊（図版 V-22)である。土器片・焼けた高師小僧等との区別に努

力したが細かいものでは困難であり、土器との区別に迷うものは土器片として扱った。ベンガラとし

たのは赤みの強い鉱物質の粒であるが、真正のベンガラであるかどうか検討したわけではない。また
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2 上坑

明らかに石炭と考えられる粒子が選別される場合があったが、その性質からして炭化物との区別が徹

底できたわけではない。石狩川の河成層には石炭の砂礫が少量含まれていて当然であるが、 I層との

接点をもつ迫構から選別されており、近現代の混入物である可能性も排除できない。同様に、 F-709

から鉛のような概観を呈する非鉄金属の塊が 1点選別されているが、この選構は地層検討用の畦にか

かっており、 1層の断面から落下した可能性が否定できない。以上は一応表示したものの、いずれも

その有無と量に問題のある微細遺物である。 （西脇）

2 士坑

(1) 概要

平成 11・13・14年度に検出されたものを合わせると、 135基が確認されている。調査は 11年度が

P-1・3-8、13年度がP-26-120、14年度が P-121-152を行っている。土坑は疫土と包含層の土色・土

質が似通っているものが多く検出は困難であった。そのため、土坑は焼土・炭化物との切り合い、遺

物の出土状況、周囲との乾き方の差などから検出作業を行った。このような状況により、土坑の上面

部分は調査中に気付かず削平してしまったものが多いと考えられる。
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図IV-1 土坑の位囲

57 



IV 迫構

今報告範囲で士坑が集中して検出される範囲は 156-158線付近と 148線の 2ヶ所である。まばら

ではあるが、 153-155線からも検出されている（図 IV-1)。周囲から検出される遺物などから考える

と士坑の構築時期は 153-158線の 129基が縄文晩期中～後葉、 148線の 6基が続縄文初頭頃にあたる

と思われる。

士坑の規模• 平面形は構築面が確認できないものが多いので検出面で確認したものだが、長径0.5m

以下の小型のものが44基、長径0.5-lmの中型のものが71基、長径 lm以上の大型のものが 11基、

削平・未調査等により不明なものが9基である。 148線の範囲に分布する士坑は P-150を除きすべて

大型のもので未調査部分のある P-151も大型に分類されるものである。平面形は楕円形に分類される

もの40基、円形に分類されるもの 86基、削平・未調査等により不明なもの 9基である。

今回検出された士坑の性格としては士堀墓の可能性を考えられるものがあったが、明確に募と確認

されるものは無かった。士坑内からは P-28・35・96等のように士器片が出士するもの、 P-30・49・56

・67のように礫．礫石器が出士するもの、 P-92・95・118・146・152のように灰白色粘士が検出され

るものがある。授士については一部の士坑でフローテーションを行い、骨片・ ベンガラ・炭化物・士

器片• 石器等が検出されている（表IV-3)。

以下、各士坑についての説明に入る。位置・規模については表IV-2を参照されたい。 （酒井）

(2) 153線~158線

p - l 図IV-2・図版IV-1。70-158ーウ区を調査中に炭化物の混入する円形のプランを確認した。

半裁して堀方を確認した。円形で平坦な底面をしている。構築面は不明であるが、検出面よりは上位

であると考えられる。

p - 3 図IV-2。67-158ーウ区を調査中に F-108(生活面 194) を検出し、それを切る掘り込みを

検出した。また、士器片が掘り込み内にあることが確認された。 158線のメインセクションにかかっ

ていたことから壁面を精査したところ確認面から約 0.2m上位から構築されていることが確認され

た。土坑西側は壁面の崩落により確認することができなかった。

p - 4 図IV-2。65-158ウ区を調査中に F-89(生活面 194) を切る掘り込みとして検出した。

土坑北側は調査中に削平してしまい、西側は確認トレンチにより範囲がわからなくなってしまった。

p - 5 図 IV-2。 66-158—ウ区を調査中に F-103 (生活面 193) を切る掘り込みとして検出した。

南北方向に細長い楕円形で平坦な坑底面をしている。焼士周囲にある小ピットと同様のものである可

能性がある。

p - 6 図IV-2。65-158-ウ区・ 66-158ーエ区を調査中に周囲との士質の異なる円形のプランを確

認した。ほぼ円形の平坦な坑底部をしている。遥構西側は噴砂による断層により 5cmほど落ち込ん

でいる。本来の構築面は不明であるが、上位に位置する F-62(生活面 193) を切っていないためさほ

ど深くはならないと考えられる。

p - 7 図 IV-2。 67-158—ウ区を調査中に F-116 (生活面211) を切る掘り込みとして検出した。

円形ですり鉢状の坑底面をしている。覆士は焼士粒・炭化物が混入する流れ込みと見られる。 F-116

に士器を設慣するために掘られた小ピットと同様のものである可能性がある。

p - 8 図IV-2。67-158ーウ区を調査中に F-116(生活面211) を切る掘り込みとして検出した。

円形で平坦な坑底面をしている。覆土は焼土粒・炭化物が混入するが埋め戻しか流れ込みかは判断で

きなかった。掘り込み面はF-116よりも上位と考えられるが、上位に位懺する F-75(生活面 194) を

切っていないためさほど深くはならないと考えられる。
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2 土坑
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2 土坑

P - 2 6 図IV-2・ 図版IV-1。70-157ーウ区②面を調査中に F-281(生活面 129) を切る掘り込みと

して検出した。壁面に沿って落ち込んだと見られる土器片（整理番号 13-461ほか）が検出されてい

る。上坑東側は遺構確認トレンチにより削平してしまった。

P - 2 7 図IV-2。F-295(生活面 150) を切る掘り込みとして検出した。東西方向に長い楕円形

をしている。覆土には焼土プロックが混入しており埋め戻されたものと考えられる。掘り込み面は不

明であるが、上層観察からこの面よりは上位から掘り込まれたものと思われる。

P - 2 8 図IV-2・図版IV-I。70-158ーア区⑤面を調査中に 1個体の土器片（個体番号N2)がまと

まって検出された。土坑壁面に沿うように土器片が出上している。土器の出土状況から見て、掘り込

み面はこの面よりやや上位であると考えられる。人為的な掘り込みかどうかは断定できない。（酒井）

P - 2 9 図IV-2。67-154ーウ区④面調査中に土器が刺さった状態で検出された。土坑の可能性を

考慮して断面観察を行なった。覆土は包含層に比べ粘質があり締まりはない。壁面・床面には炭化物

が貼り付いており、覆土との境は明瞭であった。土器の検出状況から、掘り込み面は検出面よりやや

上位と推測される （吉田）

P - 3 0 図IV-3・図版IV-1。69-156ーウ区⑦面・エ区⑦面を調査中に P-31・32・33・78とともに

F-379 (生活面 191)を切る掘り込みとして検出した。当初 P-78とともに 1つの土坑と考えられたが、

トレンチを入れて確認したところ P-30がP-78に切られている 2つの土坑であることが確認された。

検出状況から見て掘り込み面はF-379よりも上位であると考えられるが撹乱のため不明である。ほぼ

円形で平坦な坑底面を有する。坑底面やや上の土坑中央部付近から加工痕のある礫3点 (P-30-1-3)

．礫2点が集まった状態で出土している。 P-30-3はP-33出土の礫片 (P-33-1) と接合する。覆土は

埋め戻されたものと考えられる。追物の出土状況から見て、土城墓の可能性を考えられる。

P - 3 l 図IV-3。69-156ーウ区⑦面・エ区⑦面を調査中に P-30・32・33・78とともに F-379(生

活面 191) を切る掘り込みとして検出し、半裁して調査を行った。坑底面はほぼ円形で平坦と思われ

るが東側は掘り過ぎにより確認できなかった。授土の堆積状況から見て掘り込み面はF-379よりも上

位であると考えられる。

P - 3 2 図IV-3。69-156ーウ区⑦面・エ区⑦面を調査中に P-30・31・33・78とともに F-379(生

活面 191) を切る掘り込みを検出した。 トレンチを入れて調査を行い不整形で平坦な坑底面を検出し

た。平面形は南北方向にやや長い楕円形をしている。覆土の状況から掘り込み面は F-379よりもやや

上位であると考えられる。

P - 3 3 図IV-3。69-156ウ・エ区⑦面を調査中に P-30・31・32・78とともに F-379(生活面

191) を切る掘り込みとして検出した。 トレンチを入れて調査を行い楕円形で平坦な坑底面を検出し

た。平面形は南北方向にやや長い楕円形である。検出状況から掘り込み面は F-379よりも上位である

と考えられる。出土した礫片 (P-33-1)はP-30出土の礫と接合することから同時期のものと考えら

れる。疫土は埋め戻されたものと考えられる。 （酒井）

P - 3 4 図IV-3・図版IV-2。F-375(生活面 191) を切る掘り込みとして66-157ーア区⑤面で検出

したが、坑壁に沿って落ち込んだものとみられる土器片 (66-157-a-011、整理番号 13-22) によって判

断すると掘り込みは同区③面かそれ以上から始まるらしい。ほぼ円形の平坦な底面をもち、細かい分

層の困難な覆土が覆っている。

造構の西側に接して 66-156ーエ区⑥面に小規模な廃棄焼土層が記録されている。これが P-34によっ

て掘り上げられたF-375由来のものであり、追構の形成面を示すのであるとすると、土坑の本来の深

さはほぼ0.Smであったことになる。 （西脇）
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rv 追構

P - 3 5 図IV-3・ 図版IV-1。68-158ーア⑦面調査中、 F-384(生活面 189) 由来の炭化物を切って

暗茶褐色の円形のプランを確認した。また、壁面に沿うように土器片（個体番号N30) も検出してい

る。授土には F-384のものと考えられる焼土粒・ 炭化物粒を含む。造物の出土状況 ・F-384との関係

から掘り込み面は検出面より上位と推測される。 （吉田）

P - 3 6 図IV-3。69-157ーイ⑤面の調査中に炭化物の広がる範囲を検出し、これをほぼ円形状に

切る掘り込みとして確認した。トレンチを入れて壁面の確認を行った。底面はほぼ円形で平坦である。

この遺構の構築面はもう少し上面であったと思われる。 （酒井）

P - 3 7 図 IV-4 ・図版 IV-1 。 68-156—工区⑤面ほかの調査中、やや大きな土器片 (67-156-c-015·

68-156-d-012、整理番号 13-187)が立った状態で検出されたことから、これらを横断するように断ち

割りを加え、小規模な落ち込みの壁に沿って土器片が立っていることを確認した。 2つの土器片は同

一個体であるが、 67-156-c-015はその天地がほぼ垂直方向であるのに対して、 68-156-d-012は破片の

天地方向が水平に近い。人為的な掘り込みであるかどうかは断定困難であった。

P - 3 8 図IV-4・ 図版IV-2。P-39・40とと、もに 68-156-d区⑤面でF-448(生活面 188) を切る掘

り込みとして検出した。真上に形成されだ焼土F-302・303(生活面 128)は同区②面にあり、掘り込

み面はそれより高くなることはないであろう。

半戟して調査中に雨水が流れ込み坑壁の一部と地層断面上部が崩壊した。半裁の残り部分を調査中

に別の土坑(P-50)と切り合っていることに気付いたが、すでに地層の観察が不可能で問題を残した。

概ね円形の平坦な坑底を有し、細分の困難な覆土で埋まっている。一応は P-50の項で述べるとおり

P-38のほうが古いものと考えられる。わずかに出土した土器片は覆土の上部でP-50の中央へ向かっ

て傾斜した状態で発見されているので、むしろ P-50に属するものと見たほうがよいかもしれない。

P - 3 9 図IV-4・図版IV-2。P-38・40とともに F-448(ただし焚き火面本体ではなく、その周

囲の炭化物層。生活面 188) を切る掘り込みとして検出した。四分して調査したが、断ち割っていな

いので坑底部は多少掘り足りなかった可能性があり、 P-38などに比べて底が小さく丸い実測図とな

っている点に疑問がないでもない。覆土は二三の単位に区分できそうであるがそれらの境界は不明瞭

で、比較的急速な埋没を示唆する。

当区④面の焼土F-330(生活面 131)はこの土坑の真上に位置し、ちょうど P-39の掘り方におさま

るように形成されている。埋まりきらない P-39の窪みを利用して火が焚かれた可能性があり、あわ

せて掘り込み面の位置を示唆するものがある。

P - 4 0 図IV-4・ 図版IV-2。P-38と同様、半裁して調査中に雨水が流れ込み坑壁の一部が崩壊

した。やはり四分して掘ったが断ち割りは加えておらず、掘り方形状については P-39同様の問題が

ある。この造構の上位には 68-156ーエ区④面に焚き火面をもつ焼土F-331(生活面 131)があり、 P-40

の掘り込み面がそれより高くならないことを示している。

P - 4 l 図IV-4・ 図版IV-2。66-155ーエ区③面の少し下位で P-42と並んで検出したが、掘り込み

面はもう少し高いと推察される。小トレンチを入れて掘り方を確認して図化した。平面不整円形の丸

底、最下部にマッドドレイプ塊を含む人為層らしいものが見られたが、埋め戻しがおこなわれたかど

うか明確でない。

P - 4 2 図 IV-4 ・図版 IV-2。 P-41 とほぼ同一深、 65-155—ウ区①面の少し下で検出した。底面は

東西に長い楕円形で P-41より少し深く、坑口の開きもより大きい。 P-41より多少深い位骰に掘り込

み面があったかもしれない。覆土上部の薄いシルト• 砂互層 (cd断面7、8層）から下は壁面の崩壊

ないし埋め戻しで比較的急速に埋まったように思われる。
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2 土坑

P - 4 3 図IV-5。P-44と並んで 66-156-d区⑩面で確認した。土の乾き方が周囲の砂主体の地層

より遅いことから造構であると気付いた時点ではすでに相当削平してしまっていた。隣接する焼土

F-373 (生活面 191)周囲に掘り残した範囲では底面からほぼ35cmの立ち上がりが確認され、掘り込

み面はさらに上位であったと推定される。円形の平坦な底面を有し、当遺跡の晩期土坑としては大き

い部類である。

P - 4 4 図IV-5。P-43と同じく土の乾き方によって 65-156ーウ区⑦面付近で検出し、小トレンチ

で断ち割って確認した。この時点ですでにほとんど掘り飛ばしてしまっており、わずかに坑底が残っ

ていたに過ぎない。

P - 4 5 図IY-5。65-158イ区⑥面で検出し、小トレンチを入れたうえで P-43のように坑底のみ

を残す造構とみて一旦調査を終えたのであるが、さらに約 30cm掘り下げた時点でほとんど同じ位置

に丸い掘り込みの輪郭が現れた。断ち割りが不足していたことに気付き、同じ位置にトレンチを復元

して確認しなおしたところ、ほぼ円形で丸みがある真の坑底が当初の認識より約 30cm下にあること

が判明した。その後の他の土坑での経験から言、って、はじめに調査した薄く淘汰のよい層群 (ab断

面 1-3層）は比較的坑口に近い位置に形成された水成堆積物であると考えられ、掘り込み面は当初

の検出面からそれほど離れていないものと思われる。

P - 4 6 図IV-5。66-158ーア区⑧面標高 7.55m付近で掘り込みの覆土が同心円状に確認され、小

トレンチによる断ち割りを行った。覆土上部に炭化材片が敷き詰められたように出土する面があり (ab

断面4層）、その直下は斑状に焼土化していた（同 5層）。この焼土・炭化物層は土坑外の焼土遺構と

は連続せず、この位置に中心をもつものである。土坑が埋まり切る前の浅い窪みの中で火が焚かれた

とみてよいであろう。

一旦調査を終え周囲の掘り下げをおこなったが、平成 14年度に迫構下を掘削したところ再び掘り

込みの輪郭が確認され、測点を復元して調査・実測した結果ほぼ確実に P-46の掘り残しと判断され

た。 13年度の調査では土坑北西側の掘り方を把握できなかったことが明らかであり、多少南北に長

い不整円形で平坦な真の坑底が 15cm近く下位で確認された。

P - 4 7 図 IV-6。 65-156—ウ区④面で焼土 F-352 (生活面 18I) を調査した際、その一部が撹乱さ

れていることに気付いたのであるが、その撹乱が整った掘り方をなすことを認めたのはさらに 30cm

近く掘り下げた同区⑦面であった。幸い逍構の半ばが地層記録用の畦にかかっていたのでその断面を

精査したところ、坑壁は F-352よりさらに 30cm近く上まで立ち上がっていることが知られた。不整

な円形の丸底、ほぽ80cmの深さを有する。覆土は幾つかの単位に分け得るがその境界は曖昧で、崩

壊または埋め戻しにより比較的急速に埋没したように見受けられる。

P - 4 8 図 IV-5・ 図版IV-3。ほぼ掘り込み面で検出できた土坑の一つである。 66-158ーア区⑧面

に炭化材片の散布する範囲が認められ (ab断面 l層）、これを半戟するように方形の断ち割りを設け

て約 10cm掘り下げたところ、炭化材混じり層から少しずれた位置で土坑の輪郭が見出された。同じ

断面に沿ってさらに小トレンチを入れて掘り方を確認した。摂土の上部は比較的淘汰のよいシルトと

細粒砂の互層 (ab断面 3層）で水成層と考えられる。底近くに炭化材片混じりの薄い粘土質シルト

層（同 6層）があり、この中に土器片や搬入粘土塊などの遺物が含まれているのが目立った。

この層を除くと汚れのない砂質シルト層に達したのでこれを坑底とみなして一旦調査を終えたが、

14年度になって追構下を掘削したところ再び丸い掘り込みの輪郭が認められ、測点を復元して調査

・実測した結果 P-48の掘り残しと考えざるを得なくなった。当初底面と考えた砂質シルト層は坑壁

の下部が崩壊して形成されたものとみられ、真の坑底は約 10cm下位にあって他の土坑と同様に丸み
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IV 遺構

を帯びて壁へと移行することが知られた。北側の壁の位置も 13年度調査では正確に把握できていな

かった可能性が高い。 （西脇）

P - 4 9 図IV-6・ 図版IV-3。67-158ーイ区⑦面調査時に礫が立った状態で検出された。土坑の可

能性を考慮し断面観察を行なった。その結果、この土坑より下位の F-282(生活面 13I) を切ってお

り、裂土にもこの焼土由来の焼土粒・炭化物粒・ 骨片などを含んでいた。包含層に比べ、粘質があり

壁面・ 床面ともに締まっていたのでその差は明瞭であった。床面は円形を呈し壁面へとほぼ垂直に立

ち上がる。覆土の堆積状況から人為的埋め戻しが行なわれたと推測される。遣物の出土状況、断面観

察から掘り込み面は検出面と同ーと考えられる。 （吉田）

P - 5 0 図IV-4。P-38の調査中にこれと切り合う土坑の存在に気付いた。その時点ですでに切

り合い部分を掘り終えていたのでP-38との先後は不明確であるが、両者の上位に形成された焼土 F-

302・303 (生活面 128)はP-50の中心へ向かって傾いている。 2つの焼土の形成時点ではP-50が浅

い窪みとして残る一方、 P-38の痕跡は地表に残っていなかったものらしい。この点P-50のほうが新

しいとみるのが妥当のようである。断ち割りを施さずに調査した 68-156—工区内での所見では P-50 の

底は確認面から約40cm下と思われたが (ab、ef断面）、その後 156線半の地層断面を精査すると底

面はさらに 10cmほど下位にあることが知られた (cd断面）。また同じ断面で見ると掘り込み面は 68-

156-ア区内で⑤ないし⑥面にあったらしい。 （西脇）

P - 5 1 図IV-6。67-153ーウ区②面調査時に暗茶褐色の円形のプランを確認した。覆土は粘質が

あり、明らかに検出面より上位のものが均ーに堆積する。床面から壁面へは緩やかに立ち上がりボウ

ル状を呈する。覆土の状況から掘り込み面は検出面のやや上位と推測される。

P - 5 2 図IV-6。68-157-工区⑦面調査時に、炭化物粒・土器片を含み周辺よりやや鈍い土色の

円形のプランを確認した。形状は床面から壁面へと緩やかに立ち上がるボウル状を呈した土坑であ

る。掘り込み面は覆土に上層に存在していた炭化物を含むことから、検出面よりさらに上位であると

考えられる。

P - 5 3 図IV-6。68-157ーウ区⑦面・エ区④面調査時に炭化物粒・骨片を含む円形のプランを確

認した。覆土は粘質があり堆積状況から自然崩落したことが覗える。床面から壁面へは緩やかにその

後ほぼ垂直に立ち上がる。 157線地層観察用ベルトから、掘り込み面と検出面は同一であることが確

認された。

P - 5 4 図IV-6。69-154-ウ区⑤面 ・70-154-エ区④面調査時に炭化物を多く含む層の落ち込みを

確認した。土坑の可能性を考慮して土層観察を行なった。覆土は検出面より上位の土で構成されてお

り粘質もある。床面・壁面ともに明確である。掘り込み面は確認面の炭化物を含む層が切られていな

いことと断面観察からこの層の直下であると考えられる。 （吉田）

P - 5 5 図IV-6。69-158ーア区⑪面の調査中に F-471に伴う炭化物が円弧状に切れているのが確

認された。そのため、周囲を精査したところほぼ円形の掘り込みを検出したことからトレンチを入れ

て土坑であることを確認した。底面は円形でほぼ平坦である。掘り込み面は確認できなかった。（酒井）

P - 5 6 図IV-6・ 図版 IV-3。67-157-ア区⑤面で 2点の礫石器 (P-56-1・2)が軍なって検出され、

周囲に炭化材片や焼土粒を含む授土が認められたので半裁して調査した。 P-62などに似た小さな土

坑で楕円形の底面をもつ。 （西脇）

P - 5 7 図IV-6。67-158ーイ区⑪面 ・67-157-ウ区⑦面調査時に、周辺に比べやや砂質の高い円形

のプランを確認した。覆土にはごく微星の炭化物を含み均ーに堆積していた。平面は北東ー南西に長

軸をもつ長楕円形を呈し、底面は平坦で垂直ぎみに壁が立ち上がる。 （吉田）
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2 土坑
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2 土坑

P - 5 8 図IV-6。69-154-ウ区⑤面の調査中に周囲とは異なる土質の円形の範囲を確認した。ト

レンチを入れて確認したところ木根による撹乱を受けていることがわかった。撹乱により底面の形状

は不明である。

P - 5 9 図IV-6。70-158ーイ区⑫面を調査中に周囲の包含層とは異なる土質の円形の範囲が検出

された。半裁して調査を行い、丸底状の底部から立ち上がる壁面を確認した。掘り込み面は確認でき

なかった。

P - 6 0 図IV-7。69-158ーイ区⑫面を調査中に P-61とともに周囲の包含層とは異なる土質の円形

の範囲が検出されたので半裁して調査を行った。上位の層ではこの範囲を確認できなかったことから

ほぼこの面が構築面であると考えられる。円形で丸底状の底部である。

P - 6 l 図IV-7。69-158ーイ区⑫面を調査中に P-60とともに周囲の包含層とは異なる土質の円形

の範囲が検出されたので半裁して調査を行った。上位の層ではこの範囲を確認できなかったことから

ほぼこの面が構築面であると考えられる。覆土中から多くの遺物が出土しているが、埋め戻された際

に混入したものと思われる。円形で平坦な底面である。 （酒井）

P - 6 2 図IV-7。P-56を確認したのとほぼ同一面、隣接の 67-157ーイ区⑤面で複数の焼土とそれ

を疫う薄い炭化物層が検出された。炭化物の散布を取り除くと、そこに F-476・477・488(生活面 195)

の3基の焼土と、これらと切り合う 2甚の小土坑が発見された。土坑の掘り方は炭化物層の上からは

明確な形で認められず、従って 2つの土坑は焼土群と形成面を共有するとみて問題ない。 F-478(生

活面 126)、およびこれを覆う F-477を切り、 P-65に切られる。 gh断面では F-476があるいは P-62の

掘り上げ土かと思われる炭化材片・焼土粒混じりの再堆積層を覆っているのが見られた。 （西脇）

P - 6 3 図IV-7・図版IV-3。F-496(生活面211) の焼成面の縁が検出できたことにより掘り込

み面が検出できた。 1層に含まれていた土器が土坑中央に滑り込むように堆積していたこと、土坑埋

土の 2層の上面にある F-496の焼成面断面が3層上面に沿って屈曲していることから土坑埋土が陥没

し、その空隙が20cm以上あったと考えられる。 3層上部からは礫が2個出土した。小児の墓と考え

てもよさそうである。 （鈴木）

P - 6 4 図IV-7。68-157ーア区③面で炭化材片混じりの地層 (ab、cd断面 l層）が環状に分布す

るのを認め、その環の内部から土器片がややまとまって出土したことから遣構の存在を予期して小ト

レンチによる断ち割りをおこなった。その結果同区④面に炭化材片の濃密に散布する面があって盃状

に落ち込んでおり (ab、cd断面 3-5層）、掘り込みがあるとすればその下であることが判明した。

炭化物面ば焼土 F-393・487(生活面 188) に連なるものであったのでこの 2つの焼土の調査後さら

に断ち割りを加えて、炭化物層の流れ込んだ窪みの中央に土坑を確認し、小トレンチ沿いに四分して

調査した。径の割に深く、他に例のない形状の掘り方である。

その後の調査で P-64の下位に倒木痕があることが確認された。 68-157-ア・エ区の大半に及ぶ窪み

はむしろこの倒木の形成したものとみたほうがよいようで、 P-64はその窪みの中に掘り込まれたと

考えられる。形状が特殊で覆土下部に空隙が多いなど人為的なものかどうか疑わせる点もあるが、疫

土と遺構外の地層との不整合は明瞭であり、倒木痕の一部とは考えられない。

P - 6 5 図IV-7。検出の状況は P-62の項に述べたとおりである。P-65はP-62・F-478を切り、 P-62

に切られる F-477よりも新しいが、 F-476との新旧は不明である。 （西脇）

P - 6 6 図IV-7・ 図版IV-3。掘り込み面の特定はできなかった。 1層の底面が検出面から緩やか

に落ち込み播鉢状を呈していることから掘り込み面は直近の 68-158ーア区⑪面と考えられる。

P - 6 7 図IV-7。掘り込み面の特定はできなかった。 1層の底面が検出面から緩やかに落ち込み
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IV 逍構

播鉢状を呈することから掘り込み面は直近の 67-158ーア区⑪面と考えられる。 2層が坑壁崩落による

堆積ではないことから開口時間が短いと考えられる。またたたき石片 1点 (P-67-1) ・礫 l点が坑底

から出土したこと、P-63のように坑壁が垂直であることから墓を想定してもよさそうである。（鈴木）

P - 6 8 図IV-7。69-157ーウ区⑪面の調査中に F-462を検出し、それを楕円形に切る範囲を検出し

た。覆土には F-462(生活面218)のものと思われる焼土・ 炭化物が流れ込んでいる。楕円形で平坦な

底面である。焼土周囲に造られる土器を据えるための小ピットと同様のものかもしれない。 （酒井）

P - 6 9 図IV-7。67-156エ区⑦面直下で炭化材片混じりの覆土 (ab断面 2層）が環状に認めら

れた。規模が小さくトレンチを入れるのがためらわれたことから、半戟するように方形の断ち割りを

設けて少し掘り下げ、輪郭を把握しようとしたがかえって不明瞭となる模様であったので、それ以下

は通常の半戟調査をおこなった。周囲の地層と授土の差が小さく、断ち割りも徹底しなかったため特

に坑底については正確に把握できたか懸念が残る。 （西脇）

P - 7 0 図IV-8。69-157ーイ区⑪面の調査中に周囲の包含層とは異なる土質のほぼ円形の落ち込

みを検出したことから半裁して調査を行った。平成 13年度に底面だと考えられた面は平成 14年度の

調査で掘り足りなかったことが確認された。そのため再調査を行い、揺鉢状の底面を確認した。

P - 7 1 図IV-8・ 図版 IV-3。掘り込み面の特定はできなかった。 1層の底面が検出面から緩やか

に落ち込み揺鉢状を呈していること、 67-158ーイ区⑫が焼成面である F-490(生活面 218) の炭化物散

在面から掘り込んでいることから、掘り込み面は 67-158ーイ区⑫面と考えられる。

P - 7 2 図IV-8。69-157ーエ区⑫面を調査中、円形の落ち込みを確認した。半裁したところ円形

で播鉢状の底面が確認された。掘り込み面を確認することはできなかった。

P - 7 3 図IV-8。69-158ーイ区⑬面を調査中、土質の異なる円形の落ち込みと土器が立った状態で

検出されたことから半裁して調査を行った。円形で平坦な底面を確認した。上面に位買する F-462(生

活面 218)を切っていないことから掘り込み面はこの面からそれほど変わらないものと考えられる。

P - 7 4 図IV-8。69-158ーイ区⑬面を調査中、土質の異なる円形の落ち込みを確認したことから

トレンチを入れて調査を行った。楕円形で平坦な底面を確認した。上面に位置する F-462(生活面 218)

を切っていないことから掘り込み面はこの面からそれほど変わらないものと考えられる。 （酒井）

P - 7 5 図IV-8。掘り込み面の特定はできなかった。 1層の底面が検出面から緩やかに落ち込み

揺鉢状を呈していることから掘り込み面は直近の 67-158ーイ区⑪面と考えられる。 （鈴木）

P - 7 6 図IV-8。69-154ーア区⑧面で同心円状の落ち込み堆積を検出した。 69-153区内は 13年度

の調査で気付かずに破壊している。覆土下部に造構北東側にやや偏って炭化材片の散布が認められ、

その上に水成と思われる白っぽい粘土がちの堆積物が形成される。少なくともこの粘質土から上は自

然に埋積したものであろう。 （西脇）

P - 7 7 図IV-8。69-157ーイ区⑥面で周囲の包含層とは異なる焼土粒・炭化物を含んだ楕円形の

落ち込みを検出したため、半裁して調査を行った。ほぼ円形の平坦な底面である。壁面に F-512(同

区⑦面、生活面 137)が確認でき、覆土に含まれる焼土粒・炭化物はこの焼土のものと考えられる。

P - 7 8 図 IV-3。 69-156—ウ区⑦面・エ区⑦面を調査中に P-30·31·32·33 とともに F-379 を切

る掘り込みとして検出した。当初 P-30とともに 1つの土坑と考えられたが、 トレンチを入れて確認

したところ P-78がP-30を切る 2つの土坑であることが確認された。円形で平坦な坑底面を有し、平

面形はほぼ円形と考えられる。切り合い・ 検出状況から掘り込み面は P-30・F-379より上位であると

考えられる。 （酒井）

P - 7 9 図IV-8。67線上の地層断面図作成中に発見した時点でほぼ半分が失われていた。焼土
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2 土坑

F-420 (生活面 189) を切るが、形成面は 66-157—ウ区③面でこの焼土とほぼ同一と考えられる。 P-96~

98などに似て、比較的小型で浅い土坑とみられる。

P - 8 0 図IV-9。67-157ーア・イ区⑦面で落ち込みに堆積した地層が同心円状に2ヶ所確認され、

P-80および81と命名して断ち割りをおこなった。 P-80で断面の上部に炭化材片のやや濃密に散布す

る面が認められ(ab断面5層）、その後これが坑外へ続いてP-81内まで連なっている (gh断面 11層）

ことが知られた。従ってこの面を土坑形成疸後の地表とみなしてよく、かつ 2つの造構は非常に近接

した時期のものであることが判明した。しかも土坑内では炭化材面の直下が部分的に焼土化している

(gh断面4層）。従って炭化材は二次的に土坑の窪みに流入したものではなく、 2つの窪みを中心に

火が、それもほとんど同時に焚かれて生じたものと考えられる。

南北に長い不整形の底面をもつ。炭化材面より下の、狭義の覆土とみるべき部分からは目立った遺

物が出土していない。 P-80は当造跡の土坑としては規模の大きいものなので墓穴である可能性など

も考慮してやや慎軍に調査したが、坑底には全く遺物がなく、特殊な堆積物も見られなかった。

P - 8 l 図IV-9。検出の状況はP-80の項で述べた。 P-81では炭化材面付近の様相がやや複雑で、

まず坑口の南側、径50cmほどの範囲に円磨の進んだ細礫が炭化材片よりやや上位に散布しているの

が見られた。またそれより下位の坑口南東側にはやはり径50cmほどの範囲にわずか 5mmほどの厚

さで搬入品と思われる白色の砂混じり粘土の層が観察された。これと炭化材片の面の上下関係は微妙

であるが、少なくとも材片散布の中心部をなす炭化物の密集部分 (gh断面の 3層）では、その上に

密接して粘土層が存在するように見受けられた。炭化材面より下位でほとんど遺物が出土していない

ことは P-80と同様である。

平成 14年度に追構下を掘削したところ再び丸い掘り込みの輪郭が認められ、測点を復元して調査

・実測した結果P-81の掘り残しと考えざるを得なくなった。北東ー南西方向に長い真の坑底は P-80

とほぼ同じかそれを上回る深さにあることが判明したが、やはり底面付近では遺物皆無であった。

P - 8 2 図IV-8。68-156ーエ区⑧面ほかで焼土F-545・546(生活面 195) を切る掘り込みとして

検出した。小トレンチを入れて壁面を確認したのち半戟して断面を図化した。円形の平坦な底面を持

つ。要土は一様であり、坑口部に特徴的な中窪みの堆積が見られなかった点から言えば、掘り込み面

はおそらくもっと上位にあったであろう。 （西脇）

P - 8 3 図IV-8。69-157ーイ区⑩面の調査中に周囲の包含層とは異なる土質のほぽ円形の落ち込

みを検出したことから半裁して調査を行った。平成 13年度に底面だと考えられた面は平成 14年度の

調査で掘り足りなかったことが確認された。再調査を行い、円形で平坦な底面を確認した。 （酒井）

P - 8 4 図IV-9。66-156ーエ区⑫面でP-85・86と並んで同心円状に堆積する覆土を認めて検出し

たのであるが、精査の結果P-86より下位（⑬面）に掘り込み面をもつことが明らかになった。小ト

レンチを入れた結果、土坑の掘り込み面を覆って炭化材片と軽石の礫片が目立つ薄い層 (ab断面の 5

層）が堆積しており、この上に間層を隔てて焼土F-587(同 3層、生活面212)が形成されている。

同じ F-587は後述するように P-86の掘り込み面を直接覆っているので、 P-84はP-86より下層の遺構

と判断される。材片・軽石の散布面より下位の狭義の授土 (ab断面の 6層）が薄く、造構の窪みが

掘り込み面より上位にまで強く反映されているために P-86等と同じ深度で造構の所在が認められた

ものである。なお炭化材は遺構外に散布の中心をもつようで、 P-46・80・81などのように土坑上で

形成されたものではないらしい。

P - 8 5 図IV-10。65-156ーウ区⑨面ほかで同心円状に堆積する覆土を認め、断ち割りで上部壁面

を確認してから半裁調査した。殺土の上部に炭化材片混じりの層 (ab断面7層）に覆われた現地性
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IV 遺構

の焼土（同 8層）があり、この土坑でも遺構上の窪みで火が焚かれたものと考えられる。他の土坑で

の経験から言えば遣構上での焚き火はほぼ埋積が終わった段階で行われているので、それより上位の

覆土 (ab断面 1~5層）は掘り方と直接関係しない新しい撹乱の中に堆積したものである可能性もあ

る。この部分がそれ以下の堆積を不整合に覆っているように見えること、およびこの部分で坑壁の傾

斜が変わり、検出面での平面形が目だって不整となっていることはこの推測を裏付けるようである。

従って、遣構の掘り込み面は撹乱のため詳しく確認できないとみなすのが妥当かもしれない。

平成 13年度に一旦調査を終えたが、 14年度に土坑周囲を掘り下げたところ地層断面と直交する方

向に掘り足りない部分があることがわかり、再度壁面の検出をおこなった結果、遺構の約4分の 3周

にわたって坑壁下部に立ち上がりのやや急な部分があることが判明した。この部分は概ね構築当初の

壁面のまま遠存している可能性がある。

P - 8 6 図IV-10。65-156ーウ区⑨面で焼土 F-586(生活面212) を切り、 F-587(生活面212) に

覆われる掘り込みの輪郭を検出し、小トレンチで断ち割って半戟断面図を作成した。 F-587の断面で

も地層を検討した結果、焼土を授う炭化材片層だけでなく焼土化そのものが土坑の上面に及んでいる

ことを確認したので F-587より古いことは明らかである。比較的浅く小型、かつ概ね南北方向に長手

の土坑である。 （西脇）

P - 8 7 図IV-9。70-156ーエ区⑧面を調査中に楕円形の土質の異なる範囲を確認した。そこでト

レンチを入れたところ壁面の立ち上がりが確認された。掘り込み面は確認できなかった。

P - 8 8 図 IV-9。 70-156—ウ区⑤面を調査中に F-576 (生活面 196) を検出しこれを円弧状に切る

部分が確認された。周囲を精査したところ土質の異なる円形の範囲を確認し、半裁して調査を行った。

罹土にはF-576に由来すると考えられる焼土粒が含まれている。

P - 8 9 図IV-9。70-156ーウ区⑤面を調査中に土質の異なる円形の範囲を確認し、半裁して調査

を行った。 P-89に切られる F-607(生活面 196)が同時に検出されたが、壁面に F-607が確認される

ことから同一面ではない。円形で平坦な底面である。掘り込み面は確認できなかった。 （酒井）

P - 9 0 図IV-6。68-157ーウ区⑦面・エ区④面の調査時に炭化物・骨片を含む円形のプランを確

認する。覆土は粘質があり均ーに堆積する。床面から壁面に緩やかに立ち上がるボウル状を呈する。

157線地層観察用ベルトから、掘り込み面と検出面は同ーであることが確認された。 （吉田）

P - 9 l 図IV-10。67-156ーウ区⑨面で径 50cmほどの範囲に炭化材片が散布しているのに気付き、

土坑の存在を予期して小トレンチを入れたところ壁の立ち上がりが確認された。検出面における材片

はやや希薄であり、焼土も確認されなかったので二次的に迎構の窪みに流入した炭化物と考えられる。

その後、同区⑦面で記録した炭化材片の散布範囲のうち、不整形に散布が抜けている箇所がこの土坑

の真上にあたることに気付いた（図）。この炭化材面が掘り方を覆っているのか、それとも土坑に切

られているのかもはや確認できないが、掘り込み面がその付近にあったことが窺われる。 （西脇）

P - 9 2 図IV-10。68-158ーイ区⑧面調査時、 F-615(生活面 214) を切る暗茶褐色の円形のプラン

を確認する。粘質のある塑土が均ーに堆積し、焼土粒や炭化物などの混入は認められない。疫土の堆

積状況から検出面のさらに上位から掘り込まれており埋め戻された可能性が高い。 （吉田）

P - 9 3 図 IV-10。 67-156—工区⑦面で地層観察用の畦際に焼土 F-449 (生活面 189) を検出し、

その一端が落ち込みの中に潜り込んで行くように見受けられた。畦に沿って小トレンチを入れて断面

を検討した結果、焼土は土坑に切られ、さらに土坑に重複して形成された株痕があってその中に上位か

ら土壌が落ち込んでいることがわかった。その後66-156ーウ区を調査したところ造構北東側ではほぼ同

区④面付近まで坑壁の立ち上がりを認めることができた。南北に長い楕円形の底面を有する。（西脇）

74 



2
 
士坑

b/ 

P-85 
． 

？．心一
b
-

し

~ ,, シルト主体

2'シルト主体 ：径20mm未潰の炭化打片多く辺じる
3, 1に日じ
4'躙,i砂主体
5'編Ill砂主体 ：4より11"1
6'中拉砂主.., 上園に·•Smm のシ 9い--
7'シルト主体 ：径20mm*漏の裟化材片・慨土R夏じる
B'シルト主体 ：懺土化
9'シルト主体 ：径20n,m*瀾のぼ化り片曇かに丑じる
10'シルト主体
11, 5に同じ
12, 10に閂じ
13, 血む主体

P-86 

ツ

'・、知一C 

田 ／一 ・□三
66-157-7 (、ここ＼

,, !_ , ..... _! 
d• ー，、a.-

＼ 
＋ 
67-150-り ＋

 

P-91 

'・"' ＇ I 

r;{,? 
I 
，、, __ 
/'  

I 

'・"' 

＋ 

田

＼ 

P-92 

"""'一• 

一1: シルト主14':笠10mm未鸞の蜜化U片僅かに湿じる2: シルト主~:1 より纏籟 復化材片は 1に聞じ
3: 1に同じ荻化材片Jlず
4: シル ト主体 ：2よりl!t,
5: 3に1,1じ

/― 

.-
土粘色白灰

h-屯虚）凶

i);~ 
r 

＋ 
68-1515-X , __ ． b

-

~ ,, シルト主体；翌20mm未漏の仄化材片互じる
2; シルト主体 帖土●シルト肩湿じる 1より仄化U片帽
3 · 115~ 主体 .,より炭化材片纏

P-94 
¥
9
 

7.61 

＋ 

9鳥一
e L 

＼ ,...,.....! L 

~ 
,., ... ュ I I b 

二 I 

1:lll"'!ll色妙●土 ：しよる 帖笠なし
只化轡・鴫響褐色燒土611!1~3mm) 
を小量含()

2: 芝濱褐e土 ；しよる帖性あり 戻化稔含()
1層に比べて帖笠高く砂日分少ない

田
69-158-7 

P-93 

67-156ーエ
＼ 
＋ 

, ..... ． 

. 

• b ,___ -ー、
嗜砂

I , 11~ 褐色土 ：しよりなし 1611氏い

.,,I 

-.= 
F-337 

』 K_,、Om―

b
-

C 

""'"― 

＼ 

h
-

ー一

__r 

＋ 
89-158ーエ

田
67-157-7 

d
-

＼ 
1: シルト主体
2: 13-中"'"主体： 111o.m, 未潰のぼ化村片・鰻土粒五じる

(F-449由烹）
3: 匹i砂主体 .1}10m'TI未満の戻化材片置かに這じる

土還片含む

゜
1m 

＋ 
70-156ーエ

ril IV-10 土坑 (9)

75 



IV 遺構

P-95 ¥o 
． ,、知一

十

白色粘土

し

。一

0
/
 

7.l• 

b
-

7.l2 

~ 
7.37 

1 シル ト主体

2: 登50mm未漏の炭化材片主体：下..鄭分的に晨土化
3: 1に問じ
. : シルト主体 ：1より酎は

5・・～中!Ill!>主体
6. 4にほぼ じより粗R
7●●～中較砂主体

a. 応土主体：a2omm未漏の炭化材片欅かに辺じる
, • 1に霞じ

,...,_ 
゜

d e - ,. .. _ ！ 

＼ ＼ 
P-96 
＋ 
66-15Bーイ ＋ 

66-158-り ¥‘、

ー
、

5
 ヽ
7
 ＼

 

"・" 

•--—• 
． b

-

／
 

、,
1
1

三
1: シルト主体
2: シルト主体 ：[f20mm>i漏の仄化材片混じる
J: 1に閃じ
. : シルト主体；径5mm夫溝の仄化材片湿じる

叉旦
01

゜l.
/

 

·-— ゚ d• -•-- L 

--v- ~ 
P-98 ¥_ ＋ 

68-158-'/ ． 
1. 心一

~I '0/ 

P-97~ 

I→ 

゜7.1妬一
d 

P-100 

ジ1◎

一誓，ー
,, シルト に化材片汲じり膠IIとそうでないものの互層
2 ' シルト主体 ： 鰐石畢片€含む ＋ 

68-156-イ
3'シルト主体
.'シルト主体 ：3よりlal,i
5'シルト主体：4よりllll 3より配n

• b 7.10mー
''' 

<!...- 零竺巧

h
-

元厨

・心上 ，. ~ 

言
,, 哀化物

2. 員褐色15土 ；●鐸鳴色鯖土...辰化檎畳含C しエ りよし
3'貴褐色シルト；径5mmの廣化綱を多く含む し＆りよし
.'灰賃鳩色シルト：極6mmの巖化ltf.多く含む し去りよし 9ぶ.,_． 
5'鵬褐色131'l砂 ；襲10mmの資化物を含C 土圃片あり しよりなし
6. 閾灰褐色記m砂 ：しまりなし6 1 ,,. .. 砂

2: シルト主体
3: シルト主体 ：店化材片 ・嶋土a濃じる f.<;54に遍なる
ヽ：シルト主は ：径5nvn禾翼の賓化引片濃じる
5: シルト主体 ：廣化材片見ず
6: シルト主体 ．慶化り片・ 鑽土n温じも
7: シル ト主体 -1l!Omm宋漏の炭化材片湿じる

N78 

／ rヽへ
,-- ¥ I 

） - I 

¥'・" ((__  I 

｀ 
十___,, —‘‘‘ 

ヽ l
、¥7.70 ヘ , ....... ¥ '―-,、
I ¥ ¥ 

I 1,.n,.,. ―--、_, ¥7.75 

¥ /.J 

:/'"<(三〗＼ノ〗/,/"
ーヽ---,.,,、/
,," 
／ ノ

7.70 
ノ

I 

I ＇ ／ 

_,. 
1,,,, 

P-105 

---

＋ 

‘ ． , •. 如一
f i ― "知一 L 

~~ 

1.10m • b 

芍
,, ... 色シルト

2'●灰鳩e帖土 ：il'SmmのZ化＂を含む

＋ 
68-153ーり

田
68-156-7 

•l 
b
l
 

ロ,. ぉb
-

F-6g穴□7
,, 灰褐eシルト ：しよりよし

P-107 田
87-158-7 

＼ 
,, ● 11W主体：ll lOmm東瀾の次化材片 ・笠土＂湿じる
2'シルト主体：虞土糟・炭化材片多く濃じる F-661由呆
3'編～中口砂主体 ：炭化材片見ず

7JOm― ゚

~ 

＋ 
67-156ーエ

lo , __ ． b
-

。一

d
-

゜
1m 

図IV-11 土坑 (10)

76 



2 土坑

P - 9 4 図IV-10。69-156ーウ区⑧面を調査中に F-629(生活面 196) を検出し、それを円弧状に

切る土質の異なる円形の範囲を確認した。そこでトレンチを入れたところ壁面の立ち上がりを確認し

た。円形で平坦な底面である。掘り込み面は確認できなかった。 （酒井）

P - 9 5 図IV-11。67-156ーウ区⑩面で焼土F-628(生活面 199) を検出し、その一部が落ち込み

の中に潜っているように見受けられたので小トレンチによる確認をおこなったところ、焼土は土坑上

の窪みに沿って落ち込んでいること、またその下位に間層を隔てて炭化材片の薄い層があり、その下

面が弱く焼土化している (ab断面 2層）ことが判明した。従ってこの土坑でも遺構上の窪みで焚き

火がおこなわれたことが窺われると同時に、 F-628はこの土坑とは一応別の造構として扱ってよいと

思われた。窪み内の焚き火面のすぐ上に搬入粘土塊ほか少昼の追物があったが、材片層より下の真正

の覆土からは目立った遣物の出土はなかった。底面は東西に長い楕円形。壁の上部が朝顔状に開いて

いて、焚き火面以下の覆土は主に坑口部の崩壊で形成された可能性がある。

P - 9 6 図IV-11。66-158ーイ区⑥面で炭化材片の散布する範囲が認められ、その中央の材片の濃

密な部分の中に楕円形に散布が抜ける箇所が見られた。土坑とみなして半戟し、炭化材面はこの土坑

を投って遺構中に落ち込んでいる (ab断面2層）ことを確認した。坑口から 25cmほど下でやや大型

の礫が坑底の一部に現れ、これより深くは掘り込んでいないものと判断した。坑口の北端部で壺形の

袖珍土器 (66-158-b-012、個体番号 N78) 1個体が出土したのが注意された。

後述するようにこの土坑の真下で同じような規模の土坑P-116が検出されている。断ち割って確認

していないので同一の追構ではないかという疑いを払拭できないが、 P-98・F-654(生活面 194) を

断ち割った小トレンチの断面にそれぞれP-116の壁面らしいものが現れていてそれが当区の⑧面付近

でとどまっていることを根拠に、 一応2つの土坑が重複したものと考えておきたい。

や" P - 9 7 図IV-11・ 図版IV-4。66-158ーイ区⑦面で焼土F-654(生活面 194)を検出し、その調査

中に焼土を切る P-98と焼土に覆われる P-97を検出した。 P-97はF-654を除去した直後に輪郭が認め

られ、断ち割って壁面を確認した。覆土上部にはF-654から流れ込んだとみられる炭化材片・ 焼土粒

混じりの層 (ab断面の 3層）が見られる。

P - 9 8 図IV-11。やはり F-654(生活面 194)の除去直後に輪郭を認め、小トレンチを入れて

壁面を確認し半戟した。 P-97のような F-654由来の覆土は見られず、また坑外北東側の⑦面に P-98

の掘り上げ土かと思われる希薄な焼土の堆積があってこれはF-654を動かした結果とみなしうること

から、この土坑はF-654およびP-97より新しいものと判断した。しかし 3者の形成面はほぼ同一で

あり、時間差は大きくないと考えられる。なお小トレンチの断面に後述する P-116らしい落ち込みが

現れていたが、図化の時点では自然の撹乱とみなしていた。

P - 9 9 図IV-12。P-99・101・102はいずれも 66-156ーア区⑥面付近で径50cm前後の炭化材片散

布域によってほとんど同時に落ち込みの所在に気付いた。これら材片散布域の標高はP-99がP-101

・102のそれよりも僅かに高く、従ってより上層のものの可能性があるとみて最初に調査に着手した

が、もとより迫構内の堆積であればその標高は決定的なものではない。

小トレンチで断ち割ったところ株痕に落ち込んだ土壌とみられるものが検出面から坑底の一部まで

及んでいた (ab断面 1・6層）。従ってこの迫構自体、株痕に向かって周囲の地層が崩壊して形成さ

れた見かけの土坑であるとの疑いも生じる。径の割に深く、他の土坑とはやや形状が異なることも疑

問である。ただ当初検出した材片の散布 (ab断面2層）は株痕に先行して存在し、何らかの落ち込

みに流れ込んだものと考えうるので、ここでは土坑として報告しておく。 （西脇）

P - l O 0 図IV-11。l層が土坑中央に滑り込むように堆積していたことから掘り込み面 (68-153-

77 



IV 遺構

ア区③面）が検出できた。土坑埋土が陥没し、その空隙が 10cm位はあったと考えられる。土坑容積

が小さいことからヒトを埋葬したとは考えにくい。 （鈴木）

P -l O l 図IV-12。検出についてはP-99の項に記した。断面を確認したところ、坑底から壁に

かけて一部に株痕らしい撹乱が認められたが、平面図にはその範囲を記録するのを怠った。周囲の地

層とは不整合な落ち込みであることは事実ながら、 P-99と同様な問題をかかえ造構と断言しかねる

面がある。

P -l O 2 図IV-12。P-99の項で述べたように炭化材片の散布によって土坑の存在を予想した。断

ち割りの結果、材片は土坑上の窪みに流入したものであることが明らかとなった。遺物はほぼ皆無で

ある。地層断面からみて掘り込み面は66-156-a区⑤面かそれ以上であろう。 P-102の上位に形成され

た焼土F-653(生活面 124)の焚き火面がP-102の中心部へ向かって傾いていることを重視すれば、

掘り込み面は同区③面付近にあったとも考えられる。 （西脇）

P -l O 3 図IV-11。土坑周縁を取り巻くように焼土粒を含む粘土・炭化物が堆積していたので掘

り込み面 (68-156ーア区③面）が検出できた。 5.、6層は坑口部の崩落によるものであり、陥没を示し

ていない。 （鈴木）

P -l O 4 図 IV-12 ・図版 IV-4。メインセクション用ベルトで残されていた 68-156—ウ区⑤面を調

査中に F-448(生活面 188) とこれを円弧状に切る範囲を確認した。 156線メインセクションに沿っ

て半裁して調査を行った。 156線メインセクションで確認したところ掘り込み面は検出面で問題ない

ようである。揺鉢状の底面である。 （酒井）

P -l O 5 図IV-11。F-692(生活面 128)の焼成面の縁が検出できたことにより掘り込み面 (68-156

ーア区③面）が検出できた。 1層が土坑に充填されて土坑埋土は陥没みられない。 （鈴木）

P -l O 6 図 IV-12。メインセクション用ベルトで残されていた 68-156—ウ区⑤面を調査中に F-448

（生活面 188) とこれを円弧状に切る範囲を確認した。また、西側は F-545(68-156ーウ区⑦面、生活

面 195) を円弧状に切ることで確認した。北側は土坑に気付かずに削平してしまった。掘り込み面は

確認できなかった。 （酒井）

P -l O 7 図IV-11。67-156-ア区⑦面で焼土 F-661(生活面 189) と、これを切る落ち込みの輪郭

を検出した。地層の傾斜に沿って小トレンチを入れて断ち割り、掘り方を確認した。坑底は掘り過ぎ

た部分があるが、概ね南北方向に長い楕円形であったとみられる。断面の地層は比較的一様であるの

で坑口に近い部分は掘り飛ばしたものとみなされ、同区⑤面で検出された焼土F-395・685(生活面

135)周囲の炭化材片がP-107の上位を避けるように分布していることからみて、掘り込み面はその

付近か、あるいはさらに上であった可能性がある。

P -l O 8 図IV-12。66-157ーイ区④面で炭化材片の散布する径50cmほどの範囲を認め、小トレン

チを入れて下位に土坑のあることを確認した。掘り込み面は検出面よりも上と考えられるが、この土

坑の上位に位置する焼土等はなく、判断材料を欠く。 （西脇）

P -l O 9 図 IV-12。 1 層の堆積範囲より掘り込み面 (69-156—ウ区⑬面）が特定できた。 1 層の灰

白色粘土で 2層を疫っていた。 P-1IO・117と同じ構造である。粘土の量からそれ自体を貯蔵したわ

けではなく別な用途があるはずである。

P -l l 0 図IV-12。1層の堆稼範囲より掘り込み面 (68-154-ア区⑥面）が特定できた。 1層の灰

白色粘土で2層を覆っていた。 P-109・I17と同じ構造である。粘土の量からそれ自体を貯蔵したわ

けではなく別な用途があるはずである。 （鈴木）

P -l l l 図IV-12。68-157-ウ区⑧面で周囲とは異なる土質の円形の範囲を確認した。半裁して調
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2 土坑

査を行ったところ皿状の底面をもつ土坑であることがわかった。上面は削平してしまい、わずかに坑

底付近が確認できたものと考えられる。 （酒井）

P -l l 2 図 IV-13 。 66-156—ウ区⑤面で周囲の旧地表とは逆の傾斜を示す炭化材片の散布範囲が見
られた。土坑の伏在を予想して小トレンチで断ち割り、壁面を確認した。断面の観察では材片散布面

の直下に掘り込み面があり、ほぼ完全に土坑が埋まった段階で炭化物が散布したものとみなされた。

覆土には細かい部層を認めがたいが、人為的な埋め戻しを示唆する特徴があるわけでもない。（西脇）

P -l l 3 図IV-12。156線メインセクションで播鉢状の底面をもつ落ち込みを確認した。東側は

調査によって削平してしまった。そのため 156線メインセクション用ベルト調査時に 68-156ーイ区⑥

面で掘り込み面を確認し、土坑の残存部分を検出した。 （酒井）

P -l l 4 図IV-12。68-156ーウ区⑪面 ・68-157ーイ区⑪面、 F-712(生活面219)調査時に、この焼

土を切る暗茶褐色のプランを確認する。疫土には焼土粒・炭化物が含まれており粘質もある。堆積状

況から自然崩落と考えられ、土層観察からこの焼土検出面と同一かやや上位から掘り込まれたものと

推測される。 、 （吉田）

P -l l 5 圏IV-13。66-156ーウ区⑥面で焼土F-709(生活面 180) を切る掘り込みの存在に気付い

た。地層観察用の畦に沿って小トレンチを入れ、 156線半以東を掘り上げて断面を精査したところ、

坑口は 66-156イ区⑤面付近にあって土坑上に炭化材片の散布（素図 a-b断面の 1層）が見られるこ

とが分かった。その後畦内に残った部分をほとんど横から掘るようにして調査したが、その過程で西

側の壁面上部は別の落ち込みと切り合っており、炭化材片はむしろこのもう一つの落ち込みを覆うよ

うにして分布することに気付いた。材片の広がり方から判断して P-115はこの別土坑 (P-120) に切

られていることが確かである。材片の散布は後に P-120に重複して形成された焼土 F-674(生活面

130) に連なるものと判明した。やや長手の土坑であって長軸はほぼ東西方向にあり、掘り込みは深い。

P -l l 6 図IV-13。66-158ーイ区⑪面直下に同心円状に逮構覆土が認められ、半裁して断面を調査

した。坑底を授う炭化材片混じりの薄い層の上面からややまとまった量の土器片が出土した (66-158

-b-023、整理番号 13-66)。

すでに述べたとおりこの土坑は P-96の真下に位置し、平面形と規模もこれに似通っている。 P-96

の調査にあたって断ち割りをおこなっていないので、両者は同一の造構ではないかという疑いを拭い

きれないが、 P-98を断ち割った小トレンチの壁面に現れた P-116と思われる落ち込みが当区の⑧面

付近を掘り込み面としていること、 F-654(生活面 194)の断面でも同様の所見があることを根拠に、

別追構として報告しておく。 （西脇）

P -l l 7 図IV-13。68-156ーイ区④面の調査時に灰黄褐色土の落ち込みを確認した。この西側約半

分は包含層調査により消失していたため、その部分の土層観察も踏まえ土坑であることを確認した。

疫土にはこの土坑より上位で検出した F-448(生活面 188) 由来と考えられる焼土粒も含まれている

ことから、この焼土より上位からの掘り込みと考えられる。 （吉田）

P -l l 8 図IV-13・図版 IV-4。68-156ーウ区⑫面で周囲の土質とは異なる円形の範囲を確認した。

半裁して調査したところ 2層の灰白色粘土を検出した。灰白色粘土を取り上げたため底面に関しては

不明である。 （酒井）

P -l l 9 固IV-13。66-155ーイ区⑨面で円形の輪郭に気付き、小トレンチで断ち割って調査したが

わずかに坑底を残すのみであった。出土造物もない。

P -l 2 0 図IV-13。66-156イ区⑤面で焼土 F-674(生活面 130)の範囲を追求中に、同区南東隅

で焼土とその周囲の炭化材片層が欠落することに気付いた。小規模な断ち割りを入れて断面を検討し
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IV 遺構

(gh断面）、この部分に落ち込みが存在して焼土がその中に潜っていることがわかったが、当追跡の

土坑としては例のない規模のものであるので一旦は倒木痕であろうと判断した。その後 F-674の調査

を済ませ、さらに数 cm掘り下げた段階になって整った楕円形の輪郭からこれが遺構であり、すでに

P-115との切り合いを確認していた落ち込みと一連のものであることを認めた。当初確認した F-674

の欠落範囲は検出された遺構の輪郭とよく対応しており、この土坑の掘り込み面がF-674形成面付近

にあったことは確実である。

すでに輪郭が明瞭となったので半歓して瑕土を吟味すると、途中炭化材片の集中する面が2枚認め

られ、そのいずれもがおそらく坑外の F-674に連なっていたものとみなされた。この材片集中の下に

焼土化は見られなかったので、上部が朝顔状に開く坑壁の形状と合わせて考えると、土坑の開繋後ま

もなくその縁で火が焚かれ、その後掘り方の上部が崩壊して土坑が埋まるにつれて大きく 2回にわた

って坑内に材片が流れ込んだものと思われる。なお掘り込み面における材片の散布が土坑のほぼ全周

に及んでいることを重視すると、穴を疫うように置かれた木材、つまり蓋ないし屋根のようなものが

燃えたという可能性も考慮するべきであろう。 、

P-80などに比べて隔絶した大きさというわけでもないが、今のところ当造跡の縄文晩期地層中で

最も大きな平面を有する長手の土坑で、長軸はほぼ南北方向にある。材片集中より下位の、埋積初期

の覆土からは径 5cm未満の土器片がいくらか出土したが、意図的に置かれた追物や特殊な堆積物な

どはまったく認められなかった。

P - l 2 l 図IV-14。66-156イ区⑥面の少し下で落ち込みの輪郭に気付き、 156線沿いの断面を検

討して人為的な掘り込みであることを確認した。 13年度の掘り下げで 66-155区内はほぼ失われ、辛

うじて残った底面は概ね南北方向に長軸をおく楕円形を呈する。自然堆禎とみて差し支えのない覆土

で埋まっている。坑口部に特徴的な薄いシルトと砂の互層が認められないことから、本来の掘り込み

面はもっと上にあったとみてよさそうである。

P - l 2 2 図IV-14。P-121とほぼ同時に隣接する不整円形の落ち込みに気付き、小トレンチで断

ち割って確認した。底面は概ね南北方向に長い楕円形の平面を呈する。 F-674(生活面 130)の下位

にあり、 P-120より古いものであることは確実である。したがって多少傾斜した面に掘り込まれたこ

とがほぼ確実で、土坑長軸は地表の傾斜に大体直交しているとみてよい。覆土上部に水成とみられる

シルト質の薄層があり、この部分から上位は自然に流入したものとみて差し支えないであろう。それ

以下の砂質の覆土には稀に土器片が含まれるが、人為的な埋め戻しであるかどうかは明らかでない。

P - l 2 3 図IV-14・図版 IV-4。65-156-ウ区⑩面の少し下で半円形に落ち込む薄いシルト層に気付

き、小トレンチで断ち割って土坑であることを確認した。その後 156線半の地層断面で検討した結果、

P-84、P-136と同一面からの掘り込みであることが明らかである。かなり平坦な楕円形の底面をもち、

その長軸は概ね南北方向、すなわち掘り込み面の傾斜に大体直交する方向にある。坑壁の上部が朝顔

状に開き、覆土下部は坑口の崩落で形成された可能性が考えられる。覆土中の蒲いシルト層以上は自

然の水成堆積であろう。なお掘り込み面の斜面下手には廃棄焼土と思われる F-898(生活面217)が

ある。 P-123は下層の焼土F-744(生活面223) を切るので、 F-898(生活面 217)がこの土坑の掘り

揚げ土である可能性もなくはない。

P - l 2 4 図IV-14。66-156ーウ区⑥面で記録したが、同⑤面ですでに見えていた。河川敷緑地の暗

渠の真下にあったので暗渠設罹の際の撹乱と誤認して削平してしまい、 67線の地層断面図にも記録

されていない。小規模な土坑の底面を残すのみであった。

P - l 2 5 図IV-14。66-156ーウ区⑫面で炭化材片と焼土塊を含む覆土の輪郭を確認した。坑口東側
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2 士坑

をP-112に切られている。底面は概ね円形で多少東西方向に長い。裂土は二三の単位に分け得るがそ

の境界は曖昧で出入りがあり、人為的な埋め戻しらしく思われる。坑壁上部が開く傾向が弱い点から

みて本来の掘り込み面はより上位にあったらしい。

P -1 2 6 図IV-14。66-156イ区⑧面の直下で円形の輪郭を認め、小トレンチで断ち割って確認し

た。ほぼ円形、多少南北に長い平坦な底面をもつ。この遺跡の晩期土坑のうちでは規模の大きい部類

に属するが目立った出土遺物はない。坑壁上部が全く開かず掘り込み面はもっと上位にあったとみて

可であろう。 F-674(生活面 130) の下位にあり、 P-120に切られる。

P -1 2 7 図IV-14。66-157ーイ区⑬面で検出、同じ面の焼土 F-791 (生活面 223) を切っている。

平面規模の小さい割に深く、坑口近くまで空隙の多いシルト質の覆土で満たされている点で類例を見

ない。断ち割っていないので掘方の認定にも多少問題が残り、樹木の株などの痕跡である可能性もな

くはない。

P -1 2 8 図IV-14。70-156ーウ区⑧面で半円形の輪郭を認め、 71線以南に拡張して完掘した。北

半は遺構の下部を残すのみ、南半も坑口部は 11、年度調査時に削平されていた。底面は南北方向に長

い楕円形で、やはり恐らく旧地形の傾斜方向に直交して長軸がある。南側の坑壁は他よりも目立って

傾きが緩い。覆土は境界の曖昧な二三の単位に分け得るが、埋め戻しまたは壁の崩落で比較的急激に

埋まった印象を与える。

P -1 2 9 図 IV-15。 70-158—ウ⑫面で検出した炭化材片の散布域中に乱れが認められたので、下位

に遺構があることを予想して小規模な断ち割りを入れたところ、やや下位に再び炭化材片の集中 (ab

断面 3・4層）が現れ、それが⑬面の焼土 F-858(生活面211) を切る落ち込み内に存在することが知

られた。坑口部に焼土または炭化物集中の形成される他の土坑と同様なものと考えて調査したが掘り

方はあまり整っておらず、規模の小さい割に底面の傾きが目につく。

11年度調査で土壌試料の採取用に残した狭い畦部分での検出であるため周囲の状況が明らかでな

く、倒木痕等の一部を誤認した可能性もなくはない。その場合坑口の炭化物とみたものは撹乱で持ち

上がった F-858の一部ということになるかも知れない。

P -1 3 0 図IV-15。68-157ーイ区⑬面を調査中、そこだけ乾裂の生じる範囲が円形に認められ、小

トレンチを入れて正しくこの範囲が土坑であることを確認した。 P-114の真下に位置するが、その底

面と P-130の間には⑫面の F-821・836(生活面 223)が介在するので同一の追構である可能性は否定

される。同一面で隣接する F-842(生活面224)周囲の炭化物散布はこの土坑に切られている。

いびつな円形ないし楕円形の平坦な底面をもち、壁はほとんど開かずに立ち上がる。掘り込み面が

⑫面にあった可能性も皆無ではないが、 F-821・836(生活面223) の断ち割りではまったく気付かれ

ていない。やはり⑬面から掘り込まれた浅い土坑で、壁が崩れる前に埋め戻されたとみるべきものの

ようである。

P -1 3 1 図IV-15。66-157-ア区⑫面で同心円状に落ち込む覆土を検出した。同一面の焼土 F-840

（生活面233) を切る。小規模で掘り方もあまり整っていない。疫土の大半は水成層と考えられ、埋

め戻されることなく埋没したとみられる。

P -1 3 2 図IV-15。66-157ーイ区⑯面で検出、 P-131・137と同一面の掘り込みで規模・覆土の様相

とも似ている。ほぼ円形の小さな底面を有し、開口状態のまま自然の埋積に任されたとみられる。

P -1 3 3 図IV-15。70-157-ア区⑰面で不整形の落ち込みを認め、断ち割ってほぼ円形の土坑の坑

口が崩れたものであることを確認した。疫土の最下部 (ab断面6層）はこの崩落で生じたものかと

思われる。授土上部 (3層以上）は水成層であろう。
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IV 遺構

P -1 3 4 図IV-15。70-157ーイ区⑲面で炭化物と焼土粒を含む覆土の輪郭を認めて調査したが、小

規模・不整形の掘方で、覆土が人為層らしいことを除けばあまり造構らしいところはない。土坑であ

るとすれば 13・14年度調査を通じて最も下層で確認されたものとなる。

P -1 3 5 図IV-15。68-157-イ区⑮面ですでに落ち込みが確認されていたが、掘り込みは同区⑯面

からの形成とみられ、 P-131・132・137と概ね同一面の土坑とみなされる。平面ほぼ円形で丸底、覆

土は最下部を除いて水成堆積物らしい。底面付近で土器片が2点出土したが、特別の意義はなさそう

である。

P -1 3 6 図IV-14。156線半の地層断面を検討中に P-84・123の掘り込み面に当たるマッドドレ

イプが小さな落ち込みに向かって崩れ落ちていることに気付き、 65-156ーア区内を同じ面（①面）ま

で掘り下げた結果、この落ち込みが比較的整った楕円形の掘り込みであることを確認した。小規模な

ものであるが、疫土に水成の粘土層 (gh断面 6層）を生じていることから、ある程度の期間にわた

り穴として開口していた可能性が高い。

P -1 3 7 図lV-16。67-157ーア区⑭面で不整な楕円形の落ち込みを検出して断ち割った。覆土の大

半は株または根の痕跡と思われる粘土質の灰白色土で占められているが、精査するとその下に平坦な

底面をもつ掘方が確認できた。埋没中の土坑の上に樹木が生育したものらしく、その撹乱は底面より

下位に達している。 P-131、132と同一面の遣構である。

P -1 4 2 図IV-16。67-156ーイ区⑪面で輪郭を確認して調査したが底部付近を残すのみであった。

楕円形の底面は他の多数例と同じく南北方向に長い。 156線半の地層断面に見られるように、この土

坑の真上にはかなり上位から倒木痕らしい撹乱が入り込んでいたため確認が遅れ、どの程度の深度か

ら遺構の壁面が残っていたかは不明になってしまった。

P -1 4 3 図IV-16。69-156ーウ区⑯面、 69-157ーイ区⑭面の調査で炭化材片混じり層が落ち込む輪郭

を検出した。掘り込み面はもう少し上位かもしれない。平坦な底面は多少南北に長い円形で、投土の

下半はマッドドレイプ塊の混じる人為層である。

P -1 4 4 図 IV-16。 69-156—エ区⑭面の検出中に発見され、この面に属する逍構とみてよいようで

ある。底面の径 20cmほどの小さな土坑で、最上部を除いて人為層と思われるもので埋まっている。

P -1 4 5 図IV-16。69-157-イ区⑮面を切る土坑として確認したもので、それより上位からの掘り

込みである。ほぼ円形の土坑で下部はマッドドレイプ塊、上部は炭化材片の混じる人為層で埋まって

おり、覆土上部にはかなりの土器片や剥片が含まれていた。

P -1 4 6 図IV-16・ 図版IV-4。69-156-エ区⑮面で焼土 F-935(生活面 225)の焚き火面直下に発

見された小さな土坑である。覆土下部から板状の白色粘土塊がまとまって出土し、大きいものは長径

が 12cmほどあった。厚さはどれも 1cm未満である。

P -1 4 7 図 lV-16。69-156エ区⑰面ほかで確認された円形の土坑で、ほぼ構築面で検出できたも

のとみている。底面付近にはマッドドレイプ塊や炭化材片を含む人為層がみられるが、その上には粘

土質の水成層 (ab断面3層）があり、開口状態で暫く放置された可能性を示している。

P -1 4 8 図IV-16。P-147より多少下位で確認しているが、同一面の遺構と考えて差し支えない。

概ね円形、丸底で底面は想定される旧地表に平行した傾きを見せる。覆土の様相は P-147とよく似て

いる。

P -1 4 9 図IV-16。P-148より多少深い位置で確認したものである。多少南北に長い底面はやは

り旧地表に平行して傾き、疫土の構成も P-147・148に似ている。これら 2つの土坑と同じ面から掘

り込まれた可能性がある。
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2 土坑
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2 土坑

P - l 5 2 図IV-16・ 図版 IV-4。68-156イ区⑮面の炭化物散布を除去中に輪郭が見出されたもの

で、この面の追構と考えられる。旧地表の傾斜方向にやや長い円形平面の浅い土坑で、底面に掘り込

みより一回り小さい盤状の白色粘土塊が納められていた。厚さは 2cmほどありそうである。底面ご

と切り取って粘土塊を取り上げたので、坑底の詳細は不明である。 （西脇）

(3) 148線

P - 1 3 8 図IV-17・ 図版11-6。66-148ーウ区②面を調査中に土質の異なる円弧状の範囲を確認し

た。 148線セクションにかかっていたためこれに沿ってトレンチを入れて壁面の立ち上がりを確認し

た。円形で平坦な底面を有する。セクションベルト部分の 66-148ーイ区の②面で土坑の残存部の検出

を行った。 148線セクションで土層断面を確認したところ 1-5層は自然堆積によるものであろうと思

われる。この堆積状況から見て土坑の掘り込み面は検出面からさほど変わらない位置であったと考え

られる。直径約 1.7m、深さ約 0.6mと対雁 2遺跡の中でもかなり大型の部類に入るものである。 P-139

・140・151とほぼ同面から掘り込まれたと思われる。

P - l 3 9 図IV-17・図版II-6。66-148-エ区②面を調査中に土質の異なる円弧状の輪郭を確認し

た。 148線セクションにかかっていたためこれに沿ってトレンチを入れて壁面の立ち上がりを確認し

た。セクションベルト部分の 66-148イ区の②面で土坑の残存部を検出し、円形の範囲を確認したこ

とから、半裁して調査を行った。円形で平坦な底面を有する。土坑は自然に埋没したものと考えられ

る。土坑の堆積状況から見て土坑の掘り込み面は検出面 (66-148ーイ区②面）からさほど変わらない

位置であったと考えられる。長径約 1.7m、深さ約0.5mと対雁2遺跡の中でもかなり大型の部類に入

る。 P-138・140・151とほぼ同面から掘り込まれたと思われる。

P - l 4 0 図IV-17・ 図版 11-6。65-148ーウ区①面を調査中に土質の異なる円弧状の輪郭を確認し

た。 148線セクションにかかっていたためこれを精査したところ土坑の断面を確認した。 65-148ーウ区

では上面を削平してしまい、わずかな底面を検出したのみである。セクションベルト部分の 65-148-

イ区②面で土坑の残存部を検出し、円形の範囲を確認したことから、半裁して調査を行った。播鉢状

の底部を有する。土坑は自然に埋没したものと考えられる。土坑の堆積状況から土坑の掘り込み面は

検出面 (65-148イ区②面）からさほど変わらない位置であったと考えられる。 P-138・139・151とほ

ぽ同面から掘り込まれたと思われる。

P - 1 4 l 図IV-17。65-148-ウ・エ区①面を調査中土質の異なる円弧状の輪郭を確認した。 148線

セクションにかかっていたためこれに沿ってトレンチを入れて壁面の立ち上がりを確認した。また、

P-150に切られていることも確認した。南北方向に楕円形で平坦な底面を有する。土坑の上面は河川

敷公園の周回道路により削平されており、掘り込み面の確認はできなかった。

P - l 5 0 図IV-17。65-148-ウ・エ区①面を調査中に土質の異なる円弧状の輪郭 (P-141) を確認

した。 148線セクションにかかっていたためこれに沿ってトレンチを入れたところ、断面に P-141を

切る土坑を確認した。南北方向に楕円形で平坦な底面を有する。土坑東側はトレンチにより削平して

しまい範囲は不明である。土坑の上面は河川敷緑地の周回道路により削平されており、掘り込み面の

確認はできなかった。

P - l 5 l 図IV-17。66-148ーイ区②面を調査中に土質の異なる円弧状の輪郭を確認した。 67線以

南は次年度以降の発掘区のため、調査を行っていない。 67線セクションにかかっていたことからこ

れをセクションとして半裁を行った。規模が大きく底面を確認できなかったため、断面によって底面

を確認した。平坦な底面をしているようである。断面の 6-8層は埋め戻されたと考えられるが、 1-5
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rv 追棉

層は自然埋没によるものと思われる。この堆積状況から見て掘り込み面は 66-148イ区②面と見てよ

いと考えられる。 P-138・139・140とほぽ同面から掘り込まれたと思われる。 （酒井）

3 焼土

焼土は平成 11年度89ヶ所、 13年度462ヶ所、 14年度246ヶ所の合計797ヶ所が検出されている。

焼土の検出される範囲は 140線より東側に多く分布し、これより西側にはまばらに分布する。特に 153

線以東から増えはじめ、 156線以東では浪密な分布を示す（図 IV-18)。焼土は半裁しで焼成の状況を

確認している。現地で焼成されたものと廃棄されたと考えられるものに分類される。現地で焼成され

たものは 624ヶ所、廃棄されたと考えられるものは 167ヶ所、不明なもの 6ヶ所である。焼土の近辺

に直径 10-20cm、深さ 2-5cmほどの円形の小ピットが付属するものがある。この小ピットのある焼

土を 31ヶ所確認している。 1ヶ所の焼土につき小ピットが 1-8基確認されている。この小ピットは

土器を据え付けるためのものではないかと考えられる。焼土の形成される場所としては平坦面や斜面

を利用するもののほかに、土坑 (P-46・80・81・85・95)の埋没途中の浅い窪みや、 F-570・948等

のように自然の落ち込んだ窪みを利用して、その中で焼土が形成されるものが見受けられている。特

にF-570では細円礫を窪みの中に入れてその上面を利用している。

焼土に関しては生活面ごとに図示している。焼土とそれに伴う炭化物の広がる範囲から同一時期に

おける生活面の広がりを確認できるからである。焼土の形成される場所は生活面 114のように同一時

期と考えられる面でも平坦な場所のほかに東西方向 5mの距離で約 lm西側へ落ち込む斜面を使用す

ることもあることが確認できる。また、焼土の分布を生活面で見てみると生活面 123-240の範囲で

焼土の形成される数が多いようである。

焼土上面の土壌を採取し、フローテーションにより内容物の収集を行った。フローテーションから

は微細骨片・ベンガラ・炭化物・土器片・石器等・フレイクチップなどが検出されている（表IV-

3)。表IV-2では各焼土におけるフローテーションの実施の有無についてOXで記した。特に微細骨

片・ベンガラを検出したものについては◎を記した。その結果、現場で確認されたものを含め、白色

の微細骨片が検出された焼土365ヶ所、ベンガラが検出された焼土46ヶ所が確認された。 F-717で

はベンガラの集中、 F-88・427・459では炭化クルミの集中が検出されている。微細骨片の検出され

た焼土は生活面 110以降の古い生活面に多い傾向 (690ヶ所中 347ヶ所）が見られ、生活面 110以前

の新しい生活面では検出される割合が少ない (107ヶ所中 18ヶ所）ようである。

追跡の形成年代を知るために焼土にかかわる炭化物を用いて放射性炭素年代測定を行っている。今

年度報告にかかわる部分においては平成 11年度に F-50(生活面 132) ・58 (生活面 189) ・120 (生

活面211)、13年度に F-598(生活面 111)・463(生活面 137)・622(生活面 191)・425(生活面 195)

・527 (生活面 213)、14年度に F-756(生活面 1) ・734 (生活面9) ・736 (生活面 21) ・886 (生活

面64) ・892 (生活面 87)から検出された炭化物を用いて測定を行っている。なお、 14年度にパリ

ノサーヴェイ株式会社に測定依頼した F-756(生活面 1) ・734 (生活面9) ・736 (生活面21) ・886 

（生活面 64) ・892 (生活面 87)の年代は年度内に成果を得ているが本書には未収録である。 11年

度報告分および今年度報告分 (VI章）に掲載された測定結果から、これらの焼土には 1740土40-2470

土40yBPの年代が得られている。 （酒井）
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3 焼土
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IV 遺構
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IV 遺構
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IV 追構
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3 焼士
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IV 逍構
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IV 辿構
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3 焼土
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IV 造構
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IV 遺構
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IV 逍構
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IV 遺構
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IV 遺構

F-922 (生活面32)

1.,c..-—-~ デニ—-
J.JI褐色シルト ：11111褐，，聾土プロ9ク多く含0・彎片少量含む
, .... 褐e11±,111ft書多く含む・夏円e11±ブロック・骨片少量含0
3 賃褐色シルト：檀褐e饒土ブロック・戻化楕・曹片含0
4, II褐色慎土
,, ●奪覆色鍼土
., 賣化冑

環 で儀成されたもの

F-795 (生活面 159)
• 応一 ー9. 

1: 員褐eシルト主体：に化片aとんど童じらず
2: 賃褐色シルト主偉 ：ヽさ 2on未漏の慶化材片這じる

J 貫褐色ンルト主体 ：長さ 3cm去属の賣化材片 鍼ヽ土虞夏じる・ ●片含C・小ピット

4 員褐色シルト主体：伝さ '""未量の賣化材片・鑽土纏及じる・小ピット

5・ 炭化材の雹重

6:11色シルト
1: 竃霧鼻色シ1i,ト主体

麗鎗で鱗咸された鑢土、ヽ Iヽピ7•• 雇ある．

F-570 (生活面 160)

•--~-
J 

1. ... 鴫色鎗ひ

2 畢うすい朽更色彎砂
J 層蒼褐色シルト

属雹で鼠成されたしの.R然の蕩ち込みにlil'l●を入れて燒土●形,;した

,. 騎仄員雙色シルト-点fヽ物 霞量の織土む含む灰景
2'町11色燒土'It片多く含C
3 厨憎色燒土

4 "褐色慢土
翡で麒された心

F-92 (生活面211) F-818 (生活面225)

1-閉覆褐色戴土 ：彎片含む

" 極•転襴色鸞土
,, 疇壽褐色鍼土

4●●蒼襴色土：鰊土Ii・!:片・に化雙含り、小ピット
舅亀で●鼻され1こらの．小ピット］墨ある．

,, 這褐色シルト主体 ；畳さ 2cm£遍の貨化材片 ・ 亀土虜ll じる · •片含C
2'鵬褐色シルト主体．畏,2cm*漏の戻化材片・漬土虞這じる
3, 褐eシルト主体’ 臀片含C
"祀褐～鳳喝色シルト主伶 ：veにより紀かい嵐化材片温じる
鵡で馘さりた饒土

0 20cm 
I I I 

S-4 S-5 S-7 

'・" 

'・" 
＋ 
70-159-7 
から西へIm

＋ 
69-158ーウ
から北へ1m ,. 

S-18 S-19 

7.88 

＋ 
70-158-7 
から隅へIm

S-16 

＋ 鵞ネ
88-IS&—イ

＋ 

から南へIm

71-158-7 
から北へIm

・of .. S-20 

-＋・ 芯i--1.没'"'● 
--b 

＼ 6 

7.'1 

S-17 

，
 
，
 ニ5ー

’
 
，
 

ー

＋ 
67-1 ◄3ーエ

F-453 (生活面 196)

7.70.,-

LIO.-'! 

F-308 (生活面 128)
ユヽ知一

ーーーノ／ —―

7.00m-

b
-

1: 灰褐色シルト賃砧土：仄化會饒土＂骨片含 C
2: 讀褐色観土
J:(i霞奪褐色絨土
醗比で鯖繊された織土

F-539 (生活面 160)

, ..... ー一

II 

1: 鴫景罠eシ1吐 ：,.± フロ9ク，"'''寄aじ＆ 、Jヽピ9ト
2: 讐景褐色シルト：氣土フロック・汝化轡・臀片泣じ●，ヽlヽピット
3: 躙薫書色シルト ：区化〇温じる、小ピット
4: 11景鶴色シルト ：鑢土ブロック， 炭化物渥じる，小ピブト
s: 墨胄色,a±:fl片少量温じる
6:1! 緯色鰊土 ：脅片綸少●汲じる
7: 置褐eu
a: ●霧鵬色織土
9: 橿鴫寡褐色爛土
10,n11e娩土
11:11褐色鎮土
霞で饒されたもの，小ピッ ト7轟ある．

800m— ． 
-------文~

2-

'・" o
l
 

呼cm

図IV-63 焼土断面・集石
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4 集石・ 剥片集中・細円礫集中

4 集石・剥片集中・細円礫集中

集石は平成 11年度に 4基、 13年度に 4基、 14年度に 2基の計 10基を検出している。拳大から人

頭大の礫．礫石器が2-5個集まっているもの 7基、軽石が多量に集中しているもの 2基、黒曜石の

原石・フレイクが集まっているもの 1基が検出されている。軽石が集中していた範囲が掘り込みにな

る可能性があるが土坑とは見なさなかった。造跡内の包含層からは自然礫は検出されないため礫は持

ち込まれたものであると考えられる。剥片集中は 10ヶ所確認されている。黒曜石のフレイクチップ

が集まっているものが8ヶ所と玉髄のフレイクチップが集まっているものが2ヶ所であった。細円礫

集中は 5ヶ所で確認されている。匝径2-lOmmほどの円礫が集まっていたものである。 F-570(生活

面 160)では自然の落ち込みにつめられ、焼けていた。検出された細円礫は遺跡内の包含層からは出

土しないため、他の場所から持ち込まれたものと考えられる。剥片集中・細円礫集中については焼土

とともにその位置を記している。

S - 4 図IV-64。69-158ーウ区（生活面 189)を調査中、 F-52と同一面で軽石が多量に集中して

いるのを検出した。直径0.2m程の範囲に 152点の軽石が集中していた。浅い掘り込みを確認した。

S-7と同様の構造である。

S - 5 図IV-64。69-158エ区（生活面 189) を調査中に 158線のセクション面にかかる形で検

出された。 F-54の直上にあたる面である。掘り込みなどは確認できなかった。たたき石 l点 (S-5-1)

・台石 l点 (S-5-2) ・礫2点が出土している。

S - 6 図IV-34。67-158-エ区（生活面 135) を調査中に黒曜石の原石・フレイク等が集まって

検出された。掘り込みなどは確認できなかった。石鏃片 2 点・スクレイパー片 l 点• 原石2点・フレ

イク 48点が出土している。

S - 7 図IV-64。69-158ーウ区（生活面 189) を調査中、 F-48と同一面で軽石が多量に集中して

いるのを検出した。直径0.2m程の範囲に 124点の軽石が集中していた。浅い掘り込みを確認した。

S-4と同様の構造である。

S - 1 5 図IV-33・図版IV-16。67-158ーア区⑤面（生活面 134)を調査中にたたき石3点(S-15-1-3)

・台石 l点 (S-15-4)が集まっているのが確認された。調査途中の雨による壁面崩落の影響で現位置

から移動してしまった。

S - 1 6 図IV-64・図版IV-16。70-157-ウ区④面（生活面 131)を調査中にたたき石 3点(S-16-1-3)

が集まっているのが確認された。周囲に掘り込みなどは確認されなかった。

S - 1 7 図IV-64・図版IV-16。70-157ーエ区⑤面（生活面 134)を調査中に S-18と隣接してたた

き石2点 (S-17-1・2) ・礫 l点が集まっているのが確認された。周囲に掘り込みなどは確認されな

かった。

S - 1 8 図IV-64・図版IV-16。70-157ーエ区⑤面（生活面 134) を調査中に S-17と隣接して砥石

1点 (S-18-1) ・たたき石 l点 (S-18-2) ・台石 1点 (S-18-3)が集まっているのが確認された。周囲

に掘り込みなどは確認されなかった。

S - 1 9 図IV-64・図版IV-16。66-143ーウ区①面（生活面52) を調査中に礫2点が集まっている

のが確認された。周囲に掘り込みなどは確認されなかった。

S - 2 0 図IV-64・ 図版IV-16。66-147ーイ区③面（生活面96) を調査中に礫3点が集まっている

のが確認された。周囲に掘り込みなどは確認されなかった。 （酒井）

137 



IV 迫構

表IV-1 生活面一覧

生活面 完孤区•取上面 (67層編面上） (69層船面上） HII対応屈 生括面 発掘区• 取上面 (67層船面上） (69層船面上） HII対応層

I 66-IIJ—ア⑪イ①ウ① 3.2/4 2 .I: 未発掘 55 66-142-ウ(1)166-143・イ④ o92•1or., 未発試

2 65-17—ア①エ① 12上 未発掘 65-142ーウ③エ(D6S-143ーアGィR
692• 70間 未発掘

66-ll8-ア〇エ① 13上 未発掘
56 
給 142-ウ②3 

4 64-129-イ(J)/65-129・ア① JO.I 未発贔！ 64-143・イ(i)
692• 70間 未発掘

硲 130-イ(j) 未発趾
57 
65-142-ウ④s 34 I 

6 65-131 —ウ<D工① J8上 未梵掘 58 64-143-イ③ 692・70問 未発掘

7 66-131ーエ① 39上 未発掘 59 66-143~ 70• 71間 未発l1t!

8 硲 133-ウ(J) 41 未発掘 65-144・ア(J)
10• 11 r.1 未発掘60 

66-143ウ⑤工③64-1))ーウ①， 65-mーア(])!ウ〇エ① 45 未発掘 61 絡 144・イ② 11 -nr,1 未発砒

硲 I]]ーエ① 62 66-1仕ウ①工① 71・72間 未発訟l

65-IJ4-イ①
未発脳

63 64-144ウ(D/64-145イ②
72・731Ul 未発馘10 

64-133ーイ①ウ~64-134-イ①ウ①
~6·47 IUI 65-1仕ウ(J)!エ①より上

II 
65-JJJ工 R'65-134-7@'ィ②エ(j)

必 ・47問 未発掘
64-144-ゥ②

66-134-イ②

“ 
65-144-エ① 12• 13 r., 未発掘

12 66-IJJーウ(j;)/66-)丸イ① 46・47間 未発掘 66-144ーアdェa殴 145ーアaxィ0)
13 必134—工① 48・491111 未発掘 65 64-144• ウ＠工① 72・73問 未発11i1

14 66-134ーウ① SO・SI間 未発掘 64-145ーイ(I)

IS 65-135イ① 52上 未発掘 66 65-145-ウ0) 73上 未発掘

5位・ 66-145-ィ②ウGェG硲 146-ア①
16 硲 135-ウ①

56.1問
未発掘

66-145ーイCl) 73田上 未発掘67 

17 66-1玲イ① 56上 未発掘 65-145② 
未発振

66-136ーウ① 未発掘
68 

66-145—ウIt>'ェ②
73 

18 56 I 

65-136-ウ<D ヽ 69 66-145ーイ④ 73・74間 末発掘
19 
66-136-ウ②

56.1・S1間 未兄賊
70 65・145・イ① 73・74問 未発掘

20 66-135-ウ② S6 I・57問 未発掘 71 65-145イ如③ 74・75間 未発掘

21 
64-137・イ① 59 I • 59 2 

未発掘
66-145-ウ⑤

65-137ーア② 間 72 66-145イCゥ⑥工⑤ 1• • 1s r., 未発掘

22 必 1)6-ウ③呪・1)7-ア(j)イ① 59.1間• S9.2 未発狐
7J 
65・145・イ③

74・15間 未児掘
給 145イR

2J 65-137・アGェ0)65-138ーア① 59・601::J 未発趾 65-146イ①
15・76問 未発鯛

硲 137エ①紐138イ (i) 60上 未完掘
74 
“・146-ア②24 

25 
65-138イCゥ0淋5-139ーイ①

63 未発掘
75 66-145—ウ⑩工@'66-146-ァ⑳1(J)/ウ0) 75• 76rll 未発掘

66-138-ア②ウ①エ(])66-1玲アのイ①工0) 76 66-145—ウ＠ェ©166-146-イ② 75・76 llll 未発掘

26 
64-139ーイ(j)

64• 6s, r.1 未発掘 64-145—ウ①
65-139ーイ② 77 6,-,., ーエ① 15 -16 r11 未発掘

27 64-139・ア(l) ,;, • 6s, r,, 未発掘 66-145ーエ⑤

64-140—ウ(])64-141 ーイ① 78 65-145ーエ② 75・76間 未充細

28 
65-140-エ①より上165-141ーア（!) GS.I、・

未発掘 79 66-146-ウ②
76b・76 I 

未発紅l
66-140-7(!¥'ィ①より1:Jウ<D'ェ (O) 166-141ーア 65,2間 間

① 65-146-ウ① 76b・76.1 
80 

66-146—ア©ィ③エ① 問
未発掘

6'-140ーウR,64-141ーイ② 65 Ir.• i 65 2 未発掘29 
65-140-エ(J)

66-145ーウ⑦f工(J)/66-146-アGィ④ 76b・76,] 
81 

問
未発掘

64-140-ウ⑳エ(j)/64-141ーイ③

30 65-140-ウ①エ②65-141-ア②イ① 65 I間・65 2 未発掘
64-146-ィ(Dウ①

必 140-ウ'7.}'66-141ーイ (O) 82 65-146-アC江① 76b・76.1 
未発厨！

伍 145-ウ⑩工③給146-ア囮ィRゥR
間

ll 66-140ウ③ 65 I間・65 2 未発駈
給 1硲ウ④V硲 147ーィ④ 未発馘83 76.1 

い 140-ウ砂141ーイ④ 84 65-145-エ① 76.1・77間 未発掘

32 6臼叫ウ②工⑳6>-141ーア③ 65.2 未発掘 85 66-146-ウ(5)-66-147・イ⑤ 17 未充掘

66-140-ア匹'J/イ(I)ウ@'I(J) 86 66-147-7(1) n-1a間 未発船l

ll 66-139ーウ(J)/66-140-ア②イ②ウ⑳ヰ 652・66rJJ 未発掘 87 66-146-ウ⑥工② 77・7Blh1 未発紺l

34 66-141ーア②イ①ウ⑳66-142ーア④ 66 • 67問 未発掘 88 66-146ーイ⑤ 77・78問 未発舷l

JS 66-141イ②工(!)'66-142ーア⑤ 66・67間 未発掘 65-1妬イ②ウ匹ill
77・78問 未発掘

66-141ーイ③ 66• 67間 未発掘
89 
66-146-ア⑦イ⑦ゥのエ③36 

37 66-141・イ④ 66• 67 r11 未発掘 64-146-イ②ウ②
77・78問 未発姐！

65-14トエ (O)165-142ーアCィ①より上 67上 未発掘
90 
66-146-イRウ⑧エG滋6-147ーイ⑦38 

39 
65-141 ・ウ())IェQ)/65-142—ア®ィ①

67 J: 未充11i1 91 
64-146ーイQゥ⑳ェ(J)

77•781,l 未発掘
66-142ーア① 65-146ーア②工~65-147ーア①

40 
65-142イ謳間ウCOより上

67~ 上 未発掘 92 
65-146ーウR/65-147・ア②イ④

11. 1s r", 未発掘
硲141ーウのエ匹切硲142—ア②イ①工① 66-146-エ⑤

41 66-141 —ウ(2)/66-142イ② 67 ii! 上 未発狐 64-146-アGィR
77・78間 未発掘93 

66-146-ァR64-142ーイ(i)
42 65-142-ア③ 67・G8 r.11 未発掘 65-147イ(i)

78上 未発温
66-142ーア③

94 
66-147イ(J)

43 65-141-ウ⑨65-142イ② 67 • 68問 未発釦 95 必 147イ② 78 .I: 未発趾

“ 
65-141ーウ⑮工R'65-142-ア①イ⑮ウ(j)

67・68問 未発狐 ％ 
65-147ーイ②

78上 未充鼠
66-141ーエ如祁66-I 42-7 (6)1イ③工② 66-147-イ③

45 65-142イ⑤ G1• ,;s r", 未発械 97 66-147・ア②工② 78·7gr.~ 未発掘

66-142-7⑨ 98 66-147ーア③イ⑥ 78・791-1 未発孤

6S-142ーイGゥ②65-143ーイ②
63直上 未児掘

99 絡 147-ア④ 78・79問 未発11ll
46 
66-142-アCィ④工③ 100 66-147ーアGィR 78・79 IYI 未発掘

65-142ーアGィ④緬
未発掘

IOI 66-147ーエ① 78・79問 未発掘
47 

66-141 —エ(lXZ)!Ult66-l42ーア⑧イ⑤
68 

66-147ーウ③ 80・81 ll:l 未発掘102 

48 
65-142ーイR

68・69a間 未兌11l1
103 66-147-ウ① 80上 未発船l

硲 142ーァ⑩イ⑰ 65-147-ウ(J)

66-142ーイ⑦ 68·69• 1~1 未発掘
104 

66- 147—ウ②
80上 未発掘

49 

so 66-142ーイR 68• 69• 問 未発掘 65-1•8ーイ (1)
SI 66-141ーエR166-142ーア⑪ 68・69a r,n 未発狐 硲 148-イ(J)'ウ(J)

52 伍 14]-ア(J)1イCゥ①②l伍 144-イ① 69上 未充狐 105 67-150-ア(i) Bl.I l: II上

65-14)ーイ（!}ウ(l) 69111•" 692 未発闊
69-149イ①より上 IIウQ;vエQ}69-150-イ(i)

53 
66-143-ィaゥ⑳エ(l) 70-149ーエ①

” 66-14]ーイ＠ウ④ 69.2 未兒伽

138 



IV章付表

表IV-I 続き

生活面 売孤区•取上面 (67層船面上） (69H練面上） HII対応雇l 生活面 発掘区 • 取上面 (67 層Ila面上） (69逼繍面上） HI! 対応層

65・148・イ⑫ウ①65-150-イ① 127 
68-152ーウ②

181 
66-148--f(2)/ウ＠ェ⑫66-149・イC,)/66-150- 69-152ーア②エ⑤

106 
ア①より上

81 I上

67-150・ア②
65-156-ウ(j)
66-156-ィcゥ＠工④・ 66-157ーイ①

64-143-ウ① 67-156ーア⑳ウ⑳エ⑳閲珈7-158ーア①

107 65-147ーエ(i)'65・148-アQ)iエ(l) 81 I上 I I J: 68-156-ア③ イ②ウ②工(Zv68-157ーイ〇初ウ

69-149-イ(i)より上ツウ②工②邸い50-7① ① 168-158-イ①

64-149-イ①
128 69-15S-イ①ウRェ⑳69-156-ア~1®'D 116b上 182上 11-1 

108 65-147-イRェ② 81.1間・812 I I・I 2問
ゥ¢ェ②69-157-7R'イC'-"ウ②工(j)/69-158-

69-149-?crotl! 
ア◎イ③
70-155ーエ釦0-156-7寧 i,イ函初0-157-

64-148-イ(i) ア①イのゥ①エ釦0-158ーア⑳ィ四ゥ
l印
65-147・ウ②65-148・ア②

81・'2間 ② 

110 64-147ーウCェ①② 82• 83間 129 70-1'7ーア②イ②ゥ②エ② 18.2上 11-1 

64-149ーイ② 65-156ーイR'65-157・ウ①より上2

硲 149ーァ① 66・156-ア⑤イ(5:>'66-157-アCィ②ウ①多少上
Ill 67-149ーウ⑪ 85 I上 1.4 ／工唸少上/66-ISS-7(1)'.U切イ(:¥)

68-149ーア〇イ〇ゥ(1)'68-150ーイ① 67-156-ア⑳両67-158ーア②

69-149-ア⑳ィCゥ③工③
130 
68-156-アcィ③ウ〇ンエ@168・157-7cゥ②

I 16b上 182上 ll-1 
/68-158・アR'ィR

67・150-アQl)Iイ①
88 I問・89.2 ] ]•22 間

69-156・ウo.:vェ@/69-157-アR'ィQゥ③エR
112 69-149ーエ④69-150-ア~ィ〇エ①かなり上 /6'>-158-アGィ④
70-149ーア〇エ② 70-157・ア③イ⑳ウ⑳エ釦0-158・ア⑳イ③

88 I問・89 2 22・4)閲
ウ③

113 69-150・アCJ)ィR
65-156ウ②

ヽ
M-149ーエ① 66-155—エ③紐156-ア⑮ウ⑧工⑤

65-149—ウ CC.,65・ 150-ア(!)11'(;2)1ウCエ(i) 131 
67-156-ウ＠工c67・158・イaxえ）

116b上 182 .I: 11-1 
66-149イCゥ①エ())66-150ーア① 68-156-エ④68-158ーア③④

114 67-149・ウ〇エ(t¥'67-JSO-ア⑥イ② 89.2間・ 89 J 4 J • 5 I 問 69-157-7@)/イcゥ④工④

68-149ーア(J:yィCゥ＠如ェ①168-150-イぬ 70- 157-ア⑥イ＠ゥ⑨エ釦0-158—ウ④

69-149イR/69-150-イ④

70-149-ァQ)1エ②n0-1s0-ア① 硲 151・イQェ〇伍158-ア②工①より上

1)2 
67-157—イ C泌7-15&-ア＠ィ③④

18.21: 
64-149-エ(;£)1,;.し150-アCOO) 68-157ーア匹和工②上/68-158ーア⑤

120.4上 11-1 

115 68-150・イ④ 91 I閃・91 4 6.1• s.1 r., 69-158ーア⑤イ(!j)

70-150-イ(i)
66-158ーアR

66-151-ァ匹ゥ①9エID66-l52-ィ⑳ 67-157・ウ(l)/67-158・アGィ⑤
67-151グCゥ四 133 68-157ーエ(D68-158-7@1ィR 1204上 18 2上 0-1 

116 68-151ーア(J)工①より上①cr¥68-152グ① 0.1上 69-158・イ⑥

69-151 —ウ(])69-152・イ① 70 158・ア＠ィ④⑤ウ⑤

70-151・アG泡）ィQェ0如 0-152-―r①
67-156・ア＠ィ⑳ウ⑤工(5)-67-157ーア①イ①

68-151イ〇ウ⑥68-152-イ＠ウ⑳ill 
02• 12 2 ②問167-1511-ア⑤イ⑥

117 69-151・ア①lイのェ(])69-152・アのエ④
間 68-157ーア®Iィ〇ゥQェ②下168-158—イ④

70-152・アGィ⑩ 134 
69-156—ウ©均9-157ーア⑤イのゥ®'69-

116b上 18 2上 IJ-1 

158ーイ⑦
118 69-150-エ匹

間
12.)・12.4 70-157ーイ⑤ウGエ釦0-158ーアGィ⑥ゥ⑥

119 
69-151ーウ② 13 I・14b (jj-"5ーウ④165-156イ卿り

70-151ーアQゥCi)'ェ＠怠〉 間 135 66-155-エc166-156-ァC以t吊n,イ(秒ウ⑤ I 15b上 II-I 

65-151—ウ (J) 98. l・98 2 15 I・I 6a 
67ー156-ア(h)'ィ④ゥ⑥工⑥

120 
68-151・イ①ウ燐 間 間 65・156-イQゥ③
69-152エ(l)

136 
硲 156-エR

116b上 U-2—上

121 
70-152-ウ(j)iエ(J)n0-153-ア①

lib上

69-152-エ②
66-!S3-イ③

122 
70- 151 ・イ②'70-152—ウ②エ②

18b上 67-151-エ①167-152—ウ②67-153—イ②ゥ③
68-152—ァ®'工(j:J/68- 153—ウ③工②68-154ーア

66-15)ーイ①ゥ①邸"'ーウ①エ(l)/66-156-ア 137 
gィ③ウ② 96.l・ 

!8 2 11-2-上
⑳ィ①エ(i)'66-158-ア(j)1イ① 69-151-エ(2)169-153-ア②イ②ウ(2)/エGl),69- JOI 2 r,J 

67-15)-アのウ①工(D/67-154ーアのイ①ウ① 154-ア② 工①

/67-1'6-ウ① 70-152イCl:cウ釦0-ISJ・ア〇ィ②ウ②工

123 
68-153-ウ(j)/68-154-イ〇ウ())68-158-ア(J)

1032上
18b・182 如 O-IS4ーア⑫ィ③工①

69-15]-ア(l)Jイのエ②砂154-ア①イ(J}69- 間

155—ウ <o)O)Iエ (O)(i)69-I 57-ィ(D'69-158-アC 138 70-151-ウ如0-152-7~ィ⑤ 1s, • 19, rJJ 11-2-上

イ①
硲 152イ③工①

70-154-ア〇1())'ウ(J)n0-155・ア①ウ①l呵 0 67-152ーウR
-158ーウ① 139 68-152・イ①

101 2・ 
1&・21 r., 11-2-上

66-156-ア⑳イ②ウ①工② 69-IS4-7④ 
102b I~, 

67-1玲ェア(J:;⑳1① 681-I.(1) 
70-152—ウ⑤工②③1切no-153ーア釦0- 154ーイ④

68-155- 156-ア①イのゥ(DIエ(1)68-
18b・182 

124 157ーイ(J) II仙上 66-152・ア①

69-156ーアのイ①ウ①エ(l)/69-157・アのウ(j)/
間 67-152-ウ④工①

エ<D69-158ーア②イ② 14-0 68-152-イ②工⑳1笥
1012・ 

18・21間 11-2-上

70-1玲 7①イ(l)Iウ①工① 69-152-ウ②
102b問

70-152・ウ(li)
65・"6-イCあ5-157・イ①より上 I/ウ①上 l
66-153-イ②ゥ訟-155・エ~66-156-ア⑥イ③ 65-152-ア(j)Iィ＠ゥ(DI(])
／ウ②エR 66-152ーア⑳ィGゥ (O) Iエ②
67-153-アR11'<Dゥ②工②67-154-ア②イ② 141 碑 152ーイ③ウ③工③

101 2・ 
21b ll-2-上

125 
エ(!)'6J・15〇の5-ィエウ@<6G② 6ゥ97②--115坪6-エ(i)Jイア四R,-686-9l5印-4-155ウアー②①ウ②工イ②② エ 103 2上

18b・18 2 69-152-ア③工⑤
102br•1 

68-15)-7 間 70-152ーウ⑦
69-153ーウ

＠砂"6-ァ②ィR 65-15]イGゥ①かなり上165-154イ①はるか上
70-15ァ3-②ア②ウ②イ①エ砂lウ①エ0-伽156-0ア-1如父イィ如②0-ウ(Z) ／ウ(I)
l'.'i'.5- 66-153・アCl)ィ＠工①より上 1166-154-ア(Dィ

142 
COiエ(I) IOI 2・ 21 3・214 

11-2-上
(,6-155イ①より上lウ②エ＠怠）問166-156-ア④ 67-153・ウ④67-154-7R'ィ③｛ウ② 102b問 間

⑤間 68-153ーアG:>'@169-68-154-アQィ④
67・152-ア(J)1ウ())167-155-ア(J)1ウ証ェ())167- 69-15)ーウ 154ーアRィR

126 
156-ア~イ②

1032上
18b・18.2 70-153ーアcィ③工③

68-152-ウ(j)エ())68-153ーアC/J/68-155ーア①イ 間

のウのエ⑮68-156ーア②
67-152—ウ⑤

69.152-ウCェ@169-15510) 144 
68-1'2ーア＠ィ⑤工⑤ 102b・ 21 6・21 7 

n-2-上

70-152-'ク@ 69-152ーイgゥ③エ⑳』 102.11~, 間

70・152-ウ⑥工0)

139 



IV 遺構

表IV-1 続き

生活面 発掘区•取上面 (67層線面上） (69層諒面上） HII対応llil 生活面 発掘区• 取上面 (67層船面上） (69鳩諒面上） Hll対応府

64-152-ウ①
66-155ーイ④

23,1・24 I 
65-152—ウはエ② 161 67-155ーア⑮ィ⑨ IT-2-上

66-152ーイGゥ②工③ 68-155—ア⑨ィ④
間

102 I・103 

145 
67-152—ゥ®ェ③

間
21 7 11-2-上

65-154ーウ(l)/65-155ーイ①切n
68-152ーイ⑥

69-152ーア＠ゥ④
66-154-ア②上／ウcェ③V66-155ーイ⑤

105 2・ 

70-152ーア③ウRェ④
162 68-154-ウ<:!)168-155イ④下

106,1間
29 I上 11-2-上

69-154ーウ⑥

67-152—ウ⑦ェ④
70-154-エ⑤

146 
68-152ーウ瞬 102 I• 103 

21.9 11-2-上 163 66-154—ウ匈Ll/66-155ーイ⑥
105 2・ 

69-152ーエR 問 !06.1間
IT-2-上

70-152—ウ⑩
65-153—ウ土！下/65-154-イ (J()Iウ⑤祁5-155ーア

65-153イ(Z1Iゥ(J)/65-154ーイ(j) ① 

66-153ーイ⑤
66-153ーウ②③間下／エ(JJ,66 ー 154—ア(l)tィ③Vウ⑤

67-153ーイ③ 21 JO・ 
166-155ーイ('J)

24 I・25I 
147 
68-153・アRィ②

103 2上 11-2-上 164 67-153ーア@;67-154-7④下／ウ⑦工@X1i潤下 106.I 11-2ー上21 II間 問
69-153ーア〇）イR'69-154-イ④

167-155-ア⑩ イ⑩

70-153--1c1ゥ③no-154-ア③イ⑤
68-155—ア⑩
69-155ーア('J)

148 70-153-1'1汐70-154—ア©ィ®
21 11・ 70-153ーエc/70-155ーイ⑤

IT-2-上
22 I IりI

66-154—ア③
66-1狂ウCil'66-!55ーア②イ①ウ③ 67-153ーウ⑤工③67-154-イ④

106.1・ 
67-155-ア③イ匹ゥ＠エ⑳ 165 ⑱ -154ーゥR

叫，I・25I 
a-2ー上

149 
68-155—エ④

103 2上 21 4上 11-2-上 69-154-イ⑤ウ⑦工⑦
J07b II~ 問

69-155—エ④ 70-153—エ釦0-154-ア5ゥ⑤

ヽ
66-154—ウ（zyェ函h'J/66-155ーア①上！イ② 66-153—ウ＠祁6-154ーイ④四上
67-154-ウ③工②/67-155・イR 67-153ーエ④上167-154-ア⑤上iウR

150 68-154—ウ③工①168-155ーア(zyイ(zyウ② 103,2上 21.4上 11-2-上 166 68-153ーウ③68-154-ア⑨イ⑤ウ⑱エ(/)XI_)
1061・ 25 I・ 四b

II・2-上
69-1刃—ウ〇エ②/69-155ーア②イ⑫ウ④ 69-154-ア＠工R'69-155ーイ('J)

107b問 ／切

70-15ふア⑱イ①lウ釦0-156-イ③ 70-154-エ釦0-155ーア⑥イ④

66-15ふウ④ 65-154-イRゥ④

67-154-ウc67-155ーア＠ィ改'tf,1/エ④ 66-153-ウRェ⑳ClR,66-1荘ア④イ④ウ

151 紐 154-ウ＠工②V6S-155—ア③ 103 2上 22 2上 11-2—上 ⑥エc166-155-―r②
69-154-ウ②工@'69-155ーウ⑤ 167 

67-153—ウ⑥工④下/67-154—ア⑤下／イ ci;,,ウR
107b 26b fl-2-上

70-154-ウ②エ釦0-155—ア④ 工⑥

68-153ーウ④下/68-154-イ('j)/68-155-ア⑪／イ⑤

硲 155ーウ⑤ 69-153ー這69-154-ア⑦イ⑤ウ⑧工⑲

152 
67-154-ウ@'67-155ーア⑤／ウ⑤工⑤

103 2上 22 2」ニ Il-2-上
70-154ーウ⑥工⑦

砥 154-エ③ 66-153—エ@/66-154ーイ⑤ 107b・ 26b・27.I 
69-154-アgゥ③69-155—ウ(ii) 168 11-2-上

68-153—ウ®ェ④ 108 I間 間

65-154-ウo:xz澗上/65-155ーイ①より上 1 65-153—ウ②エ①65-154-ア(j)'イ④

砥 154-ウ③工⑳66-155ーウ⑥ 67-154-ア《沢秒イ⑲工⑦
108 I・ 27 I・28 I 

67・154-ウR'67-155・ア＠ゥR 169 68-153—ウ⑮68-154-ア叙鉗工⑧遠） CT-2-上

153 68-155ーア＠工⑤ JO] 2上 22 2上 11-2-1: 69-154-ア⑧イ⑦
108 2問 問

69-155ーエC以？ 70-154-エR

70-154-ウ③エ釦0-155ーア＠ィ②ウ④工⑤
69-154イ⑧ウ⑨

n0-1s6-アGィR 170 
28.1・28.2 

D-2-上
70-154-7~ 沢函ィ⑳ゥ函ェ⑨⑩ 問

65・154・ウ①②柑］下/65-115-イ(i)より上2 68-154ーイ⑮ウ⑪

66-154ーエ②⑳硲155ーア①ィ⑳ウ⑦ 171 
69-!53-'7c169-154ーア⑮イRゥ⑩9-155ーイ 29b・29,2 

11-2-上
67-155イ④ ⑧⑨⑫ウ⑫ 問

154 碑 155-アGィ③ 104 5上 22.2上 11-2-上 70-153—エ釦0-154ーア⑨イ⑨ウ⑨®⑪

69-154—ウ＠工(969-155ーア③イ⑳ゥ⑦工 29.2・30 I 
R 172 67-154-ウ⑦工⑤ 0-2ー上

70-155ーエR
間

65-154-イGゥ⑤

6.5-155ーイ① 66-154ーア⑤イ⑥ウ⑧／エ⑥
108 I・ 29 3・30 I 

67・155・ア⑦イ⑥ 173 67-154イ⑦ウ⑩ 11-2-上

155 68-155-7R'ゥ◎工⑥
邸・154・ウ⑫工⑩

108 21111 問

69-155ーア⑯ゥR
104 5上 22 2上 11-2-上 69-154-ウ⑪

70-155ーア⑤イ⑩Iウ詞Iエ⑳no-156-ア⑥

⑦糊上 65-154-エ(])¼@
6~154-ウ⑲ェ函

67-155-ア⑧イ函 174 
67-154-7('!)より下1ウ＠工R'67-155ーイ⑪ 110 I・ 30 I•30.2 

11-2ー上
156 紐 155ーァ函 104 5上 22 21: 11-2-上 68-154-ウ⑬工⑪ 111 I間 間

69-15ふア⑥イ⑥ 69-154-ウ⑫

70-154-エ⑪
22.3・22.5 

157 68-153グ (!l) 11-2-上
問

65-155ーイ②

65-153ーア①イ③ 175 
的ー 154—ウ⑩工⑨ I I I I・ 30 2・31b 

11-2-l: 
66-153-ア②イ⑥ 104.2・ 22 8・23b 67-155ーァg⑫ 115 I l::l 間

158 
67-153ーイ④ 104 J IIIJ 間

11-2-上 70-155-7て函ィ⑥

68-153ーイ③ 65-155—ウ (I)
176 67-155ーァ⑬ゥ⑦エR 116b上

32 l• 35b 
11-2-」こ

65-153ーア②イ④ 68-155—エ⑦
間

66-152・エ④/66-153・ア＠ィ('J)

159 
67-153ーア（硲ィ⑤ 104 3・ 23b・2J 2 

IT-2-上 65-155—ウ⑳
68-153ーア⑦イ④ 105 3問 IIり

69-153・イ④屯）
66-155ーエC;;¥'66-156-ア〇ンイ('J)

70-153イR 177 
67-155—ウ®ll麟ェ函 117b・ 32 J・35b 

11-2-上
68-155エ疇 117 I r,1 間

69-155—ウ細

65-153—ウ⑳：り上」工 (0〉 70-155—ウ⑦

66-153ーウ②Q詞上／エ①より上2/66-154ーア①②
問1イgゥ⑩閲エ②③間166-155イ0紐 178 70-156夕’⑥C澗中／エ② 34 2・36.1 

IT-2-上

67-153ーエC以:lll"l/67-154ーア④l:Jイ~Jl/エ(-0
間

160 
⑤曲/67-15ふア('J)

105 I 
23 I・24 I 

11-2ー上 179 70-156-ア⑥C澗下1イ⑥C澗／ウCl>'エG!:X:籾月 34 2・36.1 

68-153-ア⑤イ⑤ウ③邸1エ③68-1江ア＠這） 間 間
ll-2-上

間／イGゥ疇ェ鱗68-155ーイ④
69-153ーエc169-154-ア@Iゥ@IェC以ll)/69-155- 66-156-イ緬ウ⑥

イ⑤ 67・ 15~ア函•11イ③Q澗
I !Th. 34 2・36 I 

70-154-イ⑥⑦間lウcェ④ 180 68-156—ウ④ IT-2-1: 

69-15~ ウ函ェ緬
117.1問 問

70-156-エ③

140 



rv章付表

表IV-1 続き

生活面 発掘区・攻上面 (67 層lll!面J:) (691i1諏面J:) HII対応層 生活面 発掘区•取上面 (67屈繍面上） (69阿祝面上） HI! 対応層

65-155・ウ<!i)l65-156-イ碑llll/ウ④ 198 
65-157ーウ③ 120 6・ 

Uー,_中4
66-156-ウ⑦／エ('j)/66-157・アIi;;ィ（心ウ① 117, I・ 34 2・36 I 66-157ーイ⑨ウR 120.7問

l8l 
68-157-ア③ィ④ 120 I rJI 問

11-2-上
67-1必・イ⑨ウ⑳⑪

69-157ーア⑤ィ償ウ⑲エ(R)
68-1必・ウ⑮工⑩168・157ーイ⑦ 120.6・ 36 5・42 I 

199 
69-156-ァ繹印イ寧り／ウ⑨／エ⑨6的 57・ア 120 7 l!l] 問

IJ-2・ 中4

65-155ーア⑳ィ⑩ゥ⑳ェ① C/)1イ⑦
砂155ーア(;l)Iイ緬ゥ~ェ$)66-156-ア(jl)

182 
1イ⑩ 115 I・ 32 I・35b 

11-2-上 200 
67-156-イ⑧67-157ーイ⑥ 120 6・ 36.5・42 I 

11-2-中4
67・155-エ⑩ 117.41m 問 68-156ーエ⑥168-157ーアR 12011:1 問

69-155-ウ⑪ 68-155ーア⑮ィCゥ函ェ⑪68-156ーア改9
70-155・エ⑨ 9イ⑥ウ⑨ 36 5•'12 I 

20[ 
69-155ーウ⑯工⑫69-156ーア⑱イRゥ⑩エR 問

11-2-中4

68-155ーア⑫イ疇間
32.1 •35b 70-1"ーウ⑪エ⑩noー156-ア叙叙イ⑦下／ウ⑥

18) 69-155ーア〇 ィ⑪工⑩
問

11-2-上

70-155ーアRゥ⑨ 68-156ーア⑨ィ函r.11
202 69-155ーウ⑰エ⑬69-156-ア⑦

36.5・37b 
n-2ー中4

65-155・ウ⑤ 70-155エ⑪
間

66・155ーィ⑩ ゥ⑮工⑦

184 
67-155ーイ⑫ウ⑬工⑮67-156-ア函11 115 I・ 32 I・36.l 

n-2-上 203 70-155-ウ⑫工⑫'70-156・アRィR
36.5・l7b 

11-2-中4
68・155・ア⑬ ウcエ⑩ I 17.4問 問 間

69-155・ア⑩ィ⑫ゥ⑬⑪工⑪
67-155ーウ⑭70-155ーア⑩ イ⑦｛ウ⑩

204 
68-156-ア⑩イ⑦ I 17 5・ 36.5• J?b 

11-2-中4
67-155・ウ⑫工⑨/67・150-ァ⑥イ⑥ 69-155ーウ⑱ 工⑭69-156ーアRィ⑦ 1207間 間

1&5 68-155ーア〇 ィR
117 4・ 32 I•36 I 

ll-2-上 70-156-ア⑬イ⑨⑩
117 5問 問

69-155-7⑪ウ⑮ 68-155ゥ⑥168-156-イ@

65-156ーイ益ゥ@165-157-イ①／ウ①より上 3
205 69-155・エ⑮畷 156・ア⑨ 38b・40a r.1 11-2-中4

66-156ーエ⑧66-157ーア②Iィ函~,,ウ②工
ヽ 70-155・エ＠如 no-156ーア⑫

186 
a硲158—ア©ィ®

120.4上 36 I上 11-2-上 67-155・ウ⑮67一156-イ⑩ウ⑫
67-157ーア⑳ィ⑳ゥ②エ⑳67-158ーア(I'!) 68-155ーエ⑬68-156ーア⑪ィ(!J) 120.9・ 
68-157-ウ@X!;) 206 

69-155—ウ⑲エ砂~l/69-156ーア⑩イ (/j)/ゥg 122b r,11 38b・40, r.JJ 11-2・ 中4

70-157グ〇ウ⑤エ釦0-158—ウ⑦ 工⑪

65- 155—ウ②⑩⑪vェ②65-156ーイ⑥ 紅 157イ碑間上lウ芦l上

187 
66-155・ア④ウ⑫⑬⑪工G遥達)/66-156-ア＠ィ 117.6・ 

11-2-上 66-157エ④
⑪ 120, 問 67-157ーア⑦イのゥ＠工⑲ 120.9・ 36 4・43b 
67-155ーウ⑮ 207 

68-157ーア⑲ウ⑨工⑦ 122br,1 問
n-2-中4

69-157ーアRィR
65-158-イ② 70-157・ア⑦ィR
67-157-ウCl)

188 
68-156ーア c;xJ;)ィ碑)~/ウ⑤エ(fi)·68-157ーア

1204上 36 I上 D-2-1: 65-157-ィ碑関下1ウ向~I下
@Iウ⑥工③. 68・158-イ⑤ 66-157-ァ露間 1209・ 36 4・43b 
69・157・エR169-158-ア⑥ 208 

67-157ーアRィR 122b r,J 問
U-2ー中4

70-157・アR 68-1'7ーア⑬イ⑱ウ（翰間

209 66-156ーウ⑬66-157ーア＠ィ If~ウCエ⑤ 120.9・ 
11-2-中4

65-157・イ②ウC泌5・158-イ③ 122b Ill! 
砥 156-ウR'66-157-ア④ィ（鉗ウ③工③伍
158了⑤イ④ 66-155ーエ⑪

67-156ーア⑦イ⑦ウ⑦エ('])167-157ーア＠ィ@)
1202・ 

67・155・ウ⑰⑱心⑪167-156・ア⑩⑪lイ⑪⑫
120.a・122a 422・44a 

189 ウcェ③167・158ーイ⑦
120.4印

36 I上 ll-2ー中 1 210 68ー156-ウ⑦エ⑩68-156-ア⑫イR如
間 1111 

11-2-中4

68-156ーイ④9エ釦-157ーウCエ④68-158-ァ 69-155ーウ⑳エ⑮69-156-ア⑮イ⑲

⑦ 70-155・エ⑬下ll0-156・ア⑬⑭イ⑪⑫

69-157ーウ⑦工⑦69-158ーア⑦ィR
70-157-ウ⑰0-158ーア⑥ィ⑦ウ韓 67-157ーウ⑦工⑦167-158ーア⑩ゆィ⑪

68-157ーイ⑨ウ⑩

66-156-ゥ⑤屯澗 211 69-157ーイ〇 ウ⑨⑩江⑨ 122bri・, 126b 43b・45b間 11-2-中

190 67-156-ウ⑰エ⑧
120.2・ 

36 I上 11-2-中1 69-158ーイ⑪直上
,1/5 

68-157-ア⑤
120• r,1 70-157ーアR'-1のウ⑩0-158・ウ⑬

65-156・ウ⑤ 紅 156-イ⑦ウ⑲工(j)/65-157ーア①イ①ウ③

硲156—ウァ年⑬エ⑨1工6C碑rl571ー111ア⑳イ⑦ウ④ 工①②/65-158-ィ＠

191 
67-157- 120 2・ 

36 I」; 11-2-'P I 
212 6(;.156・ア⑩lイ⑫ウR'ェ⑫66-157ーア如L,下 122b・126b 11-2-中5

68-156-ウ<U:;68-157—ア⑥イ⑥ 1204間 ／イ⑪ウR ェR'66-158・ア⑧Iイ⑩ 問

69-156-アl2X3澗／イ盆両ウ⑦IiJ) 67-158・ア〇直下

70-156-ウ④iエ④

65-156・ウ⑧

192 66・158ーイ⑤
120.4・ 

11-2-中2 66-156・エ⑪166-157-ア(00澗上／エ<:!)166・158ーア
1205問 ⑨イ⑪

6S・158・イ④
67-156-アR'67-157ーア⑨／イ⑨Vウ⑤エR

122b間・126b 43b・45b間 11-2-中
120.4・ 68-156ーウ⑩ェR'68-157-ア⑪ィ⑩193 絡 158-ア⑥イ⑥ 36.l上 TI-2-中2

213 
3/4/5 

68-158ーイ⑥
120, r., 69-157ーア吟ィ⑩ウ⑪碑69-158ーア⑩ィ

⑪ 

65-158・イ⑤ 70-156—ゥ函間n0-1S1ーア⑩ィ (rt/ェ釦0-

66-158-70/ィ⑦／エ(l) 158ーエ⑭

194 
67-158'"ア⑦lィ⑧ !205・ 

36 I上
11-2-中

68-158-―ハ⑤イ⑦ l206r,~ 勾
122br.・, 126b 43b・45b r,1 U-2-中5

69-158-ァRィ⑨ 214 68-157ーウ⑪68-158-ア⑪立イ(/!J
70- 158—アCィ⑨ゥ⑩

215 68-158イ⑨ 4.Jb・45b Ii" R-2・ 中5

65-156-ウ(/)165-157-イ③iウ② 65-157ーウ年 //65-158-イ如日

66-156-エR166-158・イR 66-156-ア⑬66-157ーア⑦工⑧

67-157-ア⑤イ⑤ウ⑤工④67-158ーア⑳イ(c
120 S・ 216 

67-156-ア⑫イ⑬ウ⑬67-157-ア⑩工⑨ 122bIi.・」126b 43b・45b問，J-2-中5
195 68-1S6・イGゥ⑦工⑦/68-157ーア⑦イ〇 ゥR 36 I上 11-2-中3 砥 156-ア⑬イ＠工⑫碑157・ア⑫

／ェ函⑪・158ーア⑨
120 6 fill 69-156-ア⑫ウ⑫工⑫

69-157ーウ③工R'69-158-ア⑲イ⑩ 70-156-ァ⑮ィ⑬

70-157—ウ⑧工(!JF',170-158・ア®ィ⑨／ウ⑪

“・156・イ①

硲 156ーウ⑪俎V66-l57ーィ函r::r,ウ⑤
65-156・ア①Vイ⑮ウ⑩uS-157ーア＠ィ⑤

67ー156ーア⑱エ⑤67-157-ア⑥工c;)67-158ーア
66-156・ア⑪ィ⑭iウ⑮工⑬/66-157-アQlXllltィ

⑩ィ⑩ 217 
⑫ウ(c 122o問・l26b 4Jb・4.lb l::J IIー2.中5

1% 68-156-エ⑨163-158-ア⑩
120.5・ 36.1・)6.5 

ll-2・中3 
67-156-ア⑬ィ⑭lウ⑭上l工

69-156-ア⑤イ⑤ウRエR
12061切 11:1 68-156-ア⑭

70-156-アCィ⑦上ウgェ釦0-157-ア⑧lイ 69-157ーウ⑫69-158ーア⑪イ⑫

~/)Iゥ⑧エ®⑩J58・アRィ⑬ウ⑫ 70-157ーウ⑩エ釦0-158ーア⑬ イ⑪

197 67-156—ウ(©,工⑩⑪
120.5・ 

n-2-中3
120.6岡

141 



IV 遺構

表IV-I 続き

生活面 兒掘Ill:・ 取上面 (67闇凶面上） (69幅線面上） HII対応Jt1 生活面 充伍区•取上面 (67/lf繍il!i上） (69!II鯨面上） Hll対応層

65-158イ⑦165-157—ウ⑤ 65・156-ウ⑮V65-157・アCエ⑦
66-15S-イ⑫ 66-156・イ⑲ ウ⑲ 工⑮66-157・ア⑬ィ⑰
67-1'6-ア⑭iイ⑮ウ⑪67-1'8—ア⑫ィ⑫ 67・1'6-ア⑮ゥRェ⑲67-1'7・ア⑲イ⑳ウ⑲

218 邸 156・ア⑮iイ＠工⑫⑬f•'l/68-157ーア⑫⑬澗／エ 122b問・126b 43b・45b r.1 U-2-中5 234 ⑳問 137b 6ib・63, 間 n.2-中6

⑧ 68-158ーア＠ィ⑩ 68・156・ウ⑬工⑲68-157ーア⑲イRゥ⑬工⑩

69-157—ウ⑫畑ェ⑪69-158ーア⑫イ⑫⑬閲 69-156-ウ⑬工⑰69-157ーア⑮イ⑰

70-158イ⑫ 70・156-ウ⑫工⑮n0-,s1・ア⑰イ⑮

67-157ーイ⑩iウ⑨
64-156-ゥ①

219 68-156-ウ⑪/68-157—ア⑬イ⑪ウ＠工⑨ 126b 45b n-2-中5

69-157ーア⑪イ⑪
65-156-ウ⑰65-157ーィ⑪上lウ⑪

66-1S6・ウ⑳ 工⑳66-1S7・ア⑭イ⑱

68-156-ウ⑫ 235 67-1S6・ウ⑲ エ⑳ 67-1S7ーア⑮ イ◎ ウ⑲逼 138b 61b・63a間 11-2ー中 6

220 
69-156ーウ⑬69-157ーィ⑫ウ⑬V69--158イ⑬ 47 2・68b 

U-2-中6
68-156・ウ⑳ エ⑳68-157ーア⑳ イ⑰ ウ⑭

70-156ーウ⑦エ釦0-157ーウ⑫エ釦0-158—ア r., 69ー1S6-ウ⑳69-1S7ーア⑮イ⑱

〇ィ⑬ 70・156-ア⑲イ⑮ウ⑬工⑮匹 157・ア⑱イ⑯

68・156・ア⑮イ⑮ウ◎エ⑬68-157ーア⑭ 236 70-1S7・ア⑲⑳イ⑰⑱⑬ウ⑮工⑮ 61b・6Ja岡 11-2-中6

221 
69-156-7⑬イ⑩ゥ碕エ⑬ 47.2・50b 

11-2--中6 65・157イ⑪中／ウ⑪
70-156-ウRェ函0-157ーアRェ⑬J:flO- 問 66-156-ゥ＠
158ーア⑫ 2)7 67-156-ウ⑳工⑪・67-157ーア⑰イ⑮ 工⑪ 1383• 

6B-15Bーア⑬ 68-156-ゥRェR'68-157-ア⑪イ⑱ 141 2沿1 6ib・63b間 11-2-中6

222 69-157ーウ⑭
47 2・68b 

11-2-中6 69ー156ウ蜘ェ⑱69-157ーア⑮イ⑲

70-156-エ釦0-157-7~切イ⑩ウ⑬工⑬下
間 70-156・ウ⑭工⑰

64-156-イ② 65・157イ⑪下／ウ⑪

65-156ーア②イ⑨ウ⑮工(JJl6S-l57ーア⑳イ⑱ ヽ
66-157・ア⑮iイ⑲

ウ⑥／エ③ 238 
67-156—ウ⑪工⑫67-157ーア⑮イ⑰ 1383・ 

66-156-ア⑫イ⑮ウ⑯工⑭66-157ーア⑩イ⑬ 68-156—ウ⑳エ釦8-157ーア＠ィ⑲ 141 2問 61b・63b r.1 IT-2ー中 6 

223 ウ⑩エ⑨ 130:,, 
47 2・68b 

11-2-中6 69-156-ウ⑫69-157・アRィ⑳ウ⑮

67-156-ウ⑮工⑲67-157ーア⑪
間 70-156ーウ⑩工⑰

68-156-ウ⑭工R'68-157・アRI'イ⑫
69-156ーウ⑮工⑭69-157ーア⑬イ⑭ 66・157・ア⑮イ⑳

70-156—ウ⑨エ釦0・ 157—ア⑬イ⑪ウ⑭lエ⑭ 67- 156-ウ⑫工@'67-157—アg況ぅィ 00;ウ

239 
⑪エ⑫⑬ 138a・ 

65-156アRィ⑩四こQ鴻5-157-ァCDイ(!>ウ⑦ 綿・156-ウ⑫ 工⑫舷ー157ーア⑳イ⑳ 1•1 2 r.1 6Jb・6Jb間 IJ-2-中6

／エ④ 130b・ 
69-156-_TR'.¥'I釦 9-157ーア⑲イ⑳

224 
66-156-ア⑬ 132 I問 50b・53b間 IT-2-中6 70-156-ウ⑮ 工⑱

絋 156-ウ⑮工⑲68-157ーア⑮イ⑬
67・157・イ⑳

64-156-イ③ 240 
68・156-ウ＠工@68-157-ア⑭イ 13ぬ．

65-156ーア＠イ⑪
嬌 141 21::J 6J,・67b間 11.2.中6

66-156-ア⑭イ⑰ウ⑰工⑮66-157-7⑪イ⑭
69-156・ ウ⑳工⑲69-157ーア⑳イ⑫

225 
ゥ＠工⑩ 130b・ 66-157・ウ⑭Iエ⑬
67-156イ⑯ ウ⑯ 工⑮67-157ーア⑫イ⑪ 132 I [~1 50b・53b間 IIー2-中6

67-157ーウ⑫iエ⑪
68-156ーイ⑯ ウ⑯iエ⑮68-157ーア⑰Iイ⑭ 241 邸・157・イ⑳ 11442 1 2I間・ 67b・69b Iり ll-2-中6
69-156ーイ⑫ウ⑰工Q切69-157ーアR'ィ⑮ 69-157ーア⑪Jイ⑳ウ⑮工⑬
70-156—エ⑫ 70-157-7@1ゥ⑯ェR⑰ 

64-156イ④
6S・ 156—ウ⑬65-157・ア⑧／イ⑫エR

141 2・ 

65-156ーァ函1,1ウ⑫エc紅157-ア(F)IィR
242 66・156・ウ⑪工⑳~66-157・ア⑰イ⑳ 11-2ー中 6
工⑭

142 I間

ウR

226 
66-156-エ⑯心;_157イ⑮ ウ⑫工⑪

132.,間• IJ4b 52b・57b r.1 11-2・ 中6 243 
6い57-ウ⑲工⑮ 141 2・ 

D-2ー中 6
67-1玲ア⑮イ⑰ウ⑮⑰rJf/67-1S7・ア⑬イ⑫ 67-157-ア⑳工⑮ 142.1 r.i 

68-156-イ⑰

砂 156-イ⑪ 244 66-157-ェR166-158-アR'ィ⑬
143 I・ 

11-2-下

70-156-ア⑰イ⑭
14JHII 

65・158-アQ

67-156ーイ⑱ 245 佐 158ーア⑪⑫ 11443 3 3I間・ 68b・加間 IJ-2-下

227 
碑 156-ア⑰｛イ⑯

132'-間IJ4b '2b・'7bにI IT-2ー中 6 
69-158・ア⑬

69-156ーイ⑬
70-156ーア⑱ウ⑰エ釦0-157ーア⑳イ⑫

228 
65-156-ウ⑬工⑱65-157ーア⑨イ⑨ウRェ⑤

132b11:l ・134b 52b・57brJl il-2ー中 6 
硲 156-エ⑰

68-156-ァ⑲イ⑲⑳ウ⑰工⑰

229 60-156-イ⑭ 52b・S7b間 11-2-中6

70-156イ⑮

64-150-イ(!j)
65-156-アGゥ⑭ 工⑥）
66-156-ア⑮イ⑯

IJ2bri・i IJ4b 52b・57b r., D-2ー中6230 67-156ウ⑰工⑯

砥 156ウ⑮エ釦8-157ーア⑲イ⑮

69-156-ウ⑲工⑮69-157ゲ⑭イ⑮

70-156ーエ如157ーア⑮イ⑬

6..S-1'6イ⑫
ll2b間・134b S2b・S7b l~I 11-2ー中 6 231 66-156-ア⑮

67-156ーエ⑰67-157ーイ⑬

232 70-156ウ⑬工C釦0-157ーアR'イ⑭ 55a・56a間 n-2-中6

65-156-ウ⑮ 工⑦165-157ーイ⑩iウ⑩／エR

233 
硲 156ーア⑰イ⑱lウ⑮工Q祝66-157ーア＠ィR"

135b 11-2-中6
ウ⑬工⑫

67-156-エ⑮67-157ーア⑭

65-156ーウ⑮65-157ーア⑦工⑦
66-156イ⑲ ウ⑬工⑲66-157ーア⑬イ⑰

67-156ーア⑮ウ⑲工⑲67-157ーア⑮イ⑭ウ⑨

B4 ⑩ r.1 137b 61b・6J, 間 IIー2-中6

砥 156-ウ⑲噂68-157ーア⑲ イ⑯ウ⑬エR
69-156-ウ⑬工R'69-157ーア⑮イ⑰

70-156-ゥ＠ェ釦0-157-ア＠ィ⑮

142 



IV章付表

表 IV-2 遺構一貌

土坑

図番<:・ 遺構名 位置 上燐(/:,さx幅）／下端（長さx幅）沼遠 m 長軸方向 形状 図版蓄号 績与

図IV-2 P-1 70-158・ウ 0 34ゆ 3210.22><024/0 14 ほぼ円形 凶服JV-I

凶 IV-2 P-3 67-158ーイ／ウ (0 46) x (0.32) 1(0 40)x(O 36)1(0 18) N-8'-W 楕円形

図IV-2 P-4 65-158・ウ/66-158・エ —x-/-x-/ (0.17) 不明

図IV-2 P-5 66-158ーウ 0.38x0 26/0. 24x O I 8/0.17 N-2i -E 惰円形

図IV-2 P-6 65-158• ウ/66-158・エ 0.66x (O 66) /0.46x0.50/0. I 2 ほぼ円形

図JV-2 P-7 67-158ーウ 0 40x0 38/0.JO叫 32/0.06 ほぽ円形

図IV-2 P-8 67-158・ウ 0.28.026J0.16x0 16/0.04 ほぼ円形

図IV-2 P-26 70-157ーウ 0 24x (0 12) /0 l 7x (O 10) I0.06 円形？ 図版 IV-I F-281を切る

図IV-2 P-27 69-156・ウ／エ169-157ーア／イ (O 56) xO 461 (0.48)ゆ 34,1).IJ 不明 楕円形 F-295を切る

図IV-2 P-28 70-158-ア 0 26>e0.26/0 16x0 14,0,07 ほぼ円形 図版 IV-I

図 IV-2 P-29 67・154-ゥ 046叫 36/031 x0.24/0 14 N-9・-E 惰円形

!iii IV-3 P-30 69-156ーエ 0 76x0. 70/0 44x0.42J0.46 ほぼ円形 図版IV-I F-379・617を切る尼781こ切られる

図IV-) P-3 I 69-156--ア／エ 0.66><0,58/0 54x-/0.12 ほぼ円形 F-379を切る

図IV-3 P-32 69-156ーイ／ウ 0 82x0 72/0.62x0 58/0 25 ほぽ円形 P-617・632を切る

~i IV-J P-JJ 69-156-ウ 092叫.80/068x0.54to.35 N-S" -W 桁円形 F-379・617を切る

図IV-J P-34 66・156-エ/66・157ーア 0,70x0 70/0 SOx0.44/0.26 円形 図版IV-2 F-375を切る

図IV-3 P-35 ('8-158ーア 0.40x (O)K) /0.2Kx0 24/0.15 ほぼ円形 図版IV-I F-384を切る

図IV-3 P-36 69-157-イ 0.70x0 .56/0 36x0.34I0.21 N-87°-W 楕円形

図IV-4 P-37 67-156—ウ168-156- エ 0)OxO 22/0.16x0 16/0.15 不整円形？ 図版TV-I

図IV-4 P-38 68-156-エ 0 74x (0.40) /0 44x (O 34) /0.30 不明 図版 IV-2 P-50に切られる/F-448を切る

図JV-4 P-39 68-156エ 0.86>0 79/0.36⑳ .42/0 4(), ほぽ円形 図版 IV-2

区 £V-4 P-40 ⑪ -156-ェ 0 68x0 64/0.3.SxO 24/0 3.S ほぽ円形 図阪 IV-2 F-513・538を切る

図IV-4 P~l 66・155ーエ 0 72:ic0.70J0.38:ic0.42J0.30 ほぽ円形 図叛 IV-2 F-699 (l)炭化物を切る

図IV-4 P-42 6l-15l—ウ 0 92x0 88/0.SSx0.48/0 34 ほぼ円形 図頗 IV-2 F-699の炭化物を切る

図IV-5 P-4J 66-1S6-エ 0.68ゆ．如 .40><042/0.06 ほぽ円形

図IV-6 P-44 65-156-ウ I 12沿 99/078x0.74/0 36 円形

図IV-5 P-45 65-158-ィ 0 80x0 80/0.62"0 6210 23 円形

図IV-5 r-46 66-158-i' 0 94x0.85I0.52><0.4&/0.50 円形

図 IV-6 P-47 6,-156-イ1ウ 0.92> (O 79) /0.52沿 50/064 円形？ F-352を切る

図IV-5 P-48 66-158-―YIイ 0.96x0 92/0.56x0 60/0 72 円形？ 図版IV-)

図IV-6 P-49 67-158・イ 0,74x (O 60) I0.44x0.40/0 50 ほぽ円形 図版 IV-3 F-490を切る

図IV-4 P-50 68-156ーア1工 0 90> (0,78) /0.52叩.491049 不明 F-448を切る/P-)8を切る

図JV-6 P-51 67-15)・ウ 0.58沿 ，54/038沿 ，3610.16 ほぼ円形

凶 IV-6 P-52 68-J:i7-エ 0.4伽0'10/024x0.24/0 08 円形

図IV-6 P-53 68-157ーウ／エ/68-158-7/イ (0 48) x (O 46) /0.32x0 281 (0.22) N・26.-E 楕円形 ？

図TV.<; P-54 69ー 154-ウn0-1s4—エ 059叫.50/042x0.32JO.J3 N-42" -E 楕円形

図IV-6 P-55 69-158ーア 0.52x0 48/0 34叩.28/006 ほぽ円形

図IV-6 P-56 67-157-エ 0 34x0.28/0 24沿.12/0JO N-57°-W 楕円形 図版IV-3

図IV-6 P-57 67-157ーウ/67-158-イ 0. Tix0.46/0 44x0 32/0.28 N-21°-E 尺楕円形

図 IV-6 P-58 69-154-ウ -x-← x-/ (O 17) 不明

図IV-6 P-59 70-157・ウno・158-イ 0 44x0.4加 .30XO26/0.09 ほぼ円形

図IV-7 P却 69-158-イ 0.43x0 4VO 20⑳ .20/0 23 ほぼ円形

図IV-7 P-61 69-158・イ 0 31 xO. 29/0. I Sx0.18/0.09 ほぼ円形

図IV-7 P.<;2 6)-157・イ 0 44x (O 37) /0 26x0.24/0ね N-36" -E 惰円形 P-477・488を切るJP.(,5に切られる

図IV-7 P-63 67-157ーイ/67-158ーア 0.65x0 5410.SSx0.42/0.40 N-42°-W 楕円形 図版IV-3

図IV-7 P-64 68-157ーアIエ 0 62x0.52JO 25x0.22/0.66 円形？

図IV-7 P-65 67-157ーア／イ 0.34叫函22沿.16/0ひJ 円形 P-62・F-488を切る

図IV-7 P-66 67-158ーイ/68-158ーア 0 S2x0 40J0.40x0 26/0 29 N-26'-W 楕円形

図 IV •7 P--67 67-158-イ 0 72x0.64/0 55xO 4&0.29 N-29" -W 楕円形 図版!V,3

図IV-7 P-68 69-157—ウ 0.26x0 18/0 20バ).14/0.05 N-66° -E 惰円形 F-462を切る

図IV-7 P紛 67-156-エ(67-157-7 0.50x0 50J0.36x0.34/0 16 円形

図IV-8 P-70 69-157ーイ 0.44,cO 40/0)2,c0.30/0. 15 ほぼ円形

図IV-8 P-71 67-158・イ168・158-ア 0 81 xO 64/0.52辺 35/024 N-24°-W 長楕円形 図版 IV-J

図IV-8 P-n 68-157ーエ 0.] 2x0.32/0. 28 xO 24/0.04 ほぼ円形

図IV-8 P-73 69-158・イ 0.38><0 36/0 24x0.22/0 07 ほぽ円形

図IV-8 P-74 69-157-ウ/69-158ーイ 050>0441 (0.32) > (0.18) /0.10 ほぼ円形

図IV-8 P-75 67・158-イ 0 62x0.44JO 55x0 38/0.27 N-28'-W 惰円形

図IV-8 P-76 69 - 153—エ/69-15牛ア® 0.60x (O.、14)/0.48x (0.41) /022 円形

図IV-8 P-77 69-157・イ 0.81x0.58/042x0.、I0/017 N-45°-E 不整楕円形 r-516• 526を切る

図IV-3 P-78 69-156ーエ 0.66沿 58/0,42><0.44/0.46 N-72・-E 楕円形 P-30・F-379を切る

図fV-8 P-79 66-157—ウ /67-157ーエ (0.56) x (0 28) / (O.JO) x (O. J 6) / (O 18) 不明 F-420を切る

図IV-9 P-80 67・157・ア／イ／ウ I 24xJ 00/0.70><0.58/0.56 N-10° -E 惰円形

図IV-9 P-81 67-157・ア 0.82><0 (,61() 48x0.40/0 54 N-20°-E 楕円形 付近に紐円礫集中

図 IV-8 P-82 68-156ーエ/68-157ーア 0 68沿 66/040x0 31!/0 34 円形 F-545・546を切る

図IV-8 P-83 69-157-―i'Iイ 0.47叩 44/036x0.JOI0.31 ほぽ円形

図IV-9 P-84 66-156--エ 0.64>c0 56/0.28x0 30/0 34 ほぼ1'1形

図IV-10 P-85 65-156-ウ／エ I 42x0.94/0 41沿.38/0.38 不整形

図 IV-JO P-S6 6>156・ウ 0.84x0 62/Q.44lCQ.40/Q 28 N-29°-e 格円形

図IY-9 P-87 70-156ーエ I 04x0邸 .94x056/0 07 N-16°-W 桁円形

図IV-9 Pふ8 70-156-イ／ウ 0. 76x (O 68) /0 SOx0.46/0 29 N-to• -W 惰円形 F-576・608を切る

図 IV-9 P-89 70-156-ウ 0 .54)(0 48/0 J~0.34/0 23 ほぽ円形 F-607を切る

図IV-6 P-90 68-157ーウ／エ —x (O 36) I—x (O 22) / (0.14) 不明

図IV-10 P-91 67-156-ウ 0.7伽0.65J0.48x0.44/032 円形

図fV-10 P-92 68・158-イ 0 29x0 26/0.22x0.22/0 07 ほぽ円形 F-<il5を切る
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IV 遺構

表 IV-2 続き

図番号 遺構名 位1111 上lll(Ocさx!l:)i下灌（長さx蛭）／深さ m 長紬方向 形状 図版番号 価考

図IV-10 P-93 66-156-ウ/67-156-工 (O 76) x (O 70) /0.48x0 34/0•16 不明 F-449を切る

図IV-JO P-94 69-156—ウ 0.64x0 54/0 46沿 44/021 ほぼ円形 F-629を切る

図IV-II P-95 67-156ーウ I I Ox I 06/0 56x0.46/0 52 円形？

図IV-II P-96 66-158ーイ 0.46x0 36/0 28x0 24/0 23 N-39°-E 楕円形

図IV-II P-97 66-158-ィ 0 62xO 46/0 32x0 25/0 20 N-23. -E 楕円形 図版 IV-4

図IV-II P-98 66-158ーイ 0.58x0 48/0.32x0 28/0 18 N-3°-E 桁円形

図IV-12 P-99 66-156-ァ 0 76x0 60/0.34x0 34/0 52 N-61. -E 桁円形

図IV-II P-100 68-153ーア 0 34 xO. 20/0.34 xO. I 6/0 17 円形

図!V-12 P-l01 66-156-ア 0 56x0 45/0 30x0 30/0 20 N-43°-E 桁円形

図IV-12 P-102 66-156ーア 0 86x0 86/0.56x0 52/0.48 円形

図IV-II P-!03 68-156-ア 0 54x0.36/0 44x0 28/0 25 N-81. -W 楕円形

図!V-12 P-104 68-156ーア1イ1ウ／エ I 02x0 88/0.52x0.40/0 46 N-38°-W 杓円形 図版IV-4 F-448を切る

図IV-II P-105 68-156ーア 0 54x0.、16/0.34x026/0 15 N-15°-W 長楕円形

図IV-12 P-106 68-156—ウ／エ -xO 721—xO 40/0 42 N-42'-E 楕円形 F-448・538・545を切る

~IV-II P-107 67ー156-ア o 84x0.64/ (o 50) x (O 38) to 38 円形？

図IV-12 P-108 66-157ーイ 0 72x0 68/0 36x0 34/0 32 円形

図IV-12 P-109 69-156ーウ 0)Ox O. J 8/0 30x0 l 8/0 09 円形

区IV-12 P-1 IO 68-154—ア 0.26x0 16/0 26x0 14/0 05 円形

図IV-12 P-111 68-157ーイ／ウ 0 40x0 40,0 25x0 25/0.05 円形

図IV-13 P-112 66-156-ウ 0 98x0 94/0 52x0 56!0.44 不整円形

図IV-12 P-113 68-156—イ／ウ —x-/-x-/ (0 40) 不明 楕円形？

図IV-12 P-114 68-156ーウ/68-157ーイ 0 50x0.46/0 34x0 3210 25 ほぼ円形 F-712を切る

図IV-13 P-115 66-156-イ／ウ 0 82x0 8210 54x0 36/0 64 楕円形？ F-709を切る

図IV-13 P-116 66-158-ィ 〇.JSx0.38/032x0 27/0 12 円形

図JV-13 P-117 68-156-イ 0 48x-/O 28x-/O 39 ほぽ円形？

図IV-13 P-118 68-156-ウ 0 45x0.421—x-/0 08 ほぽ円形 図版IV-4

図IV-13 P-119 66-155・ウ 0.36xO 36/0 28x0 24/0 05 円形

図IV-13 P-120 66-156-1' I, 28x I I 0/0 92x0 71/0.48 N-21°-E 楕円形

J:d1 IV-14 P-121 66-155ーウ/66-156ーイ⑥ 0.60x (0.4 I) /0 }4x (O 25) 10 30 不明

図IV-14 P-122 6~156-イ 0 92x0.8ll0 54x0 44/0.46 N-20・-E 楕円形

隈 IV-14 P-123 65-156-イ⑥ウ⑩償下 0 94x0 87/0 56x0.46/0.40 ほぽ円形 図版!V-4 F-744を切る

図lV-14 P-124 66-157-ウ⑲67-167ーエ (0 34) x (O 28) /0.22x0 19/0 06 ほぽ円形

図lV-14 P-125 66-156-'J⑫ 0.76x0 66/0 44x0.4210 24 ほぼ円形 P-112に切られる

図IV-14 P-126 66-156-イ(l!'瓜I下 0 86x (O 82) /0 JOx0.54/0 30 円形 P-120に切られる

図IV-14 P-127 66-157ーイ⑬ 0 46x0.4210 26x0 24/0 30 Iiぽ円形 F-791を切る/F-812の炭化物を切る

図IV-14 P-128 70-156-ウ@nI-156-I. 〇.74x0.54/040x0 32/0.28 N-4" -E 惰円形

図IV-15 P-129 70-158-ウ⑫ 0 56x0 54/0 32x0 26/0 2 不整円形 F-858を切る

図IV-15 P-130 68-156-ウ⑮68-157ーィ⑬ 0 52x0.46/0 42x0 40/0 16 ほぽ円形 F-852 (I)炭化物を切る

図IV-15 P-131 66・157・イ⑯ 0.60x0 56/0 30x0 28/0 28 円形

図IV-15 P-132 65-157ーィ⑩66-157ーア⑫ 0.51 x0.49/0.32x0 20/0. l 8 ほぽ円形

図IV-15 P-133 70-157ーア⑰ 0 86x0 75/0.36沿 34/0.35 不整円形？

図IV-15 P-134 70-157ーイ⑮少し下 0 32x0 31/0 26x0.08/0.08 N-47"・E 楕円形

図IV-15 P-135 68-157-イ⑯ 0 71 X (Q.64) /Q.46x0 44/0 34 円形 F-923を切るIイ⑮の炭化物を切る

図IV-14 P-136 65-156-アCェ (040) X (0)8) /025x0.18/014 円形？

図[V-16 P-137 67-157• ア⑭ 0 62x (0.52) JO 32x0 2ll0 22 円形？

極 IV-17 P-138 66-148ーイ(2)ウ② I 70x I 50/ I 08x I 06/0 62 ほぽ円形 図版Il--0

図IV-17 P-139 66-148-ア／エ② (I 50) x (I 26) /090x092/0.54 N-14. -W 楕円形 図版ll-6

図IV-17 P-140 65-148-ィ¢ゥ(D,'66-148-7 I 08x-lO 68x0 68/0 40 ほぽ円形 図版 IJ-6

図IV-17 P-141 65-148-ア(!)1イ／ウIエCO l .OSxO 90/0 78x0 60/0.20 N-1・-E 惰円形 P-150に切られる

図lV-16 P-142 67-JS~ イ⑪ 0 57x0 46/0.40沿 321012 N-11・-E 楕円形

図IV-16 P-143 69-156ーウ⑮69-157ーイ⑭ 0 49x0 4V0.32x0 31/0 20 円形

図IV-16 P-144 69-156—エ⑭ 0 25x0 22/0.21沿 20/016 円形 F-935を切る

図IV-16 P-145 69-157ーイ⑮ 0 44x0.40/0 29x0.29/0 16 円形

図IV-16 P-146 69-15~ エ⑮ 0 28x0 25/0 l 6x0, I 4/0 08 ほぼ円形 図版IV-4

図IV-16 P-147 69-156-ウ⑲ 工⑮69-157ーア⑮イ⑰ 0.62x0.60/0 35x0 35/0 33 ほぽ円形

図IV-16 P-148 69-157・イ⑱ 0 44x0 40/0 24x0 26/0 20 ほぽ円形

i"ll lV-16 P-149 69-156-ウ⑳ 〇.46x0.4l/0 28x0.23/0 18 ほぼ円形

図IV-17 P-150 65-148ーアQェ① -x-/-x-/0 13 不明 P-141を切る

図IV-17 P-151 66-148ーイ⑫67-148ーア -x-/-x-1 (-) 不明 67ー148-ア未潟究

図IV-16 P-152 68-156ーイ⑮ 0.34x0 321 (O 20) x (O 20) I (O 12) ほぽ円形 図版IV-4

焼土

図番号 遺構名 生活面 位渥 分類 現地確認内容物 7Dーテ汲ン 偏存

図IV-29 F-12 125 70-153—ウCD刀0-154ーイ② 現地

゜図IV-37 F-23 153 70-155—ウ釦0-156—イ⑥ 現地

゜図IV-27 F-27 126 70-152・ウ③m-1s2—エ 現地 小ピット 1基

図IV-33 F-31 201 70-156ーイ⑦下／ウR 現地

゜図lV-25 F-34 113 69-150ーア｛工 現地

゜図IV-お F-35 112 69-150ーエ①かなり上 虎棄

゜図IV-30 F-39 132 67・158-ウ 廃棄

゜図IV-26 P-40 114 69-150-ェ 廃棄

図IV-30 F-41 194 69-158ーイ＠ゥno-1ssーア⑦／エ 現地 骨片

゜図IV-30 F"l2 132 66-158-ウ／エ 現地 件片

゜図IV-30 F-43 132 66-158-ェ 虎棄

゜
赤彩土器片

図 IV~34 F-44 135 66-158-ウ 現地 伶片・クルミ

゜
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IV章付表

表IV-2 続き

図誉” 遺構名

楼 IV-30 F-45 

図IV-36 F-46 

I~IV-30 F-47 

図IV-29 F-48 

図IV-30 F-50 

図JV.JI F-51 

図IV-29 F-52 

図 IV-31 F-53 

図IV-30 F-54 

図 IV-28 F-55 

図IV-30 F-57 

図 IV・28 F-58 

図 IV-ll F-59 

図IV-30 F-60 

図JV.JO F-61 

図!V-30 臼 2

図IV-28 r,.;;3 

閑JV.)6 f-68 

図IV-30 r.;;9 

図IV-30 F-70 

図 IV-30 F-72 

図IV-28 F-73 

図IV-30 F-74 

図IV-30 F-75 

図IV-30 F-76 

図IV-35 Fーカ

図IV-ll F-78 

図IV-ll F-79 

図lV-36 F-80 

図IV-30 F-81 

図IV.JO r-82 

図JV-28 F-83 

図IV-28 F-84 

図IV-36 f-85 

図 IV-37 F-86 

図 IV-57 F-87 

図IV-31 F-88 

図IV-30 F-89 

図JV.JI F-90 

図IV、31 F-91 

図IV-35 F-92 

図IV-31 f-93 

図IV-31 F-94 

図IV-37 F-95 

図IV-37 F・96 

図IV-57 F-97 

図JV-36 F-98 

図IV-37 F-99 

凶 IV-35 F-100 

図IV-30 F-102 

図 IV-30 F-103 

図IV-35 F-104 

図JV-35 F-105 

図 IV-35 F・106

図IV-35 F-107 

tll lV-30 F-108 

図IV-35 F-109 

図IV-35 F-110 

図IV-30 F-111 

図JV.JO F-112 

図 IV-30 F-113 

図IV-30 F-114 

図IV-22 F-115 

図IV-35 F-116 

図JV.)6 F-117 

図IV-35 F-118 

頃IV-35 F-119 

図IV-35 F-120 

図JV.JS F-121 

図IV-35 F-122 

図IV-37 F・123

図JV-35 F-125 

図 lV-37 F-126 

図JV-37 F-127 

図IV-37 F・128

鐸
＿

132-213-194-

詈一
195-189-195

一塁
132

一詈一
193-193

一詈一
213-193-193-193

一
塁
塁
211-195-195-213-
田

-193-

⑲一189-213-214-220-195
一竺
195-195-211-195

一面ー
214-214-
碑

-213-214-211

一詈一
211-211-211-211-m-211-211-193

―詈一
194-211-211-213
-
211-21-211-211-211-214-211-214-214-215

位滋

66-158ーエ

69-158-7⑩工

69-158イRゥ

69-158-イ⑱ウ

67-158ーウ

70-158ーエ

69-158-ゥno-1saーエ

70-158-エ

69-158-7R'ェ
68・158-ウ

66-158-7(J:,iエ①より上

67-158-ウ/6R-158-エ
70-158ーウ

66-158—ウ/67-158-エ

65-158-ウ

65-158-ウ/66-158ーエ

66-158ーウ／エ

69-158ーウ／工

65・158-

66-158-エ
66-158-エ
66-158-ウ

邸 158・ア⑦イ⑦ゥ

67-158-ウ

68・158ーエ

68-158-エ

69-158ーイRゥ

69-158・ウ

69-158-イ⑪ウ

68-158ーウ／エ

66-158ーア（叡イGゥIエ
65-158—ウ

66-158-エ
68-158-ウ

69-158-ウn0-158-工

70-158—エ

67-158・ウ

65-158ーウ/66-158ーエ

67-158ーエ

67-158ーエ

66-158・ウ／エ

67-158ーエ

68-158ーエ

68-158-ウ／エ

68-158-7R'ィRウ／エ

70-158-エ

69-158ーウ

69・158-ウ

68-158-7⑬工

65-1511-ウ

66-158・ウ

61・158ーエ

67-158-7R'ェ
66-158-イ⑮ウ/67-158-ア＠工

66-158-ウ

67- 158—ウ

67-158-ウ

67-158-エ
66-158ーウ

66-158—ウ

67-158ーイ(~ウ

68-158-イCゥ
67-158ーア⑪ィ⑪

67-158ウ

68-158ーウ

66-158-ウ／工」66-159・ア／イ

68-158-ウ/60-158ーエ/69-159-ア

68-158・エ✓68-159ーア

68-158ーウ／エ

68-158・ウ

68-158-ア／エ

68-158-ウ

68-158-ウ／エ

68-158-ウ／エ

68-158・ウ／エ

号一竺翌＿
g-

蜘
一
塁
塁
塁
芸
一
竺
叫
＿

m-竺虹＿翌
□

一虹一蜘西一竺芸一虹一紅云一匹一虹一畑＿号一翡一翌＿芸一竺臼一塁望冒号一匹一竺虹＿
g
-
5
-
5
-

蜘一雌＿虹一麟一雌一此云一蜘一竺紐一臼―蜘一隅一蒻

件片

愕片 ・ベンガラ

竺・ クルミ
骨片

勺片

-1!t片

竹片

-1!t片

'11片

石・炭化クルミ

fl片

骨片

魚脅片

点骨片

費片

炭化クルミ

岱片

勺片

骨片

1'tlヤ

竹片

丹片・炭化クルミ

仔片

骨片

-
L
-
0
 /O
I
O
I
0
/
0
/
0
I
O
I
0
/
0
/
0
/
0
101 x
 IO
I
 X
-
0
 10
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
 x
 10
1
0
10
1
 
0
 1
0
1
0
1
0
1
 0
-
0
 10
1
0
10
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
 0
 IO
I
 0
 

IOIOIOIOIOIOIOIOI

•
IOICIOIOIOIOIOIOIOIOIOIOI

O
IO
IO 

現地確認内容物 偏考

14C年代illl比 (HJI) 

14C年代謝定 (HJI)

小ピット 1ぶ

竹片

竹片

骨片

勺片

魚竹片

竹片

竹片

!X化クルミ

勺片

付片

件片

竹片

小ビット 1基

P-2に切られる

丹片

1, 片
竹片

汲化クルミ

勺片 ・炭化クルミ

浜化クルミ p.97に切られている

小ピット 2基

丹片

什片

勺片

仔片

廿片

竹片

勺片・炭化クルミ クマと只られる土賢品・l4C年代揚定(Hll)

研一研一如
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TV 遺構

表IV-2 続き

lill置” 遺構名

図JV-22 F-JSS 

図JV-28 F-261 

図JV-28 F-262 

図JV-28 F-263 

図JV-JO F-264 

図JV-30 F-265 

図JV-27 F-266 

図JV-29 F-267 

図JV-28 F-2邸

図JV-29 F・269

図JV-30 F-270 

図JV-29 F-271 

図JV-29 F-272 

図JV-30 F-273 

図JV-30 P-274 

図JV.JO F-275 

図JV-29 F-276 

図 LV-30 F-277 

図 JV-JO F-278 

図JV-30 F-279 

1沿JV-30 F-280 

図JV.JO F-281 

(~JV-32 F-282 

図JV-31 F-283 

Ill JV-31 F-284 

沼JV-JO F-285 

L~JV-30 F-286 

!ill JV-25 F-287 

図IV-JO F-288 

図 JV.JO F-289 

図JV-29 F-290 

ll!I IV-29 F-291 

図JV-32 F-292 

図JV-JI F-293 

図JV-31 F・294

図IV-31 F-295 

図JV-36 F-296 

図IV-28 F-297 

面JV-36 F-298 

図JV-36 F・299

図IV-28 F-300 

凶 IV-31 F・301

図JV-31 F-302 

図 JV-31 F-303 

図JV-33 F-304 

図 JV-32 F-305 

図JV-31 F-306 

F-307 

図IV-31 F-308 

函JV-30 F-309 

図 JV-JS F-310 

図JV-35 F-311 

図JV-31 F-312 

tli JV-27 f•3l3 

図JV-32 F・314

図IV-27 F-JJS 

Ill IV-31 F-316 

図JV-38 F-317 

図 IV-38 F-318 

図JV-37 F-319 

図JV-37 F-320 

図IV-37 F-321 

図JV-28 F-322 

図JV-28 F-323 

図JV-32 F-324 

Ill IV-36 F-3お

I·~ JV-38 F-326 

図JV-33 F-327 

Ill IV-33 F-328 

図 IV-JJ P-329 

図IV-33 F-330 

図JV-33 F-331 

図 IV-32 F-332 

図 JV-27 F-333 

函IV-J2 F-334 

廷一
40-123-123-123-126

面一国一
125-124-125-126-125-125

一
塁
126-125-130-128-
⑩

-130-129-131

面一
128-128-128-113-130-130-125-125

一
塁
詈
一
詈
一
150-150-
ゅ

-128-128-128-m-130-128-

祖一頃一屯
142-142-128-
園

-132-186-128

一凶＿
155-150-153-150-

詈
一
130-150-155-131-131-134-131-131-130-
園

-130

位置

65-142イC畑 1ウ(I)より上166-142ーア②工①

70-155-7(1) 

66-155-?(l)Iエ(1)166-156-ア②イ①

66-158-7()) 

67-155—エ(1)167 ・ 156-ア②

67-156-イ068-155-エR'68-156ーア②

66-151ーアC江 (J)

65-157ーイのかなり上lウ①より上 1

66-156-エ②

70-155—エ②

68-155・ア①

66-156-エR
66-155—エCZ.,66-156-ア＠ィ③

69-157ーウ如0-157・エ①

66-155-エg遠泊：V硲 156-ァG紐 9
67-155ーウCZ.,ェ(I)
65-156-イ(!)66-156-ァcエ③

65-157-?())より上双社157-Y(i)ゥC滲少1:1エC渉少1:166-158-ア(lXi濶
70-157ーウ〇エ①n0-1ss・ア②イ②

65-157・ウ①より上2166-157-ア(j)ウ①多少1:1エ①多少1:166-158-ァ(l)Z,':り

66・158・ア匹I

70-157ーウ②

67-158・イ②68-158・ア④

67-156・ウ③

69-155—ウ③

68-158-ィ(J)/69-158-ア③

69-157ーウ②工②

67-158ーイ④

65・157ーウ①より上 2/66-157・アa:,,ウ①多少上lエCD多少上166-158-ア~i.,

65-157ーウ①より上2/66-157・ア(1)1ウ①多少上lエ①多少上166-158ーア())2).10

67-156-エ②

67-156-7(JXZ!r.11エ(i)l66-l56-イ〇ゥ②

69-158-ィ@/69-157・ウ如0-158・ア③

69-155ーイCゥ③工③

69-156ーエ②

69-156-ウ(;i;JIエ②169-157-7R'ィ②

67-155ーイ③

69-157ーイ①

67-154ーゥgェ②67・155・イ③
69-155ーア＠ィ②

65-157ーウC泌5-158ーイ③66-157-工⑳66-158ーア⑤

67-156-ア〇エ②Q問

68-156-エR
67-156-ウ@168-156ーア③工②

67-158イ紐158-7R

70-157-ウ@',0-158ーイ③

69-155ーウ@'70-155ーエ(-0

号
一
竺
竺
竺
翌
云
一
竺
巳
一
5

＿
虹
＿
芸
一
虹
＿
5

＿氾＿
g
-
翌
品
一
g
-
虹
＿
虹
＿
竺
芸
一
竺
虹
一
号
一
g
＿
臼
―
証
一
竺
蜘
＿
竺
磯
一
輝
一
虹
＿
翌
一
食
一
蜘
＿
竺
5

現地羅認内容物

魚竹片

償＊

骨片

1, 片

骨）ヤ ぶ片石R?

1'tl-¥ー

岱片

P-261こ切られる

仔片

骨片

伶片

P-27 Iこ切られる

竹片

仔片

貴片

骨片

土お片・剥片

クルミ

1

」-。
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10

69-157-?(j)/ィ②

69-157・イgゥ②
65-154ーイ①はるか上lウU;J66-15>—ア(Diエ①

紅153—ウ①かなり上

67-156-エ③

66-157ーア匹1

67-157-ゆ 68-157-ア(TX烈笥／エ②上

65-157ーウ①より上3/66-157・エ②

68-156ーウ②工②

67-155ーイ④

67-155ーイ⑤

70-155ーア〇ィQ)

70-155-')c/ェ⑤

70-155ーア③

65-158ーイQ}66-158-7⑤

66-158ーア⑤イ④

70-157ーウ〇エ③

67-154ーウ@'68-154・エ(i)/68-155ーア②

68-155ーア⑥

66-156-ウc67-156-エ(-0

67-156-エ④

67-156-ウGェ(a>67-157・イ(ro)J:il
611-156ーエ④

68-156-エ④

69-157ーアR

68-157ーウR69-157ーエ⑤

69-157-7③ 

竺
翌
＿
翌
芸
一
紅
一
鯰
一
g
＿竺

E-
雲
[
-
竺
蒻
一
翡
一
虹
一
証
＿
芸
一
竺
匹
一
虹
一
蜘
一
麗
一
蒻
一
雌

竹片

骨片

竹片

竹片

仔片

伶片

骨片

1~ 片

仔片・ 灰？を 2ケ1所サンプル採取

郊一か一咄一研一研

0
 1
0
1
0
1
0
一
x
-
X
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
10
1
0
 

刹片
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IV章付表

表IV-2 続き

l'<I番丹 遺構名

図IV-37 F-335 

図 JV.Ji F-'36 

図IV-27 F-337 

図 IV-31 F-338 

図IV-37 F-339 

図IV-33 F・340

図[V-33 F-341 

図IV-36 F-342 

図IV-33 r,343 

図IV-38 F-四

図IV-36 F-345 

図[V-36 F-346 

図!V-28 F-347 

図 IV-33 F-348 

F-349 

図IV-28 F-350 

図[V-35 F-351 

図IV-26 F-352 

図IV-33 F-353 

図IV-27 F-354 

図[V-30 F-355 

図IV-30 F-356 

図 !V-31 F・357

図[V-31 F-358 

図[V-36 F-359 

図 IV-32 F-360 

図IV-33 F-361 

図IV-37 F-362 

図!V-37 F-363 

図!V-37 F-364 

図IV-37 P-365 

殴IV-38 F-366 

図[V-33 P-367 

凶IV-JI F-368 

図IV-33 F-369 

図IV-31 F-370 

図 IV-33 F-371 

図IV-22 F-JTI 

図IV-29 F-373 

図IV-34 F-374 

因IV-29 F-375 

図lV-33 F-376 

l'<I IV-33 F-377 

図IV-32 F-378 

図IV-29 F-379 

図!V-22 F-380 

図IV-27 F・381

図IV-22 P-382 

囚[V-22 F・383

図IV-28 F・384

図IV-22 F-385 

図IV-34 F-386 

図 IV-31 F-387 

l.ll IV-33 F-388 

図IV-34 F-3砂

図IV-38 F-390 

図[V-23 F-391 

図IV-38 F-392 

図lV-27 F-393 

國IV-32 F-394 

l'<I IV-34 F-395 

図IV-JO F-396 

図IV-'27 F-397 

図IV-29 F-398 

図IV-30 F-399 

図IV-38 F-400 

図IV-34 F-401 

図[V-23 P-402 

図IV-24 F-403 

閑IV-31 F-404 

図IV-23 F-405 

図 IV-30 F-406 

図 IV-34 F-407 

図IV-35 F-4⑱ 

図IV-35 F-409 

鐸
一

152
-
128-188-128-150-133-133

一⑲一田一
154-150

＿詈一
134

臣―
142-181-134

一
塁
詈
一
195

一⑲一
131-134-153-151E-153-155-m-128-134

面ー
134-160-191-
叩

-191

―詈一
131-191-
ゅ
-186

一暉ー
160-189-
ゅ
-135-
頃

-134-135-154-164-154-
⑱

-198-135-194

＿詈―
194-154-135-164-
園

-195

面ー
194
-
207-208-209

位町

69-155・ウ⑥

69-155-エ③

68-158-イ@'69-158ーア⑥

69-155ーウ③工0)69-156-ア①イ④

70-155—ウ如0-156--1@

70-1況ア＠ィc171-158-―/

70-158-ァ©ィ @171-158—ア

69-155ーア②イQゥ④

67-156-アc'ィqゥ⑤／エ⑤
69-155ーイ＠ゥ⑦

69-154-ェ②69-155ーア②

66-154—ウ②エ臨,0166-155ーア①より上lイ②

66-157ーア①エ③

67-1箕イIf',)

暉一
g
-
5
一蒻一匹一鵡一
g
-
虹
一
竺
蒻
一
証
一
店
一
韮
一
雌
一
雌

現地確認内容物 編考

仔片

骨片

貸片・ クルミ

件片・クルミ

骨片

”ノ3 
.9 -L
-
0
 1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
 0
 1
0
1
0
1
0
10
1
0
1
0
1
0
 

a
 
7
 

66-157—ウ⑳工®'66-158-7⑤

66-153ーエ①より上 1

65-156-イClX.'¥澗／ウ④

70-157-エ釦0-158ーア⑤

67-158-7⑥ 

70-157ーア(l)

70-157ーウ(j)

65-157ーウ②

65-157ーイ~)/ウ②

66-154--ウ②66-155ーイ②/67-154-エ②

69-157ーア④

68-157ーア(Z¥'ェ②下

66-154-ウ③工②

67-1江ウ(l)/67-155ーイc.!X<);:i

65-154--ウ①C濶上/6'-155ーィ①より上 1
65-154--ウCな而上

70-155ーエ釦0-156-ア⑥⑦問上

68-157-ィ@169-157-71.'D 

69-156-アcエ
68-157ーア②

69-156-エ②

67-157・イ①68-157-ァR

66-154-ゥ⑳加工⑳~" 

66-156-エ⑨

66-157ーエ④

66-156-エ⑨邪6-157ーア⑤

67-157ィ匹I

70-157ーイ⑤

70-157ーア①イ④

69-156-ア匹,,,イ ~):'J):,'11ウ⑦エ⑦

66-153・エ①より上2166-1迂ア⑳：n
70-157ーアR'ェ⑥

66-153ーエ①より上ツ66-154--アG迄3間

67-154--ア④上lエ④Rlhl 

68-157・エ④V68-158-ア⑦

65-153ーウ如1上lエ(O) 

67-156-イ＠ゥR

68-156-ウ(;'.>'68-157・イ(z).<69-156-エ(2)/69--157ーア②

70-158ーアGィ(c
67-1絡ア5ゥ＠工＠

69-154--ウc69-155ーイ③

65-153ーゥ匹r.1下

69-154ーウcエ④9-¥55ーア〇ィR

68-157ーア(l)

65-157—ウ③

67ー156-7R'エ(fl)

67-158-7⑦ 

69-157ーエ⑤

69-158ーア⑦

65-158-イ⑤下／ウ

65-154ーウ①②1日下165-155イ(I)よりJ:2166-154-エ②⑤問/66-155ーァ①

66-156-ィGゥCi)/67-156-ア⑤エ⑨
67- 154—ウ(t,167ー 155ーイ⑩

69-155ーイ(J)rl0-155ーア(6)

67-157ーウR'67-158・イR

67-154--エ④G
65-158・イ⑤

65-157-ィ⑩門上lウ③④1閉上

65-157-1~)11り下／ウ（ぷi1m下/66-157ーア蕊r.1

66-157ーア⑥

苔
号
一
蜘
一
竺
蜘
一
蒻
一
塁
塁
号
一
竺
竺
竺
蜘
一
5
-
知西一
5
-
蜘一
5
-
頑一臨一砥一
5
一
竺
翌
一
竺
g
-
g
-
m
―
蜘
一
塁
塁
竺
竺
蜘
一
臼
一
繹
一
竺
5
-
5
-
g
―竺蜘一
5
一
霙
一
蜘
一
紐
己
＿
言
―蜘

, ~ 片 0
-
x-
0
 1
0
1
0
1
0
1
0
10
10
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
一x
-
x
1
0
1
0
1
0
1
0
1
 x
 10
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
 x
 10
1
0
1
0
1
 x
 10
1
0
1
0
1
0
10
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
 

P-47に切られる

9片

什片

研一

5
＿竺伍

竹片

骨片

焼竹片

クルミ

伶片

P-34に切られる

e-30・JI・3J・78に切られる

？片 P-3, に切られる

竹片

付片

竹片

付片

骨片

仔片

付片

勺片

4利片

仔片
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IV 逍構

表IV-2 続き

図醤う 遺構名

ll!IIV-24 F-410 

図JV-29 F-411 

図IV-24 F-412 

図IV-32 F-413 

図 IV-30 F-414 

図 IV-23 F-415 

図 IV-37 F-416 

図 IV-28 F-417 

図 IV-30 F-418 

図 IV-28 F-419 

¥;lj IV-28 F-420 

図 IV-30 F-421 

図 IV-36 F-422 

図 IV-36 P-423 

図 IV-24 F-424 

図IV-31 F・425

図IV-32 P-426 

図 IV-32 F-427 

図 IV-29 F-428 

図 JV-29 F-429 

図IV-29 F-430 

図IV-29 F-431 

図IV-28 F-432 

図 IV-28 F-433 

図IV-28 F-434 

図IV-27 F-435 

図IV-27 F-436 

図 IV-29 F-437 

図IV-36 F-438 

図 lV-36 F-439 

図IV-29 F-440 

図IV-30 F-441 

図IV-31 F-442 

図IV-37 F-443 

図 IV-37 F-444 

図IV-31 F-445 

図 IV-29 F-446 

図IV-37 F-447 

閃 IV-27 F-448 

図IV-27 F-449 

図 IV-35 F-450 

図 IV-31 F-451 

図 IV-32 F-452 

図IV-32 F-453 

図 IV-35 F-454 

図 IV-36 P-455 

図 JV-28 F-456 

図 IV-15 F-457 

図 IV-27 P-458 

図 IV-36 F-459 

図 IV-23 F-460 

図 JV-29 F-461 

凶 IV-56 F-462 

図IV-34 F-463 

図 IV-27 F-464 

沼 JV-27 F-465 

肉 IV閲 P-466

lill lV-29 F-467 

図 IV-29 F-468 

図IV-38 F-469 

図IV-35 F-470 

図 IV-36 F-471 

l(ll IV-35 F-472 

図IV-35 F-473 

因 IV-56 f'-474 

図 IV-57 F-475 

図IV-31 F-476 

図IV-31 F-4TI 

図IV-30 F-478 

図 JV-27 F-479 

図IV-56 F-480 

図IV-24 F-481 

図 IV-56 F-482 

図 IV-57 P-483 

図 IV-24 F-484 

紐一

166-189-166-131

面ー
162-216-123-194-

⑮一詈一
213-212

一詈一函一
196-125-125-125-125

一竺詈一詈一
125-213-213-125

＿詈＿
151-151-m-

詈
一
塁
211-195-m-211-213-123-141-116-213-160-g-218-137

一塁一叩ー
191-125-217-211-213-211-211-218

盃ー
195-195

一
塁
詈
一
218-220-166

位匹

70-154—エC如0-155ーア(l!)

70-158・イ⑦

68-154-ア④ィRェ⑦

70-157-イcゥ④

69-158.--f (il)/70-I 58・ア⑦

65,-1迂ウ②65-155・イC匹Uli66-IS4-エR
65-157—ウ④⑤問/65・ !SB・イ⑥：：I

67-153-ウ①

67-158イ(ll)/68-ISBーア⑧工

67-157-ウ＠工(:l)

66-157-イ曲ウR67-157ーア＠工③

66-158-ア⑦イのエ(l)

66-157-ア如I"上／エ⑦

66-157-ウ⑮エR硲158-ア⑩イ⑩

66-ISJーエC辺渭｝硲154-ア④

69-158-アQェ
70-158—ア⑨イ⑩

70-157-エ釦0-158—ア⑨

67-153ーエ②

67-153・エ②

67-153-アC江②
67-154-ア②

硲157—ウ如1-151- ア④Vエ③

66-157—ウ如7-157-ア④iエ®

67-157ーウQェ③

66-156-ウ⑮67-156-エ⑦

66-156-ゥ⑧67-156-エ⑦

67・ 153ーウ(1)'68-153—ア①工①

70-157・エ⑩

69-158-ア⑩ィ⑪

68・153ーエQ)

69-158イ⑨

70-158ーア包エ

砂 154-エ③

69・154-ウR/70-154-エ②

66-156ーエ⑩

67-153・ウ(i}'68-153ーア①エ(l)

69-154--ウ③

68-156ーア⑤ィ⑳~,, ウ⑤工⑤

66-156-ウR'67-156エ⑦

69-158-イ⑪i!l上

68-158-ア⑨

68-158ーアR

67-158ーイ⑩68-158ーア⑩

67-158.--f⑪ 

69-158・イ⑪

69-153-エ<D砂 154-ア①
65-152-ウ①166-152ーアRェ②

68-151ユこ(l)

69-157ーウ⑪工⑬69--158ーイ⑪'70-157—ェ®

69-154ーウ$)/69-155・イ⑤

69-153—エ②

69-157—ウ⑫⑪間l工⑪69--158-イ⑫⑬閲

68-153-『,如-153—エ@169-154-ア②

67-151・ウ①

68-151・エ①より上

69-157-ウ⑫69・158ーイ⑫0-157—エ®'70-158ダ⑩

66-157イ⑦ウ①67-)57-7@函 Iエ呻n
70-153—エ①

69-158ーイ⑫

69-158ーィ⑪口上

69-158ーア⑩

位 157・ウ⑱工⑨

紅 158・ア⑪イ⑪

67-158-ア⑫イ⑫

70-157-エ⑫no-issーア⑪

67-157ーア⑤イ⑤ウ⑤工④

67 157—ァ＄ィGゥGエ④

66-155ーイ①より上lウ②

68-152ーエ①<68-153ーア②

68・158ーア⑫

65・150-イ(])66-1況ア①より上

69-158・イ⑫叩

70-157エ⑫

69-154-ア（鉗工⑨

号
一
□

一雌云一匹
一芸一

a-芸一頭一

E
―
竺
虹
一
蜘
一
号
一
虹
一鵡一虹
一5
一
証
云
一
暉
一
輝
＿
芸
＿
竺
翌
一
雌
一
5

一
竺
号
一
暉
一
鯰
一
碑
面
一
g
―
瞑
一
竺
碑
石
一
雌
一
8
-
鵡
一
証
一
竺
竺
5
-
紅一竺蒻一
g
石一証一蒻一
g
一
竺
号
一
巳
―
瞑
一
虹
一
竺

m-m一竺
頭
一
竺
虹
一
蜘
一
鵡

現地確認内容初 葡考

竹片

竹片

仔片

9片

？片

骨片

P-791こ切られる

呪砂による段足あり・14C年代滉定(HJJ)

仔）ヤ

汲化クルミ

？片

件片

仔片

邪一研一か一
5
一呼

勺片・汲化クルミ 小ピット 1基

什片

骨片

骨片

骨片

骨片

仔片

焼魚，~片

ヂ

1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
 1
0
1
0
1
 0
 IOI 
x
 10
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
一
x
10
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
 x
 10
10
1
 x-0-
x
 101
0
10
10
10
10
1
 
0
 IO

IO
IO
IO
IO
IO
IO
IO
I•
IO
IO
IO

一x10
10
10
10
10

―x
-
0
 10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
 

P-38• 50・104ー106に切られる

P-93に切られる

骨片

炭化クルミ

i't! 「

惧片

炭化クルミ集中

P-68に切られる

!4C年代測定 (HI))

竹）ヤ 小ピット 2基

，~片

竹片・祓化クルミ

燒件片

焼付片

竹片

P-62に切られる

？片

，~片·

没化クルミ
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IV章付表

表 IV-2 続き

図番9 遺構名

図 IV-57 F-485 

図 IV-57 F-486 

!"1 IV-27 F-487 

図IV31 F-488 

図IV-56 F-489 

図IV-56 F-490 

図IV-56 F-491 

図IV-22 F-492 

図 IV-23 F-493 

図IV-57 F-494 

図IV-36 F-495 

図 IV-35 F-496 

図IV-57 F-497 

lill lV-36 F-498 

図 IV-32 F-499 

図 IV-33 F-500 

図 IV-22 F-501 

図IV-32 F・502

図 IV-36 F・503

図IV-57 F-504 

図 IV-57 F-505 

図 IV-29 F-506 

國IV-57 F 507 

図 IV・刃 F-508 

図 ty.34 F-509 

図 IV-57 F-5IO 

図 IV-34 F-511 

図 IV-34 F-512 

図 IV-27 F-513 

il!I IV-35 F-514 

図 IV-35 F-515 

図IV-33 F-516 

図 IV-36 F-517 

図 IV-36 F-518 

凶 IV-36 F-519 

凶 IV-35 F-520 

図 IV-22 F-521 

図IV-35 F-522 

図IV-33 F-523 

凶IV-35 F-524 

図 IV-34 F-5お

図 IV-34 F-526 

図 IV-36 F-527 

F-528 

図IV-34 P-529 

図IV出 F-530

図 IV-22 F-531 

図 IV-22 F 532 

図IV-22 F-533 

図 IV-23 F-534 

I'll lY-22 F-535 

図 IV-23 F-536 

図 IV-24 F・537

lilllV-31 F-538 

図 IV-23 F-539 

図JV-36 F-540 

図IV-24 F-541 

図 IV-24 F-542 

図 IV-32 F-543 

図IV-27 F-544 

図 IV-31 F-545 

図IV-31 F-546 

図 IV-34 F-547 

図 IV-27 F-548 

図 IV出 F-549

図IV-33 P-550 

図 IV-29 F-551 

図 IV-36 F-552 

図IV-36 F-553 

図IV-27 F-554 

図IV-37 F-555 

図IV-JS F-556 

図 IV-26 F-557 

図 IV-24 F-558 

函IV-27 F-559 

紐一
220-220

面一
195
-
218-218-218

一詈一
221-
国

-211

一匹＿
150

＿196-200
一詈一
150-220-222-g-222-137-137-223-137-137

面一
142-142-199-150-150
―
⑲

-142-160-142-199
-
142-137-207-213

一翌一
137-140-160-160-
ゅ
-162
-
160-162-
園

-195-160-212

一
塁
塁
詈
一
137-126-5-5-191-213-213-117-147-142-114-167-117

位匹

69-158ーイ⑪ウ

70- 157—エ⑫

68-157グcェ③

67-157-7⑤イ⑤ウ⑤工④

69-157-ウ⑫⑬憫/69-158ーイ⑫屯問

67-158ーイ⑫

68-157ーエ⑮68・158・ア⑫

67-1迂イ＠③ln/68-1丸ア③④問

66-153-ゥ四：in下/66-154イ③67-153-エ@'67-154-ア④下

70-157ーエ⑬上no-1ss・ア⑫

“・155-イ②
67-157・エC/)167-158-ア⑪

70-158ィ釦1-158ーア

66-1荘ウ②位155ーイ②/67-154-エ②

硲 157ィ函h1/ウ(5)/67-157・ア⑥工⑤

67-157ーイ⑥68-156-エ⑧/68-157-ア⑧

68-153ーア⑱イ⑤ウ⑳.1, エR

66-157イ⑦細9ウ⑤67-157ーア⑱塙

66-154-ウ(2>'66-155-ィR,-67・154ーエ②

69-157ーウ⑬

69-157-ウ⑭

69・153・ウ(i)/69-154ーイ②

70-157-工⑬下

砥 153ーウR'69-153ーエ③

69-153ーエ②

70-157ーエ⑭

68-154-イ@'69-154-ア②

69・153ーウ②

随・156・エ⑥

68-154-イ(969-154-アR

69-1丸ア＠ィR

69-157ーア⑦イ⑦

⑭ -155ーウ②

砥 154-ウ③エ(j)/68-155-7(2>'イ②

68-1丸ウ③

69-153ーウ@169-154-ィR

66-154ゥ匹~!

69-151-ア③

69-157ーア⑦

⑱ -154-イc69-1丸ア③

70-154-イ③

切ー157ーィR

69-157ーア⑨

分類

現地

涜棄

廃素

衷地

裂地

現地

裂氾

税地

現地

廃棄

況地

現地

慶棄

現地

現地

現地

廃棄

現地

現地

虎棄

廃

虎棄

現地（？）

現地

廃棄

廃棄（？）

現地

以lt!(?)

現地

況地

引地

現地

現j~

現泡

現地

虎棄

現地

廃棄

慶稟

現地

現地

現地

現地

現地確認内容物

m 
編考

P-60・61・73に切られる

仔片

サ片 P-62・65に切られる

クルミ・焼竹片 P-49に切られる

竹片

仔片

付片

竹片

件片

P-40に切られる

惰片

勺片 P-77に切られる

焼勺

焼魚伶片

骨片

焼骨片

竹片

,it片

こ
0
-
x
-
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
一x
-
x
101
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
 x
 IO

―x
 10
1
0
1
 x
 10
1
0
1
0
1
 x
 10
1
0
1
0
1
0
10
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
 

P-77に切られる

14C年代濶定 (HIJ)

70-153-ウ②エ②

68-152-エQ以3澗
68-154・ウ(lj)/68-155ーイ④上

68-1迂ウ⑥

硲 153ーウ②呻泣154-イ②67-153ーェ謳r"j

68-154-ウ(!J6s.155ーイ④下

66-1荘ウ〇c(Ul/66-155イ③④憫/67・154-エ6湛加b7・155・ア⑦

66-154-ウc66-155・イ⑤

67・154-ア⑤上

紐 156-ウ⑦工⑦

69・153・エ④

66-158・イ釦7-158-ア⑪ill下

67-151-7⑤上

66-154ーイ④167-153ーエ④下/67-154-ア⑤下

70-156ーエ釦0-157-Y(ll)

69-15トウ0)69.152.イ①

68-156-ウqェ⑦168-157ーア⑦ィ⑤
68-1況工l.'l!i68-157-ア⑦

70・153ーウ②エ如0-154-ア②

69-152-エR

70-153・ウ②

67-157イ＠殴-156-エ(8)/68-157-ア⑨

硲 157-ウ④

69-157-ア($

69-157ーア⑤ィR

69-151ーア〇イ(j)

70-153ーゥR

70・153ーエR

66-119-ウ())'67-149ーウ(f)iエ())'67-150-ア＠ィ②

69-153・エ();)/69-154-ア⑦

68-152・イ〇ゥ四り/69-1.12-Y(i)工④

竺蜘＿
RUI-
竺
竺
竺
鱗
一
竺
竺
蜘
一
虹
一
祖
一
虹
一

g
-
m―竺
祖一

g―
竺
竺
翌
一

g-虹
一
虹
一
竺
竺
輝
一

m-暉

焼骨1ヤ

什片

竹片~

竹片

P-40・1061こ切られる

小ピット 7基

竹片

廿片

愕Jヤ

0
1
0

―x
 IX
 I
O
I
 x
 10
1
0
1
0
1
0
1
 0
 1
0
1
0
1
0
1
0
1
 x
 10
1
0
1
0
1
 ., 
X
 10
1
0
1
0
1
0
1
 x-
x
-
X
 1
0
1
0
1
 X
 

P-82・106に切られる

P-82に切られる

竹片
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IV 逍構

表IV-2 続き

図J11号 遺構名

図IV-30 F-560 

図 IV-25 F-561 

J'il lV-23 F-562 

図IV-35 F-563 

図 IV-24 F-564 

図 IV-56 F-565 

図IV-34 f• 566 

図 IV-34 F-567 

図 IV-24 F-568 

因 IV-24 F-569 

図 IV-23 F-570 

図 IV-27 F-571 

肉 IV-27 F-572 

Lll IV-32 F-573 

閃 IV-29 F-574 

図lV-26 F-575 

図IV-32 F-576 

図 IV-25 F-577 

図 IY-24 F-578 

J;a IV-24 F-579 

図 IV-27 F-580 

図IV-27 F-581 

図IV-27 F・582

図 IV-27 F-583 

図 IV-27 F-584 

図 IV-36 F-585 

図IV-36 F-586 

図 IV-36 F-587 

図 IV-25 F-588 

図IV-25 F-589 

図IV-25 F・590

図IV-26 F-591 

図IV-27 F-592 

図 IV-26 F-593 

図IV-26 F-594 

図 IV-26 F-595 

図 IV-28 F-596 

図 IV-25 F・597

図IY-25 F-598 

図IV-37 F-599 

図IV-27 F-600 

F-601 

lill lV-25 F-602 

図 IV-29 F 603 

図 IV-29 F-604 

図 lV-28 FぷB

國 IV-56 F-606 

図IV-32 F如 7

図 IV-33 F-608 

図IV-33 F-609 

閃 IV-34 F-610 

図IV-26 F-611 

図IV-め F-612

図IV-26 F-613 

！沿 IV・u, F.;;14 

図IV-37 F-615 

I~IV-56 F-616 

図IV-32 F-617 

図IV-30 F-618 

図IV-32 ド-619

図IV-56 Fも20

図IV-37 F-621 

図IV-29 F-622 

図 IV-37 F-62.1 

図 IV-35 F-624 

図IV-36 F-625 

図IV-24 F-626 

図 IV-33 F-627 

図IV-33 F-628 

図IV-32 F-629 

図IV-32 F-630 

図IV-33 P-631 

図 IV-33 F-632 

llllV-37 F.;;33 

図 IV-27 p.;;34 

芸一

127-111-
田

-141-105

＿詈
一207-166-166-160-121-121-196-
図

-179E-112-107-108-116-122-188-
園

-
122-212-212-212-112-113-113-
国

-122-114-114
-
114-g-111-111-215-188
一
芍
ー

111-125-loo-189

一叩一暉一
201-201

豆―
185-185-185-214-219-196-g
-
196-219

一詈一
214-211

―閾一
199-199 l

~

l

~

I 

201-199-211-117 

位四

68-152・ウCi"J/69-152-ア②工⑤

67-149・ウ⑨

66-153-ウCZ@l,1下/66-154-イQ沈7-153・エ(t/67-154-ア④下

68・152-イQゥ@69-152-ア③工⑥

69-149-イ①より＿ヒ IIウ①

69-157・ア⑪

68-157・ア⑨

68-157・ア⑨

66-153・ウR'66-154・イ④ib上/67-153-エ④上

紐 154・イ④直上

70-154・イ<lOC/)fllJ

70・152-ウG江 C加 -153ーア①

70-152-ウ①

70-156・ウGエ⑤

67-156・エR

70-156-ア(c:!)問下／イR1罪vゥ(;))Iエは冷澗
70-156・ウ⑤

69-150・イ②

69-149イ①より上2Jウ②

69-149・ウ②

70-151・ウc.XL切no-152・イ(j)

70-152・エ②

68-158-イ⑤

68-158-イ⑤

70-152・ウ②

65-157イ (-0/66-156-エ⑫166-157・ア⑥C潤下

65-156-ウR

65-156-ウ⑱66-156-エ⑫

69・150-Yi;i}エQ)かなり上

69-150-イ(:l)

69-150-ア③

70-156-ア(!¥Xf;間中／エ②

70-152-ウ②

65-150-?(i)Iイ②ウC江 0)

65-150-イ(2)./66-150・ア①

66-150-ア②

68-153・ウ①

68・ 149-ィ＠ゥ(fJ/69-149-アのェ寧~

68・149-イc)Iウ(U'(,9-149-ア(f)Iェg怠澗
68-158-イ⑨

68-157・ウR

分類

現地

現地

税地

l),!地 竹片

税地（？）

現地

現地

坦地

現地

税地

況地

現地

現地

現蛇

現地

坦地

現地

現地

虎棄

溌棄

攻地

以地

現地

税地

現地

現地

現地

炭地

虎棄

廃東

廃棄

現地

現地

現地

税地

現地

現地

呪地

現lt1!

現池

現地

瑣地蘊認内容物 傭考

シカff:!i;/?あり

小ピット 6甚

廿片

細円1!1集中

竹片

小ピット 1兵

竹片 P-88に切られる

怜）ヤ 噴砂による段差あり

9杖片石器

伶片

知一郎一研一知

戸
＿

x
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
10
1
0
1
0
1
 x
 10
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
 x
-
x
 I
O
I
O
I
O
I
O
I
O
I
O
I
O
I
O
I
O
I
O
I
O
I
O
I
O
I
 
xlOIOICI•IO 

14C年代沿；定 (Hill

打砂によるほ差あり

69-149ーイCゥ③
68-153—ゥ＠工①

67-156-ウ(fi)IエR

66-158イC-0

68-157-: て:@

70-156・イ⑦出ウ⑤

70-156-'ツ⑤

70-156-イ⑦下／ウR

70-152ーウCエ②@"., 
67-lllーエ⑧/67-156-ア函ll

67-155ーエ⑨

67-155ーウ⑫エR'67-156-7⑥Vイ⑥

67・155ーウ⑫67-156-イ(!I)

傭・157・ウ⑪168-158ーィR

69-157-ア⑪68-157ーイ⑪

砂 156・ア⑤イ〇 ゥ⑥工⑧

68-158イR
67-156ーエ⑨

67-157ーイ⑩ウ(9)

68-158ーア⑮イR

69-156-エ⑦68-156-ウR

邸 157-ウ⑪伶8-158ーイR

68-157・ウ⑩

70-156・ウ如如71-156-エm-1s1ーア

68-153ーウ④68・154イ⑥

67-156ーウ⑩68-156-エ⑩

67・156ーウ⑩

69-156-ウ(I!)

69-156-イ⑤ウ釦0-156・ア⑦工⑤

69-156-ウ⑩工⑩

69-156-ア疇川wィ寧:,,ウ⑲工⑨
68-157ーウ⑪

68-lll・イ⑪ウ(ii)

竺
厄
一
虹
一
虹
＿
号
一
5
一
諷
一
疇
＿
翌
巳
―
虹
一
号
一
5
-
g
一蜘
一虹
一
隅
一
成
一
巳
―
虹一
虹
一
鯰
一
竺
竺
翌
＿
蒻
一5

付片

付片 P-89に切られる

P-ll8に切られる

竹片 P-92に切られる・噴砂による段王あり

岱片

付片

骨片

OIOI•IOIOI 

0
 1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
10
1
0
1
 x
 10
1
0
1
0
1
0
1
 x
 
I•1010

10101010101010

10 

P-J-0・32・33に切られる

小ピット 1基

名砂による段雙あり

14C年代測定 (HI])

小ピット 1碁

1'I片

P-94に切られる

P-32に切られる

浅化クルミ
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IV幸付表

表 IV-2 続き

1l1番1} 遺構名

因 IV-32 F-635 

I~IV-38 F-636 

図IV-V Fる37

図IV-34 F-638 

図IV-37 F-639 

図IV-36 F-640 

図IV-36 Fが 1

図IV-29 F-642 

図IV-29 Fぶ 3

/~IV-27 F-644 

図IV-36 F-645 

図IV-30 F-646 

図IV-34 F-647 

渇IV-28 F-648 

図IV-28 F-649 

図IV-37 F-650 

図IV-37 F-651 

隈IV-37 F-652 

図IV-28 F-6<3 

図IV-30 F-654 

図IV-56 F-055 

図 IV-38 F-656 

図 IV-37 F-657 

図 IV-56 F-058 

図IV-26 F-059 

図 IV-34 F-660 

図IV-27 F-061 

団IV-31 F-662 

図IV-26 F-063 

図IV-31 F-664 

図IV-31 F-665 

図IV-31 F-666 

図IV-30 F必 7

図IV-38 F-668 

図IV-38 Fぷ 9

図IV-25 F-070 

図 IV-26 F-671 

図IV-35 F-072 

図IV-28 F-073 

l!il IV-33 F-074 

図IV-37 F-675 

図IV-31 F-076 

図IV-31 F-677 

図 IV-JI F-678 

図 IV-28 F-679 

図 IV-24 F-080 

図 IV-25 F-681 

図IV-37 F-682 

図IV-37 F-683 

図 IV-34 F-684 

図 IV-J4 F・邸5

図IV-JO F-086 

図 IV-33 F-687 

図IV-26 F-088 

隕IV-33 F-689 

因IV-34 F-690 

図IV-28 F-691 

図IV-31 F-692 

ll/ lV-38 F-691 

tll IV-ll F-694 

図 JV-33 F-695 

図IV-35 F-696 

図IV-27 F-697 

図 IV-26 F-698 

閑IV-34 F-699 

図IV-24 F-700 

図IV-24 F-701 

図IV-23 F-702 

図 IV-24 F-700 

図!V-27 F-70-1 

凶IV-33 P-705 

図IV-35 P-706 

図IV-2J F-707 

1刃IV-27 F-708 

図 IV-26 F-70'.I 

芸
一

196-217-121-206-216-213-213-125-192-126-213-m

＿詈一
124-216-216

一謳＿
124-194-

翌一
216-219-114-137-189-128-180-

国-128
―詈ー
154-154-112-114-141

一国＿
130-153-

翌
一
詈
l167-174-153

面一
m
-
1
3
5
-
1
3
0
-
m
-
1
8
0
-
g
-
140-124-128l

詈一
200-141-186-181-g-m-
囮

-163

一塁一
201-208-164-186-180

位置

66-156-ウ⑪67-156-エ⑮67-157ーア⑥

66-156ーウ⑮工⑬/66-157ーア⑥屯バ⑫ウ⑨

70-152ーエ(J)n0-153ーアQ)

69-156-エ⑪

67-157ーア⑬工⑨

68-156-エ⑪68-157ーア⑪

68-156ーエ⑪68-157ーア⑪

70-153-7② 

硲 158ーイ⑤

68-152-ウ①

68-156—ウ⑰エ⑪68-157ーア⑪イ⑩

66-158ーア⑥イGゥ
70-152—エ匹11Jno-1sJーア®

69-156-ア(l)

69-156-イ(1)170-156-70)

67-156-ウ⑬68-156ーエ⑫68-157-ア⑫

68-157ーア⑫

68-156-エ⑫68-157ーア⑫

66-156-穴f⑱イのウ〇エ念）

66-158イ⑦

67-156-ウ⑪68-156ーエ⑫⑬問168-157-ア⑫⑬間

67-156-エ⑬

67-156ーゥ⑬68-156・エ⑫

68-157ーア⑬イ⑬ウ＠工(c

68-149ーウ12).-68-150-イ②

69-153ーア②

67-1泣ア⑦

70-156-イ函"，

66-156-ウ⑥

砂 155ーウQ泌9-156-イ④

69-156・イ④

68-156-イ②ウ②

68-157-イ②

69-155ーエR

69-155ーエ(il)

70-149-?(DI工②

69-150イ釦0-150ーア①

68-152ーウ⑳エ④

66-156ーイ②ウ(J)

66-156-ァRィR'67-156-ア⑳II 

70-156イ⑤

70-156イ臨llll

70-156—ィ碑111l

70-156-ィ蕊1¥1J

66-156ーウ①

68-153ーウc69-153ーエ⑤

67-154-?(J)より下

70-156ーイ(6)

70-156-ア⑥

66-156-イ⑥67-156-アG
66-156-ィ@'67-1氾ア⑤

66-157ーウ唸少上

68-157ーア②ィ@

(,7-156—ア @X.li:IIり／イ③④r,JI 

66-156-ア⑤

70-152ーウ⑥

68-156-イ①

68-156-ア③

69-155ーウ⑦no-155ーエ⑥

68-157ーイ⑤

67-156ィR
70-152ーウ(J)

66-157ーイ年

66-157ーイcウ(i)

65-155ーウ④~65-156-ィ6細166-155ーエ（心66- 156-ア如m

68-154ーイ⑦

68-153ーウ④,68-154-イ⑦

66-154ーウ④⑤曲/66-155ーイ(6)

68-154ーイ(J)

68-156ーアC
68-1況ア(/)

68-157-イ⑧ウ螂INl

66-154-ウ⑤66-155ーイ⑦

66-157ーウ②

66-156-イ＠ゥR

号
一
竺
竺
蜘
一
竺
号
一
蜘
一
竺
雌
一

m
-
m
-
m
B
-
m
一
匹
一
巳
―

5-
虹一蜘一砥一

5
＿
竺
麟
一
芸
―
蜘
一
知一鵡
一雌一蜘＿雌一揺一竺紐一

5
一
鵡
一
号
一

m-g-
蒻
-
m
-
5
-
竺
臼
―

5
一麟一誼＿

m

＿竺揺一暉
一蜘一
蒻
一
竺
号
一
虹
一
竺
芸
一
竺
翌
一
年
＿

Z-g-

ロ

現地確認内容物

竹片

緬考

小ピット 8基

1'1ヤ

件）ヤ

炭化クルミ

件）ヤ

岱片

小ピット7基

焼魚竹片

焼魚~,ヤ

勺片 土紐片

件）ヤ

P・lfYIに切られる

焼竹片

骨片

丹片

以化クルミ

貸片 剥片

勺片

焼廿片

竹片

竹片

,~I 

0
 1
0
1
0
1
 ,
10
1
0
1
0
1
0
1
 x
-
0
 I
O
l
0
I
O
l
0
1
0
1
0
I
O
I
O
l
0
I
O
I
O
I
 x
l
O
I
 x
 10
1
0
一
x
I
O
I
 
x
 10
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
10
1
0
1
0
1
0
1
0
一
x
1
0
1
0
1
0
一
x
1
0
1
0
1
0
10
1
0
1
0
1
0
1
0
一
x10101010101•10 

小ピット 1基

峡砂によるほ差あり

-・ 
小ピット 1碁

骨）ヤ

クルミ 以化物を P-41・42に切られる

焼竹片

P-115に切られる
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IV 迫構

表IV-2 続き

図番丹 遺溝名

凶 IV-33 F-7IO 

l"i lV-33 F-711 

図 IV-56 F-712 

図 IV-34 F-713 

図IV-34 F-714 

図 !V-29 F-715 

図IV-24 F-716 

図IV-56 F-717 

図 IV-28 F-718 

図IV-57 F-719 

図JV-29 F-720 

図IV-56 F-721 

図JV-26 F-722 

図JV-26 f-723 

図IV-26 F-724 

凶IV-34 F-725 

図IV-37 F-726 

i~JV-24 F-727 

区IV-25 F-7認

図JV-25 F-729 

図IV-25 F-730 

図 JV-l9 F-73J 

図 JV-25 F-732 

図 IV-35 F-733 

図 JV-l9 F-734 

図IV-l9 f.735 

図IV-20 F-736 

図IV-l9 F-737 

図IV-19 F-738 

図IV-58 F-739 

図IV-58 F-740 

図JV-58 F-74l 

図JV-58 F-742 

図 IV-58 F-743 

図 IV-58 F-744 

図IV-58 F-745 

図IV-58 F-7必

図 JV-58 F-747 

隈IV-20 F-748 

図 IV-59 F-749 

図JV-59 F-750 

図IV-59 P-751 

図 IV-59 F-752 

図IV-25 F-753 

図IV-19 F-754 

図IV-36 F-755 

図IV-19 F-756 

図IV-25 F-757 

図IV-36 F-758 

図 IVぷ F-759

凶IV-60 F-760 

図IV紐 F-761

図!V-19 F-762 

図 IV-25 F-763 

図IV-22 F-764 

図IV-35 F-765 

図IV-62 F-766 

図IV-24 F・767 

図IV-23 F-768 

図 IV-25 F-769 

図IV-26 F-770 

図 IV-36 F-771 

図 IV-62 F-772 

図IV-19 F-773 

図 IV-25 F-774 

図IV-36 F-775 

図IV-38 F-776 

図IV-JO F-777 

図!V-19 F-778 

図IV-19 F-779 

図 IV-22 F-780 

図IV-19 F-781 

図IV-22 fc782 

図 IV-38 F-783 

図 !V-38 F-784 

翌―
201

一翌
202

―
□

-
向

-219

一竺詈一諏ー
182-182-182-135-214-108

―⑲一
173-169-,-173-141-9-9-21-11-11-223-223-223-223-223-223-223-224-223-22-226-226-226

喜一
7-145

一ーー
173-145-233-233-233-2-175-38-209-242-74-66-96-184-212-245-12-
％

-212-158-10-11-11-39-11-39-217-217

位l!fl.

68-156-ア⑦イ⑥

68-156-ア⑦イ⑥

68-156ーウ⑪68-157イ⑪169-157ーア⑪

68-156-ィ紐閉I

67-156-イ⑩

66-156-ウ⑩66-157ーイ⑦

硲 154ーア④ィ⑥ウ⑤工④

68-156—ウ⑪68-157ーイ⑪

66-157イR

68-156ーウ⑫

ぽ 156ーウR醗1

66-158ーイ⑫

66-156ーァR

66-155ーエ⑥泌6-156-ア⑧イ⑩

66-156ーアR

66-156ーァ函問1イ⑥

68-158ーイR

64-149ーイ([)

65-153ーウ＠工Q;/65-154-ァCィ④
65-154-ウ⑤硲154-エ⑥

65-153ーウ②

64-133ーウ①

65-154-イ⑤166-154-ア⑤

65-152ーイ (O) IウCェ①
65-133ーウ(1)166-133ーエ(1)

65-13]ーア(!)1エQ)

64-137ーイC祁5-137-ア②

65-mーエ（2)

64-133ーイ①ウ②

65-156ーイ⑲ウ⑪65-157ーイ⑤邸156-ア⑫工⑭硲157ーア⑳

65-156ーイ⑮ウ⑪65-157ーイ⑮66-156-ア⑫Iエ⑭V紅 157-ア⑩

65-156-エ②知 5-157ーア③

65-156-ア②イ⑲ウ⑪工②

65-156ーア②ィRゥ⑪エR

65-156ーア②ィ⑲ウ＠工②

65-156-イ⑨ウ⑪'65-157ーイ@166-156-ア⑫エ⑪66-157ーア⑩

65-156-エR'65-157ーア④

65-156-イ⑨ウ⑪65-157ーイ⑥66-156ーア⑫／エ⑭66-157ーア⑩

硲 136-ウ③硲rnーア①イ①

65-156-エ④

65-156-エ④

65-157-ィ@Iウ⑧

65-156-エ⑤

66-154-イ(/;)1ウR

65-131ーウ殴131ーエ①

66-152ーイGゥ②
66-113ーア0)1イCゥ①
66-154-イ(E!)Iウ⑧

65-152—ウ②硲152—エ③

65-156ーウ⑮ 工⑦

65-156ーウ⑮

65-157ーイ⑩66-157-7⑰ 

65-117ヴ'<DI工①
硲 154-ウ⑩工⑨

65-141 —エ(JJ)/65-142ーア①イ())より上

砥 156-ウ⑬I紐 157ーイ⑩

65-157ーイ⑰邸-157ーア⑰

65-146-イQ)/66-146ーア②

66-146ーア([)

65-147ーイ②

66-155ーイ⑩

66-156ーウ⑭

65-158—ア②

66-133—ウ②1位134ーイ①

伍 147-イ③

低 156-ウ⑪

66-153ーイ⑥

65-134ーイ①

65-134-ア〇イ②

65-134-ア①ィ②

65-141ーウ⑪工(1}65-142ーア②イ①

64-134ーウ①り65-134—エ①

65-142ーイ①166-142ーア①

66-156-ウ⑮工⑬W66-157ーア麟ィ⑫ウ⑨

紐 156-ウ⑲工⑬66-157ーァ麟ィ⑫ウ⑲

号

一竺

5
＿虹一

蜘一

竺

竺

5
一
麟
一
蜘
一
虹
一
竺

5
-
虹
一
竺
虹
一
竺
竺
竺
鱗
一
竺
虹
一
虹
一
蜘
一
虹
一
□

―
g
―□

一
直
云
一
竺
虹
一
蜘
一
輝
一
蜘
一
虹
一
詞
一
臨
一
竺
翌
一

5
一
虹
一
麟
一

5
一
芸
一
虹
一
蒻
一
虹
一
向
一
蜘
一
虹

一虹
一
蜘
一
虹
一
鵡
一
鵡
一

5
一
暉
一
雌

一虹一

臼

―□

一
竺

5
-竺
一
虹
一
蒻
一
鵡
一
竺
疇
一
虹
一
虹

現地碩認内容物

焼竹片

僅考

骨片 P-114に切られる

小ピット 3基

ペンガラ集中範1l11あり

仔片

小ピット 1店

件片

-
L
-
0
 10
10
10
1
 XI
 X
 10
10
1
 x-
X
-
x
 10
10
一
x
-
0
-
0
-
x
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
1
 X-
x
 IO
IO
 l<>
IO
 IO
IO
IO
 I
 x
 IO
IO
IO
IO
IO
IO
IO
IO
IO
I
 xlO
一
x
-
X
IO
I
 
0
 10
10
10
10
10
10
10
10
10
 

陪染により削平

小ピット 4基

小ピット 3甚・剥片

14C年代瀾定 (Hl4)

14C年代測定 (Hl4)

P-84に切られる

P-84に切られる

P-123に切られる

骨片 小ピット 3屈

情片

小ピット 2/;I 

竹片

ヽ

骨片 小ピット 3荘

14C年代測定 (Hl4)

サ片

土器片 ・obsフレイク
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IV章付表

表IV-2 続き

図薔号 遺楕名

図IV-22 F-785 

図IV-19 F-7邸

図 IV-58 F-787 

図JV-22 P-788 

図IV-22 F-789 

図IV-38 F-790 

図 IV-58 F-791 

図 IV-19 F-792 

図 IV-23 F-793 

図IV-38 F-794 

図IV-38 F-795 

図IV-38 F-796 

図IV-23 F-797 

図 IV-26 F-798 

図 IV-38 F-799 

図 IV-58 F-800 

図 IV-58 F-801 

図 IV-58 F-802 

図IV-58 F-803 

図 IV-58 f~804 

図IV-58 F-805 

図IV-21 F-806 

図 IV-22 F-8fJ7 

図 IV-22 F-808 

図IV-58 F-80'J 

凶IV-21 F-810 

図 IV-23 F-811 

図IV-58 F-812 

図IV-23 F-813 

図 IV-23 F-814 

図 IV-22 F-815 

図IV-58 F-816 

図 IV-58 F-817 

図IV-58 F-818 

図 IV-23 F-819 

図 IV-22 F-820 

図 IV-58 F-821 

図 IV-22 F-822 

図 IV-32 F-623 

図 IV-22 F-824 

図IV-22 F-825 

図IV-36 F-826 

l'll IV-22 F-827 

図IV-33 F-828 

図IV-22 F-829 

図 IV-59 F-830 

図JV-23 F-831 

図IV-23 P-832 

図IV-23 F-8)3 

lill JV-23 F-834 

図IV-22 F-835 

図IV-58 F-836 

図IV-58 F-837 

図IV-57 F-838 

図IV-60 F-839 

図 IV-60 F-840 

図IV-59 F-841 

図IV-58 F-842 

図 IV-25 F-843 

Fll IV-25 F-844 

l;li IV-25 f-845 

図IV-22 F-846 

図 IV-23 F-847 

図IV-59 F-848 

図IV-GO F-849 

閑 IV-23 H50 

図 IV-60 f-851 

図 IV-58 F-852 

図IV-59 F必 3

図IV-60 F-854 

閃IV-58 F-855 

図IV-60 F-856 

図IV-2.< f-857 

l図IV-36 F-858 

図 IV-24 F-859 

生括面

40 

3 

223 

40 

41 

217 

223 

II 

52 

158 

159 

158 

52 

114 

217 

225 

223 

223 

223 

223 

223 

34 

42 

44 

223 

34 

63 

225 

52 

53 

35 

225 

225 

225 

54 

44 

223 

46 

130 

46 

47 

145 

47 

133 

45 

226 

55 

48 

48 

48 

35 

223 

223 

223 

233 

233 

227 

224 

171 

170 

170 

44 

50 

230 

233 

56 

233 

225 

232 

234 

225 

234 

174 

211 

75 

位111:

66-141 ーウO")tエ如~/66-142-ァ②)iイ (i)

66-118・ア①ヱ(!)

65-157・イ（紗66-157・ア⑮工⑨

66-142ーアCィ①
66-141・ウ②66-142・イ②

66-1況ウ⑮工⑬66-157ーア（磁イ⑫lウ(9)

紐 157・イ⑬

64-1社イ①

66-143・イ〇l)-67-143・ア

65-153ーイ③

66-152-エc66-153・ア③

65-153-7(!)'イ(,'I)

66-143ーイ(J)

65・149-ウ①/66-149・イ〇ゥ()"),エ066-150-ア①

66-156-イ⑭直下／ウ⑮直F

硲 156-ウ＠工⑮66-157ーア⑪｛イ⑬

66-156-ア＠ィ⑮ウ⑮工⑭/66・157・イ⑬/67-156-エ⑭67-157・ア⑪

66-156・ア⑫イ⑮ウ⑮工⑭/66-157-イ⑬67-156-エ⑭67-157-7⑪ 

66-156・ア＠ィ⑲ウ⑯工⑪66-157・イ⑬67-156-エ⑳67-157・ア⑪

66-156-ア⑫イ⑮ウ⑮工⑭邸157・イ⑬67-156-エ釦7-157-ア⑪

釦 56-ア⑫イ⑲ウ⑮工⑭66-157・イ⑬67-156-エ⑪67-157・ア⑪

66-141-7②ィO")tウ③

64-142-イ(j"),65-142-7@

紅 142-ア④

66-156・ア⑫イ⑮ウ⑮工⑭邸157・イ⑬67-156-ェ⑭67-157-ア⑪

66-142-ア④

65-144-ウ(f)tエ①より上

66-157-イ釦7-157・ア⑫

66-14}-ウ(j)/66-144・イc'67-143-エ/67-144-ア

66-143・イ②

66-141ーエ(])66-142ーア⑤

66-156・ウ⑮工⑮66-157・ア⑩イ⑬

66-156・ウ⑰工⑮66-157・ア⑩イ⑬

66-156-ウ⑰工⑮66-157・ア⑪イ⑬

66-143—イ◎67・14}-ア

65-142-イ⑱ウ())166-141ーエ〇加 /66-142ーア⑱工②

紐 156-ウ⑭工⑭/68-157-7⑮ イ⑫/69-156-エ⑭

65-142ーイG沈0-142・ア⑦

70-158ーウ③イ(J)

66-l42-7(!>tエ③

65-142-ア⑤

砥 152-ィ<il",/69-152ーア（心

65-142-ィ©$Jr.1166-1•1-:i:o:x;祝;1/66-142-7@ 

70-158・ウ⑤イ③

紅 142-イ@'66-142-ア⑨

66-156・エ⑯

66-142ーウ0)66-143イ④

65-142—イ⑤66-142ーア⑩

66-142・ア⑮イ⑤

66-142・イ⑥

66-141ーイ②

砥 156ーウ⑭Vエ⑭/68-157・ア⑮イ⑰,09-156-エ⑭

68-156-ウ⑭工⑭68-157・ア⑮イ⑫169-156-エ⑭

70-156-ウ如0-157・イ⑪

66-156-ウ⑮66-157ーイ⑮67-156エR/67-157・ア⑭

66-156-アqィ⑭ウ⑬ヱR,66-157・ア⑫
70-156ーウ⑩n0-1s1・イ⑫

⑬ 157・イ⑬

69-154-イRゥ⑩

70-154-ア⑤ィCエ⑨
70-154・ア⑰イ⑦

65-141-ウQェ②

66-142-イ⑧

70-156-エ⑬

66-1況ア⑰イ⑳ウ⑮工⑱66-157ーア⑫

65-142・ウ③エ(f)/65-l4J-7(f)tィ③

66-156-ウ⑮66-157ーイ⑮67-156-エ⑱/67-157-ア⑭

⑬ 156-ウ⑯エ⑯68-157-ア⑰イ⑭69-156-ウ⑰lエ⑮69-157・ア⑬lイ⑮

70-156-エ⑭

70-156-ウ⑫0-157・ア⑰Vイ⑮

⑱ -156・ウ⑮工⑮/68-157ーアRィ⑭69-156・ウ⑰工⑮69-157ーア⑬ィ⑮

70-156ーウ⑫170-157ーア⑰Iィ⑲

砂 154ーウ⑫no-,s• ーエ⑪

70-158ーウ⑬

硲 145・ウ③

晋彗塁塁竺竺紐一暉＿四一蒻一竺鵡一知一竺蜘一雌
一m
-

蜘-5
豆―翫一誼一四一四一虹一竺鯰一虹＿
m
-
g
-
5
-

月
日
―
g
-
m
-
5

＿巳一塁己一瞑一竺蜘一虹一虹一竺日―輝一
5

一直＿塁塁虹一蜘一頭＿翌一知一
5
5

現地確認内容物 tll考

P-127に切られる

67-143ーア未コ究

伶／ヤ 小ピット 8基

小ピット I~

汲化物を P-127に切られる

67-143-エ167-144-ア未開査

骨片

竹片

炭化物を P-841こ切られる

67-143ーア未llllll!i

分片

P-114に切られる

丹片

廿片

仔片

費片 小ピット 1店

竹片

小ピット21!.

灼片

骨片

？片

廿片

-
L
-
0
-
0
-
0
 10
10
10
1
 X-
0
-
0
-
0
 IO
I
 
0
-
o
l
x
-
x
 10
10
1
 
0
-
0
-
9
0
-
0
-
0
 IO
I
 x
 10
10
1
 
0
-
0
-
0
 IO
I
 x-
0
 IO
I
 
0
 10
10
1
 
0
-
0
-
0
-
0
-
0
 IO
I
 x-
0

―x
-
o
l
o
-
0
-
0
-
0
 10
10
10
10
10
1
 x-
0
-
X
 10
10
1
 
0
 IO
I
 x
 IO
I
 
0
-
0
 IO
I
 x-
0
 

IO
IO
I
•
IO
I 
0
 

浜化物を P-130に切られる

小ピット 1基

P-129に切られる・土湘片
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IV 遺構

表 IV-2 続き

図番乃 遺構名

区 IV-24 F-860 

図 IV-24 F必 I

以IIV-60 F-862 

図 IV-61 F-863 

図 IV-23 F-864 

図 IV-60 F-865 

図 IV-25 図 66

図!V-24 F名67

図 IV-24 F-868 

図 IV-25 F-869 

図JV-61 F-870 

図 IV-61 F-871 

図IV-62 F-872 

因 IV-23 F-873 

図 IV-25 F-874 

図 !V-25 F-875 

ill! JV-62 F-876 

図 IV-23 F-877 

図 IV-59 F-878 

図 IV-62 F-879 

図 IV-23 F-880 

図 IV-62 F-881 

図!V-26 F-882 

図 IV-24 F-883 

図 !V-38 F-884 

図IV-24 F-l! 邸

図 IV-23 F-886 

図 IV-25 F-887 

図 IV-24 F-888 

図 IV-60 F-889 

図IV-25 F-890 

図IV-25 F-891 

図 IV-24 F-892 

図IV-26 F-893 

図 fV-38 F-8四

図 IV-25 F-895 

凶 fV-25 F-896 

図 IV-25 F-897 

図 IV-38 F-898 

図 IV-58 F-899 

図 [V-58 F-900 

図 IV-26 F-901 

図 IV-25 F 902 

図 IV-34 F-903 

図IV-59 F-904 

図 IV-33 F-905 

図fV-61 F-906 

図 IV-20 F-907 

図fV-59 F-908 

凶 IV-26 F-909 

凶 IV-25 F-910 

図 fV-25 F-911 

図 fV-20 F-912 

図 IV-21 F-913 

凶 IV-20 F-914 

図 IV-61 F-915 

図IV-34 F-916 

図 fV-25 F-917 

図 IV-24 F-918 

図 fV-21 F-919 

図 IV-59 F-920 

図 IV-61 F-921 

図 IV-21 F-922 

図IV-62 F-923 

図 IV-34 F-924 

図IV-34 F-925 

図IV-'4 C-926 

図 IV-61 F-927 

図 IV-24 F-928 

図 IV-25 F-929 

図 !V-25 F-930 

図 IV-35 F-931 

図 IV-25 F-932 

図IV-58 F-933 

凶 !V-27 F-934 

生活面

75 

80 

234 

235 

57 

234 

171 

76 

75 

171 

235 

235 

241 

67 

173 

173 

242 

72 

229 

241 

73 

241 

185 

81 

158 

82 

64 

174 

82 

234 

90 

171 

87 

183 

217 

89 

89 

91 

217 

223 

223 

114 

90 

206 

226 

201 

235 

26 

226 

115 

92 

90 

28 

30 

28 

238 

202 

％ 

107 

JO 

230 

235 

J2 

239 

204 

203 

204 

237 

108 

91 

91 

210 

92 

225 

119 

位置

66-146ーア('l)

硲 146-ア④

砿 156-ウ⑲67-156-ウ⑬工⑲

66-156—ウ⑳67-156ーエ⑳

64-143ーイ①

65-156—ウ⑮66-156-エ⑲

68-154ーイ⑮ウ⑪69-154ーア⑨

66-145—ウ©ェ④

66-145ーウ＠工③

70-154-ア◎イ⑨

伍 156ーウ⑳67-1氾工⑳

65-156-ウ⑰i硲 156-エ⑳

70-157-ウ⑯工⑯

66-145-イR

68-154ーウ⑫iエ⑩

68-154ウ⑫工⑩

硲 156エ⑳66-157-7⑰ 

筵 145-ィ＄ゥ⑲工⑤

68-156ーイ⑲ウ⑰

70-157ーア⑪

66-145-イ⑥

70-157ーア⑪

68-155-7⑲イ(il)

66-145-ウ⑦工⑦166 146-ア⑤

67-153ーイ④

66-145ーウ⑧工⑲1位 146ーア⑲イ⑤

64.J牡ウ②65-144エ①

70-154ーエ⑪

64-146・ ウ())'65-146エ①

67-157ーイ⑪ゥ疇間168-157ーア⑪四こ⑩

64-146ーウ②

69-155ーイ⑨

66-146-ゥR

69-155ーア⑨¥68-155イ寧り

65-156-Y① 

65-1砥イ②ウ図）園硲146-ア⑦ばR

66-146-ゥ⑦工③

65-146-ア②

65-156ーア(D;ィR

67-156-ウ⑮工⑭

67-156—ウ⑮工⑭

68-149ーウ③

硲，46.ウR

67-155ーウ⑯67-156ーイ⑩68-155ーエ⑬68-156-ア⑪

67・156-ウ⑯⑰澗167157イ⑫

69-155—ウ⑯69-156-イ転0-155ーエ⑩no-156-ア⑨

68-157ーア⑳

64-139ーイ①

64-156イ④165-156—アG泡rm

68-150-イ④

硲 146-エ⑤

硲 146イR

66-140ーエ◎66-141ーァ①

砧，40.ウ(jJ/66-141ーイ⑪

64ー，40.ウ(j)/64-141ーイC祁5-140ーエ①より上165-141ーア①

68-157ーア⑫

70-155ーエ⑪

65-147ーイ②

64-148—ウ①

64-140-ウR'64-141ーイQ)/65-140-エ(J;J/65-141ーア②

64-156-ィ⑮65-156-ァ¢
硲 157ーイ⑱67-156—ウ⑲工⑳/67-157-ア⑮イ⑮

64-140ーウc64-141ー燭65-140-エ@/65-141-Y@

68-156—ウ⑫68-157ーア⑳イ⑳

69-156ーイ⑦

70-155—ウ⑫エ如0-156—ア⑩イ®

70-156-イ⑨

67-156-ウ⑳167-157-イ⑲68-156-ェ⑳68-157-ア⑪

65-147ーエ②

64-146-ウ③工①

65-146エ(Z¥'65→147ア①

67-155—ウ⑯工⑪67-156-ァRィ⑬68-155ーエ⑲68-156-7⑫ 

65-147ーア②

68-156—ウ⑮工Q叙68-157-7@1ィ ®'69-156—ウ©ェ庭郎9-157ーア⑬／イ⑮

69-151・ ウ<iXI0-151-ア＠ゥCエR

号
一
竺
臼
一
騨
一
虹
一
暉
一
輝
一
虹
一
虹
一
竺
虹
一
虹
一
竺
虹
一
雌
一
輝
一
四
一
虹
云
一
虹
一

竺

虹
一
竺
竺
蜘
一

5
一
蒻
一
蜘
一
竺
暉
一
竺
四
一
蜘
一
竺
匹
一

5

-

m
―
竺
虹
一
日
―
竺
翫
一
瞑
一
虹
一

5
一
鯰
一
塁
芸
―
虹
一
雌
一
輝
一

5

-

m
-虹一
5
一
蜘
一
蜘
一
蜘
一
竺

g
-

ロ-5
-5
一蜘―
□

-
竺

虹

坦地確認内容物 頃名

クルミ

勺片

仔片

竹片

竹片・土器片 小ピット 1括

骨片 小ピット 1な

土器片

付片 14C年代illl定 (Hl4)

14C年代測定 (HJ4)

咬砂による段笠あり

ペンガラ

土器片

仔1ヤ

勺片

廿片

-
L
-
0
 1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
 x
 10
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
 X
 10
1
0
1
0
1
0
1
0
1
 x
 IO
I
 x
 10
1
0
1
 x
 10
1
0
1
0
1
 x
 10
1
0
一
x
IOI 0
 I
O

―x
-
0
 1
0
1
0
1
0
1
 X
-
0
 1
0
1
0
1
0
1
0
1
 x
 10
1
0
1
0
1
0
1
0
10
1
0
1
0
1
0
10
一
x
1
0
1
0
1
0
1
0
1
 x
-
x
-
X
 1
0
1
0
1
0

―x
 IO
一
x
I
O
 

小ピット 1荘

竹片

P-IJ5に切られる

情片

土お片等
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IV章付表

表IV-2 続き

図番1} 遺構名

la! IV-58 F-935 

図 IV-20 F-936 

図IV-59 F-937 

Isl IV-20 F-938 

図IV-21 F-939 

図IV-20 F-940 

図IV-20 F-941 

因IV-21 F-942 

図 IV-21 F-943 

図IV-21 F-944 

図IV-21 F-945 

図IV-60 F-946 

llll IV-21 F-947 

斑IV-21 F-048 

図IV-60 F-949 

図IV-21 F-950 

図 IV-35 F-951 

図IV-34 F-952 

図IV-'4 F-953 

図IV-35 F-954 

図 IV-35 F-955 

図IV-34 F-9必

図IV-36 F-957 

図 IV-20 F-958 

図IV-36 F-959 

凶IV-35 F-960 

図IV-35 F-961 

図 IV-35 F-962 

図 IV-62 F-963 

図IV-37 F-964 

図IV-36 F-965 

図IV-62 F-966 

図IV-24 F-967 

図IV-24 F-968 

図IV-20 F-969 

図IV-62 F-970 

図IV-62 F-971 

図IV-26 F-972 

五一
2
2
5
-
2
5
-
g
-
2
8
-
3
0
-
2
9
-
J
i
-
3
0
-
3
0
-
3
0
-
l
o
-
2
3
4
-
n
-
3
2

尋一田＿
205-206-144-

田一205-145-33
る一
210-210
―
⑩

l239-216-146-240

豆＿
25-241-241-184

位111

68-156ーウ⑮工⑯ん8-157ーア⑰1イ⑭69-156ーウ⑰這69-157ーア⑬イ⑮

66-139ーエ①

69-156ーエ⑮69-157ーア⑭

硲 140-ア①イ①より.tJウのエ◎

硲 140-ウ②

64-140-ウ②紅141ーイ(7,)J65-140-エco
硲 140-ウ③

6S-140ーウQ),ェ(Z),65-141ーイ①

64-140-ウ0)64-141-ィR'65-140ーエ(7.)165-141ーア②

64-140-ウ〇"!164-141ーイ(3")/65-140ーエQ洸刃41ーア②

64-1/40ーエ①

69-157ーア⑮イ⑰

砥 140-イ①ウ④

66-140-71]):)(澗9イ①ウ＠工①

68-157ーイ⑮ウ⑬9-157ーア⑮工⑫復日

65-140ーウ＠エ③

70-152ーウR

68-155ーウ⑥C茄節8-156-イ()l)/69-155ーエ⑲69-156-7⑨ 
69-155ーウRェ斡r.,169-156ーア⑩イR

69-152ーイ⑳ウ③エ⑦澗

70-152ーエ③

70-155ーエ⑫⑬澗nD-156ーア⑫

70-152ーウ⑨

66-140-ア②イ②ウのエ②

70-152—エ④

69-155・ウ⑳工⑮69-156-7R ィ⑨

69-155ーウ⑳69-156・イ ~)/70-156ーア⑭

69-155—ウ⑳69-156ーイ如0-1況ア⑭

68-157ーイ⑳169-156-エ⑲細69-157ーア⑲

碑 156・イ⑬69-156-ア⑫

70-152ーウ⑩

69-156—ウ⑬エ⑲69-157・ア⑳イ⑫

64-148・イ①

65-148-7② 

65-138ーイ①ウ(1)166-138-7②工①

67-157ーウ⑫エ⑭

砂 157ーア＠ィ⑳1ウ⑯工⑬

69-155—ウ⑭工⑪

号
一
竺
g
＿
如
一
竺
知
一
雌
一
虹
一
竺
号
一
雌
一
竺
王
―
5
一
竺
芦
―
蜘
一
虹
一
塁
芸
一
竺
竺
瞑
一
5
＿
竺
号
一
g
[
-
m
-
5
一蒻

号片

t[
-
x
 
IOIOIOIOIOIOIOIOIOIOIOIOIOIOIOI•IOIOIOI 

x
r
 x
 1
0
1
0
一
x
-
x
1
0
1
0
1
 x
-
X
-
x
 I
O
I
 x
r
 
x
-
0
-
x
-
x
-
X
 

坦地逼認内容物 偏,lj

P-144に切られる

小ピット l基

クルミ

竹片

廿片

竹片

付片

骨片

集石 ・A片集中 ・ll!I円礫集中

図番乃 遺構名

(4 IV-63 S-4 

図IV-63 S-5 

J,I JV-34 S-6 

図IV-63 S-7 

r4 IV-33 S-15 

図JV-63 S-16 

図IV-63 S-17 

図JV-63 S-18 

図IV-61 S-19 

図JV-63 S-20 

図 IV-20 刻片集中

t:<IJV-20 ~)ヤ集中

囚IV-24 剥片集中

図JV-24 剥片集中

図IV-29 f.j片集中

図JV-29 刹片集中

図IV-32 祝片集中

図IV-42 剌片集中

図JV-42 渕片集中

囚JV-46 剥片集中

図 IV-46 細円閾集中 (F-570)

図IV-26 細円磯集中

図IV-52 細円礫集中

図JV-52 113円礫集中

図IV-58 18円礫集中

位置

69-158・ウ

69-I58-7(J)iエ

67-158ーエ

69-158ーウ

67-158-ア⑤

70-157ーウ④

70-157ーエ⑤

70-157ーエ⑤

66-143-ウ(I)

66-147ーイ③

66-JJ9-7(i) 

65-1)8ーウco
64-146・イ(i),65-146-ア①

65-145ーエ①

67-156-ア(!)

70-155ーウ②

68-157・ア②

65-153ーウ②

紅 153ーエ①

68-157-7⑤ 

70-154ーイ（似⑦問

67-157ーア⑦

66-157ーイ⑩

69-156イ釦0-156-アR

“・156-7⑬

虹＿

189-

翌一⑱一
134-lll

＿詈一
52-96
一竺
25-82-84-125-125-130

一竺詈一
160
-
207-209-210-224

図版番打

図版 IV-16

図版IV-16

図阪JV-16

図版 IV-16

図版 IV-16

凶版 IV-16

偏考

軽石

礫

黒瑶石

軽石

礫 ．礫石苫

覆．礫石器

燥．覆石器

礫 ・ii!石湘

襲

礫

戟珀色王縫

黒嘔石

黒嗜石・貞店・チャート

黒嘔石

黒曜石

黒曜石

黒嘔石

凩嶋石

黒囁石

メノウ ('f.15)

焼けている

P-81付近
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IV 遺構

表IV-3 追構土壌フローテーション成果一覧

遺構名 処理蜃q 凪乾土壌 20mm炭化 残汽 廿頂景 土澁 土器 土閃品 石器讀 黒嘔石
石鵠苓点数

ペンガラ・

lli量 kg 物重量g 豆量 g g !!!II g 点数 碩量g 重量、 霞量 g 石炭等麗量 g
情考

土坑

P-2 I l-47I 45 なし なし なし なし なし なし なし

P-4 11-453・457 15.0 2.1 22 0.3 4,7 1.0 0.6 0.6 

P-6 I l-455 1.0 0,2 125 なし なし なし なし 0.3 0.3 

P-6 11-435・492・493 石iii.0.4

1

3

9

 

3

5

3

 

．
．
．
 

3

3

3

 

I

I

I

 

6

7

0

 

2

2

3

 

―

-

．

 

p

p

p

 

29.4 4.8 2,008 0.1 5.2 0 なし 7.4 1.0 石艤 I

1.2 0.1 J なし 02 0 なし 0.0 0.0 

F-101の名称で採取

II土 lft!

5.2 0.5 10 なし 5.8 0 なし 0.0 o.o 

P-36 13・155・426

P-46 ll-344 

P-48 13-307 

P-49 13-275-278 

P-54 ll-392 

P-60 13-312 

6

2

し
な

n
i
o
 

4

9

し
o
f
L
 

6

し

。

～

0

な

。

0

0

0

 

7

8

1

 

．

．

．
 

0

0

1

 

0

し

し

0

な

な

1
3
2
0
5
5
 

5
 

9

0

9

 

0

3

1

 
ー7

 

9

6

 

0

0

6

 

3

3

 

7.4 2.2 12 なし 2.8 0 なし 0.1 0.1 覆土 6府

29.8 9.4 118 1.8 15.5 o o.o l.5 2.4 石縫 I ペンガラ 0.0

I.I 2.4 23 なし なし なし なし 00 0.0 

22.0 13.3 47 0.7 3 5 0 なし 5.6 2.0 

P-80 I 3-384・385 9.8 16.8 325 なし 8.9 0 なし 0.1 0.0 

ペンガラ 0.2

石；；；o」

P-81 13-008 

P-85 13-418 

P-85 ll-440 

P-95 ll-499 

P-99 ll-523 

P-101 ll-541 

P-102 tl-552 

P-108 tl-584 

P-129 14-110 

36 21.4 27 なし 8.5 0 なし 0.1 なし

2.0 3.1 6 なし なし なし なし なし なし

9.4 0.3 I なし なし なし なし なし なし

覆土 2層

覆土 6層

4.0 

4.7 

l 8 !2 なし なし なし なし なし なし

8 2 !l なし なし なし なし 。.4 0.4 石議 l

(0.7) 0.4 1 なし なし なし なし 0.0 0.0 

(J.8) 7.0 I なし なし なし なし なし なし

7.1 J.8 10 なし なし なし なし なし なし

1.9 1.2 9 なし なし なし なし 0.8 0.1 覆土JIll 

焼土

F-12 13-289 

F-23 13-502 

F-23カヽ 13-146 

F-31 13-572 

F-34 11-193 

F-35 11-184 

F-39 11-343 

0

6

3

 

曹

~

0

0

3

 

）
 

I
n
~
1
 

．

．

 

2

1

3

 

~

_

~
 

なし なし なし なし 0.0 0.0 

なし なし なし なし 0.0 0.0 

なし なし なし なし なし なし

F-41 11-381・13-185

し

し

し

1

8

な

な

な

0

0

し

し

し

］

）

な

な

な

O

L

し

し
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な

し
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な
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0
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0
2
0
4
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1
 

n
5
0
0
o
n
i
 

~, 
8

8

0

2

5

 

1

4

1

4

3

 

_~ 

F-42 11-341 

F-43 11-340 

F-44 11-354・653 

3.8 

5.7 

9.8 

00 119 なし 0.8 0 なし 0 8 0.8 

0.8 200 なし 74 0 1.7 3.6 3.6 

45 325 12 13.8 1 なし 30 3.0 

F-45 l l-342 

F-46 13-301 

F-47 11-378・3%・13-203 

F-48 11-379・13-173

F-50 1 J-345 

F-51 11-382 

F-52 1 l-383 

F-53 1 l-384 

し

。

な

〇
し

。

な

〇
し

6)

な

ー

゜
しなし

7

な

ー
し

4

な

0

1
2
2
0
 

し

9

な

〇
8

6

 

0

3

 

石；；；0.1 

23.4 1.9 444 9.6 J.9 0 なし 4.8 3.8 

7.7 9.5 7 0.0 1.9 0 なし 0.0 0.0 

4] なし 156 なし なし なし なし 0.9・ 0.9 

3.2 

1.6 

4.0 

F-54 11-377・598・13-196 

6

7

 

3

4

 

1

3

 

5

7

 

5

5

 

―

―

 

F

F

 
石炭0.0

F-58 11-415・599 

F-60 I 1-40Jl 

F-62 JJ-412・644 

F-63 II如

F-<i8 11-428 

F-69 11-425 

F-70 11-414・<56 

F-72 11-41 I・654 

F-73 11-'°4 

F-74 11-450 

F-75 11-452 

F-76 11-454 

F-77 I 1-491 

88

石一
13

一竺
2
7
-
4
0
-
3
8
-
0
7
-
4
1
-
4
-
1
8
-
0
8
-
7
-
6
6
-
1
-
7
5

0
8
0
0
0
0
5
5

⑬

0
6
0
0
0
2
5
5
0
0
0
2
0
2
5
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0
0
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5
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0
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処

0
0
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し

し

し
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し
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5
0
8
6
4
4
4
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“
4
4
3
“
3
6
3
0

⑬

処

5
0
0
0
0
0
9
3
5
0
0
0
2
8
⑩

口

⑬

5

5

3

3

0

1
0
5
1
1
5
1
3
9
8
7
4
2
0
1
2
1
2
6
1
1
8
5
7
8
4
9
5
9
1
6
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6

2

0

1

3

1

0

4

0

8

 

0
 
0
 
0
 
0
 
3

0

2

 

o

a

O

L

5

L

o

o

o

l

o

0

2

0

0

O

n

5

 

0. 〇 2.3 なし なし 0.3 O.l 0.0 

2.5 86 1.4 2.9 0 なし 0.3 0.0 

r--78 11-441・13-207・208 

F-79 11~5 

F-80 11-446・IJ-280・281 ペンガラ 0.0

F-82 11-409 

F-83 II・邸

F-84 11-410 

P-85 I 1-488 

P-86 I 1-440 

F-87 ll-<i56 

P-88 11-486 

15.8 2,5 489 5.9 21 6 0 なし 2.3 2.0 

o」 なし 26 なし なし なし なし J,J なし

27.8 7.3 1,058 55 9 164.4 1 27.2 4.6 3 l 

08 0.2 17 0.2 なし なし なし 2.3 0.2 

4.2 

1.8 

I.J 39 3.6 2.5 0 なし 0.8 0.7 

0.0 21 0.0 なし なし なし 6.5 1.0 

4.1 0.3 5 0.0 1.8 0 なし O.l 0.0 

0.2 0.2 0 なし なし なし なし なし なし

0.0 なし 0 なし なし なし なし なし なし

5,1 J.I 655 0.1 9.0 I なし 1.0 なし 双菖にオニグルミ内畏皮多い

F-89 I 1-416・434 

F-90 11-479 

13.5 0.0 105 20 I 4 0 なし 0.8 0.4 

2.3 0.1 I なし なし なし なし なし なし
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rv章付表

表 IV-3 続き

遺構名 処理常り

F-91 Jl-481 

F-92 11-489 

F--93 11-472 

F-94 I 1-466 

F-95 11-507 

颯乾土壌 2.0mm炭化 残液 ff Jli品
喧量kg 物凰量g lit量g g 

71 1.l 148 l.2 

土澁 土器土製品 石認類 胤嘔石

屯量g • 点数 電量& Ill: 厖g Ill. 量g
石料守点数

12.8 4 なし 00 0.0 

ペンガラ・

石以等重量g
償考

8.2 

0.8 

6.5 

2.3 

0.9 258 9.1 8.2 0 なし 2.2 0.0 

0.1 4 0 0 なし なし なし なし なし

0.7 20 0.1 s.o 0 なし なし なし

0.4 9 0.2 0.1 0 なし なし なし

残清に不明物質200g

r-96 11-510• 514• 646 • 13-460 19.] 10.0 216 12.1 49.4 3 I.I 2.) 0.4 石鏃 I

F-97 11-442 

r--98 11-439 

O
A
-
3
8
-
"
-
8
5
-
3

石一
4

0.4 0.0 I.I 0 なし なし なし

F-99 11-447・647・648 

F-100 lJ-256 

F-lOIか ll-541

F-l02 ll-431 

F-IDJ 11-520 

F-l04 l l-484 

P-105 l l-4&5・7l l・13-267~272・283 

F-l06 ll-490・717・IJ-282・5ll 

F-l07 11-5U, 

F-l09 11-482 

F・110 ll-495 

F-lll 11-451 

04 10 0.0 なし なし なし なし なし

0.4 135 s.o 27.8 5 なし I.I 0.8 石箪 I

8.4 146 2 8 39.0 0 B.8 0.4 0.4 

0 I 0 なし なし なし なし なし なし

0.0 43 04 なし なし なし 0.0 0.0 

袋に F-161とあり

1.0 0.0 なし なし なし 0.0 なし

I.I 1.2 10 o.o 0.9 0 なし 0.7 0.7 

33.9 15.6 1,727 577 206.7 7 35.5 224 ID.I 

22.0 8.0 125 28.J 50.1 2 4.4 15.0 I.I 

ペンガラ0.2

2.4 

3.2 

4.7 

5.2 65 04 15.3 0 なし 0.6 0.1 illヤ石淫片 1

0.1 3 0.0 l.l 0 なし なし なし

I.I 

4,9 

0.1 

0.8 IO 0 なし 00 0.0 

なし なし なし なし 0.0 0.0 

F-113 
11-465・13-163・164・211・220・ 
236・284・236・284 

rn.o 22.9 770 54.1 3ヽ2.8 7 0.1 ;. ↓ .5 25.5 ペンガラ 0.6

Fー114 IJ-461 1.2 0.3 0.0 0.0 0 なし なし なし

P-JJ5 ll-591・JJ-2似 6.7 I 1.0 96 0.6 20.8 0 なし 0.4 0.0 

F-116 l l-SS5 

F-117 11-487・13-472 

F・118 11-057 

F-119 I 1-470 

F-120 11-494 

F-121 11-505 

F-122 11-506 

F・123 11-52) 

F-124 ll-587 

F-125 11-512 

F-126 11-513・650 

F-127 11-511・651 

証
一

9
5
5
-
5
-
5
1

0.1 20 04 1.9 なし なし 00 0.0 

I.I J 0.2 0.0 0 なし 0.0 0.0 

0.2 0 なし なし なし なし なし なし

0.0 0 なし なし なし なし 0.0 0.0 

1.8 40 J.8 121 I I.I 00 0.0 

し

。

な

。
2

1

 。゚

し

し

な

な
I

I

 

4
.

1
 ，
 

7
 
．．．
 

3

0

 

．
．
 

0

0

 

0

9

 

2

1

 

0

0

 

o
o
 

3

2

 

．
．
 

1

4

 
O.J 

0.1 

1.7 

0.9 

0.0 

0.0 

00 0.9 0 なし なし なし

なし なし なし なし なし なし

I.I 44 0 5 31.7 l なし なし なし

0.7 8 0.3 2.8 0 なし 0.0 なし

F-128 11-547 

F-155 11-534・14-62 

0

6

2

 

0

4

9

 

6

7

5

 

L

O

I

 
ー

F-175 13-621 

F-195 13-504 

F-261 13-1 

F-262 13-492 

F-263 13-2 

F-264 13-J-7 

F-265 13-524 

F-266 13-9 

F-267 13-10 

F-268 13-11・12 

F・269 13-13.52 

F-270 13-14・15 

F-271 IJ-16 

3.9 2.9 

A
 

‘‘、n》2
 
（
 

0.2 1.0 0 なし 0.0 なし

0.3 3.8 0 なし 0.5 なし

なし なし なし なし なし なし

0.0 なし なし なし 0.0 0.0 

00 なし なし なし 0.0 00 

F-272 13-17・SOS・616 

0.6 0.0 I なし なし なし なし なし なし

(2.6) 0 I O なし なし なし なし 0.0 0.0 67-155-d区以外

3.7 0.8 16 なし なし なし なし なし なし

23.4 0.8 85 0.5 6.1 0 なし 必.2 46.2 ,1片石器 l 石炭00

12.0 0.2 12 なし 0.1 0 なし 0.0 0.0 石炭0.0

2.0 0.6 2 なしなしなしなしなしなし 石iJ10.0

3.2 10.3 3 なし なし なし なし 0.0 0.0 

8.4 05 62 なし 5.8 2 なし 8.1 8 I 禎片石閤片 1

27.9 24.1 239 29 14.9 I なし 1.0 1.0 

6.0 1.2 8 なし 0.4 0 なし なし なし

6.5 0.0 29 0.0 なし なし なし 0.4 0.4 

(24.6) 1.8 236 O.S 37.1 I 2.S 88.9 60.6 

8.0 l.l 114 1.0 2.S 0 なし 04 0.4 

(4.3) 1.2 I なし 0.0 0 なし 0.0 0.0 

2.2 0.5 II なし なし なし なし なし なし

10.6 O.S 89 0.2 24.3 I なし 60.1 47.3 

25.4 s.s 114 0.0 93 0 なし 19.0 17.4 

石i,il0.0 

贔嘔石発泡している

F・273 13-21 

F-274 13・18・512

P-275 13-20 

F-276 13-19・503 石炭0.0

F・277 13-22 

F-278 13-23 

F-279 13-28 

F-280 13-24 

F-281 13-95 

石汲0.0

7.3 

S.6 

7.6 

0.9 197 3.8 1.2 0 なし 0.4 0.2 

1.4 なし 1.2 0 なし 0.2 0.2 

I.) 12 0.1 なし なし なし 0.1 0.1 

10.4 0.7 0.1 なし なし なし 0.0 0.0 

F-282 13-37-39・439 

F-283 13-29 

F-284 13-30 

F-285 13-27 

F-286 13-32 

Fー謡7 13-33 ・ 42 

F-288 13-34・50・51 

F-289 13-35・5S5 

47.8 5.1 1,639 0.6 16.7 2 13 19.J 146 石核 I

12.l 23 91 1.2 1.8 O なし 2.8 2.8 

0.0 0.0 0 なし なし なし なし なし なし

石~0. 1

石炭0.1

1.5 

8.7 

0.2 なし なし なし なし なし なし

0.0 212 0.0 なし なし なし 1.3 1.3 

62.4 6.8 1.964 2.3 77.5 4 なし 17.7 16.1 石賎 1石核 1 石炭00

9.8 2.3 258 0.1 なし なし なし 5.6 5.) 

F-290 13-40 

F-291 JJ-36• 525・617 

12.1 3.5 78 00 11.9 0 なし I 5 I 5 

3.6 0.4 2 なし 0.8 0 なし 0.0 0.0 

15.7 0 7 8 なし 20 0 0.0 1.5 1.5 

20.8 6.4 189 1.7 2.1 0 なし 2.7 2.0 

石炭0.0

ペンガラ 0.1

F-292 13-54・63 

F-293 13-43 

F・294 ll-44 

3.4 

4.2 

。
n~ 0
0

 

0

0

 

．

．
 

0

0

 

し

し

な

な
0

0

 

0

4
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0

0

 

し

し

な

な
1
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2

1

 

1

4

 

n
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rv 遺構

表 IV-3 続き

遣構名 処理褐”
風乾土壌 2.0mm汲化 残滋 骨立量 土悩 土器 土製品 石席類黒曜石

石脳谷、点数
ペンガラ・

頂量 kg 物讀a, lfi量 g g 碩量g . 点数 重量• .. 量 g 重量g 石炭等重量 g
liii巧

F-295 l3-4l・69 

F-296 13-ll 

F・297 1)-46 

f--298 13-114 

F-299 13-91 

F-300 13-87 

F-301 13-58 

F-302 13-48 

11.6 1.0 34 0.1 11.0 0 0.1 0.1 0.0 

16.3 1.0 26 0.0 2,., I なし 0.0 なし

11, 1.0 271 OD なし なし なし 07 0.7 

21.2 4.9 9 0.0 48 0 なし 0.0 0.0 

1,.1 2.8 40 0 2 6.0 0 なし 04 04 

32.0 132 I 782 0.4 99.2 4 なし 10.7 9.1 

6, 0.4 2 なし 0.8 0 なし 0.0 DO 

6.8 1.2 19 なし 11., 2 なし 3.2 3.2 

F-303 13-49・542 33.1 3.3 228 1.8 53.7 I なし 121.9 114.1 剥片石監片2石桟 lペンガラ 0.0

F-304 13-41・57・76・78・79 6
 
O
 
0
 
3

0

 

．

．
 

9
 
0
 
0
 
3

0

 

0

0

7

0

 

7
 
1

5

0

0

6

0

 

2

し

0

し

し

°

な

0

な

な
しな

0
 
0
 
0
 
7
 

8

3

A

2

しな

5

1

 

4
 

8

1

 

2
 

1

1

し

6

しな

な

．
．
 

3

0

4

 

3
 

ー

7

1

 

4

2

 

1

7

0

 
り

•75 2
 

7

4

6

5

0

 

.

.
 4
 

゜

6

0

2

 

4. 

6

0

9

6

 

ー

、

5
 

9

6

1

7

 

8

1

1

6

 

ベンガラno石戻0,0

F-305 13-60・64 

F-306 13-527 

F-308 13-86 

F-309 13-62 

F-310 13-56 

F-311 13紐

F-314 13-82 

F-JIS 13-59 

石炭 0.0

1.2 0.9 なし ,.s 0 なし 0.0 0.0 

石以〇.0

F-316 13-61・553 

14.6 J I 6 0.0 0.0 0 なし 0.0 0.0 

20.2 13.0 25 なし 15.8 0 0.0 O.l O I 

4.1 1.8 28 0.0 なし なし なし 0.0 0.0 

29.9 6.3 l27 2-4 36. 7 I O 3 3.3 3 0 ペンガラ0」石炭00

F-317 13-67 

P-318 13-63 -70 

r--319 13-71 

F-320 13-72 

F-321 13-73 -83 

F-322 13-74 

F-323 13-"6 

F-324 13-88 

4.2 1.2 

S.2 10.0 

9.7 02 石炭0.0

0.4 0.0 

なし なし なし なし 0.0 O.Om 

0.0 0.0 0 なし なし なし

なし なし なし なし なし なし

なし なし なし なし なし なし

19.1 10.7 102 0.1 15.3 0 0.2 00 00 

8.3 80.6 57 0.0 5.6 0 れし 0,1 0.1 

6.9 

6.3 

7.8 J4 00 20.J 2 なし 0.0 0.0 

0.0 J なし なし なし なし なし なし

石炭0.0

F-325 13-117・129・147 

F-326 Il-75 

F-327 13-81・573 

F-328 13-80 

F-329 13-118 

F-330 JJ-96 

f-))1 13-97 

F-D2 13-90 

F-DJ 13-178 

F-334 ll-103・120 

p.335 13-85 

F-336 IJ-92 

f.JJ7 ll-104 

F-338 IJ-514 

F・339 ll-489 

F-340 13-93・!JO

F-341 13-94・131 

F-3'2 13・105

F-343 13-84・543 

F-344 13-98 

F・345 ll-152 

F-346 ll-99・317 

1

7

5

5

5

い

g

5

0

1

”

叩

邸

5

5

5

1
7
5
5
5
7
6
3
5
1
1
5

り

叩

5

t

l

5

5

し

し

し

し

し

し

し

し

し

し

し

し

し

し

な

な

な

な

な

な

な

な

な

な

な

な

な

な

1

0

5

0

2

 

0
 
0
 
1

1

0

0

5

。5

2
7
0
5

血

3
3
9
7
7
4
0
5
2
8
2
2
0
2
5
6
3
5

叩

5

5

5

0

m

1

0

0

2

1

0

3

5

5

0

1

5

8
1
1
1
1
0
g
1
0
0
1
4
8
1
6
9
5
4
1
3
6
1
ー

2
5
1

1
2
い
0
5

ぃ
m
5
5
"
5

い

2
3
2
6
0
0
1
m

5
0
8

ぃ
”
3
6
9
3
0
5
3
9
6
3
9
0
4
1
4
2
5
8
5
5.9 1.4 0.0 なし なし なし 0.1 0.1 

69.8 35.1 764 16.1 60.9 4 9.0 78 5.4 

49.6 18.7 556 G.S 13.4 0 2.1 19.2 13.7 

19.9 7 2 37 0.0 10.7 0 なし なし なし

13 2 2.5 26 0.0 4.8 0 なし 0.0 0.0 

1.7 0.2 3 なし なし なし なし なし なし

3.1 I 7 2 なし なし なし なし 0.0 0.0 

F-347 13-89 

10.9 5.9 

3.3 12.2 

f.tし 00 0 なし 0.0 0.0 

なし なし なし なし なし なし

F-348 13-106・111 

F-3SO 13-108 

F-JSO力¥ 13-102 

58.9 4 6 567 0.0 II 9 I J.I 1.6 0.9 

5.5 l.l 17 なし 10.5 0 なし 0.8 0.8 石鏃 I

2 7 32.8 66 なし 6.2 0 なし 0.4 0.2 

(7.1) 8.4 6 なし 0.5 0 なし なし なし

焼土の上の以化物層

F-352 13-IO'I・557 

F-353 IJ-148 6.2 2.2 ]4 0.1 4.) 0 なし 1.6 I.(, 

F-354 13-110・121・123・132 50.9 9.5 89 •.5 12.2 0 0.6 3.1 1.9 石鐵 I

f.355 13・I 19・133

F-356 13-122・134 

7.0 0.9 なし 0.1 0 なし 0.1 0.1 

F-357 IJ-112 

9

6

 

．
．
 

I

O

 

9

7

 
ni 

し

し

な

な
0

0

 

0

3

 

・
l
l

0

0

 

0

0

 
8
 

5
 
5
 

5

8

 

2

5

 ，
 

ー4

し

F-358 JJ-1 JJ・124 

F-359 13-12.1・J28 

F-360 13-JJS 

rヽ361 I)・116

8.2 1.3 16 0.0 I .4 0 なし 0.1 0.1 

F-362 13-126・322 

F-363 13-142 

f-364 13-127 

F-365 13-136 

F-366 13-556・574 

F-367 13-345・558 

F-368 IJ-473 

F-369 IJ-128 

42.1 13.8 91 0.3 416 2 5.0 4.2 I 2 

IO 0.2 2 なし なし なし なし 0.2 0.2 

7.7 J.J 46 なし なし なし なし なし なし

Jl.O 5.3 J 00 なし れし なし 0.0 0.0 

6.2 4.3 4 なし 1.4 0 なし なし なし

7.7 5.0 J なし なし なし なし なし なし

5.5 0.1 67 0.1 なし なし 2.6 0.0 0.0 

14.3 4.8 18 0.4 5.7 1 なし 0.5 0.5 

F-.172 13-143・ 瑯

F-373 13-212 

F-374 13-137 

8
-
1
-
1

＿竺
08
＿39

砂

5

0

0

5

5

5

9

し

0

し

し

し

d

な

0

な

な

な

5

し

し

し

し

し

2

な

な

な

な

な

し

し

し

し

し

ー

な

な

な

な

な

2

し

し

し

し

し

35

な

な

な

な

な

0

し

し

し

し

し

0

な

な

な

な

な

2

1

0

1

1

2

0

1

 

2

0

o

l

o

3

 

l

0

0

1

0

0

 

石炭0.0
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IV章付表

表 IV-3 続き

達構名 処坦番け 石器等点数
ペンガラ・

石；；；'.'1111量g 蝙考

F-37l 13-ll6 

F-377 13-149 

F-378 13-340 

F-379 13-441・526 

風乾土壌 2.0mm炭化 残液 骨電量 土設 土器土製品 石寇類 黙ぼ石

頂塁lg 物lli量 g 吼量 g & 11\量• 点数 厨量g l!i量g lfl量g

27.J 45.6 250 0.0 S.4 0 なし l8 0.0 

6.7 1.9 7 なし 6.0 I なし 0.0 0.0 

0.1 0.0 なし なし なし なし なし なし なし

(27.2) 19.2 294 10.I 43.3 2 なし 0.2 0.2 石炭0.0

F-380 13-144 

F-381 13-153 

F-382 13-145 

F-383 ll-165 

F-383 13-329 

F-384 13-162 

F-385 13-lll 

F-386 13ー154・559

F-387 13-100・I 15・585 

2
4
-
5
7
-
0
3
-
7
1
-
3
7
 

0.2 なし なし なし なし なし なし

4 3 92 なし なし なし なし なし なし

2.0 

1.8 

0.7 

し

し

し

な

な

な

し

し

し

な

な

な

し

し

し

な

な

な

し

し

し

な

な

な

し

し

し

な

な

な

し

し

し

な

な

な

ペンガラ 0.0

F-.188 13-157 

F-390 IJ-158・255 

F-391 13-159 

F-392 13-160 

F-392 13-242 

F-394 13-179 

F・J9S 13-166・S60 ペンガラ0,0

F-396 13-161・167・182・202・205

F-397 IJ-16R 

F-39R 13-169 

F-399 13・170

F-400 13・171

81.5 118 367 1.9 ~.5 2 なし 16 8 9.0 .!¥製石訟／ヤ I

5.0 16.6 1 なし 0.0 0 なし なし なし

(19.7) 13.0 45 0.0 2.3 0 なし 。.0 0.0 

(46.2) 7.6 123 0.0 116 0 なし 1.0 O.J 

11.9 14.7 150 0.2 29.4 2 なし 0,8 0.5 

7 J 5.5 296 1.7 2.0 1 4,0 0.0 なし

13.0 25 2 なし 0.9 0 なし なし なし

4.6 5.8 19 なし なし なし なし 0.0 0.0 

2.2 2.8 11 なし なし なし なし なし なし

25 7.8 18 0.9 50 1 なし 0.1 0.1 

17.9 7 9 27 なし JA O なし 0.0 0.0 

112.1 9.5 99 12 -~5.0 2 0.5 2.1 15 

4.6 7 9 5 なし なし なし なし なし なし

3.4 

8.8 

3.8 

し

し

。

な

な

。

4

2

0

 oi 

n
i
o
 

し

し

し

な

な

な

0

0

0

 

0

2

0

 

O

L

 

，
 

3

1

 

．
．
 ゚

0
 
0
 
0
 

2
 

3

9

 

1

3

 

5

6

6

 
．
．
 

1

0

4

 

F-401 13-175・575・629 

F-402 13-176 

F-403 13-1記

F-404 13-172• 187・197・231-235 

F-405 13-177 

F-406 13-180 

F-407 13-188 

F-408 13-193 

F.4Q<J 13-1的

F-410 13-190 

F-411 13-181 

F-412 13-192・323・330・331 

10.8 7.3 20 0.0 0.3 0 なし なし なし

1.0 0.0 0 なし なし なし なし なし なし

4.0 5.8 I なし なし なし なし なし なし

573 59.0 839 142.1 311 5 18 6.0 31.6 21 3 石低 1石校 1 ペンガラQI石iiill.9

4.9 12.7 3 なし なしなし なし なし なし

17.6 5.0 73 00 186 0 なし 0.6 0.0 

4.9 20.5 2 なし なし なし なし なし なし

II 7 12 0 17 0.3 なし なし なし なし なし

2.1 5.6 5 なし 0.6 0 なし なし なし

3.1 I.I 0 なし なし なし なし なし なし

5.5 02 0 なし なし なし なし なし なし

48. 7 34.0 389 0.2 36.2 2 なし 3.7 3.7 

r,-413 13-191 

F-414 13-251 

F-415 13-194 

F-416 13-184 

r,-417 13-198 

1
1
-
5
一
暉

00 0 なし なし なし なし 0.2 0.2 

43 178 0.8 10.5 0 なし 9.7 8.2 点i!ヤ石瀦片 1

9.9 4 なし なし なし なし なし なし

F-418 13-199・206 

13.0 4.2 32 0.7 IO 0 なし 0.0 0.0 

1.4 0.1 I 0.0 なし なし なし 0.0 0.0 

22.J 7.1 220 4.6 22.2 I なし 15.3 3~ ペンガラ 1.2

P-418か IJ-195

P-419 13-201 

3.0 14.2 遺構外かも知れず

9.3 7.5 

なし 0.2 0 なし なし なし

0.2 264 0 なし 4.3 2.6 

F-420 13-183・213・221・237・250・606 75.7 47.9 1.647 85 54.5 2 18 2 18.5 11.4 

F-422 13-2C以 5.7 6.4 2 なし なし なし なし 0.0 なし

F-423 13-209・14-39 10.3 14.8 JJ 0.0 2.8 O なし 0.8 0.6 

石炭0.1

石炭5.0 防渠工により攪乱

F-424 ll-210 

F-425 ll-219 

F-426 IJ-214 

F-427 13-215・216 

F-428 IJ-223・238 

F-429 1 l-224・239 

F-430 13-240・474 

F-432 IJ-227・241・252 

F-433 13-226・243・253・254 

F-434 13-217・225・244 

28.5 11.8 262 なし 3.0 0 なし 22.4 22.4 

6.3 0.9 33 0 2 0.9 0 なし 0.1 0.1 

3.3 I 6 2 00 なし なし なし なし なし

iO 11.6 105 なし なし なし なし 0.0 0.0 

I I.I 0.2 3 なし なし なし なし なし なし

5

4

 

I

O

 

0

6

 

5

6

 

0.0 なし なし なし なし なし

なし 0.0 0 なし なし なし

ー艤石

4

7

9

 

•• 1

7

1

 

3

4

6

 

．

．

 

2

8

3

 

2

し

し

0

な

な

1

0

0

 

3

3

0

 

1

9

0

4

 

0

0

7

 ni 

．
．
 

3

3

 

6
6
3
8
5
8
 

4

1

1

 

9

7

0

 

．
．
 

8

6

2

 

3

2

0

 6
 

9

_

 

I

I

 

石炭0.8

石炭0.1

F-435 13-228 23.5 1.2 178 0.0 20.5 I 0.7 0、4 0.4 

F-436 13-229・615 

F-437 13-218・230・2'5 

F--138 13-290 

F-439 13-2'6 

F-441 13-249 

F-442 13-262 

F-444 13-24 7 

F吟 13-248・518

F-447 13-257 

F-448 13-263・ 595 

F-449 13-361 

F-450 13-258 

f-451 13-259 -264 

F-452 13-260・265 

F-453 IJ-266 

1

2

し

。

な

0

0

2

 

4

2

し

。

0

2

な

。

〇

し

し

し

0

な

な

な

゜
しな

0

1

 

7

d

し

。

9
2
3

な

。

9

1

0

し

0

0

0

な

2
 

2

6

2

1

 

ー2-

2

2

0

 

．

．

．
 

I

I

O

I

 

9

6

 

9

3

 

3

6

o

l

 

3

1

 

石炭0.0

0.3 

9.3 

4.5 

0.0 胡 00 254 I なし 0.1 0.1 

3.9 371 15.2 86.8 6 なし 6.5 3 3 

J.5 78 0.1 21.3 0 0.0 なし なし

(3,8) 0.1 

8.5 6.3 

なし 1.4 0 なし 0.4 0.4 

なし なし なし なし 00 0.0 

14.9 IJ.2 142 0.0 15.1 0 なし 0.1 0.1 石；；；0.0 

7
-22
＿
⑬
一

09-29

1.8 55 0.6 7.5 0 なし 0.0 0.0 

3.2 21 なし I 4 0 なし 0.0 00 

1.9 67 0.4 0 5 0 なし 0.0 0,0 

0 5 26 0,2 3.2 0 なし 0.1 o., 
2.7 K2 5.3 0.6 0 なし 0.6 0.3 
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[V 遺構

表 [V-3 続き

遣構名 処牲番号
風乾土填 2.0n血以化 残ill 竹印逗 土器 土器 土製品 石器類 黒罐石

霞麗 kg 物11¥lilg 塁lilg G .Ill且g 点数 蘊量 g ... 量g lli: 量 g 石器等点数
ペンガラ・
石炭等重量g

傭考

F-454 13-299 

F-456 13-273 

F-457 13-274 

F-458 I 3-285 

7.3 5.2 38 I.I 1.8 0 なし 0.3 0.3 ペンガラ 0.0

2.2 0 5 なし なし なし なし なし なし

274 33.6 16 1.5 2.0 0 なし 00 0.0 

ペンガラ 0.1

石炭0、0 残決に粘土状の不明物

4.9 0.9 なし なし なし なし 0.6 0.6 

F-459 13-261 • 287・288・304 86.7 398.6 11,624 0.1 421.5 29 15.7 18.1 1.6 石鏃 l ペンガラo.o オニグルミ内屎皮の集積

F-460か IJ-291

F-462 IJ-JJ2 

F-463 IJ-347・431 

F-464 JJ-279 

F-466 J}-295 

F祁 7 IJ-286 

F-468 I J.JOS 

F-469 IJ-305 

F-470 IJ-2<JJ 

F-472 IJ-296 

F-473 IJ-300 

F-474 IJ-297 

F-475 JJ-JOJ 

F-476 IJ-309 

F-477 13-JIO 

F-478 13-3()6 

4.4 

1.6 

0.6 

1.2 

し

し

な

な
し

し

な

な
し

し

な

な
し

し

な

な
し

し

な

な
0

0

 

0

0

 
0

し

0

な
0

し

0

な

し

し

な

な
l

o

 

5

2

 

．
．
 

8

2

 

0

し

°

な8
 

7
 
2
 

6

0

 

0

3

 ，
 
。

q心り

6.1 

3.7 

4,1 

1.7 11 0.8 3.1 I なし 0.4 0.0 

1.5 

0.0 

0.0 なし なし なし 0.0 なし

なし なし なし なし なし なし

石炭0.1

11.5 20.0 )0 ),8 0.0 0 なし 0.1 0.1 

4.6 

4.9 

6.7 

1.9 

0
 
C, 

0
 
0
 
n》

．

．

 

o

l

o

 

0

4

 
O
 
0
 

．
．
 

0

2

 
O
 
0
 

6

し

し

し

な

な

な

ー0
 
0
 
O
 
0
 

4

9

2

5

 

••• 2

5

5

9

 

8

8

1

6

 

0

0

0

1

 2
 

6
 
4
 

9

9

 

5

1

ー

4

6

6

8

 

．

．

 

n~ 1
5

)

6

 

ペンガラ 0.0

F-479 13-302 • 519 

4.2 28.1 23 0.0 なし なし なし 00 00 

12.8 148 84 2.0 1.6 0 なし 0.1 0.0 

9.7 4.6 14 0.2 0.8 0 なし 0.0 0.0 

23.7 I 1.0 161 0.0 なし なし なし 2.3 2.3 

(3.4) 0.0 I なし なし なし なし 0.0 0.0 

F-480 13-313 

F-481 13-函

F-482 13-311 

F-483 13-314 

F-484 13-413 

F-485 13-333 

F-487 13-316 

F-488 13-315 

F-489 13-318 

2.9 0.0 

JJ.J 1.8 

なし なし なし なし 0.0 なし

なし なし なし なし なし なし

5.5 

0.4 

7.8 

12.4 51 I.I 0.4 0 なし 0.1 0.0 

0.0 0 0.0 なし なし なし なし なし

1.5 7 なし 3.3 0 なし なし なし

ペンガラ 0.0

0

8

 

．
．
 

o

l

 

n
)
5
 

0

4

 

し

し

な

な
o

l

 

ー

6
.

7

 

2
 

0

3

 

．
．
 

l

l

 
6
 
2
 

ー

40 8

5

 

5

3

 
ー

2

2

 

2

3

 

ー

2 ペンガラ 1.8

8.4 

0.8 

2 2 50 0.4 2.2 0 なし 4.1 4.1 

0.1 0 なし なし なし なし なし なし

F-490 13-321・334 46.2 58.5 1,369 22.2 216.6 21 4.6 10.9 3.9 ,/'I片石器 l ペンガう0.0石；；；0.0 

F-491 Jl-335 6.7 

F-492 13-324・336 

F-493 IJ-32S・397 

F-496 13-319 

F-497 13-320 

F-498 13-3)7 

F-499 13-338 

F-500 13-326・387 

F-501 13-327・465 

F-S02 I 3-623 

F-503 13-339 

F-50S ll-341 

F-S07 13-342 

2.5 

0.9 

0.4 

0.0 なし なし なし 0.0 0 0 

0.0 なし なし なし なし なし

6.4 

3,6 

2.2 

6.6 

14.8 6 なし 0.0 0 なし 0.0 00 

I 2 60 0.0 35.8 2 なし 0.3 0.3 石鎧 I

I I 4 なし なし なし なし なし なし ペンガラ 0.0

1.3 0.0 なし なし なし 0.0 0.0 

8 6 I 4 14 0 4 なし なし なし O.l 0.1 

33.9 16.l 308 21.7 39 6 I なし 0.0 0.0 

13.9 2.0 2 なし なし なし なし 0.1 0.1 

12.1 4.5 26 56 なし なし なし なし なし

石炭0.0

ペンガラ 0.0

3.7 

4.1 

2.6 

〇

し

0

な

0

し

O

な

3

し

0

なしな゜
0

し

ー

な
ー

し

0

な

゜
ー

4
 

2

0

 

l

l

 
1.4 

F-508 13-348・442 

F-510 13-352 

F-511 13-349 

F-512 13-350 

F-514 13-363・448 

F-515 13-353 

F-516 13-371 

F-517 13-359 

8.3 0.1 

2.5 0 2 

1.4 0.9 

15 なし

144 1.2 

2.3 0.8 

O
O
O
O
O
O
5
5
0
0
5
 

0
0
0
0

⑬

邸

⑬

0
0
5

し

し

し

し

し

し

し

な

な

な

な

な

な

な

し

し

し

し

し

し

ー

な

な

な

な

な

な

し

し

し

し

し

5

し

な

な

な

な

な

6

な

し

し

0

し

し

し

し

な

な

0

な

な

な

な

6.9 

) .8 

1.5 52 0.4 4.0 0 なし 0.0 00 

0.1 7 なし なし なし なし 00 0.0 

石炭0.0

F-518 13-357・362 

F-519 Jl-358 

F-520 13-354 

r--521 J).)51 

F-522 13-355 

F-523 13-356 

r-524 I 3-364 

61 4).9  169 9.9 9.0 0 1.4 10.) 10) 

II 9 9.0 JO 1.5 なし なし なし 0.0 0.0 

1.8 3 J 6 なし なし なし なし なし なし

8.1 2.2 7 0.0 なし なし なし なし なし

I.) 02 0 なし なし なし なし なし なし

I.I 0.7 I なし なし なし なし なし なし

J.I 0.0 10 0.0 なし なし なし 0.0 0.0 

F-S2S IJ-J6S・369 

F-526 13-372 

F-527 13-393 

F-529 13-368・370 

ド-530 13-367 

F-533 ll-388 

F-535 ll-373 

F-536 13-378 

F-537 ll-374 

F-538 13-386・596 

F-539 13-379• 380 

F-540 13-520・586 

0

6

4

1

しな

．

．

．

 

0

0

 

o
 o
 

9

6

8

1

し

0

な

．
．
 

0
 
0
 
0
 

5

し

し

し

し

し

な

な

な

な

しな

0
 
0
 
0
 
0
 

1

8

2

2

し

1

4

1

1

0

な

4

2

0

2

し

0
1
3

乙

0

なー

7

4

5

1

 

1

8

,

2

 

I

I

 

2

4

 

6
 

0

6

 .
0

4

1

 

ー

2

3

 

8

9

2

9

8

 

．

．

．

 

2
 

1

1

2

5

 

2

1

1

1

 

3.7 

3.5 

1.4 

3.6 

なし なし なし なし 0.0 0.0 

なし なし なし なし なし なし

F-511 13-375 

F-542 13-376・410 

17 0 422 88 0.4 15.5 0 なし 1.3 1.1 

4.2 2.2 5 なし 0.5 0 なし なし なし

149 28 127 なし 87.3 2 0.7 0.4 0.1 

11.7 163 60 0.0 1.5 0 なし 1.2 1.2 剥片石器 I

(18.5) 6.7 54 21 3 78 l 9.7 1.4 0.2 石鰈 1

1.4 O.J 5 なし なし なし なし なし なし

20.0 2.8 111 0.0 7.8 0 なし 2.1 2.1 石核 l
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IV章付表

表IV-3 続き

遺構名 処理酋号
ベンガラ・

石炭等虞量g
渭ク

F-543 13-443 

F-545 13-298・382・587 ペンガラ 0.0

F-546 I 3-383 

F-547 13-381 

F-550 13-395 

F-551 13-611 

F-552 JJ-396 

r,553 13.394 

F-557 JJ-400 

F・558 J]-389 

F-561 13-390 

F-562 I 3-398 

年土壌 2.0mmi.il化 残減 竹1Jllll 士沿 土器土製品石紐頬黒濯石
項旦kg 物瓜最g 喧量 g g 巫Jilg 点数 瓦量 g 重量、 重量g

石苫等点欺

8.8 08 54 11.9 なし なし なし なし なし

(12.5) 7.4 81 1.5 4 6 0 なし 0.0 0.0 

5.0 0.8 10 0.0 なし なし なし 0.0 0.0 

11.J 25.8 75 なし 6.8 1 なし なし なし

17.8 52 16 0.1 3.0 0 なし 00 0.0 

(1.9) 1.2 16 なし 11.J 1 なし なし なし

7.0 

J.2 

3.5 

0.4 

0

0

 

0

0

 

0

1

 

0

0

 

し

し

な

な
し

し

な

な
し

し

な

な
し

し

な

な

石炭0.0

2.8 1.7 4 なし 0.0 0 なし 0.0 0.0 

11.9 1.7 62 なし 1.8 0 なし なし なし

5.0 07 I なし なし なし なし なし なし

3.6 9.5 なし 0.0 0 なし 0.0 0.0 

F-563 13-399・ 叩 l・404

F-564 13-403 

F-565 13-419 

r-566 13-405 

F-567 13-402 

F-568 13-406 

F-570 IJ如 ・427・428

F-571 13-414 

F-572 13-411 

F-573 13-415 

F-574 13-432 

F-575 13-409・561 

F-576 I 3-444 

F-577 13-420 

F-578 13-416 

F-579 13-417 

F-582 13-421 

F-585 13-422 

F-586 13-450 

F-587 13-433 

F-588 13-423 

F-589 13-429 

F-S'lO 13-424 

F-591 13-554 

F-592 13-425 

F-563 13-528 

F-594 I 3-506 

F-596 13-430 

F-597 13-434 

F-598 13-435・515 

F-600 13-436・445 

F-601 13-438・446 

F-602 13-447 

F-603 13-437 

F-605 13-449 

F知 13-451

9.6 8.4 11 0.0 3.3 0 なし 0.1 0.1 

1.2 0.0 I なし なし なし なし なし なし

15.0 26 300 15.4 なし なし なし なし なし

2.8 6.5 I なし なし なし なし なし なし

106 44 29 0.0 1.8 0 なし 0.4 0.4 関片石器片 1

7.6 4.6 15 なし 0.3 0 なし 0.2 なし

15.7 0.1 338 0.0 なしなしなし 0.0 なし 石炭0.0

7.6 0.8 2 0.1 なし なし なし 0.3 0.3 

2.4 0.0 2 なし なし なし なし 0.1 0.1 

残沿に澱入砂多い

7,0 2.2 なし なし なし なし なし なし

14.9 3.4 4 0.0 なし なし なし 0.0 0.0 

93 1.4 35 0.1 8.9 0 01 なし なし

7.J O I O なし なし なし なし なし なし

2.6 0.7 I なし なし なし なし なし なし

0.8 

J.l 

0.1 なし なし なし なし 0.0 00 

0.8 I I 0.¥ なし なし なし 1.l 1.l 

11.2 I.I 12 0 I なし なし なし 0.0 0.0 

7.2 3.8 12 0.0 なし なし なし なし なし

3.3 02 I なし なし なし なし 08 00 

13 4 3.2 26 なし 11.6 0 なし 2.6 1.9 

0.6 0.9 なし なし なし なし なし なし なし

5 I 3.0 5 0.0 なし なし なし 0.3 0.3 

3.0 1.0 I 00 なし なし なし 00 0.0 

(0.6) 0.2 I なし なし なし なし 0.0 0.0 

2.0 3.3 3 なし 0.3 0 なし なし なし

8.1 14.1 44 0.0 23.9 3 なし 0.0 0.0 

(7.8) 1.9 0.0 なし なし なし 0.0 0.0 

し

0

9

9

4

7

し

な

2

0

立

1
8
0
な

)

0

9

 

0
 
"
 
7

し
0

な

•• 

6

2

.

 

3

2

 

1

2

0

 

し

し

し

0

0

し

し

な

な

な

ー

0

な

な

1

6

 
0
 
0
 

し゜
しな
な

し

6

し

9

8

0
 
0
 
ni 

•6. 

゜

ー

な

0

な

4
4
1

し

4

3

0

3

ー
し

な

1

1

2

5

7

0

な

ー

5

1

3

4

8

9

0

8

ー

6

2

 

6

3

 

2

6

1

1

'

6

0

 

．

．

．

 

2

1

 

3
 
2
 

n

i

5

2

5

 

6

0

1

2

5

0

4

 

ー

4
 

.

0

3

3
 

ー

0

1

4

2

1

4.0 4.2 15 なし 2.2 0 なし なし なし

F-607 I 3-452・576 

2.9 0.5 3 なし 0.2 0 なし 0.0 なし

17.4 4,0 13 0.1 なし なし なし なし なし

F-608 13-453 2.1 0.6 

F-609 I 3-462・588 12.3 7.1 

なし なし なし なし なし なし

0.0 なし なし なし なし なし

F-610 13-454 

F-611 13-4S5・571 

P-612 13-456 

F-613 13-457・577 

F-614 13-458・S78 

F-615 13-467 

F-616 13-459 

F-617 13-464 

F-619 13-466 

F-620 13-463 

F-621 13"168 

F-622 13-469 

F-625 l'.1-480 

F-626 13-470 

F-627 13-471 

F-628 13-490 

F-629 13-481 

6.5 2.0 15 なし 0.0 0 なし なし なし

33 7 10.0 346 0.0 20.9 I 16.0 0.7 0.0 

3.7 0.1 2 なし 0.8 O なし なし なし

(J.8) 0.4 I なし なし なし なし なし なし

7.4 0.7 14 なし 1.6 0 なし 0.1 なし

20.6 9.8 65 0.0 51.8 5 なし 39 3.2 

08 0.0 なし なし なし なし なし なし なし

19.2 24 l 60 2.5 4.8 0 0.5 0.2 なし

45.6 JI 8 163 3.7 64 0 1.9 25 0.0 

84 l 2 4 なし 1.6 0 なし なし なし

JJ.2 34 23 0.1 13.2 0 なし 0.4 0.) 

2.8 0.5 17 なし なし なし なし 00 0.0 

9.3 2 8 7 なし 0.3 0 なし なし なし

11.5 2.0 7 なし 2.9 0 なし 0.0 0.0 

6 3 09 I なし なし なし なし なし なし

ペンガラ 0.0

ベンガラo.o

5.2 

2.1 

2.5 

0.2 

0.0 0.1 0 なし なし なし

00 なし なし なし なし なし

F-630 13-482・580 (4.8) 9 6 54 なし 07 0 なし なし なし

f,6JI 13475 

。
9
>

゜
J
 

なし l.5 0 なし なし なし

F-632 13-483・544 

HJJ 13-476 

F-6又 13-477

F-635 13-622 

9.9 

5.4 

1.6 

5.1 67 0.0 17.l O 0.6 2.0 なし

0.2 I 0.0 なし なし なし なし なし

0.6 2 なし なし なし なし なし なし

14.3 4.2 I.I 4.9 0 なし 。.0 0.0 ペンガラ0.0
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IV 追構

表IV-3 続き

遺構名 処翌濤号
ペンガラ・

石炭等重量g
面今

F-636 13-625・14-46 

F-637 13-478・479 

F-639 13-484 

F-640 13-485 

F-641 13-486 

F-642 13-487 

F-644 13-488 

F-645 I 3-<>07 

F砂 13-491

F-647 13-493 

F-648 IJ.494 

P-649 13-501 

F-650 13-495 

F-651 I 3-500 

F-652 13-496 

風範土墳 2.0mm炭化 残漬 貸霞量 土器 土器土担品 石紐類 黒嶋石

璽量kg 物啄I!:g !1111 g g 111区g 点致 婁量g 重量g 重量g
石臨笞点数

13.2 17.6 46 0 0 13.2 I なし 0.5 0.0 

5.9 

5.1 

17.7 

0.1 

0.6 

なし 2.4 0 なし 0.2 0 2 

なし なし なし なし なし なし

1.0 12 0.0 0.2 0 なし なし なし

10.0 0.8 18 なし 1.6 0 なし 0.3 なし

ll.l l.2 

2.1 O.l 

なし 1.0 0 0.9 0.1 0.1 

なし なし なし なし なし なし

14.0 9.4 24 0.2 1.9 0 なし 3.8 なし ペンガラ 0.0

6.7 

5.5 

0.7 10 0.0 8.4 0 なし 0.1 0.1 

1.3 なし なし なし なし 0.2 0.2 

21.2 0.5 815 4.8 なし なし なし 0.2 0.2 

4.6 0.2 0.0 なし なし なし 0.0 0.0 

F-<53 13-497・545・612 

18.4 3.5 18 00 5.3 0 なし 0.0 0.0 

8 5 1.9 10 なし なし なし なし 0.0 なし

3 6 4.1 2 なし なし なし なし なし なし

(38.2) 2.1 228 0.1 34.9 I なし 15.5 ]5.4 ペンガラ 0.0

F約 ll-498

F-655 1 l-508 

F-657 JJ. 如

F-659 13-513 

P-660 ll-509 

F-662 ll-510 

9.j 11.7 172 なし 4.8 0 なし 2.8 o.o 
70 4.7 6 0.6 なし なし なし 0.0 なし

8.9 11.3 13 0.0 なし なし なし なし なし

20.1 6.6 103 1.9 30.4 2 なし 0.4 0.4 

(0.4) なし 1 なし なし なし なし なし なし

ペンガラ 0.1

(2.8) 0.0 0.0 0.0 0 なし 0.0 0.0 

F-664 13-516・ 521・529 

F-665 13-522 

F-666 13-530 

F必 7 13-531 

F-668 13-532 

F-669 13-533 

F-670 13-534 

F-671 13-535 

F-672 13-536 

P-673 ll-ll7・613 

F-674 13-llS • 626 

F-675 13-562 

F-676 13-546 

F-677 ll-539・547 

F-678 13-540 

(55 6) 12 I 223 3.7 39.6 3 5.1 60.3 60.2 剥片石器 1 石炭0.0

3.2 1.4 D なし なしなしなし なし なし 石炭0.0

(2.6) 0.9 15 0 5 7.1 0 なし 0.2 0.2 

(4 6) 0.0 I なし なし なし なし 0.1 0.1 

4.4 2.2 なし 1.9 0 なし 0,0 0.0 石炭0.0

し

し

し

な

な

な

0

し

し

0

な

な

し

し

し

な

な

な
し

し

な

な

。
2

し

し

ー

な

な

し

し

し

な

な

な
2

4

 

5

9

8

 

．
．
 

6

0

4

 

,
”
i
6
 

3

S

i

3

 3.3 J.O なし なし なし なし 00 0.0 

ペンガラ 0.0

ペンガラ 0.1

F-679 13-548 

F-680 I 3-549・597 

F-681 13-550 

F-682 ll-551・563 

22.7 2.4 140 00 3.6 0 なし 9.9 9.6 石鐵 I

27.1 69 37 0.0 0.4 0 0.7 00 0.0 

12.0 9.6 87 なし 35 6 2 なし 1.0 0.7 

5.0 1.0 2l 0.0 ,.o 0 なし 0.J 0.0 

(62) 1.7 25 なし 5.0 0 なし 0.0 0.0 

(0.4) 0.0 I なし なし なし なし なし なし

9.1 1.2 497 0.0 13.9 0 0.0 0.0 0.0 

(06) 0.4 I なし なし なし なし 0.0 0.0 

(0.6) 02 0 なし なし なし なし なし なし

29.8 l.9 376 1.0 8.9 o なし 7.2 7.1 ペンガラ 0.1

F-683 I J-564 

F-684 13-565 

F-685 13-566 

F-686 13-567 

F-687 13-569 

F-688 l J-568 

F-690 I J-570 

F-69 l 13-582 

F-692 13-581 

F-694 13-583 

F-695 1 l-589 

F-696 I J-590 

F-697 13-592 

F-698 13-591 

F-699 13-598 

F-700 13-593 

F-701 13-594 

F-703 13-599 

F-704 ll知

F-705 13-601 

F-706 I l-602 

P-707 13必 3

F-709 I J-604・I↓ 10 

F-710 13-605・608 

F-711 ll-614 

F-712 13-618 

F-713 13-609 

F-716 13-610 

F-717 13-619 

F-721 13-620 

F-722 13-624 

F-724 I J-627 

F-725 I J-628 

1

4

 

0

0

 

‘,9‘‘,' 
6
 ゚

2

3

 

（
ヽ
＼

6.3 

6.1 

2. 〇

0.7 

なし なし なし なし なし なし

0.0 0.4 0 なし なし なし

なし なし なし なし なし なし

なし I.I 0 なし 0.0 00 

ペンガラ 0.0

0

0

し

4

0

し

し

0
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し
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し

し
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し
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0
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5
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0
2
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0
1
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1
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2
0
0
2
0
8
N
5
0
2
2
5
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0
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0
4
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91

ロ
5

5

5

⑪

⑬

1
9
0
7
5
2
0

い
1

い

3
6
c
O
4.4 6.4 0.1 LO 0 なし なし なし

(J.8) 1.8 79 なし 0.9 0 なし なし なし

24.8 24.l 387 0.1 2.9 o なし ） .7 0.4 

8 2 0.8 l08 0.0 IJ.O I なし なし なし 金属0.1 地層断面畦1こ投してl'!i/£

7.0 

1.5 

1.6 21 0.2 0.5 0 なし 0.0 0.0 

0.2 なし 0.0 0 なし 0.0 0.0 

(I.6) 1.0 19 なし 18 2 I なし なし なし

7 3 3.0 24 0.0 10.9 I なし 0.0 0.0 

25.I 67.8 1,334 なし 32.I 0 なし 48 48 

4,0 1.0 6 なし なし なし なし 0.0 0.0 ペンガラ 0.2

3.6 

3.5 

4.7 

9.7 

2.4 

0.0 

なし なし なし なし 0.0 00 

なし なし なし なし なし なし

0

2
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IV章付表

表 IV-3 続き

l11構名 処理悉乃
風乾土墳 2,0a,m炭化 残注 仔直只 土器 土器士製品 石甜類 黒罐石

碩瓜kg 物!Illig lli量& g 重量g 点数 瓜景g 霞Jilg 重量g

22.2 2.8 77 なし なし なし なし 1.9 1.9 

5.6 0 5 15 なし なし なし なし なし なし

8 2 5.5 7 なし なし なし なし 0,0 0.0 

6.1 1.2 24 01 なし なし なし 0.3 0.3 

4.5 0.4 4 なし なし なし なし なし なし

15.6 お0 33 なし なし なし なし 0.0 0.0 

12.9 25.5 18 0 0 なし なし なし 0,1 0.1 

3.0 9.4 1 なし なし なし なし なし なし

25 0.4 3 なし なし なし なし なし なし

石雑辱点数
ベンガラ・

石炭等重量g
儡考

F-727 14-1 

F-728 14-2 

F-729 14-J 

F-730 14-4 

F-731 14-5 

F-732 14-7 

F-733 14-8 

F-734 14-9 

P-735 14-11 

F-736 14-12 

F-737 14-13 

F-738 14-14 

F-739 14-48 

F-740 14-lS 

F-741 14-16 

F-742 14-17・156 

F-743 14-158 

F-7心 14-19・15S

F-745 14-18• 154 

F-746 14-20 

F-747 14-21 

F-748 14-22 

F-749 14-23 

F-750 14-24 

F-753 14-25 

F-754 14-26 

F-755 14-27 

F-756 14-28 

F-757 14-29 

F-758 14-30 

F 759 14-31 

F-761 14-33 

F-762 14-32 

F-763 14-34 

F-764 14-43 

F-765 14-35 

F-766 14-131 

F-767 14-115 

F-768 14-116 

F-769 14-178 

P-771 14-36 

F-774 14-143 

F-775 14-37 

F-776 14-40 

F-777 14-追

F-778 14-41 

F-779 14-42 

F-780 14-45 

F-781 14-44 

F-782 14-49 

F-783 14-50 

F-784 14-51 

F-785 14-54 

F-786 14--01 

F-787 14-47 

F-7S8 14-52 

F-789 14-53 

F-790 14-55 

F-792 14-56 

F-793 14-57 

F-794 14-58 

F-79S 14-63 

r-796 14-59 

F-797 14-60 

F-800 14-82 

F-801 14-64 

F-S02 14-65 

5.9 

I.I 

5.0 

、1,8 10 なし なし なし なし なし なし

2.2 

1.2 

し

し

な

な
し

し

な

な
し

し

な

な
し

し

な

な
し

し

な

な
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22.J 17.6 34 0.1 I 1.7 I なし 0.0 0.0 

2.4 0.3 3 なし なしなし なし なし なし

ペンガラ 0.0
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4

1
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3
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6

8

A
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C

5

4

2

1
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し

0

0
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し
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な
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な
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し

し

3

0

し
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し
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し

0

な

な
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5
9
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な

な

0

な

な

な

な

な

な
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な

な

1
2
5
5
0
0
0
6

悶
0
6
i
5
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0
0

悶

1
2
4
1
1
1
0
3
1
8
3
8
4
9
7
6
2
3
2
3
1
0
1
2
1
 

II
⑬

立

叫

口

"
2
2
m
1
0
5
1
6
1
4
5
2

切

m

l

2
0
2
2
1
1
1
2
7
4
2
0
0
4
4
4
2
6
2
2
3
5
1
3
3
5
3
3
1
1
4
7
3
 0.4 

l.l 

I.I 

0.1 

4.0 

0.6 

ll.9 4.4 

4.2 32 

3.8 9.8 

20 08 

1.3 0.5 

23 0.0 

3.9 05 

l.7 0.0 

25.9 6.2 

3.5 0.0 

19 5 9 2 

t., し なし なしなし なし なし

なし なし なし なし なし なし

00 なし なし なし なし なし

なし 0.0 0 なし 0.8 08 石鏃 l

なし なし なし なし なし なし

なし なし なし なし なし なし

なし なし なし なし なし なし

なし なし なしなし なし なし

なし なし なし なし なし なし

なし なし なし なし なし なし

なし なし なし なし なし なし

なし なし なし なし なし なし

なし なし なし なし なし なし

なし なし なし なし なし なし

石li<o.,

0
0
0
2
5
5
0
0
5
5
⑱

5
 

6
5
9
6
5
5
0
0
I
J
5
1
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し

し
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し
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な
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な

な
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な
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な
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な
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し
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な
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叩
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0
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ペンガラ 0.0
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5.7 45 05 J.O O なし 0.1 0.1 

6.8 7 なし なし なし なし なし なし

0.5 2 なし なし なし なし なし なし

F-803 14必・ 150

F-804 14-67 

F-805 14-68・224 

F-806 14-72 

P-807 14-69 

F-808 14-70 

F-810 14-73 

6.8 1.6 

9.9 5.7 

3.4 4.6 

13.9 4.7 
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IV 逍構

表 IV-3 続き

遺構名 処煙暑l}

F-811 

F-812 

F-813 

F-814 

F-815 

F-815・ 

828 

F-817 

F-818 

F-819 

F-820 

F-821 

F-822 

F-823 

F-824 

F-825 

F-826 

F-827 

F-829 

F-831 

F-832 

F-833 

P-834 

F.J!35 

F.J!36 

F-837 

F-838 

F-839 

F-840 

F-842 

F四

F-845 

F-&46 

F-847 

F-849 

F-850 

F-851 

F-852 

F-854 

F-855 

F-856 

F-858 

F.J!59 

F-860 

F-861 

F-862 

F-863 

F-864 

F-865 

F-866 

Fー邸7

F-868 

F-870 

F-871 

F-872 

F-873 

F-874 

F-875 

F-8カ

F-878 

F-879 

F-880 

F.J!SI 

F-883 

F-885 

F-886 

F-888 

F-889 

F-890 

F-892 

F-893 

F-895 

F-896 

F-897 

14-75 

14-74・157 

14-76 

14-77 

13-360 

風乾土壌 2.0mm炭化

璽量kg 物亙量g

4.4 2 2 

l.6 0.4 

l.l 0.6 

2.7 1.3 

4.9 0.3 

g
 

液
量
一
ー
＿

1
I
 

0
1
 1
-
5
 

残

戯
~Iii量
g 

なし

なし

なし

なし

0.0 

土器
重量g

なし

なし

なし

なし

なし

ば
一
竺
竺
生
竺
5

士雹品

政量g

なし

なし

なし

なし

なし

石紺類

重量g

なし

なし

なし

なし

0.0 

黒燿石

貫lils

なし

なし

なし

なし

0.0 

石器等点数
ペンガラ・
石炭等重lilg 

竹考

14-78・87 12.3 6.1 10 なし なし なし なし 0.0 0.0 
2つの遺構の士壌が屈

じる

14-83 

14-84 

14-79 

14-85 

14-94 

14-86 

14-81 

14-88 

14-89 

14-80 

14-91 

14-93 

14-92 

14-97 

14-98 

14-99 

14-100 

14-95・192 

14-96 

14-101 

14-106 

14-114 

14-103 

14-105 

14-104 

14-102 

14-107 

14-111 

14-108 

14-109・173 

14-129 

14-112 

14-128 

14-113 

14-117 

14-1 IM 

14-119 

14-140 

14-179 

14-127 

14-121 

14-120 

14-122 

14・124

14・123

14-126・188 

14-130 

14-125 

14-132 

14-133 

14-136 

14-134 

14-135 

14-137 

14-138 

14-139 

14-141 

14-142 

14-144 

14-167 

14-l71 

14・183

14-147 

14-145 

14-159 

14-153 

14-148 

96-429-ll

＿釦一
118-45-42-82

石＿
19

＿80-
6
1
-
1
3
-
7
3
-
1
3
1
-
8
7
-
ロ
-134

一匹
7
3
-
9
5
-
1
7
-
1
3
-
m
-
1
2
8
-
2
7
-
5
0
-
8
2
-
7
1
-
5
7

一叩示一
1
5
-
1
1
-
6
5
-
0
4
1
;
1
 02

一口云一
2
3
-
4
2
-
2
1
-
6
3
-
3
3
-
1
0
4
-
8
0
-

口＿3
2
-
9
4
-
1
4
-
3
0
-
4
0

＿86-
0
9
-
8
6
-
2
3
-
5
2
-
1
3
-
8
3
-
7
9
-
1
-
7
-
1
-
32-107-31

1
2
-
1
1
-
6
0
B
-
5
4
-
0
9

一竺
4
6
-
3
8
1;:;1 
1
4
-
4
-
0
9
-
4
6

月一
1
2
-
1
3
-
E
-
7
8
-
8
7
-
9
9
-
1
3
-
1
5

一ロ―⑬
-
0
8
-
1
8
-
1
1
-
6
6
-
3
1
-
1
2
9
-
0
4

―嘉一竺゚
＿
06

＿37-
咋

-06

石＿
2
4
-
1
5
-
5
3
-
70

＿06-
0
0
-
g
-

ぃ-0
9
-
2
-
2
7
-
0
2
-
12

一⑬一
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-
5
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-
2
5
-
2
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-
1
-
7
9
-
2
6
-
1
1
-
1
5
7
-
a

55-
旧
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2
0
-
2
2
-
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-
2
-
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-
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-
3
1
0
1
 1
-
3

；一
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-
2
-
2
-
0
-
4
2
-
2
2
-
2
-
8
＿
7
-
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-
5
-
9
-
1
-
2
-
4
-
5
-
2
-
1
6
-
6
-
3
9
-
l
-
3
8
-
0
I
 

0
1
 0
1
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27-
3
-
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-
1
1
-
2
＿ーー

3
-
4
-
3
-
2
-
9
-
4
I
 

0
1
ー＿

1
5
-
0
-
6
I
 

0
1
 

-I
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＿5-
2
5
-
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1
-
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-
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芸
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悶
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E

―⑩一
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-
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号
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塁
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一処
一00-00
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＿
芸
一
笠
一
塁
望
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-
5
-
0
0
-
0
0

一笠一竺荒一
00

―晨一
00

一号一
07-

笠
-
5
-
5
-
5

一生芸

13-706

屁
一
旦
芸
一
5

＿号一
5

＿芸一が瓦一般＿
114-

晨
一
芸
一
竺
芸
一
竺
芸
一
竺
翌
一
2
9
-
2
6
-
5
-
9
0

＿芸一笠一
1
-
5

＿
望
芸
一
17

＿苫―処ー
5
-
5

＿望
II-

望
芸
一
芸
＿
34-

荒
一
竺
芸
一
5

〇

-
2
ご
i
-5
-

。-
5
h
i
k

芸一庄竺竺竺処五一
5
-
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-
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1
0

互一竺竺紅一叫互一生竺竺
0
1
0
1
 0
-
0
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k
i
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-
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k
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5
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生
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一
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悶
一
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一
竺
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一
芸
一
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一
荒
一芸
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一竺芸一号一芸一
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五
一
生
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一
竺
笠
一
生
芸
＿
芸
一
竺
芸
一
号
一
号
一号
一
叫
一
芸
一
庄
芸
一
荒
一
芸
一
芸
一
芸
一
処

晟一生笠一
5
-
0
0

五一号一邸＿芸一
5

一竺器＿
10
-
4
6
-
5
-
5
_

晨一
0
0
-
5

一生器一叫五一
07

―⑩-
0
0
-
5

一
ぃ
＿
号
一
芸
一
⑩
＿
望
望
誓
00

―晨一竺
Ol

＿
詈
晨
一
笠
一
00
-
63

江
一
晨
一
竺
尻
一
芸

号
一
芸
一
嘉
一
晨
屁
一
望
望
読
一
5
-
0
0
-
0
2

＿芸
一00
一竺
0
0
-
5

＿笠一
5

＿荒一
07

一
芸
一
庄
晟
一
生
芸
一
00

一
号
一
芸
＿
望
笠
一
笠
一
旦
笠
＿
00-

荒
一
竺
晟
一
竺
00

江一芸一
5

-5
-
5

石鏃 I

石饉 I

ペンガラ 0.0

ペンガラ 0.0

,/,! 片石器片 1

,/JI片石醤片 1

ペンガラ 0.0

石炭0.0

州片石試片 l

石炭0.1

石炭 0.0

ペンガラ0.1

ペンガラ 0.0
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IV章付表

表IV-3 続き

遺構名 処理番号
風乾土噛 2.0nun炭化 残演 骨重量 土器 土猛土霰品 石1111類 黒罐石 石器守点数 ペンガラ・

偏苓
麗量kg 物寛量g 璽量g g 直量g 点数 虞量g 重量g 重量、 石炭等瓜量g

F 899 14-152 9.5 3.8 なし なし なし なし なし なし ペンガラ0.0

F-900 14-151 ll 0 I なし なし なし なし なし なし

F-901 14--149 10.9 34 23 なし 7.4 I なし 00 00 ペンガラ 0.0

F-902 14-160 0.8 02 なし なし なし なし なし なし

F-904 14-164 21 8 276 17 なし 1.4 

゜
なし なし なし

r--90S 14-163 22 I 36 I 28 なし 2.4 

゜
なし 0.0 0.0 

F-906 14-161 09 06 なし なし なし なし なし なし

F-907 14-162 13 0.1 なし なし なし なし なし なし

F 908 14-169 IS 4 70 00 02 

゜
なし なし なし 石炭00

F-910 14-16S 32 0.4 なし なし なし なし なし なし

F-911 14・166 JO 1,9 なし なし なし なし なし なし

F-912 14•168·199 86 80.3 10 なし なし なし なし なし なし

F-913 14-174・202 2 S IS なし なし なし なし なし なし

f--914 14-170・197 54.6 18 0 0.1 なし なし なし なし なし

F-915 14-175 0.6 0.2 00 0.2 

゜
なし なし なし ペンガラ 00

F-916 14•176 82 13 0.0 なし なし なし 0.0 00 

F-?17 14-1ぬ 87 4 7 なし なし なし なし 10 10 

F-918 14-181 2.8 0.3 00 なし なし なし なし なし 石iii:O.I

F-919 14-177・2ITT 267 101 00 なし なし なし なし なし 石；；；0.0 

F-921 14-191 56.4 45 130 00 26 8 2 なし 18 8 00 ペンガラ 0.0

F-922 14-182・217 S9、9 28 3 14 0.4 なし なし なし なし なし

F-923 14-184 22.4 14 I 2) 0.2 " ゜
なし 18 0.0 

F-924 14-187 54 0.2 なし なし なし なし なし なし

F-928 14-185 1.4 0.6 なし なし なし なし なし なし

F-929 14-1四 48 1.8 なし なし なし なし なし なし

F-930 ¥4-190 48 07 なし なし なし なし なし なし

F-932 M-194 30 12 なし なし なし なし なし なし

F-934 14-196 78 29.9 なし なし なし なし なし なし

F-936 14-200 27 8 I 6 なし なし なし なし なし なし 石炭0.0

F-937 14-198 20 21 なし なし なし なし なし なし

F-938 14-203 28 37 1., し なし なし なし なし なし

F-939 14.; 四 24 2.5 なし なし なし なし なし なし

F-940 l4~201 32 8 21 13 なし なし なし なし なし なし

F-941 14-205 I 4 11 なし なし なし なし なし なし

F-942 14-209 80 98 なし なし なし なし なし なし

F-943 14-212 17 I 64 3 なし なし なし なし 0.1 0.1 

f.944 14-214 35 J 16.0 なし なし なし なし なし なし

F-945 14-206 3.4 DI なし なし なし なし なし なし 石炭0.0

F-946 14-208 10.7 2 I なし なし なし なし なし なし

F-947 14-211 2.4 8.1 なし なし なし なし なし なし

F-948 14-210 16.0 31.9 なし なし なし なし なし なし

F-949 14-213 I 2 O.J なし なし なし なし なし なし

F-950 14-218 10.9 ,. なし なし なし なし 0.7 なし

F-952 14-21S・226 45 1.4 なし なし なし なし なし なし

F-953 14-216 54 0.4 なし なし なし なし なし なし

f-954 14-219 I 6 II なし なし なし なし なし なし

F-957 14-220 I 6 05 なし なし なし なし なし なし

F-958 14-221 9.3 13.6 なし なし なし なし なし なし

F-961 14-222 94 50 なし なし なし なし なし なし 石炭0,0

F-962 14-225 35 2 138 131 0.0 71 

゜
0.9 0.2 02 

F-966 14-223 5.2 28 II なし 40 

゜
なし なし なし

r<969 14-227 II 7 29.9 00 なし なし なし 05 03 ベンガラ 00 琥珀色の剥片02gあり

ii片集中

り片集中 13-517 54 0.0 23 なし なし なし なし 21 2 21 2 ：糾片石芯2 67-156-i砂上活面 125

潟片集中 13-141 0.5 02 なし 0.J 

゜
なし 42 42 67-157-~ 生活面 130

材片集中 13-343 (4 1) なし 95 なし なし なし なし 894 なし 68-157..@生活00190 

,f. 片集中 13・IOI 10.2 0.0 57 なし なし なし なし S57 557 10-1 ss-@_t活面 12S

遺構合計 (7,412 I) 4,625 3 60.444 82J 8 4,801 2 226 233 7 1,3]7 2 912 7 
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］ 土器

v 遺物

1 土器

(1) 報告対象と記載の方法

a 報告の対象

今回の報告範囲では、平成 11年度の発掘で 10,686点、 13・14年度の発掘で 22,662点の土器が出

土している。合計33,348点となるが、 II章4節でも述べたとおり 13年度以降一定以上の大きさの土

器片のみ出土点数に数えているので、この総数には一定の留保が必要である。これらに隣接区域であ

る71線トレンチの 149-161線間（平成 11年度発掘）および65-71・159-161線間の各方格（平成 12

年度発掘）出土の土器片を加えて整理をおこなった。

土器片の個体識別、接合を進めながらある程度接合した破片群ごとに整理番号として頭に 13ーを付

した連番を与えて 13-1から 13-574まで設定した。このうち 5件はその後の接合・個体識別によって

他の整理番号ないしその付帯破片に統合し、 23件は隣接区域の破片のみで構成されて今回の報告範

囲の造物を含まなかったので、結局 546件の接合破片群が残った。このうち接合が進み本来の土器の

概ね半分以上に達したと考えられるものは、他の破片群と同一個体である可能性がほぼなくなったと

みて整理番号のほかに頭に Nを付した個体番号を与え、 Nlから N87まで設定した。

本節では個体番号を与えた 87件の全てと、整理番号のみ与えた資料のうち後述する分類への当て

はめがある程度可能なもの 244件の合計331件を報告の対象とし、整理番号のない破片は記載してい

ない。ただしどの程度接合していれば整理番号を与えるか、また分類への帰属が不確実なものをどの

程度掲載するかについて結局明確な基準を設けることができなかった。出土点数と土器片への注記件

数を一致させた 13・14年度の出土品のみで集計すると出土点数22,662点のうち 5,786点を報告対象

としていることになり、結果として約 26%の報告率である。

b 土器の分類

当財団で土器の分類のために通常採用している体系は、かつて北海道教育委員会の発掘調査（道教

委編 1977の8-10頁）で用いられたものを基礎に修正を加えたものである。当遺跡の報告書でも 3

次にわたってこの体系を踏製してきたが（財団道埋文編 2000の45頁ほか）、この体系にいう「相当

する」という言葉の意味するところは曖昧である。

この言葉が「年代上平行する」の意味で理解されている（財団道埋文編2002の58頁）場合が少な

くないが、そうであるとすればこの分類は年代学上の体系であることになり、それを土器の分類に用

いるのは倒錯であると思われる。例えばこれまで当迫跡の報告書で V群c類に分類されたものの中

には通常V群b類土器とされるような資料が含まれている。報告者がそれらを年代上平行するもの

と考えていればそれを誤りとは言えないが、分類上の混乱を生じる傾向があることを否定できない。
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またもし「相当する」が「類似する」の意味であるとした場合、さらにどのような点がどのように類

似しているかの説明が必要である。体系登場後の早い時期にはそのような説明を体系に盛り込む努力

がある程度払われたことがあるが（例えば道教委編 1978の9・10頁）、その後この方向の整備は進ん

でおらず、実際の運用には当惑を覚える。

今次の報告ではこの体系を用いず、主に土器口部の形態・ 装飾にしたがって即物的な分類をおこな

うことにした。このため整理番号つき資料でも口部破片を含まないものはほとんど報告していない。

この分類は今のところ記載上の便宜であって他の資料に通用させる意図はないので、分類の具体的な

内容も造物の記述に合わせて後述する。

c 記述の要領・図の表現等

本文ではまず分類ごとに形態・装飾上の特徴と出土状況を述べ、その後各分類を通じた土の調合・

成形等製作上の傾向について簡単に触れる。個別の資料に関する記述は一覧表とし、使用上の痕跡等

についてはこの表で触れるのみとした。

すでに前項で用いたが、土器の部位を指示するために口部・体部・底部という表現を用いる。これ

は土器を高さ方向に機械的に三等分したときの上・中・下部を意味するもので、器形に配慮したもの

ではない。昨年度の報告書で示された区分（財団道埋文編2002の59頁）を踏腹し、概ね単純に上方

へ向かって開く器形を深鉢（高さが口径の 5分の 4より大） ．鉢（高さが口径の 5分の4から 3分の

2まで） ・浅鉢（高さが口径の 3分の 2より小）に区分する。体部から口部にかけてくびれる器形を

壺と称する。上から見て楕円形・方形等を呈する土器が少なくないのでこれを不等径と表現する。

土器の装飾には縄の側面圧痕が多く用いられる。当追跡の報告ではこれまで縄線文（財団道埋文編

2000・2001)、縄痕・縄圧痕（同前編 2002) と呼んできたものであるが、本書では記述の簡便化のた

め山内清男 (1979 の 13 頁）に従って原体符号の前に—（マイナス）を付すことで縄の側面圧痕を表

すことにする。回転圧痕は同じく山内案に従い、原体符号の前に00 (無限符号）を付して表現する。

なお縄の撚数は確認できたものがほとんどない。便宜的に L・R・LR・RL等の符号を用いて前段の

条数が不明の原体を表すことにした。—L は条数不明の r を L 方向に寄った 1 段縄の側面圧痕、 COLR

は条数不明の RをL方向に撚った 2段縄の回転圧痕である。

土器を成形する際の土の継ぎ目を高橋 護に従い（高橋 1993の414-415頁）接合面と呼ぶ。接合

面は内傾したものと外傾したもの（佐原 1967の738頁）とに分けることができ、実測図では土器の

外面に露呈している内傾接合面を〇、外傾接合面を●の記号で示した。接合面は凹凸の反転した一対

の面として露呈するので、必要な場合には口部へと続く側の破片に現れたのを「下向きの接合面」、

それと反対側に蕗呈したのを「上向きの接合面」と呼んで区別する。

図の縮尺は当造跡の既刊報告書を踏型し実測図・拓本とも 3分の 1とした。実測図の縦断面は側面

図右端の位置で描き、欠損等の理由でそれ以外の位償の断面を代用した場合には▽の記号によって図

化位置を示した。拓本に添えた断面の位置も▽の記号によって示した。部位により縦断面に変化の多

い土器では複数の断面を添え、▼〇●等の記号でその作図位饂を示した。なお拓本は整理番号に属す

る全ての接合破片を掲載することを原則とし、破片が多ければ全破片を 6分の 1で図示した。

図化資料にはすでに整理番号または個体番号があるのでさらに本書のための図番号をつけることは

やめた。ただし整理番号つきの接合資料に付帯する破片を参考のため図示した場合があり、この場合

接合資料本体には整理番号の後に a、付帯破片には整理番号の後に be等を加えて表示した。以下の

文中で図化資料を引用する際は混乱を避けるためすべて整理番号による。
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図V-53 縄文土器 (53)
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図V-56 縄文土器 (56)
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図V-64 縄文土器 (64)
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図V-77 縄文土器 (77)
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(2) 分類と出土状況

l 3 -l 類 図V-1-6に示した。厚さの変化の少ない単純な口部をもち、外面には4ないし多数条

が平行する比較的細い沈線で水平線 (13-162)や交差する斜線 (278・379)、あるいはそれらの組み

合わせ (287・294・480)が描かれ、稀には曲線が加わる (515)類型と、類似の文様を―RL(63・162 

・167・208・308・354・368・520) -L (268・272・321) -R (322)など縄の側面圧痕で描く類型と

があり、ともに細い尖端のエ具による刺痕が伴う場合がある (287・294・379・515)。縄による水平

線は概ね 4 条以下である。沈線と縄の側面圧痕は同居する場合があり (162·515) 、また—L·LR に

よる文様はときに拡張した口端に現れる (90・272・332・515)。稀に瘤状 (308) あるいは縦に孔の

貫通する管状 (412)の浮文が見られる。

口辺には比較的低い突起 (13-63・167・332・372・535)が見られ、弱い波状縁らしいもの (301・

379・412・468) もある。 372・535では突起下に装飾的な孔の対がある。 558は口部を片口状に外へ

引き出した箇所が複数あるらしい。口端にはしばしば浅い刻み (47・208・294)や口辺を波打たせる
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ような大ぶりな刻み (167·307·308·322·354·368·526) 、放射方向の—RL (278・412・468) ま

たは—L (321) 、 2 段縄の閉端ともみなしうる馬蹄形の—L (272·372) または—R (13-301)があり、

稀に極めて細かい刻み (272)やOOL(268) も見られる。また口端外角に垂直な短線 (63・354・480

·535) または—RL (162・372) を並べる例も特徴的である。これら口端の簡易な装飾はしばしば土

器の全周に連続せず間歌的である (63・167・278・294・301・468・480)。簡易な装飾は屈折部の外

面にも現れ、 -RLに挟まれた円管による点列 (308・372)、縦長の点列 (321)や-RL閉端 (162) の

列が見られる。

口辺の狭い範囲を除いてOOLR• ooRLで外面を瑕う土器が多く、口辺に達する例もある。 OOLRの

比率が小さくない。縦走条・斜行条がともに見られ、前者は大半がOORLであるが 13-301はOOLRに

よる珍しい例。横走部分の多いOOLR(272) も見られる。底面の縄文は有 (278・354・468・558)無

(412) の両者があり、縄文のない土器も少数ある (13-30・535)。

器形は深鉢 (13-354・368ほか）、鉢 (412)、浅鉢 (278・307・515・535)が確認される。不等径

の土器はあるが (535)多くないらしい。底部は丸底 (278・535)と丸みのある平底 (307・354・515)

がある。 N41は口縁に装飾のある部分の体側が突出しており、注口土器であった可能性がある。

平成 13・14年度発掘では生活面 181から 240にかけて出土しており、同 211-215で出土量が最も

多い（表 V-3)。11年度の 158線半トレンチでは II-2ー中 (2)層から Il-2ー下層にわたってある程度ま

とまった出土があり、中 (3) ・ (4)層に出土徽のピークがある。 13-2類とともに今回の報告資料

の範囲では最も下層部分から出土する。

本類は縄の側面圧痕を口部に水平にめぐらす資料を含む点など、千歳市美々 3造跡の平成3年度発

掘品を標識とする美々 3式（財団道埋文編 1992の第 1分冊66・67頁）にかなり共通する部分がある

ものの、口端に縄の回転押捺がほとんどなく、沈線文の内容も同一ではない。むしろ幕別町札内 N

造跡の土墟25出土品（大矢編2000)などに類似の装飾の構成を見ることができる。これら水平にめ

ぐる沈線を装飾の主体としない段階の資料が本造跡にも存在するであろうとの見通しに立って 13-1

類を編成したが、後述するように 13-2類と層位的な差を確認することができず、なお分類の再考を

要するようである。

l 3 -2類 図V-7-15に示した。やはり厚さの変化の少ない単純な口部であるが、口端がやや顕著

に内傾するもの (13-93・206・270・418・554)、口端がやや厚いもの (356・524)が含まれ、外方に

屈折する口部 (489・517・532) も見られる。

口部外面に水平な沈線を 3-7条めぐらせた装飾が中心で、特に比較的浅く太い沈線によるもの (13

-49・138・158・246・270・309・366・524・538・553)がめだつ。この特徴は線を引いた後で線の内

外に調整を加える手法 (205·517·533) と近縁なものと思われる。同じく水平にめぐる線を—L (521 

・536) -R (306) -RL (93・271・356・510・526)で表現する類型もある。縄による水平線は4-7

条である。口部文様の下に浮文を施す場合がある (205・526)。

波状縁は未確認、口辺の突起 (13-55・306532・533) も顕著でなく、突起下に装飾的な孔をもつ例

もない。ただし沈線に加工する類では口端に複雑な装飾がある場合があり (469)、これは口端外角に

大ぶりな凹点を並べ土のはみ出しが浮線様に連なるもの (246・270・554) と関係するように思われ

る。これ以外にも口端には外角 (158・206・366・418・524)または上面 (55・138・356・357・526)

に刻みを加える場合があり、概して疎らに施される。 538は全周に連続しない刻み、 55は突起部分に

放射方向の—RL を施す例である。

外面の大部分にOORLを施すものが多く、 OOL(13-246) OOLR (334・533)の例は少ない。回転押
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捺が概ね文様を避ける場合（図 V-7-10) と文様の下地となる場合（図 V-11-15) とがある。体部か

ら口部にかけてくびれのある土器ではくびれから上に押捺が及ばない (489・517・532・533)。縦走

条が俊勢で、口部付近で条が斜行しても体部以下は縦走条となることが多い (55・170・206)。底面

の縄文はやはり有 (378・524)無 (334・532・533) の両者が見られる。

深鉢 (13-93・246・334・378・524ほか）と壺 (532)が確認され、鉢と思われるもの (205・533)

もあるが浅鉢は多くないらしい。不等径の土器は確認されない。底部は平底、稀には形骸化した揚底

(532・533)で前者には丸みのあるもの (334) とないもの (378・524)が見られる。確実な丸底の

例はないが丸底に浮線をめぐらしたようなもの (309)がある。

生活面 186から 245にかけて連続的な出土が見られ、生活面211-225で多い。 13-1顆よりむしろ

下位に出土の重心があるようでもある。 11年度トレンチでは主に ll-2ー上層から中 (4)層で出土し、

中 (2)層で最多となるので 13-1類より幾分上位にあるようにも見受けられるが、全体としては 13-1

類と 2類の間にほとんど出土層位の差がないと言うべきであろう。一方 13-4顆以降とはほぼ完全に

出土層位が異なる（表V-3)。

本類に近いものは早来町遠浅 l追跡（苫小牧市埋文編 1987)などで知られてはいたが、従来あま

りまとまった類例のない資料である。水平な沈線を主な装飾とする本類のような資料が既知の晩期後

葉土器の前に位置することが知られたのは本追跡の調査成果の一つと言えよう。年代上美々 3式等と

平行する可能性がないとは言い切れないが、本類に含まれる亀ヶ岡式類似の土器の特徴から判断して

概ね晩期後葉の範囲に入るものと考えられ、これまで水平な側面圧痕等を指標に晩期中葉のものとみ

なされていた資料から本類に相当する段階のものを分離する作業が今後必要となるように思われる。

l 3 -3 類 3~数条の水平な沈線または縄の側面圧痕を含む文様の下辺に点列があるもの（図 V-17

-23) を主体に、これらと近縁らしいものを本類とし、図 V-17-31に示した。

口端外角が外上方に突出 (13-22• 38・61・85・119・120・147・188・295・352・385・514・530)、

または口端が顕著に内傾する (25・74・83・148・153・243・328・359・413・509・552)ものが多く、

内方に屈折あるいは弱くくびれる口部 (66・78・133・190・371・530)が稀でない。

口部の装飾は水平な沈線 (13-22・62・67・68・83・120・123・127・147・148・153・165・169・

190・258・302・352・359・371・413・415・494・514・530) または-RL(74・78・135・166・188・ 

363・451・574) のほか、上下の水平線をつなぐ描線を含んだ文様が特徴的で、沈線 (38・66・119・

133·328·552) または—L (38・129) ・-RL (116)で描かれる。これらの線描の間にはときに円形

(62・123) ・腎形 (169・552) の点列や、斜めに突いた点列 (I29)が現れる。また水平線と鋸歯状

の斜線が重なる沈線文 (61・87・115・145・243・295)が見られ、その下にところどころ複線で描く

谷形の文様が現れる場合がある (87・145)。

口辺にはしばしば突起 (165・190・280・352・494)があり、一周4単位のもの (165・352)が確

認される。突起下の装飾的な孔は単独のもの (165・190) と対をなすらしいもの (258)がある。波

状縁と呼べそうなものは稀で (67・258・494)、少なくとも同じ大きさの波頂部が周 3箇所以上ある

ものは確認できない。口端外角にはしばしば短線状の刻み (13-74・87・115・119・120・127・133・

147・153・165・190・302・324・413・530) または縦に押捺したーRL(52・363・514) の列がある。

同様の簡単な装飾は口端上面に現れる（短線62・166・574、-RL38・67)場合もあるが突起・波頂

部に限られる (67・258・494)か全周に連続しない (62・451)例が少なくない模様である。

口部文様の下辺にも口端のものに似た単純な装飾が現れるのは本類の特徴であるo -RL閉端(13-66

・145・295・352・371・514)、下から (129・133・166・415・574) または横から (87)斜めに突い
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た点列、円形の点列 (85・120・147・188・190)のほか、鋸歯状の沈線 (62・68・85・147・165)が

特徴的で馬蹄形の―RLを並べる例 (530)もこれと近縁のものと考えられる。これらの装飾は屈折 (66

・133・190・295・371・530) または浮線 (188・514)の上に位躍することが少なくない。文様下で

はないが86の浮線上の点列 (-RLか）も同様のものである。

大多数の土器が外面の大部分にOORLを有する。稀にOOLRの個体 (13-83・147・324)があるが、 2

段縄の回転押捺を欠く例は確認できない。口部文様と回転押捺は重複する場合としない場合の両者が

見られる。底面にも不明瞭ながら縄文を施す例が多く (115・135・165・324・352・415・494・530)

これを全く欠く例 (371・509)は少ない。

深鉢 (13-129・165・371・413・415・514・530ほか） ．鉢 (324・352) ・浅鉢 (494・509) ・壺

(86・115・119)が見られる。不等径の浅鉢 (494)は屈折の上の弱いくびれに細く連続性の良くな

い沈線で描く体部文様が本類の口部文様の一部に似るのでここに分類したのであるが多少問題を残

す。いずれにせよ等径の土器が多い。底部は平底で丸みのあるもの (115・135・165・324・352・494

・509) とほぼ平坦なもの (371・415・530)が見られる。深鉢・鉢．壺では底面と体側との境に稜線

が現れるが、浅鉢の一部では認められず (509)、丸底に接近する。

生活面 181から 225にかけて連続的な出土が見られ、同 186-205付近で最も多い（表 V-3)。13-1

• 2類より上位に出土の重心があるとみてよいが、生活面211-215や 131-135でややまとまった出土

があるのは分類が不十分であることを示すかもしれない。 11年度トレンチでは 11-2ー中 (1)層で最も

出土点数が多い。

本類の一部に類するものは遠浅 l遺跡、美々 3造跡追跡の平成元年度発掘（財団道埋文編 1991)

や苫小牧市柏原5遺跡 A区（同市埋文編 1997)の出土品などに散見されたが、本追跡の発掘で初め

て注意されたと言ってよいものが中心となる。層位的にも型式学的にも水平な沈線文を特徴とする 13

-2類と立体的な装飾をもつ 13-4類との間をつなぐ一群とみることができる。

1 3 -4 類 口部外面に水平方向以外の浮文をもつもの（図 V-32-36) を主体に、これと関連が強い

と思われるものを本穎とし、図 V-32-43に示した。

13-3類同様、口端外角が外上方に伸張する (13-45・122・149・191・210・217・384・406・424・

433)、あるいは口端が顕著に内傾する (2・43・77・168・292・314・333・345・355・358) ものが多

いほか、目立って厚い口端 (26・402・453・455・528)や襟状に段を作る口部 (180・251・490・499)

が見られるが、比較的単純で特徴に乏しい形態の口部も少なくない。口部から体上部に弱いくびれ(23

・46・122・191・210・251・398・490・499)ないし太い凹溝 (99・217) をもつものが出現する。 13

-3類と異なりこのくびれには文様が位置しない。

口部には水平な沈線 (13-26·30·191·251·402·406·499·518) または—RL (333・433) ・-L 

(23・46・151・424)、それらを上下に連絡した文様（沈線217、-RL149)、水平線と鋸歯状斜線の

重複 (43)、文様中の点群 (355・453)など 13-2・3類と区別しがたい装飾も見られるが、沈線が比

較的深くて連続性が良く (27・369)水平線相互が密接する傾向 (77・99・168・239・249・455・461

・490)、縦横の描線が曲線的に移行する特徴ないし円弧の多用（沈線例77・99・150・349・358、-RL

の例 384、-L例45・355・453)、水平線と垂線列の重複 (99・210・370)、文様が単純に並列・重畳

せず魚鱗状の入り組みを見せる傾向 (45・150・217・349・355・453)などは新しい様相と思われる。

また口部外面に文様らしい文様を持たない土器の多さ（図 V-41-43)が3類との差となる可能性があ

り、その多くが口部に無文帯を有する (2·95·96·105·122·257·274·343·436• 528)。本類の

特徴である浮文は原則として回転縄文を欠く代わり、多くは刻み (13-58・151・249・292・314・345
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・355・384・398・518)点列 (217・424) または短線列 (30) を有し、またーL (30・46・150・217 

・384・398・424・518) -LR (149)で装飾するものが多い。 46では凹溝を跨ぐ橋状把手となり、 528

の浮文は縦に孔が貫く。これら浮文上の口辺は例外なく突起ないし波頂を形成する。

突起は多いが、周に 2箇所の高まりを持つもの (150・528、およびおそらく 239・274) を除けば

波状縁と形容できそうなものはない。突起下の装飾的な孔は珍しくなくやはり単独のもの (118・151

・239・402) と対をなすもの (146・323・335・343・398・436)が見られる。浮文上のものを含め突

起口端には主に—L (13-30・45・46・77・95・96・99・122・146・150・217・239・256・257・292・ 

323·343·345• 384·355·398·402·436) 稀に—RL (105・149・518) -R (2)や深い点 (58・249)、

沈線 (26・118・168・217)が施される。また突起以外の口端に縄の側面圧痕を円周方向に 1(35・36 

・95・96・257・343・323・406・433・436) 2 (43・45・46・99・122・150・210・314・333・345・ 

355) ないし 3 条 (191·217·384) 施すものが現れるのは本類の特徴であって多く—L による。稀に—

LR (149) -RL (433)がある。この円周方向の側面圧痕を施した後、多くの場合口端外角に刻み (46

・95・96・149・217・256・257・292・314・323、・333・343・384・436) あるいはより大ぶりで浅い

押え (43・191・210)-L (45・406・436) -RL (433) の列が加わる。 292 ではさらに外角の刻みと—

Lの間に点列、 384は口端内角にも刻みがある。円周方向の側面圧痕をもたない例もときに口端外角

に刻みないし押えを有するが (26・249・424)多くはない。刻みの範囲が突起付近に限定される事例

がある (239・402・528)。

口部文様下に右または下から突いた点列 (13-30・43・150・151・180・256・333・424・453・490)

や沈線による簡単な装飾 (249) のある例を見ることは 13-3類と同様で、さらに文様下というより前

述のくびれ・凹溝に沿って点列が施される例 (23・99・191・210・217)が出現する。従って点列は

弱い稜上に位置することが多く、ときに強い稜ないし浮線上 (180・490) に現れる。口端外角のそれ

に似た浅い押えの列 (180)が見られ、また体部文様下に点列 (256・490)や―RL閉端列 (345)が

見られることがある。

回転縄文は圧倒的にooRLが多く、 OOLらしいものがごく稀にある (13-2)。口部文様を完全に避け

て押捺するものは少ないかわり前述のように口辺下に押捺しないものがかなりある。縦走条の比率は

13-3類より落ちるように思われる。やはり底面に押捺するもの (2・30・118・122・146・149・256

・257・292・323・436)がしないもの (105・370) より多いらしい。回転縄文を欠く資料 (58・349

・499)はかなり少なく、 499には体部にエ具で描いた縦方向の浅い条がある。

深鉢 (30・118・149・151・217・370・424ほか） ．鉢 (105・146・323) ・浅鉢 (150・256・292

・436ほか）があり、壺とみられるもの (180・461)、体側の一方が突出して注口がつく可能性のあ

るもの (398) もある。比較的小型で浅い土器に明らかな不等径の作例 (105・150・314・355)があ

る。径の大きい浅鉢は概ね等径であるらしい。底面はほぼ平坦なもの (105・370)から丸みのあるも

の (30・292)、丸底 (118・146・256) まで変化がある。浅鉢の一部は体側との境界のない顕著な丸

底となる (122・257・436)。

生活面 121から 200にかけて概ね連続して出土し、その上限に近い生活面 126-135付近に出土量

の重心がある。 13-3類より上位で出土する傾向があることは問題ないが、生活面 176以下の出土例

は分類を再考すべきであるかもしれない。 11年度トレンチでも II-2ー上層から II-2-中 (3)層まで分散

した出土状況を示す（表 V-3)。

型式学的には 13-3・5類の間に位罹すると考えられる。概ね対応しそうなものが千歳市キウス 5迫

跡 A地区（財団道埋文編 1997・1998)や苫小牧市柏原5迎跡C・D区（同市教委・同市埋文編 1997)
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などで少量出土しているが、なお断片的である。江別市大麻 3遺跡平成9年度発掘の土壊 131出土品

（同市教委編 1999)は、やや特殊な組成であるが本類に相当する段階の一括資料であろう。

l 3 -5類 図V-44-55に示した。口部に括弧状の沈線文様のある土器（図 V-44・48)、およびそれ

に近縁と思われるものを本類としている。

口端外角が外上方に伸張する (13-267・325・391)、あるいは口端が内傾する (5・IO・41・76・l07 

・117・140・157・216・242・254・265・267・300・330・550) ものが多いことは 13-3・4類と同様

であるが、鋭角ではあるものの口端は外傾気味であったり (32・230・235・337・388)、外角を尖ら

せる傾向のないもの (64・139・172・202・224・236・238・262・269・273・390・488)が増える。

突起部を除けば口部の厚さの変化は少なく、襟状の口部 (172・203・488)は段が顕著でない。やは

り体上部から口部にかけてくびれ (172・236・390)や凹溝 (10・269・325) を有する例がある。

口部には水平な沈線を背最に弧線と垂線を描くものが典型的で (13-202・216・242・391)、同じく

水平線地に屈曲のある縦線を描くもの (IO)、水平線がなく弧線と垂線を「の」字状に続けて描いた

もの (224・236・269・325)、おそらくこれらをもとにさらに変容の加わった曲線文様 (273・390)

などの変異がある。文様中に点 (224・325・390)やーRL閉端 (242)が入り込む例が見られる。単

純な水平線の口部文様 (5・172・488)は少ないと考えられる。 108は体・底部に曲線の描かれるも

ので、疑問もあるが上下幅の広い曲線文様に共通するところがあるとみて本類に含めておく。

13-4 類と同じく刻み・押え・沈線・—L 等の加わる浮文 (13-139·242·236·325) があるがその頻

度は下がる模様で、円形の浮文は確認されない。回転縄文のある浮文 (390)は4類に見られないも

のである。口部外面にほとんど文様のない土器（図 V-47の一部と図 V-49-54)は4類以上に多く、

浅く口部の開いた土器の大半がそうであると考えられる。口辺直下が無文となる例(41・76・107・140

・157・262・388・550)があるが概して 13-4類ほど顕著でなく、突起下のみ無文となるもの (32・262

・265)が見られる。

ロ部は突起に富むが、浅い器形で2箇所が反り上がる (32・230・388)のを除いて波状縁と呼ぶべ

きものはないらしい。突起下の焼成前穿孔は単独のもの (32・117・230・265・273・300・388)が対

をなすもの (238)より多い。突起とその付近の口端に放射方向、その他の部分では円周方向の縄の

側面圧痕があるもの (13-25・32・107・117・139・157・230・235・236・254・265・300・325・337

・550)または突起付近のみ放射方向の側面圧痕を施すもの(76・202・224・238・242・262・269・388

·390) が多く、側面圧痕はほとんど—L で稀に—R (157・194) -RL (238)が用いられること、突起

上に沈線 (l17・262・269・325・388・488)や深い点 (32・117・139・235・300)が現れることも 13

-4類と共通するが、突起口端に渦状 (32・117・139・300) ・馬蹄形ないし U字状 (337・550)の側

面圧痕が見られる点は新しい傾向と考えられる。これらは 13-4類の口部外面、特にその浮文に見ら

れた (30・45・46・150・217・355・384・518等）のち本類では前述のとおり口部外面から失われた

装飾であり、施文位置の変化が生じたことを意味するとみられる。 4類の一部の口部文様(251・499)

に似たものが拡張した口端に出現する事例 (203) も同様に解釈できよう。

口端外角に刻み (13-107・139・194・235・267・300・325・388)や疎らな押え (10・25・391)が

あるのも 4類の特徴を引き継ぐが、それが円周方向圧痕のない突起部分にも一様に及ぶ(50・76・117

・157・224・254・262・265・337)事例が4類より多いようである。口部文様下 (172・224・236・

390) と凹溝沿い (IO・269・325)の点列・押え列は 13-4類と大差ない。

回転縄文皆無の土器は 13-108以外にはない。やはりCORLが卓越し、 0段多条原体とおぼしきCOLR

(5・194)が少数見られる。口部文様に及ばない例 (216・242)、その半ばまで押捺する例 (IO・269
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・325)、完全に文様の地をなす例 (202・224・236・273・390・39I)がいずれも見られ、文様のない

例でも前述のとおり無文部の現れ方が多様である。 235は上部に粗、下部に精の 2種の原体を用いる。

底面にも押捺する例が多いがしないものもあり (107・172・194)やはり一定しない。

深鉢 (13-325・390・391ほか）より浅鉢 (32・107・194・230・238・262・265・267・388ほか）

が多いという印象を受けるが、 13-2・3・4類と次第に浅鉢が顕著になる傾向からみて分類の失敗と

ばかりも言えないように思われる。鉢と思われるもの (224・157)、壺 (108・203) もある。小型の

土器に不等径のもの (230・273・388)がめだつほか比較的大きい浅鉢にも明らかに不等径のものが

ある (265)。底部は依然として丸底 (32・107・230・235・267・388) と平底に近いもの (64・238・

262・265)が並存し上げ底 (108・172) も知られる。体側との境界の有無も一様でない。

出土生活面は 121から 195までと範囲が広く、出土量のピークもはっきりしない。 13-1~3類より

は上層に分布するが 13-4類との層位差は顕著でなく、分類の不成功を示唆するようでもある（表V-

3)。11年度トレンチでも 13-4類と大差ない地層で出土している。 13-4類までに多く見られた口部外

面に平行な沈線のみをもつ土器はほとんど本類に残留しないとの前提で編成しているが、この点など

も再検討を要するかもしれない。

本類に比較できる資料はやはりキウス 5造跡A地区の出土品中に見られるほか、苫小牧市美沢東 6

遺跡（同市埋文編 1998)でややまとまって出土している。同市柏原5遺跡C・D区（同前編 1997)、

由仁町川端遺跡（同町教委編 1996)などにも散見され、 13-4類よりは普遍的な存在と言えそうである。

今のところ 13-4類と層位的によく分離できないがあえて別類としたのはそのような事情にもよる。

l 3 -6 類 図V-56~61とV-62の一部に示した。口部に縄の側面圧痕を背景に括弧状の沈線を描く

土器 (37・439) と、これに類似の資料と思われるものを本類とした。

口端は単純に内傾するもの (13-3・13・16・34・79・94・121・212・377・440・513)のほか、む

しろ内角に厚みがつく印象のもの (29・214・220・222・397・400・420・439)、内角が不明瞭で丸く

内面へ移行するもの (193・240・290)がめだつ。あまり複雑な形状の口部はなく、口部・体上部に

凹溝のあるもの (34・94・121・193・420)のほか襟状に段のつくもの (377)、文様の上下限に弱い

稜のあるもの (79・439)等が注意される。

口部には水平な—L (37・121・420) -RL (439) を背景に弧線と垂線 (439)弧線 (37)斜線と垂線

(420) 斜線 (121) を描くもの、水平な—L (193・214・223) -RL (240)のみのもののほか、 13-5

類と同様な水平沈線の背景に弧線を含む文様 (16・34・79・94・212・220・377・397) または斜線と

垂線 (13・94・513)を描くものがある。背景の水平線は数が増えるとともに弧線等より細くなるこ

とが多く (34・94・220・377・397・439)、また水平線以外に弧線の間を細い沈線で埋めたもの (29

・397)が現れる。異なる文様が凹溝・点列を挟んで上下に重畳する例 (94・212・439)が注意され、

212では体部にかけて 3段の文様がある。口部の浮文 (377・420・439) も5類と大差なく、凹溝を

跨ぐ浮文(34・94)があるが、橋状把手と呼ぶにはいかにも小さい。口部外面に文様のない土器(290、

および図 V-61)があり、その突起・注口下は無文となる (3・290・440)場合がある。

口辺に突起はあるが波状縁と確認できるものはない。浮文に伴うものを含めて台状の突起 (I3-79 

・94・212・220・397・420)や対をなすもの (16・223・400)のほかに小さく高い突起があって 13-

5 類に現れた馬蹄形の—L がここに見られる (3·440) 。突起下の装飾的な孔は単独のもの (94·212

・420) と対をなすもの (537)がある。 222のそれはどちらとも断定しかねるがごく小さい孔。 212

には口辺を半円形に切り欠いた箇所がある。口端には放射方向の—L (3・16・29・79・94・212・214 

·222·290·377• 400·420·440) または—RL (220・439)、時にその両者 (193)やーR (397)があ

254 



l 士器

り、それらと並んで太い沈線 (94・214・439) も見られるが、 13-4・5類に特徴的な円周方向の側面

圧痕は失われる。口端外角に刻み (3・440)押え (I93) または—L (222)が並ぶ例はかなり少ない。

口部文様下・凹溝沿いの右または下から突いた点列はあるもの(29・34・37・79・94・193・212・214

・220・377・397・439) とないもの (121・223・240・420)があり、文様の上限 (29)や重畳する文

様の境界 (439) にも施される場合がある。 34は文様の弧線沿いにも凹溝沿いのそれより細かい点列

がある例。 420には文様下に 13-3類に見られたのと同様な鋸歯状の沈線がある。

13-16を除く全ての図化資料に回転縄文があり、 214がOOLRであるのを除いてOORLである。やは

り口部文様を避ける場合 (34・121・193・214・223・240・420・439) と文様の背景となる場合 (29

・37・79・94・212・220・377・397)があり、後者には口辺直下の押捺を避ける例 (29・212)が含

まれる。 440は精粗2種の原体を口部とそれ以下に使い分けている。 212は底部体側の押捺を避けて

いる。確認できる事例の範囲では底面にも縄文がある (212・222・537)。

深鉢 (13-13・94・193・212・400・420ほか）と浅鉢 (222・537)が確認され注口のつく土器 (290)

もある。雛形風のものではあるが不等径の上器が見られる (537)。丸底の土器 (212・222)があるこ

とは確かである。

平成 13・14年度発掘では生活面 121から 170にかけて概ね連続的に出土した。出土量のピークが生

活面 121-125と146-150に分かれており、分類、もしくは生活面の編成に問題があることを示すよう

でもある。 13-1-4類とは中心的な出土層位が異なるとみて可であろう。 11年度 158線半トレンチで全

く出土していない点も 13-1-4類と異なる（表V-3)。しかし 13-5類とは出土層位に差が認められない。

13-1-4類の場合とは異なり、 13-5・6類は類似の口部文様をもつ土器を縄の側面圧痕の有無によっ

て区別した。この試みは今のところ層位的に正当化できないが、両者の間には上述のとおり細部の特

徴にかなりの差が認められ、個々の資料の按分によっては出土層位の差が見出される可能性をなお否

定できない。 13-1-4類についても、沈線文をもつ類と縄の側面圧痕で装飾する類の間に年代差が存

在する可能性を検討する作業が今後必要とされるように思われる。

主に本類と 13-7類に相当するものからなる良好な資料が由仁町川端造跡（同町教委編 1996)で知

られている。ママチ造跡の昭和 52年度発掘（財団道埋文編 1983)でI1群、同 60・61年度発掘で 2

類土器とされた資料（同前編 1987) も多少 13-5類相当の資料を交えるが大半が本類と 13-7類に相当

するであろう。

1 3 -7類 図V-63-73の全て、及びV-62・74の一部が本類で、口部内面・ロ端に 13-6類のそれに

似た文様のあるもの（図V-62-66)、およびこれらと近縁とみられるものを集めた。

口端の形状は 13-6類と同様、内角に厚みのあるもの (13-11・20・128)内角の不明瞭なもの (134

・443)があるほか、外角が鋭く (164・431・444)あるいは外上方へ張り出して (19・144・227・228)

むしろ 13-4・5類に似たものも含まれる。依然としてロ・体上部に凹溝 (82・163・430・444・447)

またはくびれ (164・431)があるほか、口部から体部にかけて比較的顕著な稜のある例 (19・72・92

・152・229・360)が目につく。また内面に襟状の段差をもつ口部 (36・92・141・152・360)は本類

に特徴的なものである。

口部外面には細く、一部は櫛状のエ具による沈線を背景に弧線と垂線 (13-11・19・128・338)弧

線 (430)曲線 (20・92・164・444)鋸歯状 (197)などの沈線を描くものが代表的で、細線の上に文

様が加わらない例 (201)、逆に背景の細線のないもの (229・376・431・443) もある。またこれらと

別に水平な沈線またはーRLを背景として同様の太さの弧線と垂線 (447)垂線・斜線 (163・227・360

・409)等を描く例があると思われ、さらに顕著な沈線文様のないもの (82・231・364)も見られる。
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文様が上下に重畳していることの明瞭なもの (128) は少ないが、 13-6類で重畳する文様を隔ててい

た凹溝または太目の沈線とそれに沿う点列が口部装飾の中に認められる (11・164・201・231・364・

444) のが注意される。 430では通常文様下に見られる鋸歯状の沈線が口部文様中にある。口部に点

列または点群が多い (11・19・134・164・231・360・443・444) のはある程度こうした文様の重畳に

由来するように思われる。外面の浮文 (20・72・92・128・134・144・231・338・447) の内容は 13-

5・6類と大差がなく、浮文上の口辺が突起となることも同じである。浅い器形を中心に目立った文

様のない土器（図 V-66・74および 13-106・141・226・152・387・470)があり、その口辺下に無文

帯を生じる場合 (13-15・38・106・144・152・387・470)がある。

突起には対をなすもの (13-76・197・231・338・444・470)二分されるもの (36・106・164・229

・387・447)三尊式 (92・141・201・281)深く突いた点のある小さく高い突起 (36・92・106・134)

その他ほぼ 13-6類同様の変異がある。弱い波状縁らしいもの (152・360・444)が認められるのは新

しい傾向かもしれない。突起下の装飾的な穿孔は単独の例 (24・111・141)対 (134・201・281・387)

またはその両者 (92)が見られる。 387には対をなす穿孔の下に横長の隙間が開いており、土器の長

軸に対称の位潰にも同様の突起があったことが隙間の下辺の残存によって知られる。

突起の口端には多くの場合放射方向、小さく高い突起では渦状に—L を施す。 13-6 類と異なるのは

突起周辺の、口辺の高まりの中心部で口端を拡張し、円周方向に 2-4 条の—L を押捺した上に放射方

向の沈線.-Lや点を加えるもの (28・36・106・197・201・229・281・387)が多いことで、これは

口辺の高まりの中心から外れて位置する傾向のある 13-4・5類の円周方向側面圧痕とは一応区別され

る。突起部以外の口端には放射方向 (163·164·430·444·447) や鋸歯状 (92·201·338) の—L が

施され、前者ではやや疎らな押捺 (164・444・447)が目につくほか、円周方向に回転押捺したCORL

(227・231・228・360・409)またはOOLR(226)の出現が特徴的である。口端外角には刻み (11・19

・92・152・166・218・281・387)ないし押え (72・128・226-229・360・364・409・431・447)の

ある場合とない場合があり、短い縦線状の刻みを疎らに施すもの (24・231)が注意される。

本類に特徴的な口部内面の文様は、平行する—L (443) またはそれを背景に弧線・ 垂線を加えたも

の (13-92・141・152・387)で、 13-6類の指標となる文様と同一であるが、それが内面に移行してい

る点に 13-4・5類間に推定されたのと同様な施文位漑の変化を認めうる。亀ヶ岡式類似の作例 (174)

の口部内面にも簡単な文様が施される。

口部外面の文様下や凹溝沿いにある点列、および同じ位渥に現れる鋸歯状の沈線 (13-360)は 13-6

類と変わるところがないが、これを欠くもの (13-92・197・227・228・231・376)が少なくない一方、

内面の文様や突起部口端の文様にもその内面側の限界に沿って点列が現れることがある (92・106)。

突起のない口辺下に焼成前の穿孔が並ぶ226は、内外面に一度に点列を施そうとする試みとみること

ができよう。また体・底部の屈折 (15・111・163) に点列が伴うのは本類以前には稀だったものであ

って、底部に文様が出現する (38・435) こととも相関するとみられる。

雛形風のもの (15・38) を除くと回転縄文を欠く土器はない。やはりCORLが大半を占め、稀に00

LR (226) ・COL (36)を見る。 CORL.OOLRを併用し縦位に回転押捺する (163・231)あるいはCORL

の押捺方向を変える (164・435) ことで羽状縄文としたものが少数あって注意される。口部の押捺の

有無に変異があることは従前同様である。底辺直上の押捺を避けるもの (114・168・218・443)が少

なくない。底面にも押捺するもの (15・92・106・114・144・163・218・226・229・281・435・443)

が多数を占め、しないもの (174)は稀である。

深鉢 (144・174・226・360ほか）鉢 (470)浅鉢 (15・24・38・92・106・114・229・281ほか）が
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あり、注口のつく浅い器形 (134) も確認される。浅鉢は比較的数が多い印象で、不等径のものを含

む (106・387)。底部は多数の丸底と少数の平底 (174・226) を見る。丸底の底面中央に凹みのある

もの (11・38)が見られる。

生活面 121から 155にかけて連続的な出土がある。同 156以下に僅かしか見られない点で 13-1~3

類よりほぽ完全に上層にあり、 13-4~6類の一部より上位に偏る傾向も認めてよいと思われる（表 V-

3)。13-4・5類間では検証できなかった年代による装飾位搬の変化は、 13-6類と本類との間ではある

程度層位的に立証される可能性があると言えよう。

先に述べたとおり本類に相当する良好な資料が川端迎跡やママチ追跡で知られている。千歳市美々

2遺跡（財団道埋文編 1986)では本類に似た資料は少屋見られるが 13-6類に相当するものが欠落し

ており、両者を区別した根拠の一つとなっている。

l 3 -8 類 図V-75・76の全て、およびV-74・77の一部は本類土器である。弧線や垂線中心の文

様はなく、水平な沈線と点列で装飾する土器が主体となる。

口端に内傾した面を作るもの (13-112・192・225・232・241・438・445)が依然多いと同時に、ロ

端外角に外傾面があるもの (225・428)あるいは口端が薄くなるもの (6・232・392・396)が特徴的

である。 13-7類までに見られたロ・体上部のくびれ・凹溝は壺の頸部(89・496)を除いて失われる。

口部の文様は初めにも述べたとおり水平な沈線と点列による比較的単純なもので (112・232・241

・438・445・496)、むしろ口部に顕著な文様のない土器 (6・89・192・225・392・396)のほうが多

いようにも思われる。縄の側面圧痕による水平線は姿を消す。浮文・突起 (496) も壺以外の器形の

口部には認められず、従前ほどには振るわない。確実な波状縁も認めがたいが、口辺が不整に上下す

る例 (396・438)がある模様。高く小さい突起の口端には点があり (496)、突起下に単独の穿孔があ

る (496)。突起に伴わないやや横長の単独穿孔 (192) も見られる。壺の体上部には水平線と浮文に

よる簡単な文様があり (89・496)、その下の体部に回転縄文を背景として三角形・波状の沈線文を描

く場合がある (496)。

口端ないし口辺内面には 13-7類にも見られたOORL(13-232・438)のほか放射方向の-RL(6・192 

・241) または短線 (445) を並べたものがある。口端外角には押え (6・192・241・445)の列がある

ほか、鋸歯状に斜線が並ぶもの (225・438)が特徴的である。 232ではーRLの列が見られ、これは周

囲のOORLの部分とともに半置半転の手法で押捺される。口端外角の装飾と口部外面の境に稜を生

じ、ここに点列が位置する事例が注意される (225)。一方口部文様の下に現れる点列 (232・438)や

鋸歯状の沈線 (445) にはこのような稜を伴わない。

大半の土器にOORLの押捺がある。 13-6は口部にOORL、体部以下にooLRを用いる。口端外角(438)

あるいは無文帯上の口辺に (232)回転押捺が見られるのは 13-7類以前にほとんどない現象である。

回転縄文のない土器もある程度存在するらしい (112・396)。

深鉢 (13-241・392ほか） ・浅鉢 (6・396) ・壺 (89・496)が確認され、雛形ふうの小さいもの

(112) もある。丸底 (89・241)があるほか、弱く突出した底面の周囲に低い隆起がつく特徴的な底

部 (6・392・396) を見る。

平成 13・14年度発掘では生活面 101から 150にかけて出土し、 13-4~7類が同 120から上に全く出

土しないのと異なる一方、続縄文土器とは完全に上下関係にある。 11年度トレンチでも数は少ない

ながら 13-4・5・7類より上位に出土量の重心をもつ（表V-3)。

千歳市美々 2選跡では住居跡H-5・7・9・23・29などで本類の一部に相当する良好な資料が出土

しており（財団道埋文編 1986)、また同市ママチ造跡昭和 52年度発掘の IV群土器（同前編 1983)
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および同 60・61年度発掘の 3類土器（同前編 1987) の中に類例がある。いずれも樽前c降下軽石層

（曽谷•佐藤 1980) より上位のものとされている。なお本類にはママチ逍跡の V 群または 4 類土器

に相当するものをも含み、本造跡でも今後さらに細別が必要となるとみられる。

不明縄文土器 図V-16・78の全て、及び図 V-15・77・79の一部は以上の分類に比定することのでき

なかった土器である。以下概ね図示の順に分類の可能性について簡単に触れておく。

図V-15・16。13-130・331・523・539は単純な口部の形態から 13-1または 2類に属する可能性が

ある。 531も体・底部を見る限り 1・2類に似ているが口部が欠損して不明である。

図V-77。13-161、内傾した口端、単純な口部形状は 13-1-3類に近いか。 305・336、特徴のないロ

部で 13-1・2類に似ているかも知れない。 104、口端外角に狭い傾斜面がある点は 13-8類に似る。

図V-78。13-335、弱い丸みのある底部から急角度で立ち上がる体側は 13-3・4類に近いか。 187、

口端が内傾し上部が内湾する口部は 13-3・4類の一部に似る。 264、丸みのある口端で 13-1類に似る

ようにも思われる。 259、CORLのある口端は 13-7または 8類か。 330、円管で垂直に突いた点列と浮

文から 13-3・4類に近い可能性がある。 248、外角の尖る口端がやや外を向く状況は 13-5類あたりか。

39と291、ともに顕著な不等径の土器で 13-4類以降であろう。 173、沈線の感じは 13-4または 3類

に似たものがある。

図 V-79。 13-17、突起口端に円周方向の—RL があり 13-4-7 類か。 199、底辺直上に凹溝状の無文帯

があるので 13-4-7類であろう。 421、口端が蒲くなる点は 13-6-8類の一部に似るか。 13-465、見当

がつかない。 113、体下部の稜に点列があって口端薄く 13-7類に近い。 329と386、外角が尖り内角

の曖昧な口端は 13-6・7類に似る。 186、口部の開きが大きい 13-4-7類の浅鉢と思われ、厚さの変化

なく無文帯を欠く口部は 13-5類前後か。 109・126・417・425、浅鉢を模した雛形とみられる小さな

土器で分類困難である。

続縄文土器 図V-79の一部と V-80の全ては続縄文土器と思われる。今のところ出土贔少なく、本

迫跡でどのような分類が可能かは今後の課題である。変形工字文に類似の沈線文(13-565・568・569)

や水平な縄の側面圧痕 (506・567・566・570) をもつ例は続縄文土器の最も古い部分に位個し、口端

にCORLのあるもの (569・570・571)、COLRを用いるもの (563・566・507) とR条による撚糸文を

もつもの(564)もこれらに近いと思われる。 572は新しい続縄文土器である後北Ci.D式（大沼 1982)

と考えられ、底部に装飾のない 522はさらに年代が降る可能性がある。

平成 14年度に発掘した生活面6から 90にかけて出土し、縄文土器より確実に上層にある（表

V-3)。11・13年度に発掘した 149線以東での分布は確認されない。

(3) 製作技術

a 土

砂礫の混和 土器を構成する土には例外なく砂が含まれ、時には細礫を含んでいる。これらの多くは

所要の土質を得るため意図的に混和したものと考えられるので表V-2に観察の結果を記載した。兵

庫県小森岡遺跡出土土器の整理で採用された方法（千菓・大下編 1990の62頁）に倣い、発掘現場近

傍の石狩川岸で砂を採取し、これを飾い分けて用意した極粗粒砂と粗粒砂を体積比で 10・30%配合

した粘土版4個を作り、これと造物を比較して最も目立つ粒径の別、及び配合の多少を記述した。「中」

は中粒砂、 「粗」は粗粒砂、 「極」は極粗粒砂の略で、 「少」は 10%前後、 「極多」は 30%前後、 「多」

はその中間を意味する。またこれと別に細礫が観察されればその旨を記入した。図示した資料の範囲

では中～粗粒砂を中心に 10-20%前後混和するのが普通の配合と考えられる。
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注意を引いたのは細礫を含む土が 13-1・2類土器にかなり普遍的にあり、 13-5-7類にもしばしば見

られる（図版V-12) こと、整斉な沈線で装飾する亀ヶ岡式類似の土器には人為的に破砕した可能性

の高い角礫を含む土が往々用いられ、砂礫全体の配合も多いことなどである。砂礫を多く含む土器で

は必然的に土の固結が弱くなり、整理に際してアクリル樹脂で硬化処理したものが多くなった。処理

したものは表V-2に記入している。

土塊の混和 土の塊を砕いて配合したと思われる例（図版V-15下段）が相当多いことが注目され、

例えば個体番号を与えた 87個体中の 31個体に土塊を、さらに 4個体にそれらしいものを観察した。

13-1類から 8類まで各類の縄文土器にあり、 13-4類以降増加して特に 13-5-8類では土器の半数から

それ以上になるとみられるが、今のところ続縄文土器には確認されず、また上述した角礫混和の土と

は重複しない。単なる乾燥土塊であるのか焼成したものか、また土でなく軟質の堆積岩ではないかと

いった問題に答える用意がないが、ときに平坦な人為面を含み土器片と考えてよさそうなもの（図版

V-15右上）が観察される。道内の晩期土器に土器片を配合した例があることについては千歳市イヨ

マイ 6造跡lIH-18竪穴（同市教委編 1990の68頁）の報告で指摘され、本造跡でも昨年度報告した

「土器集中 3」（財団道埋文編2002)の資料で注意されている。

海綿骨針等概ね長さ 2mmからそれ以下の白色の細長い棒状の粒子が土中に観察される場合があ

る。これは海綿骨針と考えられ、海成層の蕗出する地域での土の採取を示すものとみられている（花

岡・長沼 1990)ので、肉眼で注意された範囲で表V-2に記載した。概ね亀ヶ岡式類似の土器に限っ

て少数認められる。また土の中に腐り礫と思われる赤褐色の粒が見られる場合がある。 13-2-5・7類、

続縄文土器に少数見られ、これも土の採取地の地質を示す可能性があるとみて表V-2に記載したが、

特定の出現傾向を認めることができなかった。なお腐り礫は粒子の質の表現であって、粒径の点では

砂と呼ぶべきものを含む。

このほか主に土器の内面で土中の繊維が消失した痕跡を観察する場合がある。これは主に土の採取

地の植生を反映したものとみてほとんど記述していないが、特に顕著と思われる例のみ表V-2に記

載してある。 13-6・8類にこれが見られた。

b 成形

接合面の有無 土器の表面に似て砂粒が沈んでいるが、土器が破損するまで器壁の内部にあったと考え

られる面を土器の成形に際して土を継ぎ合わせた面、つまり接合面とみなして表V-2に記載した。

珍しいものではなく、例えば個体番号を与えた 87個体のうち 46個体にこれを認めた。個体番号のあ

る土器のうち土を継ぎ合わせる必要の少ないであろう雛形状のものを母数から除いて考えれば、接合

面を露呈する個体の比率はさらに上昇するとみられる。

長く連続する事例で観察する限り、接合面は器を横にめぐって概ね水平に続いており、螺旋状に上

昇・ 下降するものは確認できない。そこで直接上下関係になくても出現する高さの異なる接合面を全

て別件、横に並ぶ接合面を連続の有無に関わらず全て 1件として数えた場合、上記と同じ 46個体中

に延べ 127件、 1個体に最大 12件の接合面を観察した。こうした事情から表V-2では接合面の数を

段数として記載している。その出現位濫は口部 30段、体部48段、底部49段となり、口部にやや少

ない傾向がある。接合面の蕗呈は成形の休止を反映し、休止は土器の変形を防ぐためにおこなわれる

（佐原 1967の737頁）という一般的な理解に立てば、これは口部よりも体部・底部に土の荷重によ

る変形への配慮がみられることを意味する可能性があり、従って土器を成立させた状態で底部から口

部へ向かって成形を進めるのが普通であったと想定してよいかもしれない。
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内傾・外傾佐原 真 (1967の738頁）に倣って、土器を正立させたときに土器の内面側が高く外

面側が低くなる接合面（図版V-17上段）を外傾、その逆に傾く接合面（図版 V-16ほか）を内傾と

表現すると、上記の延べ 127段の接合面のうち外傾接合面が4段、どちらとも断定しかねるものが 1

段ある以外は全て内傾接合面である。個体番号のない資料も内傾接合面が圧倒的に多いことは変わら

ない。ただしこれは晩期縄文土器各類を通じての傾向であり、続縄文土器の古い部分では外傾接合面

のほうが多い（表 V-2) ことに注意すべきであろう。 13-391 (N42、図版 V-17) と13-112(NS)は連

続性のよい外傾接合面を観察できる晩期土器としては稀な例である。

接合面の加工 露呈した接合面に規則的な凹凸が見られる場合があり、上向きの接合面では概ね浅い凹

み、特に明瞭なものでは僅かに左に傾いた縦長の凹みが横に並んだものとして観察される（図版 V-17

中段、 V-18左上）。これはおそらく土器製作者の指痕と思われ、これが接合面に直接遺されたもので

あれば上向きの接合面が擬口縁（佐原 1967の737頁）、下向きの接合面はその逆形（同前738頁）で

あり、土器は底部から口部に向かって成形されていることが確実となる。今のところ指紋を確認でき

た例は上記 46個体のうち 1個体 (13-530、N42J に過ぎず、土の接合後に土器内面から力を加えて

も接合面に同様の凹凸が生じるのではないかという疑問もあるので確信が持てない。しかしこうした

凹凸に伴ってときに出現する接合面上端の規則的な波うち（図版V-17下段、 V-18右上）は上向き接

合面の形成される時点でその上端が自由に圧延できたことを示すように思われ、少なくともこうした

例では底部側が口部側より先に成形されているとみてよいであろう。

このほか注意を引くものとして、接合面に小さな圧痕を横に並べて弱い段を作る例が見られる。概

して上向きの接合面に残る圧痕がそれに対応する下向き接合面にある反転像より鮮明（図版 V-18左

右下）であるので、これは上向きの接合面に直接印象されたものであり、土の接合後に内面から突い

た結果ではないと考えられる。しかしその目的は理解しかねる。あるいは接合面に積み上げた上段の

粘土がずり落ちるのを防ぐ意図に出たものであろうか。例外なく略円形の圧痕で、管で突いた輪・弧

状のものと中実のエ具によるものとがある。図示した 331件の資料のうち 13-1-5類と分類不明縄文

土器に計9件見られ、接合面の蕗呈した 46個体中では 4個体、延べ 127段の接合面のうち 7段に観

察された。

c 内面の調整

表V-2には一応土器表面における砂粒の現れ方、調整の方向性およびエ具の移動の向き、調整を

免れた成形段階の凹みの有無等について記載したが、調整技術の理解が不十分で体系性を欠いたもの

になっている。晩期縄文土器各類を通じて概ね無難に指摘できそうな点を列挙しておくと以下のよう

なものとなる。

調整で砂粒が沈んでいる例が大半で、砂の動きが見られる場合でも器面に浮き出す傾向はない。顕

著な光沢は生じていない。調整は水平方向に行われる場合が多く、砂の動きから確認される例では多

くが反時計回りにエ具を動かしている。調整の始点とみられるものがしばしば観察され、直線状を呈

する場合と弧線状とがあって前者が多い。口部には成形時の規則的な凹みと思われるものが十分消え

ずに残ることが多い。顕著に条を残す調整は稀であるが皆無でなく、調整の過程で消されている可能

性が残る。
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2 石器等・石製品・土製品

(I) 出土状況等

石器等・石製品・土製品（焼成粘土塊を除く）は平成 11年度に 1,968点、平成 13年度に 7,924点、

平成 14年度に 9,278点、合計 19,170点が出土している。分類は石鏃・石錐・スクレイパー・つまみ

付きナイフ・石斧・たたき石・台石・すり石・ 砥石・石核・加工痕のある礫 ・Rフレイク・ Uフレイ

ク・剥片・礫・礫片・石製品・土製品が出土している。その遺物の半分以上、もしくは機能部が欠損

していると考えられるものは破片として扱っている。

出土分布の傾向は 153線付近以東から増え始め、 156線付近以東では急激に増加する。また、 145-

148線からも多く出土する。これを生活面から見ると 121-135面・ 146-155面・ 186-200面において

出土点数が多くなる。この傾向は焼土の分布状況ともほぽ共通するものである。器種別の傾向は、ス

クレイパーが552点、たたき石が284点、石鏃が291点と多く、すり石・石皿はほとんど出土してい

ない。これは平成 12年度の報告とほぼ同様の傾向だが、この他に石製品・土製品の出土があり、カ

ンラン岩製の玉・土製の玉・勾玉・クマと見られる土製品などが出土している。

石材は、剥片石器などではそのほとんどを黒曜石が占め、その他には頁岩・玉髄（メノウ・メノウ

質頁岩含む） • 安山岩などが少量見られる。礫石器などでは砂岩• 安山岩が多数を占め、他には片岩

・泥岩・珪岩などが見られる。小さな泥岩礫を除くと造跡内の包含層から自然に出土するものではな

いため、目的を持って追跡に運び込まれたものであると考えられる。

遺物の図は土坑・集石出土の造物（図 V-81-83)は追構番号別に、焼土・包含層出土の遺物（図v

-84-88) は 1-61 が平成 11• 13年度着手部分 (149-158線）で出土したもの、 62-69が平成 14年度

着手部分 (I10-148線）で出土したもので並べた。また、周囲の状況から判断して 1-61は縄文晩期

後葉頃、 62-69は続縄文初頭頃にあたるものと考えられる。

なお、表内における出土小発掘区は平成 14年度から表記の変更を行ったため 2つの表記が混在す

る。小発掘区表記は a=ア、 b=イ、 c=ウ、 d=エ、である。計測値の括弧内は欠損部分からの数値であ

る。点数は破片を含むものである。図の縮尺は剥片石器・石斧・石製品・土製品は 2分の 1、礫石器

3分の 1で掲載している。また、 17のアスファルト付着部分、 P-49-l・P-56-l・P-107 -l・S-l 5-l 

・S-17-2の被熱部分は網掛けでその範囲を示した。

(2) 石器

石 鏃平成 11年度67点・ 13年度 198点・ 14年度26点、合計291点が出土している。有茎鏃

が277点とほとんどを占め、三角形鏃5点、菱形鏃3点、破片 6点である。大きさは平均すると長さ

2.07cm・ 幅 1.21cm・ 厚さ 0.33cm・ 重さ 0.65gとなる。各最大値は長さ 4.0cm・ 幅 1.7cm・厚さ 0.7cm

・重さ 2.5g、各最小値は長さ 1.2cm・ 幅0.8cm・ 厚さ 0.2cm・ 重さ 0.3gである。平均値付近に数量が

集まる。分布の傾向としては 154線以東から多く出土している。使用される石材は黒曜石が284点で

ほとんどを占め、頁岩・チャート・玉髄が7点である。

P-48-1・P-53-l・P-63-l・P-98-l / l -17・63・64は有茎鏃である。 1-9・63は基部の返しが

明瞭なもの。 1・2・63は刃部側縁がやや内弯する。 3-9は刃部側緑が直線的である。 9は両側縁

下部に袂りが入る。 l0-17は基部の返しが不明瞭なもの。 17は基部にアスファルトによる接着痕が

残存する。 64は基部が太く石話に分類されるものかもしれない。 18は菱形のもの。 62は三角形で

平基のもの。石材は 16が白色のチャート、 17は頁岩、その他は黒曜石である。
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石 錐平成 13年度に 2点出土している。 19は棒状のもの。刃部中央付近以下に使用痕と見ら

れる磨耗が見られる。 20は刺突部を作り出したもの。先端部を欠損している。石材は黒曜石。

ナイフ類平成 11年度 l点・ 13年度 5点・ 14年度2点、合計8点出土している。両面調整によっ

て刃部を作出したものである。全て破片であったため掲載はしていない。

つまみ付きナイフ 平成 11年度 l点・ 13年度4点・ 14年度 l点、合計6点出土している。縦形の片面調整

のもの 5点、縦形の両面調整のもの 1点である。石材は黒曜石 5点、玉髄 l点である。

21は縦形の片面調整によるもの。 65は縦型の両面調整によるもの。太いつまみ部がある。石材

は21が黒曜石、 65が玉髄。

スクレイパー 平成 11年度72点・ 13年度447点・ 14年度 35点、合計552点出土している。剥片の形

状を生かしてその縁辺部の一部分に刃部を作出しているものが298点と最も多く、縦長の剥片の側縁

部に直線的な刃部を作出しているものが98点で続く。その他にも円形剥片の円弧状縁辺部を用いて

刃部を作出しているもの 50点、三角形の形状をしたもの 24点、挟りの入っているもの 21点、縦長

の最I]片の下端部に刃部のあるもの 5点、破片 5ぷ点が確認されている。石材は黒曜石がほとんどを占

め、その他には安山岩・頁岩などがある。安山岩の剥片を利用したものが42点出土している。剥片

の形状を生かして刃部を作出しているものが多い。黒曜石の棒状原石の側縁を利用して刃部を作出し

ているものが2点出土している。

22は円形剥片の周縁部分に刃部を作出した～もの。 P-70-1・P-71-1・P-104-1/23-28・66は

縦長の剥片の側縁に直線的な刃部を作出したもの。 P-97-1/29-31は逆三角形状の剥片の側縁に刃

部を作出したもの。 P-37-1・P-65-1・P-105-1・P-116-1/32・67は剥片の形状を生かして刃部

を作出したもの。 P-53-2は黒曜石の棒状原石の側縁に刃部を作出したもの。石材は P-105-1/27 

・29が安山岩、その他は黒曜石。

石 斧平成 11年度に 7点・ 13年度に 41点・ 14年度に 1点、合計49点出土している。途中か

ら折れたり欠けたりしているものが多い。未製品と考えられる刃部を作出していないものがある。短

冊形のもの 15点・撥形のもの 3点・乳棒状のもの 3点、破片 13点、未製品と思われるもの 15点で

ある。整形の方法としては全面を研磨によるもの 3点、刃部のみを研磨によるもの 2点、敲打による

もの 10点、打ち欠きによるもの 7点が見られる。刃部は全て両刃で、直刃 3点・円刃 21点である。

石材は泥岩・片岩が多い。

33は短冊形のもの。全面を研磨により整形し、刃部は両刃の直刃である。縞が明瞭に見られる。 34

は撥形のもの。研磨によって刃部を作出している。両刃の円刃である。刃部には使用痕と見られる細

かい縦方向の痕跡が見られる。35・36は乳棒状のもの。全面を敲打により整形し、刃部を研磨により

作出している。両刃の円刃である。石材は 33が片岩、34・35が緑色泥岩、36がカンラン岩である。

たたき石平成 11年度に 62点・ 13年度に 196点・ 14年度に 26点、合計284点出土している。礫

の腹背部・端部・ 周縁部、もしくは複数部所に敲打痕のあるものである。扁平礫で腹背部が使用され

ているもの 63点・周縁部が使用されているもの 5点・複数部所5点、棒状礫の腹背部が使用されて

いるもの 60点・ 端部が使用されているもの 13点・複数部所24点、円礫を使用しているもの 16点、

破片 98 点である。使用される石材は砂岩• 安山岩が多い。使用痕付近から折れたり欠けたりしてい

るものが多く見られた。たたき石と台石については礫の形状・使用部所・重さを基準に分類した。重

さは 500g位を目安に軽いものをたたき石、直いものを台石とした。しかし、扁平礫の腹背部のみ使

用しているものに関しては軽いものでも台石として使用された可能性を否定できない。

40は礫の上半を敲打により整形し腹背部を使用したもの。 P-56-l・S-l 5-1-3・S-l 7-lは扁平礫
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図V-86 焼土・包含唇の石器等 (3)

268 



2 石器等・石製品・土製品

の腹背部と周縁を使用したもの。 P-30-1/ 41は扁平礫の周縁を使用したもの。 S-16-1は棒状礫の

端部を使用したもの。S-16-2・3/42は棒状礫の腹背部・端部の両方を使用したもの。 P-41-1・S-

5-l / 43・68・69は棒状礫の腹背部を使用したもの。 P-63-2・P-67-l・S-l 8-2は破片。 P-56-1

には被熱した痕が見られる。石材は P-63-l / 40・43・69が砂岩、 41が珪岩、 P-56-1・P-67-1・

S-15-1-3・S-17-l・S-16-2・3/ 42が安山岩、 P-30-1・P-41-1/68が泥岩である。

台 石平成 11年度6点・ 13年度28点・ 14年度20点、合計54点が出土している。礫の平坦

面に敲打による使用痕が見られるもの 23 点、破片 31 点である。石材は砂岩• 安山岩である。

P-49-1・P-56-2・P-l 07-l・S-5-2・S-18-3/ 44・45は扁平礫の平坦面に敲打痕のあるもの。 45

は礫の 4ヶ所に打ち欠きが見られる。打ち欠かれた部分は磨耗が激しいため、以前に打ち欠かれた礫

を搬入して台石として使用した可能性がある。一部にすり面に見える研磨痕がある。 P-70-2・S-15-

4は破片。 P-49-l・P-l 07 -l・S-l 5-4は被熱した痕が見られる。石材は P-49-l・P-56-2・P-70-2 

・S-18-3/44が安山岩、 P-107-1・S-15-4/45が砂岩である。

す り 石平成 13年度 l点出土している。対雁2造跡では初めての出土である。

39は断面三角形の礫の稜にすり痕があるもの。礫の腹背部に敲打痕が見られることから、たたき

石として使われていた可能性が考えられる。礫として追跡に持ち込まれたものかもしれない。石材は

砂岩である。

砥 石平成 11年度7点・ 13年度25点・ 14年度 1点、 合計33点が出土している。破損してい

て破片として扱っているものが多いが、細い溝状の研磨痕のあるもの 4点・広い研磨面のあるもの 29

点が見られる。石材は軽石・泥岩・凝灰岩である。細い溝状の研磨痕のあるものは軽石製のものに見

られる。

P-92-1は細い溝状の研磨痕のあるもの。S-18-l /37・38は広い研磨面のあるもの。石材は P-92-1

が軽石、 37が泥岩、 S-18-1/38が凝灰岩である。

石 核平成 13年度 116点・ 14年度5点、合計 121点が出土している。特に図示は行わなかっ

た。ピエス・エスキーユが 13年度 72点 ・14年度3点、合計75点出土している。石材は黒曜石が多

く、他に頁岩・チャート等が少量見られる。

Rフレイク 平成 11年度48点 ・13年度2点・ 14年度 3点、合計53点が出土している。特に図示は

行わなかった。剥片に加工痕の見られる剥離のあるものをこれとした。

uフレイク 平成 11年度59点・ 14年度3点、合計62点が出土している。特に図示は行わなかった。

剥片に使用痕と見られる微細な剥離が見られるものをこれとした。

加工痕のある礫 1勺戎 11年度5点・ 13年度 11点 ・14年度 l点、 合計 17点が出土している。特に使用さ

れた痕跡が見られず、打ち欠き等が見られるものをこれとした。P-30-2は礫に打ち欠きが見られる

もの。 P-30-3は頂部から打ち欠かれている。この際の剥片がP-33-1であり、この2点が接合する。

石材は P-30-2が片岩、 P-30-3が泥岩である。

(3) 石製品

平成 13 年度 8 点出土している。玉が 7 点• その他 l点である。石製の玉の出土は初めてである。

46-48は玉である。全て研磨により成形が行われ、両面からの穿孔により孔部を作出している。 46

は両面の一部に刻線により放射状の模様が施されている。48は平玉状の形状をしている。風化が激

しく脆くなっている。 46・47はカンラン岩製、 48は滑石製である。
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図V-87 焼土・包含暦の石器等 (4)

(4) 土製品

焼成粘土塊以外の土製品は 11年度 l点・ 13年度 12点、合計 13点出土している。玉 3点・ 勾玉 5

点・クマと見られる土製品 l 点• その他4点である。勾玉は平成 12年度調査においてカンラン岩製

のものが 1点出土している（財団道埋文編2001の図 V-2-3-48)が、土製のものは玉とともに初めて

の出土である。なお、クマと見られる土製品については平成 11年度の報告書（財団道埋文編 2000の
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2 石器等・ 石製品・土製品
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図V-88 焼土・包含語の石器等 (5)

図V-9) において報告済みのものであるが再掲載する。

49-51は玉である。貫通孔があり、側面に断面山形の器具を用いた刺突による模様が施されてい

る。 52-56は勾玉である。52-55は頂部付近に貫通孔があったと見られるが、孔の上部を欠損して

いる。無紋である。 52は下端部も欠損する。 56は上部に貫通孔が 1ヶ所、表面には円形の刺突に

よる模様が施されている。 57・58はミニチュア土器の一部とも考えられる。施文等はされていない。

59は半円球状のもので上面に円形の刺突による模様が施されている。 60は下部が欠損し頂部が二

股になっている。土器の装飾部分の可能性がある。 61はクマと見られる土製品である。長さ 9.3cm

• 高さ 4.8cm・ 厚さ 3.0cm・重さ91.0gを測る。四肢・下顎部・左耳を欠損している。円形の刺突に
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v 遺物

よって目・耳の穴が表現されている。啓部から首の付け根付近まで直径 0.8-0.4cm・ 長さ 6.4cmの穴

が開いている。

3 焼成粘士塊

不定形の土塊が焼けて固化したいわゆる焼成粘土塊は、発掘中に掘り出されたものが平成 11年度

に32点、 13・14年度に 238点の合計270点ある。またフローテーション処理した遺構土壌から選別

された洗い出し追物の分量は表 IV-3で示した。主に平滑に調整された表面をもたないこと、成形の

意図が明瞭でないことによって土器および定形的な土製品と区別されるが、断片での区別は困難で、

上記は概ね当初の形状・表情と思われるものを保っている事例の数量である。

掘り出し遺物（図版V-32上）は最も大きな径をもつもの（図版右端下から 3番目）で長径 55mm、

最も重いもの（図版最下段中央）で 33g。表面の大半が比較的滑らかで砂粒も沈んでおり、人間の手

で形をなしたらしいものと、細かい凹凸に富み土や草の中で圧迫されて塊状となったかと思われるも

のとがあり、前者が多いが確実な判別はできない。扁平な板状に圧延されたもの（図版左端付近） ． 

棒状に伸びるもの（図版右端） ・球状に近い塊（図版最下段）などは人為を反映した形状とみてよい

のであろう。オニグルミの殻の内面の圧痕をもつものが 1点ある（図版中央右寄り）。

洗い出し遥物（図版V-32下）は比較的多くの焼成粘土塊が選別された遺構を選んで単一処理番号

から選別されたものの全てを写真で示した。 F-80は処理番号 13-280で最大の遥物の長径 31mm。以

下同様に F-96は 13-460で 12mm、F-304は13-79で 10mm、F-367は 13-558で28mm、F-420は 13-606

で23mm、F-540は 13-520で22mm、F-611は13-571で21mm。細かい遣物の存在、特に微細な紡錘

形のそれは土で汚れた手をこすり合わせた結果かと思われ、遺跡現地で土を加工する行為が行われた

ことを示唆しているが、確実には土器や造構内外でしばしば発見された白色の粘土、逍跡の自然堆積

物等との間で粒度や鉱物組成を比較したうえで再検討する必要があると思われる。
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v章付表

表 V-1 逍物集計

土誌汗
石 芯 償、9

分類

土
謀
土
匁
品

土
雑
疇
小
計

石
鏃
石
鰈
ナ
イ
フ
類

つ
ま
み
付
さ
ナ
イ
フ

ス
ク
レ
イ
パ
ー

石
芹
た
た
き
石

台
石
す
り
石

砥
石
石
核

厖

R
石
器
片

uフ
レ
イ
ク

R
フ
レ
イ
ク

加
工
店
あ
る
礫

石
そ
の
他置
i

軽
石
襄
・
墨
片

石
因
n
5

石
諄
等
小
計

合

計

［ 土坑・集石出土遺物棠St
遺構名

P-1 3 3 3 

P-3 10 10 10 

P-4 13 13 5 I 6 19 

P-5 I I 3 I 6 6 

P-6 7 7 I 1 a 
P-26 18 18 18 

P-27 6 6 6 

P-28 31 31 2 2 33 

P-29 ， ， I I I 3 12 

P-30 7 I 8 I ＇ I I 2 7 15 

P-31 , 2 I 1 3 

P-32 2 2 2 

P-33 5 5 I 3 4 ， 
P-34 7 7 7 

P-35 7 7 7 

P-37 12 12 I I 13 

P-38 、1 4 4 

P-39 2 2 2 

P-40 6 6 I l 7 

P-41 I 1 I 

P-42 I 2 3 3 

P-13 ) 3 3 

P-45 4 I 5 5 

P-46 22 22 I 1 23 

P-48 )4 34 I I I 3 37 

P-49 23 3 26 I I 3 I I 7 33 

P-50 I 1 1 

P-52 17 17 17 

P-53 23 23 I I ， 5 I 17 40 

p.54 I 1 1 

P-ll 2 2 2 

P-56 8 8 I I 2 10 

P-57 20 20 I 1 21 

P-58 14 14 3 3 17 

P-60 II 4 15 I I JO I 2 15 30 

P-61 I I 2 2 

P-62 3 3 3 

P-63 22 6 28 I I I 3 31 

P-65 I 1 1 

P-66 5 5 s 
P-07 8 8 I J I 5 13 

P-68 I 1 1 

P-69 • 4 4 

P-70 I 1 I I I 1 4 5 

P-71 J7 37 I 20 I 22 59 

P-73 4 4 4 

P-74 I I I 2 3 4 

P-75 2 2 I I 3 

P-77 I 1 1 

P-78 2 2 2 

P-79 23 23 I 7 ， 17 40 

P-80 14 ，． 14 

P-81 J 3 I 1 4 

P-83 5 5 2 2 7 

P-85 2 2 2 

P-86 2 2 2 

P-90 3 3 3 

P-91 I 1 I 1 2 

P-92 I 1 1 

P-93 I 1 1 

P-94 5 5 5 

P-95 J 3 I 1 4 

P-96 II 11 I 1 12 

P-97 I 

＇ 
I 2 s 8 ， 

P-98 6 6 I 5 6 12 

p.99 I 1 1 

P-101 2 2 2 

P-102 2 2 2 

P-103 2 I 3 3 

P・104 3 3 I 2 3 6 

P-105 I 1 1 

P-106 2 2 2 

P-107 I 1 I 1 2 

P-112 4 4 4 

P-115 5 5 I I 2 7 

P-116 14 14 I ， I 2 6 20 

P-117 2 2 I ＼ 3 

P-118 I 1 1 

P-120 10 10 10 

r-122 2 2 2 

P・123 l 1 1 

P-124 7 7 2 2 ， 
P-125 2 2 2 

P-126 ， 2 2 

P-12<J 3 3 3 

P-135 4 4 4 

P-136 I 1 1 
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表 V-1 続き

土芯導
石 器 等

il'l 片 ば石

品 点品 品? i I 
ナ つ ス ~ た 名 6 砥 ~ R u i 

加

I -ぶ以 他その 品
そ g 礫 I ！ 

合

分類
イ 主 ク

I 
石 フ フ

品ぁ
の

フ

1 
レ 石 レ レ 石 他 : 船 イ

委 J バ る

~ さ
it 

I 甍
イ
フ

P-138 I 1 1 

P-139 l 1 1 

P-140 I 1 1 

P-142 I 1 1 

P-144 I 1 1 

P-145 5 5 5 

P-146 I I 2 2 

P-148 I 1 1 

P-152 2 2 2 

士坑計 511 18 595 8 ， I 6 4 2 2 6 77 37 II 29 192 787 

S-4 I 1 152 152 153 

S-5 2 l l 4 4 

5-6 2 I J 48 2 56 

” S-1 124 124 124 

S-15 ］ I 4 4 

S-16 3 3 3 

S-17 ， I 3 3 

S-18 l l I J 3 

S-19 2 2 2 

S-20 ） 3 3 

集石et I ， 2 I II 3 I J 48 2 276 7 354 355 

土坑・集石計 578 18 596 10 10 I 

＂ 
7 3 2 3 6 125 37 2 287 )6 546 1142 

2 発掘区別出土慣物集計

発掘区

64-129-イ ） 3 3 

64-137ーイ

゜ ゜64-139ーア I 1 1 

64-139-イ 2 2 2 

64-141ーイ I 1 1 

64-143-イ

゜ ゜
J 3 3 

64-144-ウ I 1 1 

64-145-ィ I 1 I 1 2 

64-145ーウ 4 I 5 5 

64-146-ア I 1 1 

64-146-イ 567 )10 4 881 881 

64-146ーウ 2 2 2 

64-147ーウ I 1 1 

64-147ーエ I I 2 2 

64-149-イ 4 4 4 

64-149ーエ 3 3 3 

64-150—ア I I I 3 3 

64-152—ウ I 1 1 

64-156・イ 4 4 I I 2 6 

64-156—ウ 3 3 3 

65-129ーア I 1 1 

6S-IJI —ウ 8 8 8 

65-131ーエ I 1 1 

65-135ーイ l 1 1 

65-136—ウ I 1 1 

65-137ーア I 1 1 

65-137-工

゜ ゜
2 2 2 

65-138-ア I 1 1 

65-138-ウ 2 2 4 3 576 96 679 681 

65-139-イ 2 J I 6 6 

65-141ーウ I 1 1 

65-142ーウ 18 18 I 3 4 22 

65-143ーイ 8 B 8 

65-143ーウ I 1 1 

65-144-ア J 3 3 

65-145ーイ 5 5 2 2 7 

65-145ーウ I 1 I I 2 3 

65-145ーエ 407 6 I 414 414 

65-146—ウ

゜ ゜ ゜゚65-146-エ 1465 45 1510 1510 

65-147ーア I I 2 2 

65-147ーイ I 1 I 2 3 552 6 6 570 571 

65-147ーウ 2 I 2 5 5 

65-147ーエ I 1 1 

65-148ーイ 4 4 J 3 7 

65-149-イ I 1 1 

65-151ーウ I 1 1 

65-152ーア I 1 1 

65-152-イ 2 2 2 

65-152-ウ 3 3 3 

65-152-I. I I I I 2 J 

65-153ーア 4 4 4 

65-153イ IJ 13 I 1 14 

65-153ーウ ， ， I 272 J 276 285 

65-15]-エ I l 1864 I 1865 1866 

65-154-ィ 28 28 I 7 8 36 

65-154ーウ 36 36 I I ） 3 8 44 

65-154ーエ 4 4 I J 4 8 

65-155ーア 4 4 4 

65-155ーイ I) 13 l 7 I ， 22 
65-155ーウ 28 28 I 7 2 ， 19 47 
65-155-工 20 20 I 3 3 I 8 28 

65-156-―f 50 50 I I 3 6 11 61 

65-156イ 46 46 I I I I 2 II 4 3 6 30 76 

65-156-ウ 116 116 2 6 4 I 2 20 69 36 140 256 
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表 V-1 続き

石 盆 呼
土 沿守

剥 片 ば石

土骰 土製品

ii ! i i { 
つ ス : を 台 す 百 石 R ~ 消匁石 加エ 黒嘔 ,.,政その 品 そ 軽 礫 ! ~ i 合分 Iii
ま e 石 り 桟 フ の 石

フ， 乳 石 レ レ
践片 lあるil 

石沼他 石 他 I?' 片類 ィ ィ ィ
II ク ク ~ 

計

I 礫
イ ざ
フ

65-156-工 40 40 I I 4 6 46 

65-157・ア 49 49 I I 2 3 28 35 84 

65-157-イ 173 173 2 2 I 6 10 21 194 

65・157-ウ 151 ! 152 4 2 I I 4 10 10 I 62 95 247 

65・157・エ 19 19 19 19 鵠

65・158-ア 3 I 4 I 2 3 7 

65-IS&・イ SJ I 84 I 3 I I 15 3 J 27 111 

65-158・ウ 549 549 J 1 4 2 3 3 31 7 2 27 83 632 

65・158-エ 17 17 2 2 19 

66-11)-イ I 1 1 

66-118-ア 8 8 8 

66-130・イ I 1 1 

66-133-ウ I 1 1 

66-134-イ I I 2 2 

硲 134-ウ 1 2 2 

66-1辻工 I 1 1 

66-135-ウ I I 2 2 

“・136・イ I 1 1 

“・13G・ウ 2 2 2 

“・137・エ I 1 1 

66-138..-f ヽ I 1 1 

66-138ーエ I 98 16 115 115 

給 139-ア 1852 1852 1852 

66-139・イ 3 3 3 

的-140・ウ I 1 I 

66-141-ア I ， ， 
66-142・ウ 2 2 2 

66-143・ア I 1 1 

66・143-イ I 4 s 5 
“・143・ウ I ） 4 4 

66-143・エ 2 7 ， ， 
66-14牛ア I ， 1 
66-144・イ I 1 I 

砥 144-ウ I I I 

＇ 
2 

66-144-工

゜ ゜
2 2 2 

砥 145・イ

゜ ゜
6 6 6 

66-145・ウ 6 6 I 5 6 12 

66- 1~5・エ I ， I ＼ 2 

66-146-7 I 29 30 30 

66-116ーイ 4 4 I • ， 13 
66-146-ウ 21 21 7 I 16 24 45 

66・14<>・エ 4 4 1 4 5 ， 
66-147・ア I 7 8 8 

6~ 147・イ

゜ ゜
2、 1 55 58 58 

66-147・ウ 2 II 13 13 

硲 147・エ ヽ 12 12 12 

66-1媒 ア 1、 I 2 2 

66-148-イ

゜ ゜
4 I 5 5 

66・148・ウ I 1 I l 2 3 

66-148-エ I 1 1 

66-149・ア 2 2 2 

66-149イ 2 2 I I I 3 5 

66-149-ウ J 3 3 

61>-149・エ 4 4 4 

66-150 I 1 1 

66-151-ウ I 1 I I J 5 6 

66-151・エ I 1 1 

66-152-ア 16 16 I 1 17 

66-152-イ 6 6 2 2 4 10 

“ー152・ウ 7 7 2 2 ， 
“ー152-ェ JO 10 I 1 11 

66-153-ア 6 6 I I I 3 ， 
66-153-1 19 19 I 5 6 25 

66-153・ウ 14 14 I I 2 4 18 

66-153-エ 10 10 I I I 3 13 

66-154-ア 14 14 2 19 21 35 

66-154・イ 19 19 2 I 8 11 30 

66ー154・ウ 98 3 101 I 4 I I )6 2 3 48 149 

66-154-エ 16 16 I 2 4 7 23 

66-155・ア JI 31 IO 4 ＇ 16 47 

66-155・イ “ 64 ) I 3 7 71 

66-1Sふウ 79 2 81 4 2 34 2 I I 44 125 

66-155・エ 211 211 2 I I I I " 2 
， 2 53 264 

66-1S6・ ア }76 9 385 I 16 2 I I 4 222 18 I 14 280 66S 

硲"梵イ 266 4 270 I 7 I 159 19 7 4 198 468 

砥 156-ウ 326 I 327 2 4 3 I 29 II 3 6 59 386 

66-156-エ 331 5 336 I 3 I I 2 I 39 8 II 14 81 417 

66-157-ア 196 9 205 6 2 ， 14 J 2 ， 45 250 
66-157• イ 207 2 209 I J 4 I 15 47 12 16 99 308 

66-157-ウ 434 2 436 2 4 I I 20 I 36 32 15 30 142 578 

66-157-ェ 161 161 J 8 6 6 6 I 18 4 8 5 164 325 

66-158 4 4 4 

66ー158-ア 298 2 300 6 3 8 I 2 5 I Ill 8 8 16 169 469 

66-158-イ 469 ,, 471 5 6 2 I I 4 3 26 19 27 13 107 578 

66-158・ウ 1416 2 1418 10 I 13 2 ， I 2 7 8 3 80 28 10 29 203 1621 

“・158-エ 936 936 13 ， 6 I 6 12 I 66 22 6 }8 I 181 1117 

67-149• ウ I 1 1 

67-150・ア 6 6 I ) 4 10 

67-150・イ I l 1 

67-151-ァ l 1 1 
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v 遺物

表 V-1 続き

土括等
石 芯 ~ 

H 片 厚石

品i ii l i i 
ナ つ ス i たた 石台

す 苔 屈 ~ ~ i 加 洪瑶 ↑以社 その ! 
そ 苔 礫 I ! 合分類

イ ま ク 各 工 の
フ

『
レ 合 レ

i 
石他 他

界／， Iii ィ ; ィ 月 計バ ク

登i I 礫

フ

67-151・ウ II 11 11 

67-151ーエ I 1 ＼ 

67-152ーア I t I I 2 3 

67-152ーイ I 1 1 

67- 152—ウ 25 25 25 

67・ 1 52—エ ） 3 2 5 I 8 11 

67・153・ア II 11 I 3 2 6 17 

67・153・イ ， ， I 1 10 

67・153-ウ

＂ 
17 J 3 20 

67-153・エ 18 18 I I I 3 21 

67・154-7 43 43 I 7 • 2 14 57 
67・154・イ 105 105 8 2 I 11 116 

67-154・ウ 59 59 I I I 2S I I 6 36 95 

67-154・エ 51 51 2 57 s 2 66 117 

67-155ーア 29 I 30 I I 8 ， 12 42 
67-155ーイ 67 67 I I I II I 15 82 

67-155ーウ 61 2 63 I I 3 2 7 70 

67・155-エ 93 3 96 2 4 2 I 35 3 47 143 

67・156-ア '°' J 107 l I 2 128 ) 8 4 147 254 

67・156-イ DO 130 I 5 2 I 26 2 2 4 43 173 

67-156-ウ 364 5 369 3 21 I ヽ 2 I 265 36 6 18 353 722 

67-156-エ 281 9 290 6 I 45 19 ） 7 81 371 

67・157-ア 386 6 392 3 7 3 2 3 I 5 21 ， 2 22 78 470 

67-157-1' 442 9 451 7 II 7 J 3 19 51 27 I 3 41 173 624 

67-157・ウ 562 6 568 2 5 I 2 I I 16 113 47 I IJ 202 770 

67-157ーエ 367 367 2 4 4 I 2 I 2 65 19 ， 109 476 
67-158 

゜
I ， 3 3 

67-158-7 640 20 660 5 ， 5 7 I 2 I 144 21 17 19 231 891 

67・158イ 846 16 862 16 15 2 ， 1 4 23 238 16 I 35 42 402 1264 

67・158-ウ 1515 1515 ， 6 7 2 7 242 42 II 

“ 
380 1895 

67・I58-ェ 2029 5 2034 8 JO I 18 3 I 6 13 1 150 34 2 26 46 319 2353 

68-149-ァ I 2 3 3 

GS-149・イ I 4 5 5 

68-149・ウ 6 6 I I 2 8 

68-149・エ

゜ ゜
2 I 3 3 

68-150-ィ J 3 6 I 7 10 

68-150-ウ I 1 2 2 

68-ISI・イ I 1 1 

68-151ーウ 2 2 2 

68-151ーエ J7 37 37 

68-1S2-ア 5 5 5 

68-152-イ 42 42 I 2 3 45 

68-152・ウ 13 13 I I I 3 16 

68-152-エ 2 2 I I 2 ' 68・ISJ-ア 19 19 I I I I 4 23 

68・153イ 29 29 I 1 30 

68-153・ウ 2J 23 s 14 22 45 

68-ISJーエ 72 72 I J 5 ， 81 
68-154-ア 39 3 42 2 2 10 I 2 17 59 

68-154イ 38 38 l I I I I I 6 44 

68-154-ウ 97 97 2 I I I I 5 3 14 111 

68・154-エ I 17 I 118 I ) 3 I 32 l 41 159 

68-155ーア 7S 1 76 I 2 I I ， 4 I 19 95 

68-155ーイ 150 150 2 5 I I 2 11 161 

68-155—ウ 155 155 I 2 1 6 I I 6 18 173 

68-155-エ 157 157 I 5 I 7 164 

611-156-ア 206 2 208 2 22 I 2 I I 183 II 5 14 242 450 

68-ll6-イ 113 I 114 I 6 I 2 60 ' 8 80 194 

68-156,-ゥ <JJ I 414 2 I I 7 5 I 2 15 19 2 21 76 490 

68-156-エ 459 I 460 12 JO 1 39) 21 6 34 503 963 

68-157• ア 412 5 417 10 14 ) I 3 5 78 7 I 23 145 ssz 
68-157・イ 324 6 330 

、＇
5 I I I 48 10 5 ， 84 414 

68-1~7ー ウ 222 5 m 2 4 3 4 3 88 15 I I 6 127 354 

68-157-:X:. 516 J 519 4 7 s 5 I I s s 54 18 5 5 12 127 646 

68-158-ア 809 6 815 12 I 18 ) 2 4 SJ 243 31 ， JO 386 1201 

68-158・イ 231 I 232 6 5 I 6 2 I 2 I 41 8 I 7 s 86 318 

68-158-ウ 467 22 姻 I 5 1 3 12 20 I 4 7 54 543 

68-158-エ． 1415 3 1418 6 ， 3 ， I ， 7 77 37 3 II 172 1590 

69-149-ア I I I 4 s 6 
69-149-イ I 21 22 22 

69-149-'ク 12 12 G 6 18 

69-149ーエ 4 4 2 I 3 7 

69-150-ア 27 27 27 

69-150-イ 伐 48 I 2 3 6 54 

69-150-ウ 21 21 I 1 22 

69・150-エ ， ， I I 2 11 

69-151-7 I l 1 

69-lll・ウ I 1 I 

69-1S2-7 5 5 I 1 6 

69-1S2-イ I 1 1 

69-152-ウ ) 3 3 

69-152ーエ IS 15 I I I I 4 19 

69-153-ア 20 20 ， J 12 32 

69-153イ 47 47 I 2 I 2 6 53 

69-153—ウ 18 18 J 2 5 23 

69-1.53-エ． 13 I 14 2 II 4 17 31 

69-154 5 5 s 
69-154-7 “ 

I 45 I J 3 3 2 I 13 58 

69・154-イ 72 72 I I 2 74 

69-154ーウ IIJ.l I 105 I I 2 I 5 I 5 16 121 
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v章付表

表V-1 続き

石 蕊 ~ 
土 l~':',

封片 原石

品 ~ 品 I i I 
ナ つ ス i ~ g 

す ほ 且 ~ u 

片i 
加 尚 令む以 そ他の; そ 石軽 墨・ ; 品! 合イ ま ク り 石 フ 工 の

分穎 フ

& 
レ 石 レ レ 岱． 石 他 : 類 イ 石 1, イ ft /I ク る I ナ I 礫

イ
フ

69・154・エ 94 94 I 2 2 12 27 I 45 139 

69・155・ア 100 100 J I J I 81 I 90 190 

69-155・イ 118 118 4 I 1 J I 17 5 I 33 1S1 

69-155-ウ 222 3 225 3 2 I 12 I I 10 30 255 

69-ISSーエ． 61 61 I 3 l 5 I 2 13 74 

69-156ーア 85 2 87 I I I I 4 8 4 I 21 108 

69-156-イ 318 2 320 I 7 I I I 3 120 I 17 152 472 

69-156--ウ 282 2 2S4 I I I I I II 3 24 43 327 

69・156--エ 253 4 257 5 2 2 2 I 1 41 6 2 19 63 340 

69-157・ア 353 10 363 I I 3 3 2 I 10-1 6 6 14 141 504 

69-157-イ 441 I 442 3 7 5 2 I I 2 78 13 7 11 130 572 

69-157・ウ 716 716 ] 6 I 4 I 7 5 69 20 13 17 146 862 

69-157・エ 566 I~7 I 3 I 4 4 I 8 100 17 6 18 163 730 

69-158-7 332 6 338 8 5 4 I I 4 

“ 
15 II 12 105 443 

69-158-イ 500 22 522 12 12 l ， 6 27 147 53 s 21 293 815 

69-158-'. ン 831 831 4 6 I 4 I 2 2 5 93 14 278 II 421 1252 

69-158ーエ 574 574 I 3 I I l 29 2 2 ， 53 627 
70-149-7 4 4 4 

70•149· 工． I I 2 2 

70-150 s 5 5 

70•150- ア I 1 ヽ 1 

70-150-イ I 1 1 

70-150-ウ ， 2 2 

70-150-エ 4 4 4 

70-151・ア 4l! 48 I 1 49 

70-151・'ク 2 2 2 

70-151ーエ 2 2 I 1 3 

7().152-ア J 3 I 1 4 

70-152-イ 17 17 I I I 3 20 

70-152ーウ 26 26 I I J I 6 32 

70-152ーエ． 14 14 I 2 I 4 18 

70-15J-7 71 71 I I 2 73 

70-153ーイ II 11 I I 2 13 

70-153-ウ 68 認 3 4 2 ， 77 
70-153・エ 85 85 I ， 6 I 10 95 

70-154 I ＼ 1 

70-154-ア

“ 
46 I I 2 胡

70-154・イ 54 54 I I s 7 61 

70-1 S4. ウ IJ 13 I 

＇ 
2 15 

70-154ーエ 62 62 I 1 63 

70-155ーア 98 2 100 I 2 I 3 7 107 

70-155-ィ 48 48 2 2 50 

70-155ーウ 92 92 2 I 48 2 53 145 

70-155-ェ 164 2 166 I 4 2 16 I I 2 27 193 

70-156-ァ 160 2 162 4 5 5 I II 12 38 200 

7().156--f 172 2 174 J 6 2 I 22 7 41 215 

70-156-ウ 73 73 3 I I 3 I 9 82 

70-156・エ 131 131 I I 5 3 2 II 23 154 

70-157・ア 230 4 234 I 5 I 3 I 2 26 II 14 22 I 87 321 

70-157・イ 126 4 130 2 I 7 I I 12 4 I 15 44 174 

70・157-ゥ 295 2 297 5 2 10 2 2 I I I 35 8 2 II 80 377 

70.157. エ 474 5 479 3 8 I 10 2 I 5 I 60 13 5 29 138 611 

70-158ーア 603 7 610 6 15 3 3 I II 21 207 22 25 30 I 345 955 

70-158-イ 308 4 312 6 7 I I 4 15 74 22 I IS 146 458 

70-158・ウ 315 I 316 ， 4 I I I I ?7 5 I 4 13 137 453 

70-158-エ 670 670 I 5 5 s J 51 7 4 10 91 761 

合計 33逗 283 33631 291 2 8 6 552 49 284 54 I 33 121 SJ 62 278 17 11846 3468 19 I 721 1566 8 19440 53071 

3 生活面別出土遺物集計

生活面

1-l 8 8 I I I 4 7 15 

6-10 ， I 10 10 

11-15 I 1 I 4 5 6 

16-20 I l I I ) 5 6 

21-25 5 5 5 4 677 1967 I 2 2656 2661 

26--30 I 1 I I I I 4 5 

JJ-35 

36-40 

41-45 I I 3 5 5 

46-50 18 18 18 

51-55 I 1 I 13 16 16 

必如 3 J I I ¥J 15 18 

61-65 I 1 I I I 5 8 ， 
66-70 7 7 I 7 8 15 

71-75 10 10 3 ， 12 22 
76-80 5 5 1471 48 l 1522 1527 

81-85 3 3 978 317 Z9 1324 1327 

86-90 18 18 3 23 26 44 

91-95 

゜ ゜
I 2 32 35 35 

96-100 I 1 I 2 3 552 ， 44 611 612 

101-10S 54 54 2 I I 7 J 30 44 98 

106-110 ， ， 2 II s s 23 32 

111ーI15 51 51 2 2 2 I 55 2 4 68 119 

116-120 126 126 I I 4 2 5 13 139 

121-125 如 9 13 2662 13 I 59 J 18 2 2 13 I 3 809 56 13 76 2 1071 3733 

126-130 2418 14 2432 29 I 101 6 35 5 5 20 64 I 1329 89 I I 93 I 1781 4213 

131ー135 2189 23 2212 27 I so 13 35 8 I 12 23 746 94 s 65 1083 329S 

136-140 '.!49 I 350 4 10 5 I 2 32 4 ， 67 417 
141-145 229 229 5 2 17 5 I ， 39 268 
146-150 805 6 811 11 I I I 21 8 I I 2 I 244 14 22 I 329 1140 
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v 遺物

表 V-1 続き

士謀嗚
石 器 等

,. 片 ば石

乱 品品 ！ :I i ~ 
つ ス ~ ~ 暮

す 磨 且 ~ ~ i 
加 品
乱i石品

そ 磨 礫 I ! 合ま 名 り ii の
分 Iii フ

~ 
石 レ レ 石 他 ~ Ill 1、 石 ィ t; ぁ，， る

"' ii . 一→

計
ナ I 礫

~ 
151ー155 600 J 603 8 17 5 I I I 77 27 I 20 158 761 

156-160 79 79 J 5 I 3 I 20 I J 37 116 

161-165 109 I 110 I 3 10 I 3 18 128 

166-170 293 4 297 ' 8 2 I 2188 I 4 12 2218 2515 

171-175 35 35 2 I 30 I 1 41 76 

176-180 149 4 153 

＇ 
5 I ， I } 2 22 175 

181-185 463 5 468 5 10 6 I I 51 5 10 18 107 575 

186-190 2569 33 2602 17 JS 5 29 4 4 21 I 48 430 134 5 40 90 863 3465 

191-195 2584 23 2607 43 I 42 8 16 4 16 69 I 630 I 12 I 82 101 I 1121 3734 

196-200 753 10 763 ， I II 3 2 2 6 S4 39 25 42 194 957 

201-205 238 3 241 2 I I 7 5 20 36 277 

2知 210 390 2 392 2 2 l I I 50 ） I 27 88 480 

211-215 1593 32 1625 7 14 ， 2 I ， 21 I 113 82 49 104 I 413 2038 

216-220 1003 20 1023 II 16 2 4 J I I 7 l 16 100 102 6J 95 422 1445 

221-225 780 10 790 4 5 2 I I 2 22 29 I 132 199 989 

226-230 143 2 145 I 2 ） I 4 10 6 6 33 17B 

2Jl-2J5 393 !O 403 4 6 2 4 I 2 16 6 9 20 70 473 

236-240 477 17 494 ? I 4 2 2 I 20 8 I 56 97 591 

241-245 82 2 84 I I 2 I I 14 6 6 32 116 

不明 424 424 5 I 34 6 ; ， 20 145 43 ？ 21 19 I 316 740 

生活面jt 22118 238 22356 216 ， 1 5 471 41 217 44 !~ 26 I 19 5 J 278 6 l09J4 3220 16 363 1297 7 17278 39634 

平成 II年度トレンチ調査

IJ-1 
425 425 3 7 3 3 I 4 ， 117 6 IS 168 593 

(128-135) 

U-2-上
)262 I 3263 10 I I 23 10 2 I 18 19 I 306 28 2 3 42 467 3730 

036-188) 

ll-2ー中 124 124 4 2 I 2 ． 2 19 143 

U-2ー中 1 
2207 2207 12 14 2 ， 2 7 5 I 159 36 I 292 44 584 2791 

(189-191) 

n-2ー中 2
1584 1584 10 ， I 14 I ， 10 148 44 33 57 336 1920 

(192-194) 

n-2-中3
1413 1413 14 s I 12 I I 4 7 J 61 27 7 54 I 198 1611 

(194-197) 

ll-2-巾4
1087 21 1108 8 8 ， 2 2 4 20 46 I 5 24 129 1237 

(198-21 I) 

n-2ー中 5
)25 5 330 I 2 3 I 8 20 4 2 41 371 

(211-219) 

n-2ー中 6
23 23 I 1 24 

(220-243) 

11-2ー下
197 197 2 2 2 7 4 I 2 20 217 

(244-245) 

11-3 6 6 7 7 13 

半成 II年度計 10653 27 10680 67 I I 72 7 61 6 5 48 59 5 835 211 3 I 347 240 I 1970 12650 
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v章付表

表V-2 掲載土器一覧

図 膚け 咆"' 遣物欝H ill綱
70 157-il. 020 

V-1 13-294 7'70-1). J I 5577-d -d 001辺5 

70.157-d 037 

V I 1(N3-4S1I) Sa 66SS-•JSIS77イ・イ OOJJ !-' 
6l-117・エ 003 

M--ISS・b 013 

V.1 IJ-Sl5b 67-ljS-b 090 

67-1ぼ-d 208 

V-1 IJ-l!l7 fi6RS--11 5S7B--d 11 02040 6 

V-1 13-379 ”砂・ 115(57込~ 02OJ1 I 

V-1 13-480 70-158-ウ 014
71・158-d い2

!l('t 心数土

囲
成形 内面の●讐 竺m文煤 回¢―疇文 使Jl1賓 嶋考

十 砂動かないがやや

-Hi. 少．
漬合jj露豆せ □嬬去の九い矩“状灯みと./!列．口駕纏 OORし文ほ1こ及ば口郎外由に以化

m , ・r. 浮く，ばこ凹み残 l顕

る．
文Jl!Iこ沈線とl!Jl. 先圏りエ只の点. L 物．

220 2 

224 I 
極、少．紀内傾撞合ili2霰砂沈む．主に水 口鴻拡豪膠分に-Lと,<J,謬． 口郎縄文地

22] 24 OOLR, ほぼ口辺に 口聾内ifi・ 体罵外●ii• 星だ加.., 

霞． 露凧 平．
l霞
に沈緯

違する．氏面にもあ 直わずかに炭化＇翻 で§勧環IM
223 I ・・ り．吻. 0士9か，1111,.,.,.
212 2 

196 I 
雀、少．田絞合ifi鵡nせ
覆．ず．

,, 沈む、水平. 1111 
口濯鋼文地に-Lとぶ・ロ撼縄文納Iこ沈

oou,. 

中3 2 
．． 

218 會 A • • g_. m、一・、~"••-- n- ・n o・..一--・ー・・-... 恥. -

218 
少直，ーー

．． 

少

多
、

'

中

中

I

I

I

-

I

I

 

9

9

%

 

V-1 IJ-268 疇~8 中．少．

II!合閏■出せ砂如リといがやや 口遭・ロ包とも慧文地に沈的とi汎先
I閑

ず. ~ く、水平主体 竃りエ只による点．
OOL凡

接合ill露＆せ砂沈む．水平.;I, 
l設 体駕回転縄文地に沈諒と点列．

ooRL. 文ばに及ば

ず． あり． ず．
体郎外面炭化物．

憧合面露nせ
ず．

砂沈む. I類
口遭外nに匠の几いに“状の月み．口鑢（寸書餃Jヤ体611こOO 口R!外面出化物閾
慧文地に沈緯. RL資士条． 苔．

位合配露＂せ砂沈む、凹み戌
1閉 口謳11文坦に円壱をはItた、夕列と-L.

ooL ('I: た 11LR)、 口忽外 illこ；；；化

ず． る、水平． 口績にも． 物．

V-1 
13-278 

(N71) 

V-2 Jl-272 

縫m~01s

絡 lj7-b 020 

68-1.'!8-c: lfi7,171 

68-158-c 230 

い— 1 只!-b 087 

70-157-;i. 020 

70 157-d 010 

66-158-c 3]0 

67-156-ウ 048

68 157ーイ 039 

68-157-{; 033 

“・lj8-b 013 

68・158< 2.0l.214 

68-158-<: 241 

68-158-d'.!4 

68-ISS-d , .. 
⑱ -1箕-d :?26 

邸—I箕--e,J 3 

69-157-c 023,02.6,028 

69-137-<: 024 

66 1~7-c 011 

66-158-b 010 

66-1渇-b 014 

67-156< D27 

67-1~8-b 函

68-J 鵡—:i 0)9 

68-158-:.i 四

6.1-1~-b 017 

68-J 51--d 2公

68-1 Sll--d I 

69-ljS-d 163 

69-!j!J-b 145 

69-Jj7-c 024 

69・]j7.c 026.027.018 

69-1S7-c OJO 

6?-157-d 025 

70-157-d 026 

70-157-d 018 

71-158-d " 67-1父エい1

67-1父エ囚3

67-1!¥9-h 73 

67-JSq--c "' 67-160-b 48,5S 

吟 I笈→ 163,164.2.32 

F-126 

V-2 13-372 

219 I 

巾 2 11 
中4 I 中．少.18 

内傾9良合面3投砂沈むがやや動

217 2 霞．
露孔圧虜列に く．主に綬やかな Ill 

口灌鳩ボにより-RL.□隠綱文地に沈 OORl..文ほのやや口鴨内iii・体邸外
＂版 VS.

よる及あり． 反•rn 上がり．
嵐文楳下に鰐文Ill. 下から近面に及ぶ． 画に以化物．

213 6 

217 2 

巾 4 I 

!37 I 

239 I 

倒木濱 3 

馴裕土 ＼ 砂沈む．主に水

·~3 2 粗、少．
憧合面貫？せ 口噛＃常に編い灯み．口園鱚文地に出繭 OOLR、鯛かい．文体編外曲以化物聞

中'2 ず．
平、疎らに条あ lffi 

り．
形の-Lと水平なし は"及Iゴず． 嗜．

ヒ
一

中 1
一

中 4

:l'..!. 
211 13 中，多．硬 9良合面露Qせ砂沈む．＊平.II 

~l, ロII・L. ,,i外 /~-RL.―突起下ビ燒成
OOkL. 交じ下を除口11外面には化

,., 3 化処l!. ず. Iこ条．
＼類 約四 IJj. Cl爛に罵陣形-L. ロ藻に，" 撞定□fl2>コし
文魯．体疵以折に-RLと点列．

ど口辺に違せず． 物．

V-2 13-63 

196 3 

193 13 

194 I 
中．少．

内狂横合Iii段
■);!. 砂沈む、水礼

199 

翡

，.,憚との虎に鴎

1喜
Dll外負1こ王の九い氾綸状の"み.□1111 OORL. 文811:8:11 O• 体駕外面に1Jt いRのある平底
撫文地に-RL ず． 化物 の付霰鑽片あり．

II定口穫"~·

V-2 13-JOS 

F-100 

10 
攪定口t:c=

ー一息少．湯
"' 7 撞合iti編旦U 紗沈じ稀に条あ 口鴻に手法'<'IIの深い灯み．口祁慧文灼 OORし文ほに及I:! 外面に以化物の烈

け脩破片中に

中''
綿社化姐一

惣．
r. ,,. 水平． IM 

に -RL と l'lfi の、/!ff、突起上に·•し ず． 帯．
(1rn V-8-'3、

中''
(2)図 Vi-11・38

巾 3 I 
を含む．

中3

'" 
13-3" 

V-3 
(N>O) 

F-2' 

＇ 211 112 

213 I 
四．少． 内は遺合団4段砂沈む.*"'・Iii ロ編の一部に深い;,i,,、これと柑II的に

1111 ロ云外角に仕鯨状の灯み．口郎烹文地に
=RL. 文ほ1こ及It 体饂内外面に炭化

'" 2 土賓か. Ill比 9こ条．
出厖 V-6.

196 I -RI.. 
I'、庄面にもあり． 拘．

l>i I 

中 1

2)7 

V・） I)・167

逗 I

中2 6 111、少．
下 5

中 3

砂沈む．主に水 突起駕口濱に干法不Fの~1';. 口11!!文 ~•1.. 文様に及I;! ロ聾外面に以化物
ll定Clll!))cm.

攘合由霞をせず
平．

111 
地に.RJ... ず． 顧葦

Ill図 v.24.,.

を含む．

V4 13-3ね

V-4 13-S20 6S ・ 1S6-•',I 020 

69-IS7ベ 024

V-4 13-321 69-1.SS b 029 
〇-158-b 039 

70-J況-~034

V-4 IJ-90 66-15&--c) 12,.326.)2) 

中] ]] ffl. 少．
内傾浪合曲 9段

●足．
砂沈U、水平• I頷

口濱外角寄りに底の九い矩縁状の深いA1 節不''瞭9ょOOLJ!.
み．口紐綱文尼に... ロ辺に違せず．

ロ討外面炭化物． 搾定口径""ヽ

中．多．褐 9責合曲11111せ砂沈む、 ごく半 OORI.. ロ辺に遁せ体上笠外面以化
235 II 

綱か． ず• Ill. 
I駁 口邸慧文珀から翼文咆9こかけて-RL.

ず．物．

195 I 

J9j I 接合甑Ill呈せ砂沈む、凹み残 口濾1こ....ロ露!!1文足に・Lと先臼りエ OORI..文様に及,: ロ郊外面浜化物図
217 I 

屯多．
ず．る．

,11 
~· こよる虹織状の点列. ・r. w. 

!9j I 

中4 7 ffl. 少．
攘合面露鼠せ 砂動かないがやや

ず. i~<- :leに水平． I如 口蜻拡預111分に-LR.

V-4 13-162 
潰合面霞2せ
ず．

砂沈(1.柘に条．

~LR. Iぇぼ口辺に
体鋼との1J1に耐9

違する．
陵のある匠息叫4
書傾ltあり．

~Rl,. 文様を避It 口薦外戯炭化物狐 ll定口1l34゚応
," 口灌外角にRt.ロ蔦綱文地に沈“と・ ず1.11£□辺に連す蕩.Ill修孔,Iii付書破I',ー中にRL、凪折上-RL閉遍

る．所．
(i)ll!V7-4>を

含む．

P-68 

11-1 I 

211 ., 

巾 2 I 
籠多．

11-l • 

2J7 

234 

:n,'  
2叩 4

213 " 
P紅 I

F-462 218 ID 

220 2 

v., ll-368 
(N氾）

砧 159-b 43 

67-157-c OJO 

67-l 5S-d '" 
67-IYJ-d 127 

的-1~ウ ct'i2

”・157・イ 四

69-157・イ 凶5

69-157-イ 0.50

69-157-c 030,D31 DJ~ 

69-157-c 032 

69-157--c 0.}4 

69--l 57-c 0]6 

69-157-c 038,039 

6¥l.JS7・d Q)j,04) 

6'}-1:i&-b 0叫

b9-I心 087

69-ll!HJ 喝

“・I!ilf-b 093 

69.Jj8.c 263,264 

70-156-ェ 026
70-157・ア 匹

70-157-"./ 0滋.029

70-157ーイ 027 

70-15&-d 1.07 

66-1父ウ 034,QJ') 

66-IH-7 026 

66-lj7-―Y 038 

66-1S7-イ 032

67-1必・エ 038 

67・ 157• 7 027 

67・157・イ 036 

67-157ーイ 四

67-157< OJJ 

67• 1S8-d 匹

外面に以化物．一

, J1i 口靖外l'l"fliり11lによる対"・l1i紋あり. ~RL. 文繹を避け 郎縦書状．内面体
幡出口径"'-

口郷“` 文燒に・RI.. ず口il!Iこi直する． 郎に!l,.Iヒ髯．綸修

孔 lか'"・

F-732 

V-5 13争,,,

V-> 13-208 

i

平

平

水

＊

＊

u
 

u

u

 

沈

沈

沈

9

妙

砂

せ

せ

せ

起

C
l上

E
轟
~

訊

II

露

面

i
i
i
l
l
i

合

合

â 伐ず
隕

ず

憤

ず
土

少

t

少屯

兄

中

中

m
m
m
2
1
7
2
2
0

旦―
m

＿翌―
E
-
」
m
[
m
m
1
3
5
-
2
3
7

』

9ヽ7
 
p
 

I園 n芭に鯛文愕．
~LR, 底Iiiにもあ
り．口辺直下を刃,1
る．

1関
口嬬に底の丸い1:1線状の灯み．口郎碍文 =Rt.. 口辺に;iし
地に·•し ない祁分が名い．
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v 逍物

表V-2 続き

囚畠9 地区 遺物畠サ 遺溝

67-158-d 2&7,288,291 

13-208 67-1 S8・b 函

Oiit-l!) 67-1箕勺 函

67-]j8-,c か

V-6 JJ-412b 770-0-11~58--.l a 0OSO 37 

V-6 13-~]2.,, 70-158-ュ 037,041

(NS2) 70-158-il oso 

CIB-158-d I 52 

V-6 13-301 b8-1 j8-d 212 

68-159-a 1]2. l]J 

70-158-< ,..,, ... 
V-6 13-468 

70-158-<i 245 

68-1~8< 2・¥.I 

V-6 (1N3-J307 -I) 68-1'.58-d 228 

68-1.'iB-d 2.'i I 

V.6 13~7 66-JjS-J. 019 

”位点散土 成形

中5

211 

内油のIll雙 分111 文ほ に転縄文 竺m虐 賃考

218 

中S I 

196 6 

9へ＾＇
粗、少．

内は極合面］投

霞2.
砂沈み水平． 1ぽ

ロ辺に-RL. 口包波mに遺成釘穿孔のあ =RL.ロ辺に違す
る交・ る．

196 7 

220 IS 

＂沈 Uが小さく働く

覆少．
内飢憧合面 1役 編所あり.~ 鍼的な

露2. 蛤点 水平主体反
l類口こに-AL.

騎lt.i"Iみ残る．

OOR!. 押l:t<Iいた
めか灸r.,関＜．突丘
を辺け口辺に連す

る．ぶ面なし．

Ill定ロi.lt9'-

中2 I 

中J' 粗．少． 内傾攘合iii • 険
鑓昼．

け沈み．水平• I預
叡頂郎の口鵡に門扉彫-R.改m下に鴫昧 =LR.編かい．薮

中l J 
な霧文翫 J~ 下を選けるか．

U-) 2 

11-3 l 

攘合ii露呈せ
砂沈むが場l!iiこよ

中、多． り少し動く．水 l諭 □爛の一廓1こ-RI..
ず．

平．反峙計．

OOIU.. 底直にも． 糟定口径 11cm.

中' 3 内傾捜合iliJBl

中ヽ I B 
璽少．軍 露呈．上向きIll,;沈む．水平．鳩
覆． 合董に圧虜列に に条．

111 □蠣に手法不肝の深い閉み．

下 12 よる復．

なし．
口・紅忽内外面わ

ずかに以化物．
以陰V-o.

撞合11i●品せ
"Itむが小さく働く

193 1 Ill、少． 奮賢あり．＊平．反 1類
口嬉の一部に氏の丸い妃線状の閉ふ口 ~RL. l'I'採浅い．

ず．
鴫It.繕1:1'1み宍る．

憾1こ纂文樗． 口辺に連せず．

四 3 邑少．土撞合..足せけやや伶く、水 口涵外角に氏の九い11:i緯状の州み．突起
llti 

P-148 P-148 J Ill. ず． 屯凹凸多い． 下に燒成舵夕孔 It/
なし．.. 

,,.. 
23> 

口腐外面炭化物．

V-6 
13-l)l 

(N40) 

外面1こ条を残す

胃茫工Hの窟．
嘔 V-6,

v .. IJ-"2 

69-157ーイ 四

69-lS7・イ 邸

69 ・ IS7•―:i" 0~8 
69-1~7. イ 045

69-1 fl .,c 034 

69-1 H-c 038.039 

69-1'.58-b 033 

69-1~-b 038 

砂 IS8-b 048,087 

69-158,-d 243 

⑭ -I S7-11. 024 

68-Jj7-a 0211 

譴・157-ア OJI 

68・15K-b 016 

68.159-<1 116 

69-158,c ,., 
6り・-JS7-.i OJ5 

69-157-c 02J 

69-157-c 025.026,028 

砂 157-c 030 

69-157,e,d 1,3 (残漬l

69-157-d 029 

09-158-.i 020 

69-158-3 029 

69" 158-b 024≫29 

09-158-c b7ぶ0.83

69・¥S&-c ISO.ISi 

69-158-c J9S, 111J99,!III) I~ 

69-159...:i 雄

69-1 S9-.ll 222 

6?-JS9-.:a 234 

69-Jl9-b 203 

69-159-<: 235 

69-159-d 叩

砂ー1,9-d 214 

70-1S8-d 95,97 

70- lj~-,;,: 107 

70-158-d !~lftlfl.l硯m

70-158-d '" 6S.l57・ウ 019 

66-157-エ 026

70-156-ウ Oil

70-!S8-d 173 

12
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ロ
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ロ兄
儡
か
士

体

撞
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仇化ぷi面[外簡口
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に

刻
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の

不

近
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付

手

．

の

に

凶

そ

角

沈

と

外

に

辻

濯

嗣

交

口

文

駈

類
1

2

 

只

5

5

立

・

此
沈

む沈

、

け

砂

る

せ

段

に

上

8
薗

と

．

面

合

凸

ち

忙

紐

Ill
凹

う

．
 

lli

的

改

合

舶

ユ

聞

の

Ill
ャハ

内

露

規

辺

土少

5

名

2
1
8
m
1
9
5
2
1
3
-
2
1
7＿冒＿
219

＿喜―
2
1
3
-
1
9
5
2
1
1
2
1
3
[
m
-
1
9
5
[
]

」
-L-:

2

9

 

I
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=Rt. 突起下を避

けず口辺に連する．
楕定口社 17血•

nロ2'6
V-7 
(N37) 

V-7 IJ-S珀

U-3 

中J

中5

宇
号
228 

226 I 憧合曲● 呈せ 砂沈み主に水平． 口嬉手沈不引の灯み．口笠懲文地に•RL OORl.. 文にに及ば

227 I 
中、少．

ず． ごく平In.
2111 
といれた沈編．又撮下に突厄 ず．

中2

V-7 JJ-469 砥 ,sg_, い9 218 2 中、少．
憧合I!■iiせ印沈み平讚水 口澪と0霧外I!に浮鯨・沈Ill.'1内ililこ

ず． 平、光沢は両い．
2閲沈綽． 蘊文検に鯛甕突r,,凩位とみらなし．
れる．内外I!界彩・

よ水涜憎定口

lllxm. 

V-7 13-270 

V-8 ll-"4 

V-8 IJ-158 

V-8 13-366 

66-1~ ウ 03S

66 157ーイ 029 

67-1'.57-『ク匹

o7-lj7-d 02S 

67・157ーエ 0-15 

67 ・ 1 58•3 049 

67-158-b 099 

67-1S1-b IOl 

68-1 S7~0,1 1 

砥 l.'i7ーイ 0)2 

叫 1S7-イ O)<J

68-157ーイ い5

68-1~7-c 032 

砥 ll7-c 033 

砥 l'.18-b 011 

絡 l'.58-b 017.022 

67•1'.57--b 012 

67・157-c 027 

67-157< 032 

68-1 S8-::a 053 

69-1.'17-c 030 

砂 !SS-b 024.029 

67-1S3-d 107,108, I lJ 

69-1S9-c -12 

69-1.59-c SO 

70-160-a 19 

70-160・i1 20 

70-160-a 21 

70-16().:i 131 

70-159-d 139 

70.160逼 8-¥

“・157イ 032

66-1S7・イ OJJ 

67-156工 038,四

67-1S7ーア 026 

67-l."l7ーア 030 

67-157-工 <≫2

... , 

m 
233 

241 

216 
内傾攘合iiill夏

砂沈むがやや戴く

公I 3 粗．多. II所あり．水平. ,m 口嬬外角にエ具を円閲力向に動かす~OORJ.. 文ほに及11 口邪外面に炭化
露ii. み． 口憾震文地にltl!1. ず． 物．

撞定口径'"'~
P-63 I 反関It.
218 

F-190 "8 

下

2J4 

239 

P-¥JS 

r,96 

P-133 I 

219 I 中、少．

倒木度 3 

'14 ・
ニ——

五i
'" 2 
195 I 

207 2 
中、名．

189 I 

213' II!、多．
'" 2 
中 I , 

攘合面霞鼠せ砂沈む．水平．ロ ロ澪：こ手た不明の女1み．口郎慧文地に沈 RRl.. ロ1111'1'捷せ ロ・体祁外面伐化

ず. Ill! に凹み．
9如
編 ．ず．

物．縦僭あり.111
作孔 1偽I元．

撞合蘊露尽せもttIJ. 凹み残 口t.;¥Jりに平法不明の灯み．口郎鰐文J1'!OORL. 文はに及11
ず．る．

2類
に沈繰． ぬ摂様．

援合直.,,_it
ず．

e,ttむ．水平. 2m 口溢外角にi1み．口枯慧文地に沈韓． OORLか．口隠”必 口筏内外面に以化

せず． 物．

v.s ll・13' 

l
-
t
＿
上
上
上
上
中
一
て
＇

I

I

I

I

 

巾賞

集

集

棗

物

物

物

物

ill
遺

n
遺

I 

I 粗．少．
- Iii合illi●旦せ砂沈む．水平．体

2閉 口躍に~;み．口郎需文地に沈椋．

I 
ず. 111に1"J凸．

8 

I 

I 

<≫Rし 文楳1こ及ば ロ・体憬内外面に
11.li:CI径3父m●

ず． 炭化物．
(2)図 IV-5-3-57

を含む．

V-8 l]-'38 

F-921 

234 I 

235 l 

m l 
檜．少,

"'' ill • 

239 

OORI,. 繋is,"'ある
潰合薔露皇せ砂沈み、凹み残 口端の一抒の外角寄りにH<不町の刻 □曽外iii!)(化物舅l
ず． る．水平．

21A 
み．口祁縄文地に沈緯．

押捺．ぽねLI刃に連
苔．

Ill定□!J<25,m, 
せず．

280 



v章付表

表V-2 続き

,~ 畠" 111,: 遭物喜号 遭碩

13-538 68-1~ エ ¥J,I'
60-1'7-d 0'6 

69-1"-'OJI  

69-15'ゎ四

69-158-b 0訊

屠位点数土 成形

2" I 

218 必

218 

内面の調贅 分閣文楳 同転縄文 世用店 fl考

v,; 13-378 69-158< '"・''° 
(N'2) 69-158-< 巫 2'8.261

.,.,,,~267 

69・15S-d 254 

70- 1紐• 76 

70-1紐. 74 

JO.I必ウ 020 

70-ISS-b 029 

217 

220 2 

中J , *111-少
内傾1農合面 4段
露足．鼠Ill的な

ー ・ 砂l:tlJ.水平．幡
中4 8 Ill霞 1こ凹み．

2顛 口螂慧文性IC沈Ul.

凹凸あり．
下I I 

中4 I 

旦218 
211 

~RL. 文燿のややロ・体際内外面に
下位から下に押兜． 荻化物．続IJll> ばl!(v-,.

底面にもあり． 厖/li.

V-9 13.533 70-i,S・ウ 017 

70-15, ・ウ 020 

, .. ,. 少霞

I
-
1
-
2
 

葺瓢に内傾憧合

V-9 13-49 

70-158-< 232 

硲 15t-b 022 

6<el5&-b 02' 

213 I 

下2 I 

212 3 ,~. 少．纏隕台面露尽せ砂やや浮色凹み残

21] J 襲、土奥・ ず． る、主に水平．
2顆 口船綱文連に沈範．

繭 9段露呈、漬砂やや浮 く、 水 口濯に小さい交足．口隠に慧文帯．体陥 ooLR、押比戊い．
2頷

合面上隠に圧紅 平. Ii! 折に沈靡と右から突いた点列＇ 文ほに及ばず．

列あり．

撞定口fl13cm. 

a項上、押攘浅い．

ロ辺に違せず．

口聾外面以化物躙

苓．

67-157-イ 036

V-9 IJ.SSJ 

67-157・イ 四

“・'"ィ 0)0
.,_,,, ~0-13 

67-Jl7-d 030.032 

67-158-b の5

67-160-o JJ 

67-160-, S9 

6>-156-7 004 

65-156-ア 007

63-156-イ 017

6S-Jl6-ウ 016

65-136-エ 002
65-156-エ 003
65-157-7 003.004 

70-154-• 0>-1 

70-137-d 023 

70-Jl7-d 031 

70-Jl7-d 036 

67-1>6-ウ 047

67-157イ 040

67-158-b C'll 

67-158-b 110 

69-156-ウ四

69-156-ウ C埠049

70-1>6-エ OIS
67-159~41 

68-157-d OlO 

68-137-d 039.0-10 

68-139-,'6 

68-1>9-., "'-'" 
68-159-d 6-1,8-1 

70-156-エ 019
てー157-7 027 

6'1-139-b エ
66-156-d 019 

6/,-157-• 02J 

伍 157-ア 02'

06-157ーア 029 

給"""'190
“り・"""' 239 
66-JS•-d 278279 

67-158-d 160 

67-158-d 201 

6'-1泣 7 028 

68-156-ウ 032

68-1'6-エ 036.037... , ... , 
.. _,,._エ 043

13-, 及紐,,._エ四
V-11 
(N43) 位 U77 OJ>.037 

63-157ーイ 026.027 

237 I 汎 多．纏

鳳 一親Iii!:墳合面露2せ砂やや浮く．＊
238 R 化気理．

r. 平、幅に条．
2駈 n邸慧文地に沈諒、ごく浅い． oo皿押臣やや＆

ぃ．文ほに及ばず．

V-9 I}-辺9
P-l7 

2)) 2 

下 9 砂沈むが水平iこや

下 7 屯名．囀頂合由霞土せや動く檀所あり．
ロ駕慧文坦9こ沈練、施文!lt•こ躙叢光iROORl,. 押賽浅い．

ロ，体躯外面以化

9 訊． ず． 反町rt.ごく平 2鑽 "ない．体上沼に縄文を111つて次Bの貼体駕以下に押箪9 雇たロ1117,匹
物．

1 隕、光沢ばない．
り付け． 文を避ける．

F-743 

F-743 

v., 庄 517
F-743 

V-10 1)~ 119 

P-S7 

上

中』

223 J 

22] 6 

巾，多．硬／畠合由露:,'.せ砂やや＃ 紅に
223 I 口藩内外震文地に沈鯨．体lll."'文地1ご沈

ill 3 2国鼠 崖文擾1こ水平ブi向の111整、光沢11強
OORL. 押佑戊い．

223 2 
化処!'I. ー... 条あり，水平．

くない．
文幡に及ばず．

223'  . 
223)  

巳庄記 l 砂やや浮t!,,jヽさ

"' 
笥、極多．
l I蔓6面露 'ltl く動く鰤所あり. ooRLか、摩誡．閥

217 7 
負霞．硬化. 21> ロ邸外面慧文地に沈纏.llllll! 慧文．

処壇．
r. 水平、 反鰭It.鉛 郎より下に押控．

220'  .I! 直編的．

内面汝化物躙If. 攪定□1I3km. 

羅定Cl径 1なm

V-IO IJ-,36 
P-'7 

P-7' 

OORL. 文ほに及ば

ず．

IJ.5]2 
V-10 
(NSJ) 

2J7 

138 
中、多．

1員合面重兄せ
P-'7 3 ず．

砂沈む．水ヰ. 2鑽 口昂慧文J皇に-1..

P-7'I 

債水清 1 置，少．角●爾内傾伐frililll● 砂浮 く．主に水 口辺に低い突駐4薗所． 口憾罵文地に沈 OORl.順侶より下．
口部外面．口～底

ID 30 蒼．論緯か． — ,;.,外傾憧合蒼の可 平、反•~M. 条Iii 2顆 繍▲馳部に懇文膚．体上薦縄文馳に沈諭・ ほぼ慮辺まで樗Ill. .~;l<V-14. 

m 16 憾硬化Ill'!, 監nあるものbり． 否. WI'. 辺玄上に戌い沈緯． 氏面に1えない．
侶内釦こ以化物．

上 1

V-10 IJ-521 

V-10 IJ-,iO 

219 2 

下 5

．ヒ 1 接合 面露Qせ紗沈む、水平．柄

中''
巾，名．

ず• Iこ凹み．
>Ill ロ思慧文兄に・'-

上

匹

'.!27 

中 1

212 I 

217'  

"'2 
223 '巾、多．膚憧合面露 2せ

砂沈むが動く箇所

中 I I 紐．ず．
あり．＊平．反lj 2顛 口部鰐文地1こ.JU..

中 9 ・ 計．-
中3

巾2

中3

229 

OORL. ほぼ文様に口駕外面に汝化 (2)図V-1・12-42

及ばず． 物． を含む．

OORL. ロ辺由下を 口郎外面に以化初 撞定□程'""''・
辺ける．

麟苔.1111修孔4箇 (2)図 V-J-JJ.JO

1元 を含む．

lli I 

漬水溝 II 

内傾Ill合Iiiぼ砂沈ti.水平．樋 口溢外角 9こ庄のItい l!illll状の灼み．口帽 ~RI.. .. ,-rロ辺 1こ 口膠外面以化物園
露？

2類
．． に丸 縄文地に沈繊． 遣し底面にもあり．

吝．底i!11外面疇色撞定□!l!3xm. 

”・

V-12 
IJ-334 

(NJJ) 

V・12 ll-170 

砥 156イ 023
,,,_,,, ・イ 02』

的.,玲イ 027 
66-156-ア 029.030

絡 156-ア OJI

66-1'6・エ 024 
67-157-イ 0]2

69-157-d 035 
.,_,,,_, 031 

... ,,,.. 095 

,,,_,,, J 230 

,n.159., 81 

69-159-, "' 
的-159-c 166 

69・159-< 201 

69-1紐 b 39 

69-160-b 81 

70-159っ 91

67-158ベ 149

67-15•-c 220,248 

67-ll•-< JO] 

68-156-d 0刃

68•156-d 032 

68-ISO.., OJJ 

6.<-157~021 

"・157., 022 
68・157., 02』

... ,,,.. 011 

紐 157-b Oil 

6'-158<1 14] 

69.151., 匹

70-157-o 017 

P-74 

2四 u
229 9 

ill 24 
屯少．

n, 

m 
227 2 

229 I 

2)) 22 

2JI I 

23) 24 

234 I 

223 I 

218 I 

P-74 I 
揖少.Jll内傾lf0iti2段

砂l:t<;.主に水

喪図ll. Of.¥. 
中J I 平、反吟計1i所あ 2ffl ロ沼縄文地に沈的・
巾J I り．量鯨状始屯

中1 2 

中 1

中9

・ヒ

~LR. 条r,1関 く． 口・ 体巴内外面に
底面に押條せず、口 炭化物．鳩修孔3

凶訟v.,.(2)図

辺直下も連絨的で,. 犠所、うちll'!l.'1'
V-1-JJ-'2を含

ない． 断 1件あり
む．

中 I 7 

中J 27 

中2

~•J 
11-1 

213 

216 

r_. 刃

fぶ 0

!._ 
216 l 謂．多．纏 砂沈むがやや勤<

m , 礫．硬化処 浪合面alilせ
ず．

鰤所あり．＊平. 2麟 □駕縄文地に沈線．
213 ' ~- 向き不剛．

n祁外面に廣化
~•1.. ロ辺ば下に物．禰作孔711

斗衣の付帯破I',

及ばず. ,;j,,;, 孔の中断 I
あり.II. 定口径

を含む． '""'・ 

V-13 13-418 

V・JJ IJ-206 

70-157-b 018 

.,_,,,_, 0ね

67-156-J OIJ 

216 ,,.. 
lt/8 
, ~, 
2IJ I 

211 7 巾名．膚 ロ・体甑外面わず

綿か．硬化
1良合iti露llせ □磁外角に灯み．口邸鋼文地から縄文地 ooRL. 口嬬心下の
ず．

砂沈む．＊平. 2類 かに炭化物.Ill修 !Iii'.ロ径J<km.
21) 2 姐壇．

にかけて沈諒. I'!'捻安定せず．
孔 9●所．

ilJ、少．
rn I I負合面11,;せ砂やや,.,<. 水 口嬬外角に氏の丸いバ諏状の刻み．口祁 OORJ_ 口辺に連す外繭に駄化物の縦

rn I ず．平．
2!!! 
縄文地に沈ぬ． る． ;1!. 
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V 逍物

表V-2 続き

図霧9 地区 遺物昌り 遣綱

67-156-d 016.021 

67-157-;1 006 
13-206 
頃さ） 67-1.'§7心 011 

67-157-c 02S 

6K-I .S6-,1 OJ 6 

68-1.58-d "' V-IJ 13-309 
68-1'8-<l 178 

V-13 ll 160 67・157-c OJO 

)1J位 点験土 成形 内面の1111口 分類文慎

189 l 

189 I 

1% ,., 
,01 I 

中' 26 中、少．腐 It合由鵡9せ
む沈むがやや歎＜

中3 I り置． ず．
喧所あり．水平. ,m 口聟．彎文地から縄文地にかけて沈編．
反l,)lt.
砂沈むがやや動く

211 8 粗、少．
Ii合iii霞!;)_せ
ず．

薗所あり．主に水 2111 口懇景文氾から縄文地にかけて沈鼠
平．反•rn.

回m縄竺 使用直 偏考

。JU.. 0辺直下1'1 口郭外圃1こl.!t
ぬせず．底隠摩滅し物,Ill修孔 1量 It定口往況叩し
て不rr. 所．

。JU..慨ね口辺立
下に及11ず．

V-13 13-3'6 

I 

ニ中．ゥ．士此合面露量せ "ttむがやや動く
I 虞鵡り磯-・ Ii所あり． 主に水 2顛 □嬌 1こ ~Iみ．口巴縄文尼に-RL.

OORL、口辺 1こ遭 口螂内外面わずか
賽定口径'""'-

6 か． 平． 反闘It.
/. る． に炭化物．

13-93 
V-14 
(N72) 

10.157.j'023 

70-157・ア 024 

70-l S7-d 037 

70-157-d 四

70-!57-d 041 

65-157< 012 

65-157-c 01] 

65-1.57ーウ 020 

65 157-ウ 021

65-1.'58-b O 12 

65-I S&--b O 13 

65-1箕・b 015 

65・158-b 016 

65-158べお

66-158▼ 11 018 

66-1.SS-a 020.021 

66-1~;,. 026.028 

伍 158・a 029 

tili-158ーア 032.033 

66-1.58-―Y 034 

66 I~ 速 b O!O ・6-158-b 026 
66-1}8-c l 

紐 JSS<,d I 

佐158~ 190.198.210 

66-1511-d 232, 四ユ孤D1

66-1箕・d 臨 ,267,刀0)71,,._n,m 
66-158-d)22J23 

66-159-a 13) 

68---151:1-il. 0)9 

i',7-157< O-l6 

68-157-<: 021 

68・157-d 005,007 

68-157-d 008,01 I 

緯・IS7-d OlS,016,017 

砥 157-d 0!9,023 

図ーI57-d 028 

611-l S7-d 029 

68-l.'i8-a 053 

69-157-d 018 

68-158--d 24,70 

2JO 

232 
220 

223 

E!. 

"' 212 
m 
9刃,.., 
2]2 

218 
P-1> P-45 

中 1

193 , .. 
P-46 P-46 

P-48 P-48 

"' P-46 P-46 ,., 
"' F・107 中4

F-63 

缶
布

I) 

6 
中、少．土

内伯憧合薔9段

J 
一漬、土鯰,.,.

a~. 潰合面に
2 
ーか．

規Ill的な凹凸と
砂沈む．水平. 2霜 口匹文地にRL.

1 上辺の政うち．

OO叫口辺ill下に外面体11111こ以化 It定口!1'3紅~
押白せず． 物． 図阪V-17.

4

＿丑

10

、

gam-214
＿189 P-5) p.SJ 

V-1'1l-271 

188 

f. 珀"り 3

'" 10 Ill、少．
I皇合直塁止せも沈む．水平．ロ

,., 2 ず． 繹に凹み
2創 □郷縄文""'こ-RL.

f-m "'• , .. 
口萬外iii・体纏内

~-し 口 辺に遠す外面に炭化物、外

る. illで11著.1!11修孔
霞定口~30cm.

2筐所．

'" l認
V・1'l]-306

13-JJI 
V・IS 6'-158-b 02S 
(NJJ) 

V-i, 13-,S 

上 18 創、少．
内傾Ill合itil段むやや浮く．主に 口辺に突はあるが欠揖• Cl膠烹文蛇から OOR!.. 口辺a下押口躯外由わずかに
霞公． ＊ヰ．

2鸞］
縄文兄にかけて-R. 條せず. JI化物．

内は攘合ilfll!t
lょ
口辺心下慧文停のようにも見えるが不櫨

OORL. a面にもあ
ロ・体煎内外面に

19'I  Ii龍少． 砂沈む．水ヰ．たは り、概ね口辺直下を 因阪v.,.
虞"-・ 丸 戌化物．2日 il!I"/る．

21● 4 粗、少．
撞合Ii●皇せ砂沈む．方向不 突厄口着に-RI..それ以外の口濱1こ九底 ooRt..ロ辺に達す

ロ・体郎内外面に

ず． 剛.l!'lみ只る．
2頷
翅状の~:み る．

決化物．輪“孔 I It定ロ112釦た
llfli. 

V-15 13-357 

21) 2 

220 8 

22.l I Ill、少罐内傾校合面 1段
220 l 賽． 露孔

砂沈u.水平．

221 I 

241 

上

上

V-16 JJ-¥,0 

13-'31 

V・"(N糾）

ll-Sl9 
V-16 

I~<,;) 

66-I況-b 026 

的-157べ 035

69-157< 036 

69-157-c: 038 

69-1'.'iS-b 088 

70-157-d 0)8 

70-1 S7-ウ~,

硲 1S8-c 157 

67-1況-c 64 

67-153~ 174 

61-158-d 44,48.58 

67-1箕べ 103.115,116 

67・ 1~8-d 170 

67-159--.l 45 

67・！芯ウ 047 

67-J玲,, 051 

67 - 15(江~)

67-1S7ーア 032.033 

67-157ーア 035 

67-157-―Y 036 

67-1S7-―"/ 0-10 

67-157イ 036,038,039

67-157イ四

67-157 イ ~I

67-157・ウ 053 

66-157ーア 0珀

66 157・ア 記 1

絡 157-ア o.i2

66-157ーイ 033 

66-157ーイ 036 

66-1.'§7ーウ 022.024 

邸 157-ウ 026

66 l.'i7-'7 027 

66-1.57-:r. 0刀

66-ISlk 019 F・106

66-1 S8-c 260 .._,,,~ 301 
66-158-c 332 

67-1 S6-ウ 041

67・1玲ウ 017 

b7-I 56-エ 0,,)
67-157-'l 031 

67-157ーア UJ2.0JJ 

67-1.'57-―Y O:IS 

67-1S7ーア 036 

67-1S7ーイ 036 

67-1S7< 0~ 

67-1.57 .:C 042 

211 ロ溢にJし底知ぬ状の月み．
OOLR. Iぇぽ口辺に外由わずかに炭化
直する 物．

Ill定口径2x-

＇ 中2 > I :> 
中、少．紅ぼ合面麟 2せ砂やや浮く．水 ~RI.. 口辺：a下を口部外国 ，体信内

.t ] 
凰 ず． 平．凹み~

た" 口辺直下に綱文椿あるようだが不蘊尖． 攪定口往]<kro.

中 I 7 214 
直ける傾向． 外由に以化物．

中2 I 

鬼
2.18 

237 10 内傾接合Iii • 段
238 22 中．少． 編●員． 上辺の祓

2J9 ' 霞． 一憾ii! うちあり．回転
砂沈む．水平．稽

1よ

2,3 I Iヒ処乳 縄文？ある上向
に凹凸喪る．

たは 口駕欠lijで不り）．

,m 
237 " 色償合面 ,.

238 8 

239 2 

2J9 I 

丑？
238 

239 

215 -'. — 
239 

223 

241 

"' 24J 
211 I 砂沈 11. 主に水

中2 I Iii. 少.Iii 
，，，111. 中立慎合

平．稽に気口萬 I:t 
中3 3 園． ー憾硬 に凹み．凹み内.. たは 口辺a下に快い鍼文裕あるか．
中4 I 化処翌．

菖名 ,aa&1.
II"上りに掻さと 2園

'"' 二 I ［り．

ocRL Jt1. 面にもあ
体岱外JI!に以化

り．
;Ii. 底麻外面にIf! It定底ll'l父"'
色書か．

WRI.. 底配 にもあ ロ・体陽外面に横

り．口辺直下慨ね押化物． 鱒惰薗暑． 図屯V-5.

ねせず． 鳩作孔3饉所．
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v章付表

表V-2

図畠サ 遺綱 濯位 点は土

243 I 

2'1 I 

211 2 

翌

成彫 内面の羹璽 分類文ば 回歴縄 使Jl!-111 慣ク

,,_,,, 
（籟~)

13-52) 
V-16 
(.s17) 

OORL. /:!. 面にも円 ロ・体籐外“わず
捺． かに伐化物．

図叛 V-13.

13.,r4 
V-17 
IN4') 

I 1/i合面霞只せ砂沈 IJ.方向不 Iiた
一粗、少． なし．

213 J ず．明. "'● 
212 I 凰少,II 

212 71 喪．硬化処
1員合面•呈せ

む沈IJ,*平. J冒i
口嬬外角に-RL 凡 口憾11文地に沈織• OORl.. □邸押鯰せ口朽内外面・体菰

図雇V-7,

下 I /'I, 
ず． 文は下に浮綸、 -RLIII珊"・ ず． 内面以化物．

"' 
V-17 
13-352 

(N12) 

13--115 
V-17 

"'"> 

続き

陀区 遺物昌け

67-157-.r. 四

67-1.Hーエ い5

67 158・ii o.t I 

構土 021 

69 lll-b い7

70-1兌工. 020 

66-156-ウ 026

“・157ウ 018,019

68・160-d 20 

6&-ISI七I 024 

69-1~7べ 021

69--I S 11-b 026 

70-1~&-a 033.034. 

70-1~-:i. 0ュ5
70-158-il 028.,029 

70-1 SS-i!. OJ2 

70. I SB-il 0刃

66-157-d O IO 

給 U7-d 019 

66-JS!l-;i 020.021 

“・1.18..i 022 

66-158-b 023 

66-157-:a 003 

66-1S7 d 0/0 

67-1 S8-1 00-i 

67-159-a 9 

~-158-.a 002 

67-158-b 021 

67-158-c n 
67-1'8< 127.131. IJ2, 1'47 

67・ ,,,~ 197 

~l!i8-;i 029 

~158~032.0刃

69-157-(: 019 

ゆ-157ベ 021

(:f}-ll8-.i. OJJ 

!"J9-IS&-:. 020 

紐I~-b 024,026,0JO 

tlJ・1'.5 !1-b 072 

砂 1'.'i&-c .. 

611-15&.--<: 5.7 

69 15&-c TI IOJ.107.10! 

69-1'8< 136.1<42. HJ, 170 
.,_, 埠ベ 167 

... , 箕9 216,222. 公6

M-1 SS-c 2.'ij 2."i9 

69-158ペ 272 

69-158-d 106 

70-157..tJ 020 

70..15&-;i 020 

70-1~8-菖か25.0JO

70. I 58-.i 034 

70-1'.'iS-d 1S 

70.JSS・d , .. 
66-1箕 -;I 0111 

66-1洩-b 008 

67-157-d 019 

67・1'6-<: 018,0:!I 

67-1$6< 。22
67-1父 C 023 

67-1心 021

必・ISSーエ 017,018 

56-156-:a 018 

67-lj6-b 014 

67-157-c O I S,016,0I 9 

67-157-c 021 

67・15g~028.030 

67・15&-b 024 

67.1.SS..b 028 

67-l!i3-b 叩

67-l 53•b 066,087 

6H5!1.•b 011!1,I 16 

67-158-b 112、JI]

67-1 l&-c 17<.190 

67-15&-i: 211 

紐 158-il. 凶

68-158-c '" 68-160-a 63 

69-158-d 不明

位 IS7-c 033 

69・ 159- ~ 170 

&9-1 S9-~d ! 26 

69-159-d 122,123 127 

70-1.'58-d 213 

67-157-e 025 

67-157-c 匹

67-158-il. 024 

67-¥jg. ュ 027

'7-1-"!-d '" 66-157-.i 001 

a7・159-a 15 

68-1511-b 005 

67-158 b 021 

67-1 S8-b 024, 1 !4 

67-158•b on. 函 ,IITT,1閲
67-1~!1ベ： 183 

6&-158-a 023 

⑱ 158-.i. 0)1 

68-ljS-J. 032 

10.1ss-0 n 
絡I~紅 010

67-156-c 021 

t.7・1l7< 0-Ui 

63-155ーイ 011 

F-277 

』 4霞所の突起口蟷にし 口濤外角に・Lま

1,s n I直台面 ll!i'.せ砂沈o.主に水 た11-RL 押鰈に先行して刻みある韻
OORL 口癌・ 底 辺 ロ・体幅内外血

粗．少． ,111 
l?S 2 II. ロ饂需文覚に沈線．文ほ下に・RLMず．平．

直上阿楳せず． 底面 底瘍内面には化図店V-7.

"' ' 濯列．

にもあり． 物．

'"'9 
'" 29 創．少．ぶ

内ば憧合面5役

,,.. 2 り覆．
ll呈、規n,;的凹 3類

砂Gto. ;leに水 口籐編文氾1こ沈織．文は下に下から突い OORL.文ほ1こ及ば体侶外面わずかに

平． た点列． ず、笠面にはあり． 炭化物． 潤，貨v.a・"・
凸あり．

"' ,JO 
213 

V-17 13-66 

10 

,.. 2 Iii、多．

212 

内絨償合oil及砂やや浮く．＊

饂n 平．
.lf!l 口憾鰐文地に沈攣．文U下に-RL閃嬬．

OORL. 口螂押捻廿体邸外面に虔化

ず．物．
ll定口往"""・

P-116 P-116 

V-18 
13-IJJ 

(N閲）

F・277

内碩慎合Ill ◄ &
露旦檜合面の砂沈むがやや動く ロ・体隣外面に伐

短 1的な1'!l凸． 甑所あり．主に水 ］扇
ロぶ外負 1こ灯み．口は慧文地に沈編．文 ~RL. □ 部屁折以
ほ下糾折1こ下から突いた点列． 下に押榮．

化物．禍修/l.2箇撞定口往25cm.
上illの液うちあ 平、国転不明． 所．

り．

P-80 

IJO I 

130 I 

133 2S Iii、少．
11-1 JI 

131 2 

P-SO' 

上

V-18 I凶 20

~ 
中 I 17 鰭、少．駅り 1責合面露 Q.tt 

中2 2 濃．土見ず． 芍沈む.*''・ 
,.. I 

'" " 1'9 I 

'") 
'" 
'" 
'" 

口蟷外角に丸底班練状の釘み口暢震文 ~RI.. .,1列より下 ti. 体郊外面1こ戌
l霞l
蛇1こ沈鼻文饉下に管による深い点列． 位に押!$. (と物．

措定口程］知．

P切 p.r,o

F--18 '" 
F-47 虫

上

13-371 
V-19 
(N26) 

中 I 6 

上
中3 ・

1 中、多．

V-19 13秘

V・19 J}-190 

V-20 
13・165

L,4') 

OORI.. 口薦屈祈以

内傾憧合iii3 il 砂沈む．水ヰ．紺 口駕霞文地に沈綸・ 文ほ下U訴1こ-RL関下底刃ややJ:.までに 口聾外函・体祁内
3珀 撞定□0'3'm,.

露昼. Ul的な凹み残"'・ 濯． 汲い押控．底面にな 面に炭化物．

し．

F如

中4

王
186 ,,. 
'"' 
'" 中］
中J I 

"'2 
19) 

縄、事．腐接合面露_I;¥せ 砂沈む．主に水 U箇外面鋼文地に沈編．文楳下縄文地に OORI..口上薦＂鰤 □111外面に以化
I 
り覆か

3言i

211 I 
ず． 平． 改状の比鳳 せず． 物．

I印 4 冑り込みのある交＆おそらく全賢に4

19'1 J 極、少. I裏合面鶴足せ 籠所．口靖外貨に丸底ピ諏状の夏み．口 OORL.罐かい． ロ ロ・体氾内外由に

190 I 113襄．ず．
砂沈む．水平. 311 

霧●文絶に沈線、のち,!>Ii:下に遭成鵡穿薦に押捺せず. ~ 化筍．
攪定口臣 1灰m.

189 I 孔2鰤所文ほ下璽文地に管1こよる点列

'" JI 
対をなす突起．鯛4●所とみられる．突

Ill、九罐内傾憧合爾9霞
砂 むがやや動く 已口珊とその1111の口蝙外角に11.託短線状

OORJ.. 水平繍文様口薦外面 体部内

'")7 籠所あり． 主に水 J歎 の釘み．口憾鑓文旭から11i文地にかけて
に及,-r-r.廠辺直上外面に巖化物．鴫． 因貶 V-6.

亀 露且 の押染も不遂鰊・底修孔 1鰤所．たた
• 平、反•l計． 沈繊． 突起下に煉成前”孔各,. ]霊所

,oo " 残るうち Ill;所は土が店まる．
面にもあり． し去風

F叫"'
初

"' F-ll3 J04 

臼"',.,
P-19 

V-20 13-147 ...... 

P-10 I 

196 3 
砂沈むが小さく動

'" 2 

屯少．土棟合iii■豆せ く墜所あり，水平 口躙外fりに灯み.a籐鑽文l11に沈韓、そ =LR、彫不明Ill. ロ体帳内外面に汝
］舅i

漬 ず． か濁い反~:,下が の下に闘文.,,こ沈緯と賣による点列． 口上憾に門捺せず． 化物．
揖出口径Jxm.

"'' 巾2 • 
り．

中3

m 

ぞ

V-21 JJ-295 

V-21 IJ-145 F-1% 

中 I I 

倒*IQ I 
中3 I 中、少．駄

中 I I り礫．土墳
漬合面露"'せ＂沈む .11向不 口傷鰐文地に沈編-文ほ下の1lrに-RL閉 O>RL.Dlllff以下

3111 
中 I 3 図If

1. 明． 嬬． に押捻．

下l

"' 207 2 

l出'2縄、多．
撲合面編只せ砂沈o.主 に水

3頂 口慮只文1さに沈嵐文様下に-RUii嬬．
=RI... 文ほを憂11 体コ内外由に以化

ゆI)
ず． 平．幅に凹み． る． 物．

中2

11-1 

V-21 13-1邸 II・I 2 Ill、少．

内傾復合llililt

lllil. 上向き舷砂ttむ．主に水 口憾籍文地に-RL.文譲下に刻みのある OORL.口属樗捻せ 外ガわずかにilt化

合甑に圧賓列に 平．
3笥
浮線． ず． 栴．

kる段．

F・113

V-21 
13-129 

US61l p.35 

13''  

"'2 ,...' 
,., 10 

中l'
1!1、多．

1裏合面悶昂せ ． 
P-35 l ず．

ら沈む．水平．

'" JO 

Cl 鴨編文旭にL と点瓜文ほ下に下か ~Rl- 文楳 1こ及 11
口 ，体旧内外面に

3麟
ら央いた点列． ず．

伐化物．禍修孔 9 図雇 V-6.

直ボ．

P-112 

13.530 
V-22 
CN,2l 

'" . 
中 9

P-112 2 

1&9 I lll. 少．土
内傾後 合Ill12 
汲露呈．上向き

砂沈む．主に水
3碩
口嬬外1りに丸虹鉗編状の刻み．口望罠文

OORL鴫序．面にもあ

り．口辺Jl下押臣せ
口下纏 ・体．と薦外

189 I 洟か． 平． 蛇に沈諏．文椙下凪析に属陣形の-RL. 函1こ廣化物．
11定口径 39<m.

1畜合11lに指!/;. ず．
201 I 
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v 逍物

表 V-2

図 播サ

続き

地区 遺物蓄；；

68-1."16-d 018 

認ー1j6-d 019 

⑬ -1'.1い 021

68-156-<l 0公

邸-158-il. 034 

69-155ーウ 029 

{f}-1 ss—ウ 0刃

69-155-ウ 031

69-1S6-.::i 010 

69-1S6ーア 011 

6?-1 S6-7 012 

69-1況イ 017 

6'>-1必イ 018 

70-ISS-エ 028
66-157< 005 

67-158-;:i 014 

伍 ¥j8-b 008 

遺墳 1"1-l 
P-3' P-38 

P-50 p,o 

19'5 

200 

195 

201 

F-?05 201 

202 

195 

"'' 四
刃 I

怠数土 成彫 内血の躙雙 分五二文旦 t(転縄文 艮ffl瓜 編4

ll-5JO 

偵免さ）

g
＿立一

1-_

V-23 1~87 

V-23 13-8' 

V-23 13-166 69-156-<l 037 

V-23 13-574 

67-157ベ 02)

67-157-d 003 

67-157-d 016 

65-157-• 006 

V-24 13も2
66-157-, 017_0l .. 20,0,1 ドm

66-157-b oo, 
硲 1.¥9-, 001 

69-"7< 019 

... ,,.., 0,0 

I 

2 

” 
F-m 201 " 

201 , 

1!19 6 fll. 少．岨憧合面露＆せ 砂沈む.± に＊ 口嬬外角に~;み．口隠頁文惣1こ沈緯．文 OOR[..わ1・かに O 0111外由わずかに
186 6 覆. ・r. 平．

Jl/f 
11下に右から突いた点汽． 辺にi更せず. lltlじ物．

惰;;,□恒 ]:km.

193 16 
ffl. 少纏鳩合薔露呈せ砂沈む．主に水 口笠絹文培に沈緯．のち-l..文楳下に沈 OORL.概ね口辺i!! 体111外面にな化物
硬. -r. 平．

Jl/J 
編と慄い点列． 下を辺ける． の級帯．

口嬬 9こ丸底近鯨状の缶,.~,み．口部慧文

196 10 
阻多．”憤合面霞且せ

砂沈む．水平. Jl<I 陀から縄文飛にかけて-RL.文ほ下に下
OOR[.. ロ辺心下に ロ・体81外面に炊

裏か． ず．
から安いた点列．

及ばず. Iじ物.Ii! 警あり．

189 I 

186 I ffl、少．
撞合菌霞艮せ砂沈む．主に水 口嬬にややa;,ょ刃み．口部縄文地に. ooR[.. 口辺に遁す口 1れ印外面i;.;1t
ず．平．

3類

196 10 
Rl.. る．物．

1め 2

191 25 
預粗、少．

憧合iili露伝せ 砂ややがく．主に 口溢の一饉に丸底沈鯨状の貪Iみ~ 口祗縄 OORl..口辺直下わ口祁外面には化

181 I ず． 水平．
3践
文地に沈織と冑による表い点列． ずかに＂捻せず． 物．

Itた口IIJ玩．

厩注記 I 

189 ,., 
19.S 

13--113 
V-2' 
ぃヽ'3)

fl>-158-b 02』.026

69-156-b 059 P-60 

69-llk 173 

09-llk 201 

69-ll9-b JI 

70a1'7-d 0,0 

70a153-, 025,DJO 

70allS-a 0'9 

'"'箕_,0'4 
70al58-d 203.204 

体郷外面わずかに 図it<V-7• i, • 

以化物• IS. 

V-24 I~169 

,1.i,1., "" 

67-i,7< ""・"" C-40< 
67-157< OU 

63-ISK-, 四

4 

P-60 J 

中I I 

中2 I 
創．少． 土内傾債合lilll fi, 沈む．主に水

口珊外角に丸冑閉•状の対み．口邪雙文
OORI.. ロ舒になし．

JJ-1 
汎．土駐 .Ii.鑽劇的凹平．口隈 1こ凹み 3印
I ， ,:-. 凸あり 列．

地に沈．文繹下に関い糟．

" I• 
191 22 

'"' 
'" 4 
中4

20, 

'" 207 
"' 

手
—粗．多．角

｀ 
-—霰か． ー隈

隕合董霞旦せ

6 
-itlt処11.

ず．
砂沈11.水平．

I 

］頷 口祁擢文造に千鳥状の点列と沈綽，
OORL. 口辺に違せ

ず．
籍tl!l.1配所．

V-2'IJ-127 67-153~21] 

V 25 JJ-3'9 砂 1'7-b 027 

V-2'1.1-2SO 

V-2'13-'43 

V-2> IJ-328 

68ー158-b 005 

吟 158-il. 011,01! 

69-1.'18-a OIJ 

68-1."i6-d 022 

68-1'.57-;,i 01 J 

邸ー157-b OIO 

印-158-b 024 

69-158-c 109 

69-156-< I)7,l)t,1-0.l払lj)

砂 IS紅 187 

69-158-d 7,8,9, 10 

69-1四 ~I .23.1S.21ユ.liO.
l It ,112.1 UJ lf,1 1~ 

W-158-d 161,102 

70-158 l 029 

70-15喜;a 034 

IJ5.JS7.:: OOS,007 

65-IS7< 009 

66-1."iS-d 002 

68-1'.5&-d 67 

砥 l'.58-d '" 
邸ーl.'i7-d 007 

絡 157-d 020 

砥 l!'i6-d 008 

66 JS6-d roil 

66-1 ~7-:i. 006 

絡 1S7-:,. 007 

66-1S7-:i. 0!2.013 

67-157-:,. 007 

63-1~3-3 053 

68-158 a 029 

68-ISS:-b 010 

68-15&-c ,., 
611-158-<1 1!9 

中, "m. 少． 撞台iii露且せ砂沈む．主に水
ず．平．

3類 □lll外州1こ灯み．口沼綱文地に沈鯰．

211 15 111. 多．
lfCiti霧嵐せ砂沈む．水平.el 

ず．み．
3頂 口忽慧文紀に沈箪．

134 3 

"'.¥  ffl. 多．
1畠合百露旦せ砂沈む．主に水

JIil 口辺の突起歌,a.ロ隠鋼文妃1こ沈箪．
169 I 

ず．乎

195 I 

"'' 
中．少．土控合画霞呈せ砂沈む．主にパ

'" ; 虎．ず．平．
, 3類口l!I!!文遠"沈．

'" 3 
・ヒ 3 

中 I 9 

中2 I 

a, , m. 名.Ii! 憤合獨霞旦せ 砂沈む．主に水

上 26
礫．ず．

平．しばしば凹 3:11 ロ閏綱文妃に沈繍． 文11下に瀾い稜．
み．

中 1

189 

~RL. ロ郎1こ肝臣

せず．
搾定口也29cm.

ooRL. ロ郎文Illこ □1l'!外面 に伏化
及ばず． 匂

OCRL. []膠文ほに内外甑に伏化内、

及ばず． 外蘊竃帯あり．

ooRL. 口滉文!JIこ
外面に炭化物の罐

及ばず．
帯,IIIIJ孔 ,11

勇・

OORL. 比餃的罐か
□111!外直に1J(化

ぃ．口邸文様に及11
物．織帯あり．鳩

修孔9鰤 ．うち
撹定口ll'42ca.

ず．
”孔中断,.

V-26 ¥J-67 f.3'7 

V-26 il-,02 

V-26 11-2'8 

V-26 13-22 

p.)-l 

13-,9-1 
V-26 
(N,O) 

,., 
189 
,., 6 
ム屯少．土檀合藝露鼠せ砂沈む．主に水 櫨IIIIIJロ嬬1こ-RL. 口籐阿文陀から縄文 OORl.0辺口下＂゜記外点に改化

3霞

M沼土 l 
潰- ず． 平．体濫い凹み． 吃1こかけて沈縁． ばせず． 彎

-~2 2 
II!. 少．

上 4 I足合甑霞鼠サ砂沈む．主に水 口嬬外釘1こ灯み．口邪日文蛇北たは縄文 OORl.2本慮り．押口郎外面わずかに

ず・
3想

平．口邪に凹み. -に沈.. 探の尾間多い 戊化物．

188 2 柑、少．土内傾1皇台直 9段砂やや9早く．ヵ向 憤111111口疇lこ・し衷頂下に饒成騎9孔l、おそらく OCRl. 口辺直下押
189 I 央lfll1i. 露Ii¥. 不詳．口部に凹み．

)Di 
月をなす．口属＇文船ヽら 111文遵にかけて沈霞~ 捺せず．

憧比口径 1公=

IJS 

ISi 3 

186 I t;J, ! 丸土内1111員合圃 2段砂沈む.III減で方 ooRし口辺a下に 口，体郎外面に炭

189 I ボ． 霞ii. r>ncif. ,m 口懇綱文想から層文灼にかけて沈麻．
樗撮せず．

化物．繍修孔 9籠 1l定口!f3',m.

p.34 2 
祝

'" 189 
194 3 m .• ~. 硬攘合藝露虻せ v;l.tむ．主に水 突起口鍮に.[..突厄下1l文蛇に沈靡．口 OORL.It_面にもあ (~ ・底艦内直に111
193 7 

化妬糎. ・r. '¥. 
JUI 辺纏下に狭い1l文書．体艦縄文欧に沈り．口辺，a下 ・吹e化物．櫨修孔 9鰤 不等穫.1111辰v

中 I J 緯． 下i;nける" !!i. II・

中 I 4 

68-l."i8-J. 0刃
V-27 13-113 

67-158-b 11' 

blJ 159-b '" 
V-27 13-61 

67-158.,:i 028.029 

67-158-b OJJ 

69-1 S8-.1 029 

66-1沿ウ 023 

給 157ーイ 016 

b7-l.'i7-c 016.017.0JI) 

67-1 S7・c 02S 

67-157-c 0::!8 

67-1 S1-
2(火逢）

c,158-b 

67-157-d 005 

V-27 13し、-刃11）5i1 砧67JISS6S--.t .i 00250 8,029.030 

6 7-1 j8-b 024 

67-l ."i8-b 028.033 

67-158-b 031 

67-158-b 060 

67-158-b 077 

67-158-b 函

67-!S8-b 107,108 

(,7-158-L, 109 

F.¥18 19・¥ 2 邑少． 綱内傾憤合繭 l段

心 5 霞． 露凪．
け沈IJ.水平． '"' 

ロ辺.0:下に行で交いた八列.iJIII縄文地 OORI..Illね口辺,a 付褐破片中に

に沈... 下に及,.zず． 内外直以化物• (I)図v.,.... を
含む．

上"

"'' "'2 m. 少．
9員合面霞鼠せ り沈む．主に水

l ず．平．
3M 口聾1111文地に沈鰊．

器
"' F-≪'4 19S 18 

19'I  

207 8 

〇つ叫慨ね L:l:Z文
口部内外面に以化

(2)t~V -1- 11 -JJ 

点を蜀ける．
物． 体聾外董に讃

化l>.111帯．
を含む．

r"'°'l?S I 

F•ll8 

f-113 

F如

189 2 
,... I 

11I、少．

"'7 -19-1 

内傾1負台面の可
-し押撮ない．

鯰性あるものあ ,m 砂沈 IJ.主に水 口~II.ヒ屈烹文陀1こ比緯． 底辺a上に烹文堪より下位1こ"体郎外酒1こ，；；9ヒ 図緬V-13.12) 

平． 文愕． 操．底願にあるが庄物．
図 V-1-IHIを,,. 

辺直上に1えない．
含む．

'" 
194 

P-19 P-19 

畠
"'10  

P-71 P-71 6 
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v章付表

表V-2 続き

図 虐ら 尾g 遭物番け

67-t,&.b 113 

67-159べ"
67・162-b 18 

... ,,,., 033 

68-t,8-, Oto 

6JJ.ll8・" 011 

13-115. b8-tl8-, い5

ほさ） 68-tlS・. 017 
6&.JS8< II 

68-JSS-d 117,121,126 

6'-t,8-d 143 

69-154 d 匹

69-100-b II 

必・,.,,,.._ 20 

遺鳩 ,'r,1位 点数士 成形 内曲の国整 分間文g・-'" ' Ill 

11-1 

'" m .... P-06 

P-71 p.71 

022 i'l中l!I 記 5I I 

中2 I 

137 

工

応転縄女 他m堕 編与

F-19・1 

V-17 ll-lllb 
砥 Jl8-d 8l 

68・ll8-d 155 

V-27 13-1'] 

6"-157< 匹

必 157< 005.roJ 

67-157-4 。16
66 1'7< 005 

67-1'7-, 006.007 

67-157-, OIO 

67-157-b 009.011 

67-157 b 012 

M-1玲イ 012 

6'-156-イ 013

68-156-ア 023

6&-156-7 02' 

58-156-7 026 

Il・I I 

中 I I 
ffl、少．

中'I-
186 I 

189 2 花．少．

棧合面lll~. せ砂沈む．ブ,r,,,不
ず．明．

JJl1 口蝙に灯み．口藁需文地に沈瓜 なし．

i負合iii露且せ
砂沈しがやや鋤<II
所あり．＊平、反., llll 

口靖外角に丸底姐編状の拭み．口邸烹文 OOJ<L.口辺辺下を ロ・体侶内外面に

ず． 旭から縄文地にかけて沈a:i. ;Qける． 炭化物． "'-'• 口11,父m.
:t, ロ腿1こ凹凸．

13-1<8 
V-28 
(N_..l 

~ RL. ロ辺且下門
口饂内ii、ロ・体

桟せず．
111外Iiに炭化物. !<版V-7.
嶋修孔3甑所．

V-28 1'-SJ 
f .... 

V-28 13-552 

V-28 13..,51 10-i,s.a ,.,、10

V-28 iJ.]8 

V-19 13-119 

66-156-b 017 

66-156-c 009 

硲 I距 019

67-156-ウ 037

66-158-c 227 

67-157-b 012 

67-1'8b 021 

67・158-b 022 

67・,,~, "' 
.,_,,,_, 1,2 

67-1 Si-d 29.37,39 
.,_,,,_, JI 

67-ISO-b J2 

67-159-b 47 

絡 158-u 2DI 

69-156-c 0'8 

60-157・ュ OJO 

69-157-b 020 

P-J 

196 I 

1¥19 I 

1!19 9 砂沈む．水平• D 

195 I 
m、少．士撞合蘊霞民せ
漬．ず．

瀑9こ規fll的な凹 JIJ ロ邸縄文,~,こ沈応．

'" " み．
19'I  

21& s Ill 合面露~- せ け沈む．ホ平．平 =LR. ロ辺に沌す a隠内iii・体塁外
217 12 

中、少．
ず. ,n. Jffl □llll縄文Jさに沈踪．

る. iiiに儀化杓．
隕定口径 3km.

216 ' 柑．少.ll 砂沈むが少しll< =RL. 口邪文ほに
内ほ撞合i!I辰 ロ・ 体邸外出に仕

217 4 畏．—名硬 筐所あり．水~--,., 3額 □郎慧文J色に沈緯と腎形の点列． 及ばず．体邸押然の 1ft定□ll¥2如"・
露凪．

218 3 ft患遵． 転不明．凹み収任. II! 間多い．
化物．

n-1 , 中、，，，．
． 損台Ii富をせ 口鳩の一感に餃射方向刻み．口憾鰐文地 =RL.ロ辺直下押口鴨内面に以ft物

ず． 町沈む．水平. '" からl11文燒にかけて-RL. Illせず． 類苓．

¥JS I 
ヽ

135 2 I負合函露凪せ砂沈 "・tiこ水 口辺内面に-"L:leたは・し口邸縄文地に =•t..,.ぼ口辺 :l D・'<-llf. 外由に以
196 4 中．少．ず． 屯 ］后ーし で咋． 化物のl11裕．

199 2 

巾 I 2 

195 I 

189 11 

¥:U 8 

巾 3 I 中、少．土 1皇合iii露呈せ砂沈む． 主 に水 口填外角1こ11み. □ lllll!I文地に x•!しな =RL.口上111押紐
P-J 7 凍． ず． 平．口郎1こ凹凸． ］讀 い沈鼻．その下に綱文む沈緯． せず．

上』

11-1 

li.ll: 口臣"・"'
1132cm. (1)閑

v .... 11を含む．

11-1 

上

V-29 ll-78 

中 I 7 

191 I 

'" I 

，n. 多． 撞合禰霞昼せ砂沈 IJ. 主に水

ず．平．
,m ns, 慧文地に-RI..

"、I I 

中 I 6 
極精、少. I反合面露吊せ 砂やや＃く．主に
編覆． ず． 水翌•

,m 口編外,,,にMみ．口邪繹文地に-IU...

~Rl.. Di! 文ほに口駕外由に以化
及1t・r. 物．

V-'9 ll-74 
0 皿ロillil下召
ける投＆．

V-30 13-363 

V-JO JJ-110 

P-62 

V-31 IJ-135 

む-158-d 207 

6? ・155-エ 013
6i;l..157-;.i OJI 

R-157心 OJJ

fr>-157-b 021 

69・157-c 023.02S 

67-JSg...d Ja2,IQ7,l 16 

67-157-b 015 

67-157-b 016,018 

67-157-b O 17 

67-1S7-b 019 

(19-157-h 00,1 ,OOH 

7~157- :i 釦

7~157-a 005 

66-1父いウ 032 

66-157--1 029 

67-IS6エ OJS

必 IS7•c 009 

66-158も⑱

66-ISS..d 00S 

66-1 S6-b 008 

66-156-b 014 

67. 157-a 005 

6-11-156-d 01 I 

68-1j7-a 001 

r-,oo 

v.31 
13.324 

(N74) 

184 I 

181 15 
籍．少． 土隕合面露炉せ

砂沈"・ 水平．条

199 I 窟顆苔tヽ筐所あ Jilt 
ロ編外負に-RL.口院慧文地から縄文，，， =RL-ロ辺“下に 体侶外rliに；；；化

凍 ・r. 置定口E如 m.
181 11 り．

にかけ・Rl.. 及ばず． 物．

211 2 

中I ;.i 雹、少．
揖合1i戴足せ
ず．

け沈む．水平. JJ/1 口況縄文也に-RI..

匹 2 I 

200 10 内傾9負合面 Jf~
極氾、少． 砂沈tr.水平. J釦 口邪に-RL-

:!00 I 露I'.
207 24 

128 , 
中，少．土接合面らしいも 砂沈む． 反Ifft.I:

129 I J!lt 0澪外角に丸 11'~•. lll状の刻み．

130 2 
涜． の1霞露鼠 り．

～皿口辺口下押

鰈せず．
攘定口往）如し

~RL. 駐,Oilこもめ

り、口辺占下押捻せ
体四内外面に汝化

ず．
物．

慣定ロll27'~

OOLR. IIかい．底
面にもあり．

辺頃V-14.

V-J¥ 13-51'> 

f_gSJ 

V-31 13-86 

"'' 少 外:t体榔に水平
街、 ・編攘合面霞旦せ 砂やや浮 く．水 =RL. 霰面押捺せ口圏・体は外面に

233'  
233 8 

礫． ず． 平ロJl1に凹凸．
Jffl 文様なし．

ず. ;;: 化"'・ 力'""•lllll!I.

~"'ロ狂"=
'"' 3 極．少．日接台面纏q_せ

けやや浮く．水屯
口薦鑽文景文地に ~l嶋．手 rt. 不明の亥); ~RL 口 算門籟せ

189 3 礫．ず．
主体体邸に凹凸 JIii 
残る．
， ，．ず．

II定口径 11cm.

V-32 1~,0 

'" 53 '" , m. 少.±I皇台血露？せ砂沈む．水平主 突起口嬉に・L. ロffl霞文逓1こ沈訟、文は =RL.,"£ 面も即捻．

128 6 !tか．ず．体．
,m 
下に点汽．浄文上は-Lと沈R. ~ 文を辺ける．

禍作孔 ltil所． 櫂出口庄 ]km.

V-32 IJ-2'9 

V-32 13-239 M-156-c 009 

69-156~005 

ff>-156-.:i 006 

V-JJ 13-38-4 吟69-1I 必56<b 009 020 

69-IS紅 032

砂 l:i6-d OJI 

65-1S~ ・イ 012 

v.n ¥J.Sl8 66-ISS-7 009 

揖土 025 

V-33 I J---358- 69-157-4 023 

鵡-U~-c 001.002 

V-33 13-217 

綿-lSS•c~

186 I 

1'8 4 Ill、少．鷹内傾攘台ililllt

1,0 6 り凰 .i!. 砂沈tr.*平．

,so ,o m. 少． 隕合面の露,;:,,

し．
窄議で不m

,111 
ロ螂 角に北の丸い短絞状の1'Iみ▼ ロ算 ockJ..口褐の件掠不珊

縄文地に沈緯． 霞、 fしたものかも．
外内に以化物. l1t定口径 J<rm.

,m 突起口嬬 1こ—L 1•1外角 9こllみ、口置鳥文 OORJ, ロ郎押ね廿

地に沈鼠突起下浮文1こ箕成鱒穿ILI. ず．
憎出口社 応 m.

1遠

F-J79 191 

"' 19! 
P-94 P-94 

180 

IG2 

182 

不号1

131 

I 

I 

I -m. 少． 9責合1i露臣せ 口嬬七 ~-,内外角と突起下浮文に11111状 =RL.□ flt押臣せ
l ず．

秒沈む．水平. '口i
の烹み、口江烹文地に-Rし突起下11-L. ず．

少皿
ー一ー

後台酒ll兄せ
ず．

砂沈tr.水平．
I 

』 1.ク，i紐,.債合慟舅屋竺ず． 砂沈む、 ＿水＿平
126 2 

中、少．土内傾憤合面2段

愧ill誓．露li.
•J沈む、水平．

''°" 

'Iii 
突 口編に-RL.ロ邪縄文氾に沈尊．突 OORL.交起籐浮文口廓内外●に以化

起下は浮文上に-L. を這ける. ..,_ 

1!11 口饂縄文性に沈編、宍は下1・よ浮文加わる• OORJ.. ロJに内する．

口澪．し同外角葺の丸い短は状の月,,.;匁

., 類
g口辺には沈織加わる．口憾縄文地に沈 OORL.凹溝と突起
織．艶文凹溝を枚んで右から央いたt(J". 下口露＂捻せず．

口膠外面；；；化物． 惰．定口怪 4知"・

突が下口郭I~震文地に-L.

lJ・l!O
V-33 (1',124) 67-lj./ .t 00 I 

69・157-d Ol I 

69-ISK-b OOJ 

69-159-c 10.11.32 

70 151-c 013 P-26 

V-'.¥3 ll-'24 70-U7-c 016 
いヽ57) 70.157-d 013 

70 157-d 017 

70-1 S&-a 003 

70• 158-;a ()1)7 

70-151-::a Ol I 

ooRL. 置 かい．ロ

'" !I 

m. 多．硬内傾憧合il[J段 II)沈 1.1.*平 主 口纏lこ．し口隠鯛文絶に沈線と下から突

,!!Ji いた点列， 浮文上は・L4'たは幻み.M
辺に達するらしいが 内:f1iの一おに史閣

化処環． 露皇． 体．
大の突起下に｛免成前穿孔 1刃．

,11滅．＃文を渭け状の広化杓．
“厖V-9.

る．

131 

128 I 

11-1 12 

P-26 6 突ぶ・ 突起間口嬬に-t... I~ 約以外の口は
ロ包内外iii.体愕

130 4 t"J、少．土内傾檀合面 1役砂沈む．主に水 外角に＂え 列．口薦縄文地に-L.交起下
=Rt... ほぼ口辺 ま 内面に反化物．口 ;~l.,V-7. (2) 

IJI 6 l'. 霜乱 平．
,rn 
に下から突いた点列のある浮繍． 文繹F

で押t:l.ill緯を選It II外瓢には炭化初 .ll V-1-12--Ul.41 
る． ' 

129 ) に右から空いたti列
の縦帯．情修孔5 を・aむ．

128'  
笠所．

一,JO 
IJJ 

285 

.I 



v 追物

表 V-2 続き

図 爵片 地区 遺物薔と 遺構 層位

70-158-a O 16,020 134 

70-158-~019 F-353 134 

70-158-b 002 128 

70-158-d~9 上

IJ...424 70-1 S9-a 18 ill 

U費色） 70-U9心 .)7,,1] 上

70-IS9-< 32 上

70-159-.d 6.13.14.21 U-1 

70-1.¥9-d 73 中1

70-1'9-d 119 中3

10-i,9-, "' 中2

13-151 67-1四 010 131 

V-34 しヽ59) 67-157-;i 003 134 

67-157-;i 知 186 

点11:土 成形， 
' 

内由0)躙竪 分111 文楳 回転繹文 使Illば 蠣易

" 
6 

22 I勺傾攘合iii]投砂沈む．―主に水 大突紀口蝠1.::-1.. ロIll縄又地.tた11)!!1文 口I~外面・体隈内
- OORI.. 概ね口辺に
2 Ill. 多. Dill, 圧窪列に平．攘合直の下濤』隕珀Iこ-1..突起下に幻みある存文．大突起 外面に以化物．檜図版 V-10・IS.

よる段あり． 残る． 下に燒成籟穿孔 I
及ばない．

佐ltl饒所．

V-34 13-398 69-153--b 002 

V-J.4 1(N3--751111 ) 66--1511-b 012 P-00 

V-34 13--Jl-t 68-1虹 b 016 

V山 13-JSS 69-157-d 02J 

67-156-d O 10 
13-1勾

V-35 (N56) 

137 7 極． 多．
接合面の露nな
し．

砂沈IJ.水,;:.
或と口濯し r,.r外fり底の丸い矩贔状の

,111 Alみ・ 突 面F注不＂の月み ．突ぶ下
OORl,. ,. 捻浅 い．

に焼成飩穿孔 1対．口怒に景文樗．
口辺に違せず．

P-96 2•~- 少．
内傾慎合面 1没

砂沈む，水平. ,11 
突起口嬬に深く交いたれ外1iiに・L(お

,, し．
．鼠． そらく RL閃遍），浮繍上に紺載状,:み．

1.. 11 
Iii, 少．屈憧合藝•旦サ砂沈む，方内不 口濯·•、'"外n手法不明の月み． ）ャロ状液 OORL, 駈玉にもあり、

り糟． ず． 明．
、9薗
旧下のOIi!に浮文，その上に寛みと，R. 浮文罵刃＂鯰せず．

撞合藝露豆せ
ロ鴻-J..閂外角庄の丸い組織状~;み．突

188 J 中、多．
ず．

砂沈む，水平. ,11, ll: 下焼成綺穿孔1対．外ili-Lと円111の,,し．
点，浮●上に氏の丸いぼ1111気み言

交起下の体償突

出、注ロヒ留

か．

ヨ形か．凶版 V_,,,. 
不零(!.

不等 tl!.i負鉢

か．

¥JI 4 

V-35 1)-46 

V-3'IJ-160 

V-J6 
13-292 

(N21) 

V-37 IJ-461 

V-37 J,•,, 

V-37 13-349 

V-J7 IJ-J(fl 

6HS7•a 003 

66-I 56-c 002 

66 156, 005 

66-i S&-c l7l 

67 158-c 76 

6B-1~8-d S3 

68158-<I '" 68-1 j8-c 107 109 

68-1511-<: 170,173 

69-158-:t 020 

69-158-b O !-' 

69-158-c 3 

69-158-c +1 77..90,99 

69-158-, 143,150, I 73 

69-!58-d 5 

24,J 1,:¥4.36, 

~-158-d)9,40.~1.42, 
4)」17,126

70-158.J 9S 

70-158-d , .. 
70-1.'57-c {XJ'8 

70-1'.56-3 011 

70-158-3 020 

70-15&-b 012 

70-158-<: l-'l.144 

69-l.'i8.,;i 020 

69-158-b OSO 

69-156-d O l 7 

69-157-d 022 

69-1 S7•d 02.S 

70-1 S7-t1 函

70-U7-.1 OO(i.008 

70-157-;a 010 

134 68 

128 4 

136 I 

体四内面炭化彎

麒 ．多．
撞合由饂呆せ砂沈む，水平土 口娼LR、 I~外角底の九し,!i[臓状の良1

OOR!,. 口辺心下と 口算外甑数化物謳

ず．体
,111 
み．口侶縄文鳩 g起除く）に-LR. 矢起に押捺せr. .1c~- 111脩孔2富樗定口径31cm.

liiは育篇不明. Iii、Iii所11穿孔
中断．

口嬬-L.1 .. 1外角干法不明の刻み．口R,!!!!ooRLか．窪誡、細
屯少．

攘合由霞局せ砂沈む、水平．凹

ず． み残9
4 ぬ文地に·し体圏縄文地に•し交g下の尼かい．＜びれから上

"" 干に-1.. にはない投煤．

It定口 IJ'i父~

上
柑．層多．

上 檜合面霞9せ砂沈む．万；；，］不 口廓縄文地に沈麟、文ほ下に下から代で ooRL.11ぼ□i!llこ
I JllitE1f. 4讀

硬化処l!I.
上 ず. "・ 凹み残る． 突いた点列．裕序浮緯上に予え． 違する慣ほ．

中 1

中 I 2 

中2

'" 
'" r...,, 189 

上
内傾1亀合面 lilt

突起付近口濯—L と 点列、 1司外角 1こ ,j'/1: OORL, 口辺直下押 口邪外面に以化

羅!.'..
中 I 4 l!l, 少． 砂沈む．水平. •IIJI 不門の閉み．突起下口罵烹文均1こr1みの揖せず．庇直縄文の 物．械 r'孔 1か 1t定□!J<J知"・
11・1 3 ある1'1文. 1f慧不叩. ,fr. 

上"

中 1

石
P-26 P-26 

133 

134 

F-341 133 

土
195 

P却 P釘

180 

F-))] l邸

'" IJO 
Ill 

188 

少烈
ー一ー一ー

外傾憧台面］段
砂沈む．水平．体

露:;. 聟に条1a1111冨． 凹 .¥閲 口渇慧文地に沈綜．

凸只る．

OORI. ilぽ文ほに

途せず．
慣口往 1'cm.

二氣 ．多．
9 撞合面霞Bせ砂やや11'<.ガ向

4闇 口祁禦文燒から111文地にかけて沈諏．
OORJ... ロ辺に及ば □彩外直に以化

2 ず． 不＂．凹凸残る . ・r. 物．

I 
―—屯少．

内傾は合面 1没 口濯の一邸に手注不1J1のl1み． 口憚需文.... 砂．む、水平. ••Ill 
．． 地に沈組．

I なし． 内而に以化吻．

I 

I 

' 
一綱．少． 角

I 
一 棗瓢書.I&! 

内傾慎合ili2投
砂沈む．＊平. ,111 □郎縄文地に沈鳳．

一 絹蒻い．
8!ll. 

' ， 

oo皿口辺n下Ii
i.lllせず．

樗定口径JScm.

68-158-d 121 
V-37 13-1611 

邸ー158-d '" 
6(,.1'8-< ,,. 

V-37 13・77 66-158-d ISO.I.SI 152 

70-158-c 186 

V-J8 IJ-490 ⑬ -1~-c J').41,-13 

Y-33 ll-23 70-JS8_,. 004 

V-38 13-ZS I 68-157-J 007 

69-1.'1.'l-h 011 

V-311 13-402 69-155-b OJ~ 
69-155-d 012 

⑮ -157-c CO'l.018,019血
V-]8 13-499 

図-1S7-t 009 

V-J8 1:!-1.'il 70-158ふ 016

66-151櫨 008

V-38 13-27 

必 156-b 010 p.653 

V-38 I 3-2.'i6 聞-!57-b 008 

練 158-c 180 

V-38 13-345 69-159-a 9!1,96 
69-I S 9-b 9tl 

70-158-d 96 

66-H6-b 016 

V-39 I J 26 66--1 S6-c 012 

伍 ISl,.-d 000 

67-156-< 006 
V-39 IJ.191u 67 U7-b 001 

67-156-b 002 

V-39 13-19lb 67-1.'16-c 005 

67 156-c 006 

V-39 13-43 6666--11.5567-七b 006 002 

286 

中I 2 帽．頃多． 憧合面D?.せ砂沈む．方叫不
OORL. 一箋11位 1.;

ロ記外iiiに以化物
f,fffl破）ヤ中に

中2 I 硬化処1'!. ず 詳．
4霞 □幌縄文地に沈緯． 転!'Pl/I.ほぼ□辺に (,H~V- 1-1132 

達する．
戴苔．

あり．

上 1

上 9 阻，少．
憧合直露をせ砂沈む，水平，凹 突起付近口漏-1..外面縄文池1こ沈鼻と円 OORL,概ね口辺よ’

ず． み残る．
•ffi 

中2 I 
賣による点 で押1/1.

惰定口径32=

氣極多. IIい荻状縁口聾鱈文建に沈織，文は下

上 " 角礫Ill冨．
勾傾1鼠合!til~ <i沈む．方,,,不

,111 に右から突いた点列.111薗●文． 体郎沈
oo皿体駕文ほか

硬化兄l'!.
露-~· 明.'I'讚．

麻，屈折上に右から突いた点＂と突 Ii.
ら上..押接せず．

砂やや浮く．方向
,,. 2 屯少.± 内傾憧合面2llt ロ隈雙文患-L.文堪下のくびれ上下に'I'OORL.ロ屈押染せ

魔露~-
性翡い．凹凸残 4順

る．
駐胃？による点~~ ず．

圃， II多．
憤合iii霞只せ 級い薮状騒.□ 郭鱈文地に沈ta.<びれ

181 7 角■Ill書． 摩滅して不11. -1:JI 
ず． 下体饂1こ低い突起と沈緯．江諒を口整．

OORLか，序誡．

硬化兒珊．

Ill定,m,父m.
櫂定口Iilxm.C 
籐くびれを門い

で尼fのつく
Ulll量1;・あり．

平王の付帯法片

あり．

156 I Ill. 多．
接合面の露Qな

100 I 突む口嬬に-L. I~ 外角1こ丸庇姐織状の刻

も沈む．水平• •I 扇 み．口部縄文地に沈鳳 突起下に煉庄飢
OORL. 口辺心下"

し．
内面以化物買奮. II定口径 17cm.

154 I 穿孔,.
比せず．

Jl!l,L 8 中、多.I!! I知合面露口せ砂沈む.1, ,,1不 口隅鰈文地に沈緯．＜びれを挟んで体上なし．体郊文楳より 口杞外由に1え化
付帯餃1ヤ中に

， 化処吃． ず． ＂ ,111 
隣に薫文地沈線．沈鯰を躙整． 下に条賓． 物．

(2)図V-1-1249
189 あり．

'") 極．少．
攘合厖露只せ砂やや.~<.* 
ず．平．

,m 口約1!1文地に-1.. 円行に．とる点~J. OORl,. 文様避ける．

167 6 
砂沈むが少し動く

中、多．
檀合 1面露＂せな所あり．＊ギ．

124 2 
ず． 反駒計."'鵡的な

4)1! □饂罵文培に沈緯．

姑点^

134 2 
屯少．土債合葎亀昼せ

砂沈むが少し動く
口湯-1.. 外面縄文妃1こ沈ぬと下から突い OOIU..底繭 にも．

填．ず．
●所あり．水平. ,m 
反疇計．

た点列 口辺直下押撮せr.

0 凡 n岱押船せ内直に汰化物．外
ず. Oiに表9ヒ物饉/II.

1!1定口径 14cm.

中I I 

中2 ) 川．少..II内傾憤合面 1没
砂沈む．水平，反 突起口珊に・し同外角に手法不町の ~1

·~it. 這lll状始 4讀 み． 突起下浮文上割み．体忽慧文氾1こ沈 OORl,. □ 辺且下押外国口憾，内面に撲定口径 27叩•

中2 I り隕 霞又．

中I 4 
，!. し 綺，文様下にRLll!罐．

探せず． 炭化物• (2lV-l-12-47 

I刃

180 

器

~ 
"慧少．
2 

浪合面露 Uせ砂やや浮く．水 交起口濯に沈線．口鵡外角1こキ注不明の OCRJ..文楳に及l;f

ず．ギ．
., 頷
深い”み．口窃雙文地に沈lQ. ず．

償出□1140cm.

8 
ー中．少．

11-1 4 

'" . 
惰合面露生せ

ず．
砂沈む．水平． ,111 

ll ll-L.l•J外角醜らな門え．口匹文!tiこに 。RL □ 辺直 F 押 □祁内面に以化
111、雙文の1"1111上下に右から突いた点列 ばせず． 物．

123~ 中、少．

12' 

I四

128 

拉合面霞ワせ

ず．
砂沈む．水平．， 

ニ—→
1 粗．多．以！責合面II';¥せ

7 り礫躙苔． ず
砂沈む．水平．

•• Iii '"'に1耐じ． 191, に同じ．
口祁内面に..化

物．

,111 
口鴻．しr,り外灼疎らな門え．口祁外面縄文 =RL.1,r,: ロ辺に
地に沈的、文様下に右から突いた点列. itすo.



表 V-2 続き

r, 11>1 池K 遺物昌サ 遺構

l]-4] 66-157-b 003 

Uき） 66-157 b 匹

硲 9只I-a 002 

V-40 13-99 65・15紅 001,001

V~IO J:l・210 68・15-1< 四

69-157ペ CIJ6

V40 IJ.J)J 69-157-d 002 

69-157~003 

70-151.'.f O 16 
V-40 IJ-4JJ 

70-156-b 000 

005,006,007, 

I J..170 6?-JS7-d 008,009,0 ! 3 
V-40 (No,) 

ゆ-157-d OJ I 

VーII 13~5 66・157-3 oc迅 F-375 

V-4 J 13-406 69ト-156ベ 020

V-41 1C.3-'12194) 6 68-1.Sb-d 002 

蛉 1.58-b 003 

67・l'.58-a 002 

67・158-l OOJ 

67-158 ii 匹

67・158-:i 011 

v-11 
13-122 

(N77) 

67-1!-8-J. 01-1 

67-158-;i 016 

6 7-1.$8-b 00S 

67-158ベ 11.2.-.21 

鵠ーl.'i7-c 007 

68-157•c O 18 

68-1 .57-d oos 
6S--1 ss .b 003 
65. 158-c 16,18 

6S-158-c 28 
V-42 ll-96 

66-1況--d 185 

65-158-b 003 

6S. lj8-c 18 
V-42 IJ.9> 

70-1 ~ ふb 013 

11-156-d 2い
V-12 
13-436 

IN19) 

69-1箕・d ,., 
69-IS9 b l•ll v-12 "・"' 

V→ 13-]23 吟 1.'i8-b OJ9 

V-42 13.257 砒 157-b 011 

65・IS4--b 邸

ti.'i•IS4-b 邸

66-154-Et 007,008 

V-43 13-2 必 154-d OOJ 

66-1四 a
66-155-b 012 F-707 

67-1 S4-d 01..$ 

67-1'.5!!-b 018 F->埠

Y-13 l3・'.'i2'd 

68-IS."¥..? 006 

67-1'.18--b O 19 F-148 

V-43 IJ(N.4J 71) 8 6677--115588--i: b on 122 

67・¥'.58--c 023 Fふ0

V-43 IJ-274 絡 158ー:1 028 

JJ-IO!i 
v.13 (N2) 70--1S8•.i 014,0 IB P-28 

67-IS4-b 007 

V-44 IJ-202 b7-I丸-<: 028.029.030 
随 154-d 012 

68-Jj4-d 014 

bS-156-b 四

邸-156-b 006 

V-44 13-2』2 総 156< 005 

絡 157-b 008 

71・158-a 538.539 

69-155-c 002 

¥/-15 IJ四-39）1 669q.-115565-c -b 0000:'l 1 

69-156・b 003 

6q-Jj7-c 007 

V-4.S I J·J2.S~ り57--c 010 

69-1511-;a OOJ囀004

V-4.5 13・23釦⑮・157--c 007 

V-4.S IJ 236b 絡ー1S7-b 知

68-157sb OOS 

V-15 13---236.: 68-1 S7-b 004 

67-158-b 002 

V-45 13-209 砥 158-a 002,003 

M-1.58-.i. 0.';] 

66-157-b 007 

v~~)()N.)9'.) 1 66-157-b 0』2

” “・155-dー ・008 

層(,t t, 数 土 旺形 内由の関整 分ば文煤 r,,rea_文 世川屯
112 3 

130 5 

12J I 

1211 I> 中．多．
槙・e,.,露o'.°せ砂やや,¥<.水 口嬬1こ-t.ロ郎外面縄文杞1こに諏文樗 OORし 口辺に遺す □虹外面に炭化
ず．平．

4韻
下に下から突いた点列． る． 物．

150 21 阻．少．
悽合面露足せ

a富.... llil外/ll疎らな門え．口駕縄文地

ず．
砂沈む．水平. '項 1こ沈臥文“下に綱文需その下に右か

OORL. (びれを遷口Jll!外面に兵化

ら突いた点凡
けて押Iii. 物．

I 4 

□-] 2 包．少．

I 9 

ll!合西霞 2せ
ロ磁に-1..同外角に氏の丸いヒ緯状の長'

OORL. 口辺直下に

ず．
砂沈む．水屯 'Ill ,,. 口邸縄文地に-RI.. 文ほ下に右から 内iii皮化物IIJI肴．

ク！いた点列
1れ瓢採しない．

183 I 

196 J 

撞合fli露呈せ
砂沈むが少し動く

中、少．
[I嬬-RL.r"r外角RL. ロ臼綱文邊から OORL. 口辺a下押

ず．
鵞1所あり．水平． 』馴

反~Xt.
縄文地にかけ-RL. If. せず．

OORl. 概ね口辺 9
IJO 6l 

根、少.1:内紐Ill-合:!llll! 砂沈む．主に水
<II 口螂饒文地から縄文地にかけて沈l,t.

ド・ 1'E辺1'.1上を遵It 口侶内面に以化
る．底面にはないIll 物．

131 I 
凍1i11万．露'"・ 平．

虚．

191 9 極、少．
撞合直霞？せ砂やや浮く．＊ 口母l..突起間のみ口溢外角に-l..ロ簾 00,U. ロ辺に達す日膊外面に以化

ず.'¥.
』類
縄文地にーし る． 吻．

'" 7 用、少．
内傾悽台面 21} ロ竃に-L.1111外角に七口圏縄文尾に浅 OOJU. ロ辺直下押外面と内面口辺1こ

露9.
砂沈む．＊平. ,m 

い沈風燻成飲'll'孔,あり・突駐下か. ,. せず● 叔化物.

O>RL. 阿絵浸い．

124 ])柑．少．
浪合面戴公せ ゆ沈む．＊平主 □嬬に-L. ,.: 外角に浅い糾み．改J~下に底蘊にあるが口辺直

ず．体．
,m 
焼成炊ll'孔］対．去辺a上に鰐文得． 下・突起下を遭17る

如．

"° 
130 

132 

133 立
'" 
"' ,,. 
13! 

2 
I Ill、少．土 内傾1負合面 3及 口嬬1こL. 1, 外灼に出緯伏(l)i1み▼ ロ部 O>RL.体厄以下 I..

＿ 内外面楕綸的な分

一 巧沈む．水平.'類 布でiii炭化牝閾
I 凍． 編＂． に鯛文帯. l'rf:,. 

芥．

上

I必

不尉l

'" 1邸 2 

v章付表

縄考

Ill定口往 2なm.

図盾 V-IO.

HII績Jれの下向
さ攘合iiに圧痕
列．

図!l<V-9.

概ね等II./f:Jie 
□ ffJ上：m. 

上 3 ffl、少.Ill潰合面重 .'tせ 突“隕辺の口嬬1ご-L. I『4外角の一降1こ九 =RL. 口邪烹文帯内外面わずかに/;: IJ-9'と問一鰤
砂沈L•. 水屯 4讀

中 1 I り覆． ず． 底知因状の刻み．口屈9こ明漕な雙文帯． より下． 化物． 体か．

上 I , .. 9 粗．少．襄内傾浪台面 I~ ロ澪にし ~I外角の一郎 1こ丸ltlti絞状の OORl,. ロ1i11慧文得 IJ-96 と~.. J-個
ニ— 砂沈む．水半. _, 類

上 I り礫. 1151, m入口饂に明憧な饒文書． より下． 体か．

196 

中

］中．多．土潰合!till'>'せ 口鴻に-L. I~ 外角に手法不詳の糾み．突 OORl,.訳11iにあるが 口～底郎外面に以
4 洟，ず．

砂沈む．水平. 4顛
起下に焼成!'Ill'孔 I対．口郎に侵文僭． 口辺れ下を避ける． 化物．

辺ぽV-9.

中J

中）

24 内傾1農合由 3段り沈む．＊平主 突起刈辺の口嬬に-L.e•I外角に-L.l<起下 OORL. 体郎以下にロ・体笞外面に炭

］ 
-111. 少．

霞-;,. 体．
4111 
に燒成前穿孔 I,1. ロ郊に1f11芥な需文帯． 押操． 化物

=RL- ロ辺m下に
217 6 "・ 少．

口靖にし突起上は深い点加わり内外角

内岨I&合面 l投砂沈む．主 lこ水 Lも-L.突む以外の口鳩外角は手法不明 ロ・体郎外iiiに反
,111 達するが交起下を棗 柑定口但22cm.

.... 平． の11み．交起下．鯛文腫の下Illに大仔の焼 化物．

,,.'中、少．

162 

167 

167 2 

成閥穿孔 1対．
けな

潰合藝露出せ
砂沈む、水平. '飢

口；；-L. I,, 外灼の一澤に丸虞如線状のS'I=RL. 電かい．ロ
ず． み口辺心下にlfltな慧文蜀． 辺口下押給せ...

外面に以化物．

砂沈むが動く勤所
攘合1l露.llせ

162 I 包. f,. あり．水平．反岱 4ffi 突Ii: ロ嬌に·•· ロ笠に霞fltな景文Ill.
OOLか． 集閏霞く． 口～体侶内lflilこJj;_

ず． 体如下に岬捻． 化物．
167 3 計．

l<>l I 

167 I 

IJ.I' 
内傾援合面)Jl 砂沈むがやや霰＜

OO紅．押條浅い．
中．少．土貫皇．上向き債纏所あり．水半主 液頂下口薦に燒威煎穿孔のある突c,,.ロ

4闊
虞か． 合1iに圧濱列に体．反9況計．権に 繹に戴看な舅文書．

口辺a下と央起を.1! 憎定口径 I.le叫

168 II 
よる段． 凹み．

サる．

134 I 
OOJU,. ロi11n下を 図阪 V-10.(I) 

'" 26 
内傾Ii合ilirlll: 突区口嬬1こAll!rt翰状の刻み．口澤鰻文 体憾内外面．仮郊

罷、少． 砂沈む．水平. '頌 況ける．底:tilこあ 9● v., ... , を 3
中 I I 霞?. 帯下に沈綽．突起下に焼成釣9りし各,. 内逼に炭化物．

U-1 2 
り．む．

"'12 割．名．
内傾浪台由 lilt 砂沈む．＊平．凹 sm付近口嬉外角に丸底知囚状の引み• OORl. 慶ね口辺ii ロ邸内由に央化

,m 隕庄口伍'"""
み． 口得に慧文書． 下に及•~·r. 物．露足

OOJU,. 突は下・ロ 不専(l,!;.厖から

P-28 JI 
111. 少．土 9良台面露屈せ砂沈む．主に水
噴か． ず． 平．

9類交起口濱に-Rl.口隠に患文樗． 辺立下を辺け、庫面 上は属丸方；；に近

もl'l'W.せず． ぃ.~\!:1v.,. 

'" 4 
, 66 4 

砂やや浮~-勤 突は日澪に.1..口邪縄文屹に沈ぬ．文保
内傾攘合面 1役 =RL. 漑ね I]辺旺

＂，少． ＜．水平反峙It. '釦下Ill祈1こ・RL閉嶋讚位に押鎌するおし
Iゆ J 鱈足． 下を.11,1る．

口圏1こ凹}>. い例．

'"' 128 
130 
ー」 突起口蝙9こ-1..ロ冨鰈文地に沈尊と-RL

Ill定□{]!2(畑．

ロ嘱外面に以化' 128'  
ffl. 名.1111 内傾1責合iiil債

り墨． 露呈．
け沈む．水,y._ Ill嶋紐下には刻みある＃文．文ほ下 =Rl.. 口祁押依せ

5筐i
に-RL閉風 -RL閉濯を巴状の褐いエA ず．

吻．外画に馘化物 ll4'口tl29<m.

"'' U-1 10 
，，押し付けた1lf踏が只られる．

のIll寄．

" 口蠣に・L. ,., 外角に随らな押え．口算縄 ロ・庄躍内面．ロ
123 
125 

'"' 125 
5 粗．少．土外はIi合面zrク
103虞． 霞豆・

砂沈む．＊平． ,m 文鳩に沈緯．文楳下に右から突い/>' =RL Iiぽ口辺に-・、[
是する．

・体薦外面に以化頃改 V-11• 17. 

， 
11-1 I 

列．

ロ蠣に・し突尽状でIi沈線加わる.?.8を除
く口珊外角に蹟らな灯み．口纏鰊文地から

物．

131 
罰少．土 !I合iii露景せ砂沈む． 主に 水 縄文岨にかけて沈鯰と下から突いた.1.111. OORL, 口辺五下"'ロ1I内菖ゎずかに,ro I 
呪図苔 ず． ギ． 突起下は浮文となり・Lのち沈鰭．さら1こ侠控せず． 災化物．

'" " 
成請穿孔＃文下饂Iii!みのある＃誼とな

る．文劣下凹膚を侠んで右から交いた点列．

186 II 粗， 9
攘合 iiill嘔せ―砂やる浮く．禾

ず. ・r. 5顛 体上第に綱文帯．綱文膚下1l1折1こ点列. =Rt.. 

128 ? 
111. 名．

1良合 iii露c,',せ 砂ややIi'<."' ロ塙に-t..O蕩縄文嶋に沈編．文ほ下出祈 =RL.ロ辺に達す,,n 
l>J I ず． 平、反9り計． に下から突いた点列．点列下に彎文僭． る．

128 S 窮、多．
接合面霞!i.せ .., r:tむ．＊平七

突起閏辺ロllに.[..ロll'J鯛文地に沈贔、
5類 突起下に門えのある浮文．文様下糾折に

=RL. 浮文を丑け

ず． 体."に条．
下から突いたtif'I、点列下に慧文帯．

ロ辺に達する．

IJI I 哭 Cl燿に沈織哀駐以外のa;にし口饂l!

憎定口1!3km.

,,, ・少．土 1負合 iii霞品せ =RL. 口辺心下押口祁外面 1こ成化
131 ● 砂仄む."'"'・ ,:n文地から11文邊にかけて沈鼻文楳下と夷起下 憧lt□径・"''"・

魂． ず． 條せず． 物．
18? 2 の口謂J:!lって右ないし右下から突いた点昇．

屯 ，P．土内傾侠合薗4段砂沈u.tに水186 I 突は口嬬に R庄たは-RL.0膠綱文絶1こ =Rt..回不明田． 口鑢外画に炭化

'"' 愧磁l'f. II.I¥. 'I'. 
,~, 沈麻と下から突いたt,.文は下に下から点丙HJ<びれを辺物．檜 11f孔 llli 憎定口[t)'km.

126 I 交いた，.'.1丸点列下くびれに鑽文暢． ける． 9元

287 



v 逍物

表V-2 続き

や 醤サ 地区 遺物爵号

(,9-155-c 006,011 

ti!l-155-c 012 

69-155七 01]

69-155-c 014 

69-155-c 017 

13-3叩 69-155-d 006 

（岐・e> 69.--! 55--d 008 
70-154-d O I 0 

70-15.'i-a O I 0 

70-155--d 010,012 

70-155-d 013,016 

70-155-d 017 

70-l .'.i5--d O Iり

V--46 J(N]-S1) 08 67-1刃-c 0]1 

V--47 J (NJ..J286) 7 66-66-115578--d --d 002 5 

邸-157--d 003 

V-47 13-1凶 6(,71 -1156-d56-d 四005 

V-47 13-273 68-158-a O 11 

68,-]'. 吐 b 003 

68-1況-d 匹 006

liS-155-11 003 

V47 13-224 邸ーI55-a 005 ,{X.16 

68-1 .~5-b 005 

邸ー155--d 009 

li'il-15-↓ C 001 

67-1'. 吐 a 007 

67-1刃-b 006 

V--48 13-216 68-155--d 007 

69-t 55-b O 10 

70-155----.i 007 

以 156-a 匹 005

硲I~区 002

66-156-c 005 

V•4" IJ.10 66-15li-d 匹

66--1 56--d 005 

必 156-d 006 

66-1 Sfi-d 007 

V--49 !3-140 67-JSS•h 033 

V-49 13-41 66---66-!1557 7-b b 00110 2 

V-19 J(]N-41) 07 65-157 b 009 

68-159-b 139 
V--49 I J...337 

砂 !58-a 013.016 

V-50 13-550 70-156イ 015,016

6C1-I玲 d 008 

V-50 13-32 66-156-d OIO 

66-15&べ訊

V幻 13-235 6868--11556 6-a a 00017 3 

68-157--d 017 

V-511(N3-2226) 5 ⑱ 157--d 029 

68-158-a 015 OS3 

V-52 1む3~-1161)7 67-158----d 94 

V-52 1(N3-7203) 8 68-156-d O 13 

67-1 刃~004

V-52 1(N3-2JS30 ) 6687--1154'. 四-c 0002 ]2 

68-1'. 吐 d 007 011 

V-52 I 3-25 66-156-c 00] 

67-158-b 024 
V-53 13"139 

67-158-b 112 

67-15&-d 4-1 

y.53 13--双n 邸-158--d 132 

邸ー151t--d 144 

1]-]88 
V 53 (N32) 69.--155--c 匹，006,01I 

V-53 13-2..-;4 fiS--157--b 008 

V-53 I 3-157 67-155--d 010 

V-54 ]3-61 

IJ-262 
V-54 
(NJ6) 

V-5-1 11-76 

288 

66-157べ OlO

必 158・b 006 

6C1-158"b 007,008.010 

66-158-b 009 

66-159 J 32 

66-159-b 82 

66--159-b 83 

67-J.~8-d 97 

68-158-a 053 

68-157-d 016,0!7 

68-157-d 019 

“卜157-d 029 
68-158-a 029 

~-158.b 014 

66-158-d '" 

遭壻

F如

F-303 

F-325 

F-113 

F-40J 

J1'1位 点数士 成形 内面の111!:l 分類文様 回転縄文 i.mr;; 筐考

128 4 

JSO J 

151 I'.! 

1S2 3 

］刃 I

149 I 

l53 2 

167 3 

166 I 

128 4 

153 22 

154)7 

155 8 

166 I 菱中．、多．角ず1,．合 iiill'cせ 砂明．沈む．方向不 ,n, 体83!!1文地に沈統． なし． 図版 V-1込

11-1 1 砂沈む．宅に水 ocRJ... 突起下押挽

11-1 17 
• 投，名． 内傾棲合iill汲

平．平沿，出い光 5約
突 口蟷に-L.'"'外角に刻み．突起下に 体邪外函に演化 不等径． 口邸の

せず．口辺由下も溝
細礫． 霞出 網文薦． 物． 潅定短径 27叩•

, " 2 沢． ける楼揖．

124 I ffl. 少．土内傾9畠合面 l段け沈む．＊平土 口嬌に-R、 l"I外角に丸庄短麻状の財み• OOLR,Oli(多条か．庇口嬬/.I近わずかに
125 S 塊．霞,'.. 体． '"' 突じ下に慧文笠なし． 面に認められず． 以化吻．

大突起下に燒成鯛穿孔,.ロ辺直下に烹

措定庄径33cm.

13] 7 
中,'-"• .l: Ill合面露 qせ砂やや浮く．力l句 =RI.. 大突起下と

魂． ず. ,f明．凹凸多い
5類 文{If.体祁と底面外讀縄文地に沈麻．底 不芥径．

口辺直下檸捺せず．
辺立上に患文の凹溝．

rn' 
"'9 
150 

突起M辺口瀾1こ-1..口嬉外角に丸ぷ長i線
, OORI.. iぇぽ口辺に ほぼ等径 らし

体榔外面わずかに

'" ] 

中、少．克 Ii合函露呉せ砂沈む．水平．平 状の割がロ・体部縄文地に沈糠と下か,u, 遠するが点9澤分を く、 IIた日程お
り礫． ず． 滑． ら突いた点 文横下罰折に下から安いた 伐化物．

150 2 避ける．

149 I 
点列．

財沿士 ］ 

142 I 

中、少．士 債合面露品せ砂沈む．水平．稽 ロ・体部外面に決' "'、124 38 ,m □駕慧文紀に沈瓜 OORI.. 体部以下．
嗅． ず． に凹み． 化物、縦愕あり．,,..' 

155 I 

123 9 

IT-I ] 

125 I 砂沈む．水平．ロ ロ濤外角1:疎らな灯み．口氾烹文1むから

撞口径 3200.

中，少．土 悽合Ii露足せ ooRL. ロ辺立下押 ロ・体祁外由1こ災

'" " 涜．ず． 郎規財的凹み残 5悶縄文達にかけて罐沈鴫のち太沈繰・ 文様 視定口径'"'"'-
掠サず. Iヒ物、縦僭あり．

125 II -0. 下に凹溝を挟んで右から突いた点~).

128 5 

131 I 

'" 7 恨少. -・ 
接合面鵡＂せ

砂沈むが動く国所

あり．水平河転 5鮒 口辺心下に不明ll<t.r.唇文帯．
OORI.. IIね □辺直 内外iiに炭化物．

J. 下に達せず．
鳩修孔 9鰤所、穿

不明．ロ1111ご円み． 孔中断 1あり．

中、少．
189 4 接合由露公せ OORL. 概ね口辺直口1l1内外面、体祝 尋径と出われる、

砂沈む．＊平. '顆 口部に不明1l1な1!i文附．
191 I ず． 下を遵ける． ，，，面に炭化物. II定ロIll七m.

ooRI.. 底面、が文
極少.Iii 突屈綱辺口蝙r:L. ,~ 外角に丸底泊諏伏

"' " if. 硬化処
内傾攘合面211 砂沈む．セに水

5類 の剣み． 突起下にガ文．口辺“下に蠅文
に押接せず．口辺，a 口邪内外血、体院 ほぼ苓径~·版

■ill, 平．
珂. fllらしいものあるが不確実．

下岬探しない侶分多 外面に炭化物 V-8. 

いが偶然か．

上 2 投合而露,,せ
□端に・し同外角1こ丸底短線状の約み．

肌少． 砂沈む．水平. ,rn 突起口壻のみ内角に．し口辺直下慧文帯 OORI.. 口辺直下に口祁外面に炭化
ず. ; 會する箇所あり． 物．

189 17 のようでもあるが不羅実．

屯少．高 内傾接合面 ,1生 口靖1ご七 日外角に丸底短線状の醜らな OORI..,lE藁付近に
外面に殷化物．穿

2田］
綿か. . 呈．

砂沈む．水平. , 霞l
灯み．口廓に広い慧文帯． 押探．

孔中断した鳩代孔

9佑rfr.
l兌 2

思少．遺内傾接合面 ii及砂沈む．水平主
突起閾辺の口嬉に上、 突起中央に点・ 向

180 7 5類 口罐1こ丸底虹緯状の剣み． 突起下に焼成
OORL. 突起瀾辺のロ 1l1外曲に炭化不等径、僧定口

上
覆． 霞品． 体 口辺直下を逆ける．物． 厄11'2紅m.

惰穿孔,.

, 28 I ft¥、少．囮絞合面窪 7せ
砂沈む、水平. '類

ロ嬌に-L. 突出に点．口溢外角の一邸に OORL2種、体・底馨外面わずかに以化
撹定口径 17cm.

1'8 II り四、土魂 ず． 刻み． は口郎より●かい． 物．

189 26 
粗、少．士内傾／貨合面2尿砂沈む．水平．訴

突起悶辺口蟷に-L、同外角の一隈に丸底 OORI..底面にもあ

'" 7 '類 短緯状の哀1み．突は下に大径の燒成的穿 り、 突起下口部を辺
□1l1外面に以化 不等抒口部．桟

塊． 鯰乳 1こ凹凸残る．
'" ' 孔）． ける．

物． 定短径］父m.

内傾攘合蘊4段露

上 J6 祖、少
＆ 上胄色ll-llli

突起肩辺口漏1こ ·L、 突起状,~,知沈紺IJJ
5類 わる．口灌外角1こ精み． 突起下に燒成伯

OORl. 底面にもあ
ロ～底幅内外面に 概ね苓径か、 111:

． に1l!J11的な凸凸と
砂沈む．＊平．

り口辺に達する．
汲化物．鳩修孔 l 定口径'°""'・

上辺の霰うち．
穿孔,. 直所． 図阪 V-16.

OORL. 押染浅い．

IJI 18 乱少．
接合iii■員せ 突起鴻辺口蝠に-RL.突起下に燒成鱈穿

ず．
砂む、水平. ,,. 

孔 1対．
庄面にもあるが口部内j¥jに炭化物．

を刃ける．

150 2 OOL:lcたは LR、押

152 I Ill、多．士内ば険合面 1段
口靖に-L. 1111外鋼に丸底短線状の女1み．

砂沈む．＊平. '類 突起下に焼成計'll'-Jtl.欠Ifill'<分1ごも突
探浅い． 底面にあるこ祁外面に炭化

150 ll 塊 露昼．
起があったとみられる．

が体畜口Jl1の大半に物．
1刃 2 はない．

粗、少.~I員合面鵞兄せ 突起閏辺口鴻に-L. I可外角に疏らな押 OORL. ロ辺直下 I.I
124 IS 

り礫． ず．
砂沈む．＊平. ,m 

ぇ．口辺直下鰐文雫か. le£ 押岱せず．

四 10 憧合曲召＂せ
口嬉 し 突起1こ深い点．口躙外角に丸底

中．少． 砂沈む、水平． ．ヽ註 沼緯状の刻み．突起下口厚鰐文地に知線
ooRL. ロ祁に押挽外由体郎・内面に

ず．
195 I 次の懸みある浮文．

せず. "'-化物．

上 3 内姐1慶合面2陵 口嬬•し 尖は中央に点 口嬬外角 1ご手法
粗、少．土

愧
中I J 露皇．下向さ債 砂沈む．水平. >!II 不碍1の州み．突起下に大在の燒成前穿＿

ooRL、ほぽ口辺.t 体祁外面に炭化
（押椋． 物．

中1 I 合面に段． 孔~

'"' 
風少．士 接合面露旦せ 砂沈む.J;ri,J-1' 突じ口嬬に放射方向沈鼠ロュ外角に干 OORし押控＆い．

墳ず． 詳．
,111 
法不閉の刻み．突起下に焼成前穿孔,. ロびに及ばず．

, " _, 粗、名．
f妥合面露豆せ 口鴻(I)―郊に-L. ロ溢外角1こ丸工知ぬ状 ooRL. 口辺 A下押

ず．
砂沈む．水平. '訂9

の氏らな,,1み． 掠せず．
外由に炭化物．

祖、少．士 OORL. 底面にもあ
接合面重昂せ砂沈む．方向不 突起潟辺の口嬬に-R、りサ外角に丸底知貌

126 12 塊、土因片 ． 5頑 ,,、口辺心―fわずか
す． 庄 状の糾み．

191 

l卯

193 1-1 

192 I 

か． に押捺せず．

投合面露吃せ ,; 沈む．水平．ロ OORL. Ill ね口辺~ I木お外面にわずか
控粗彎少．

11-1 I ず． 部に凹み．
Hii ロ部に不引詑な患文帯．

下を避ける• Iご決化物．

"・'' 中］

中］

189 4 

189 7 

19'I  

l⑬ I 

194 I 

I凶 l

切、多．

上 2 Ill. 多．

内は攘合面 Ill

霞旦． 上向さ憧砂沈む．水平． 条 突起口~,こ-Lと沈線 間外角に丸庇短 OORL.突起下と口 ロ螂内外面、体芯
5顛

合面に圧痕列1こ 襄やや覇薯. ~ 状の刻'>.口辺直下に慧文芍． 辺心下を沼ける． 内iJiiに以化物．
よる及あり．

11l台面露豆せ 叡頂付近口;..c.")外偵刻み．口部に綱 OORJ...波頂 下・ ロ ロ置内面央化物顕
ず．

け沈む．＊平. '頷
文ll!. 辺a下押簗せず． 著．

因版V-11.

.. 面中央に小さ

な凹み• M版 V

9. 

目立って碍l色の

土蕊．閃版V9. 

i'1定口径 17,m.

Illね"l¥l'.飛定
口径34cm.I寸

帯破片中に口蟷

をR―C芸鰤し

たJヤロ状の突起
と屈われるもの

がある．

概ね等怪 らし

く、 撞定口径29

c,~ 図販V-18.

不客Eか．



v~ 付表

表 V-2 続き

図 香り 増ば 遺物撮~- 遍鳩 層位 t.(蘊士 成形 内面の調整 分m文ほ 回奮よ亀文 伎Jlllll , ... ..., 
65-1."lSベ 008

V-55 13---1邸

伍 ISx 008 

67・ISS-b 001 

V-55 13-203 67-155-b 004,005 

67・lll-b 007 

65-154--c 四
V SS 13-.5 

66-155--a ⑬ 

V-55 13-17込 67-1箕< 303 

V-Sl 13-l72b 67-llS< 刃3

V-S6 13-439 

70-t»~001 
•• 003 , .. ,,,_, 
70-ISS< 

70-1>6-b 

磁

013 

V-'6 JJ.12J, 70-JlS-, OOJ 

V-56 ll-lllb ;o.157ベ 016

V-56 13-37 bti-1 5 S-c 00S 

給 15]も 005

67-154-c 釦JIIJllMW.P P-29 

67-15む 0]2

V-56 ll-193 
位 Is.i.-d 005, OOIJ 

砂 ll-1--b 知

ffJ. l.~5-b 00-I 

”・155-b 007 
70-15.5 d 知

紐 1Ss-b 001001, 暉 ,006

V-57 
13-420 

(N55) 

が— 1 55-b 007 

70-13.'i-:a OOJ,OOS 

70-ISS・b 00 I 

70-I .'l.'i-b 003 

V-'7 13-214 吟'"" 003 
67-15.\-• 012 

V 57 13-nJ, 68-1只 b 006 

68-1,s-. 008 

67-15-1-:ii 012 
V•S7 IJ.22.Jb 

68-1出 四

68-1 S6-t 009 
V-H ll-240 

68-156-d 017 

Vふ8 13-)97 年 lll-b 匹 .C06

vふ8 13-220 碑 1.'§.'§-c 002.00J 

V-'8 IJ-N 鈷""匹

V-58 IJ-290 
68-IH~ 007 

68-158--0 001 

ゅ-156-d oo.c; 

v.59 1J-1n 69-1~7-b 009 
69-157-b O 16 

69-157-b OJS 

V-S9 13-16 f)(i 66-1I j 必6-.d4 邸00:S 

V、59 IJ.J.l 

V-59 IJ-79 

V-60 IJ-9' 

V切 IJ-212

1>-m vぶ
(NSO) 

V-61 13-2'2, 

06-1>4-<l 00-I 

紐 157-c 016 

69-15~010 
69-ISS-b 011 

69-158-b 01 S 

70-158-:l 011 

6S-ll4•b 001 

67-155-b 011 

67-156-.a 004 

68-1 iS-d 008 

砥 !S8-a 003 

邸" 1 箕—.I oos 
砂 ISlil-b 111 

的・Jl9--d 23 

71 •1~5-d 

"' 68-152-c 005 

68-IS2-d 002 

68-IB•.t 002 
68-153-3 004 

6,Q.-JSJ~OOS 

63-153-d 002 

611-1 S4-;1, 00 I 

67-155-ウ 026

67-1'2~003 
＇ ＾・．．． ~ ．

V-61 13-222b 66-1'3-b 007 

V-61 134'0 70-ISS J 006 

必I~-<: 困

V-61 13-3 
佐 1出 009

66-154-c 011 

66-154--d 005 

V-61 四13-100 6869--115451--b .t 0000 2 I 

F-269 

P-40 

r,JOS 

F-292 

F-416 

F~JI 

F-498 

177 I 
中．少．角

讀．禽綿躙 憧合iii露,Ht
け沈む．水平．反

口辺に債i!iして2安1,.ロ怒雙文氾に沈
•nt. 直翫状始 Sill t, し．

1'2 I 
ti. 硬化幻ず．
唱．

点疇 "'・ 編文後鵬霊．

1 中. •P. 戴

149 17 
一璽.iO! り礫慎台面霞、？せ砂沈!!.*半..

日澪・ロ辺“下鱚文9がこ沈r,,のち躙
sm !ll. 慧文讚を瓢てて雙文地に沈貌 ・浮 Wk!.. 体邪以下に

か．硬It処ず． 霞による凹凸. !'I'll>. 
ISO I 糧．

文、のち調整．

167 6 I'}沈むがやや動く

口祁外配わずかに

炭化物．
罹出口(}I父m.

隕とロl>i!m

濱合蘊●gせ 口辺の突起下に浮文．口闇烹文抱1こ沈 =LR.O段多条らし ロ・ 体薦内外万9こ
中、多． 霞所あり．水平, Slli 濯定口[t22,~

167 3 ず． 反•lat. 編．のち調書． ぃ．文煤を量ける. o;, 化物．

鳳少．角襲
1貸合由露只せ 口饗霞文地に沈0と秤え．慧文帯を悶て 00,1..体お以下に 体幅内盃以化物幽

U-1 4 Ill署.ifj良．． も沈む．水平. ,m 
硬化姐糧．

り． て体上院縄文地に沈魏． 押紅． 著．

なし．n., , 172., に M 慎合面霞li!せも沈む． 方向性躙
じ． ず． い凹凸．

5顆体●：との頃に沈aか．

150 21 口lil-RL.丸底Ill線状の汲らな深い11

6l!I 
，，．口闇上半慧文地1こ・SLのち沈編.I『,J ooat.. ロe.,こ押印 体包外面にわずか
下キ慧文地に沈緯と点＂のある，，，文文せず. 'ょ以化'!,.

123 I ff!. 少．土撞合画■!iiせ
ISO I 清．ず．

砂沈む．＊ヰ．

1'16 l 澤下のlll!filこ右から交いた点列・

9顛
ロ沼慧文地に・Lのち沈鯨．文椙下に鰐 OORL. ロ密に押捺外iiに駿化嶋□墨
文洛． せず． 内国炭化物m蒼．128 I 中．少．

浪合面霞ヱせ

ず．
砂沈む．水'!'.

130 I 巾、 少．
接合面 •aせ
ず．

”沈む．ホ平. ,m 121, にr-1じ. [21., にMじ． 内面以化物ill署．

149 4 

137 
p.29 

"' 

粗．象編 1良合面四＂せ □ 脳縄文地に—L のち沈繹、文は下に下 oo RL, 口辺直下Cーロ邸外面にA化
曇．ず． 砂沈む.*"・ '"' からかいた点汎

ーミ
逆けるか． 物．

口嬬—L. 場ポによ l).JU.口亀外／りに疎
Ill 2 Ill、多．土 1貨合面露鼠せ OORI... ロ癌に及,: 外由に耀帯状o,!)l

,., 3 /JIかず．
U沈む．＊平. 611l らな押え．口墨患文Jtに-L.文ほ下の凹 攘定口径刃,m.

ず． 化物．

'" 
膚を挟んで右下から突いた点列．

I幻

"' 128 26 吹li:7筐,.に復
口熊外面・体侶内''° ' 突氏口辺内面に-1... ロ邸慧文地に-Lの

''° 必

覆 少．土内傾憧合薔 4没
砂沈む．水平. 6lll ち沈縁．突紀下,.;$文となり燒成約字孔

=Rt.. 凹素以下に外面に公化物．底
元したが8誓

況さらに大11
愧類葛 霞'i'.. 押染． 躯に輪状のIll&''° 20 611尻文保下1こ凹溝． となる,;熊性も

褥．

'" 注る．図版v.,o.

"'7 
Ill. 少 土 撞合面霞員せ 砂沈む．水平．訴 口辺内面に-Lと江綴．口郎慧文地に-L OORI... 体恨以下に体祁外面に以化

洟． ず． に凹み．
9類
文撮下に右から秤で突いた点児 門i:i. 物．

169 I 砂沈む．主に水

166 4 
阻．少..,o合由露 .¥¥せ 突起おそらく脱 •Iii所．口辺下に綱文

襲．士塊ず．
平..空によるl"J 6類

患 口謳患文兄に-1...
なし． 撞It:□径 II叩．

156 I 凸．

169 3 223, に !~I亀合由露 .\\ せ
砂沈む．主にホ

roJU. 体邸以下、

166 J じ．ず．
平．反的It.iD騎 6類 口 1111慧文""'こ •L. 体上お浮文償に並ぶ．
伏泊．気 凹凸．

＃文を遷けて押捻．

I印 1

粗、多．
隕合由ill'..せ砂沈む．主に水

P-4-0 < ず． 平口帳に凹み．
6煩 口辺直下に需文惰．口岱彎文地に Rl..

=RL. ロ祁に押椋
口聾内外縁汲化＊

せず．
園薯．外面に以化

物纏帯．

,,. 20 
中．少．土憧合面霞足せ弓沈む．主に水 交起口澪から内面にかけて·•· ロ膠縄文 =RI.. 口辺印下に

塊．ず. I'. 
9類
建1こ沈騎．文は下に右から安いた点"・ は及ばぬらしい．

126 22 
中、少．土浪合面露駁せ 砂沈む．主に＊ 口鴻に-RL.ロ紀外面縄文地に沈綜・ 文 =RL.交B下を胎

虞．ず.'f.
6111 
様下に右から突いた点列． き口辺に直する．

訊少．土攘合面 II(土せ
f.) Itむ．主に水 口嬬L・ロ駕慧文J@から縄文"''こかけて

1-19 17 平．口憾凹凸霧 om 条諒のち沈鯰．文は上下に右下から突い =ru.. 口上郊には口臆外面に比化
． 賓釦:Ji, ず．

薯． た点列．
押はサず． 物．

喝，中、少．土
ll合薔ar.i1t砂沈む．主に水 =RI.. □辺a下と ロ・ 体闇外由に伏

凍.1111躙 . 6訪 口嬬1こ-1..口刃i1'l下・ 注口慧文．•̀ 平． 注口をnける． 化物．1211 5 貸．

'" 5 
突起贋辺口嬉にし口郷縄文地に沈Ill.

糧． 名． 田
128 ' 内傾憤台面 lf.i 11ややJI!<.水平 突起下は浮文 1こ•l のち沈練・文揖下に =RI.. 口辺五下と

環．飩化処 6順
130 2 鑓已 主体 下から突いた点列．＃文に沿って口辺に点汽直下を選ける．

128 2 
寝．

ll!する． 点頂下に慧文帯．

'" 6 中、少．土接合面頂エせ紗沈む．方 f•l 不
12'I 凍ず. 1'J. 

6関 突/ii',/,1近口塙Lか．口芭慧文場に沈鯰． なし． 外!Illこ以化物．

砂沈むがやや動く 口薦籍文建に編沈ぬのち太沈は．場所によ

167 3 屯，!>.
1象合西“兒せ 樋所あり．＊平． り後 の織に編かい!.(fl文様下にくびれ =KL. くびれから 内Iiiわずかに広化

6関
ず． 反問It.il!Q状始 た鰐文書．その上下に右下から交いた点下n,こ押Q. 吻．

点,I!]み． 列．＜びれを院いで-• のある編状茫手．

不剛 ， 
128 I 

砂沈むがやや動く 突じ口石に・I..ロ因縄文速に日沈緯のち
ロ・体螂外11に炭

111定口任3km.

l・t霞坂It中に対

をなす安起あ

り．

I刃
ll!. 少．竃 1長合iti菖2せ 霊iliあり．水平主 ；；tt諒．文ほ下に右から央いた点がI./.{=RI.. ロ辺口下 と

61'JJ 
磯． ず． 体．反騎It, しば 列"突起下で浮1111こ亮なり口辺に達す突起下を1111る．

化物の罐書．檜修 憎定口[f39<m.

134 16 
しば凹み． る． 突起下慧文蛇に-L.

孔2纏所．

133 3 

1'7 10 

154 I 

'" 3 突起Cl'l:Iこ-Lと沈繍. "滉縄文地に‘’
126 I 沈組のち太沈線．凹渭沿いと文様下に点 =RL.口辺直 下、

中．少．土 桟合ill露見せ砂沈む、主に水 体1l1外直に複化雹
賓頴言． ず． 平．

131 28 6{Q 列．突起下籟文1を1こ-Lのち虞成紺”孔突駐下、 凹溝．尼手 lt>i! 口径3訳m.
の罐帯．

132 ,. その下に凹溝を内ぎLのある編状把に1:押緬せず．
上 I cァ．
11-1 

上

I必

"' 口嬬にし口辺に半円形の快り．突起下

1乃 I Ill, 少．土 に況成,n穿孔 ,.ロ包・体上111・ 体下籐 ooRL.押探浅い．
126 』 鴻今続化灼

ほ合面D'i'せ砂沈む．主に水
ず． ギ笠邸に凹凸．

9如虞文珀に沈糠．各文贔閏に凹膚．その上底隠体鱒凹溝．ロ
ロ厖外面に出化

'" 2 鰐
下に右下から安いた点刀 ただし体上序 辺ill下に"ない．

物．

'" " 文は下,:椙柑夏なる．
12'2  

210 I 置少．
口辺の ll!ll渕け戊t,.ブi向不 口頌に剣み．口辺に突l<Iクi.突起間口 OOR,i!c面にあるが
層．明．

,m 
!llこ燒成戴穿孔 I)/.ロ祁1こ籐文書． 口籐を避ける．

l!I. 多．
139 I I名合直霞＆せ砂沈む．主に水 突“層辺口澪1:-L.突駐下に債成約ll'oo,L.ロ辺 1こ淳す 口郊外面にー以IC

6頂
147 4 ず．平． 孔． な物．

債合面露昼せ砂沈む．主に水 体忽外面わずかに
147 I 皿多．

ず．平．
,m 口苓1こ—L 1'1外角にし m, に1い；じ．

iえ化物．
OORL, 纏誼2鴫．債

Ill 10 
•~. •J,. 土攘合面露qせ砂沈む．主に水 口濱にL一日外角に丸底1!l諒状の陳らな贔は口郎に押嶽 ロ

ロ沼内外面に以化

愧ず． 平．
,111 
灯み．口辺直下に慧文需か． 辺丑下と突起下を遍

物．惰作孔 9釦

ける．憤fflが体謳．
i/i. 

'"' 150 2 中、少．土 1妥合璽露皇せ砂沈む．主に水 口,.,こ-L突起上では沈緯加わる．ロ>llooRL. ロ辺五 下 t• 口紀内外面わずか

153 I 塊．ず． 平．
61/i 
外Iりに躁らな郷え．口濡に慧文帯. ~~ せず． に以化物．

150 2 

糧定口径 19cm.

不筍G.l<!!iv 
_,.,_ 

6111 L4坂V-10.
123 4 屯少．土漬楼台面露 nせ砂沈む.,l:'f'. 平 対をなす突F-.7傷ボとみられる．口清 OOR[..ロ辺 1こ漕す 停刊防ltlltft.~修

137 J JI纏霞著． ず． "• ,こ-L. る. ~· 鰤りをしさし,,.

289 



V 迫物

表 V-2 続き

閃醤>i 地区 ll物魯号 倶嶋

69-1出 007

69-154-c 00!! 

13-400 69-1出⑮

（続き） 69-1 54-d 004 

70-1四 002

騎± 009 

66-156-;a 匹

V-62 13-13 
66-1四 016

V-62 13-SIJ 66-152-Y 002 

V-62 JJ.20.1 68-l'.S7-d 002 

V-62 I J. 20b 6&-U7~002 

69-157-c 007 

V-62 13 JJR 6VJ9--115578-c -b 00003 8 

fh-ll8-b Oil 

68-15-t-d 005, 匹
V-62 ll-201 

68-1四 007,008,01I F-325 

67-157-a 匹

V-6J Jl北 1 67-1:,8.. 004 

67-ll8-a 02-1 F-196 

66-1 S8-.i 005 

r.8-158-コ 022.026 P・）5

69-157< 008 

V-63 ¥3C.、-JO92) 6699 --11~578-c -;i 0OOQ 12 

69-158-b 011 

69-1遠-c 008 

70-158-b 019 

V-63 13-152 67-158-c 9 

67-155-b 012 

67-155-c 008 

V-63 ¥J-197 67-155-c O 10 

67-155-c Oil 

67-155-c O 15.018 

68-158-11 001 
V-64 13-281 

()8-158-rl 3,4,5.6 

ゆーJ'.lj-b 003 00S 

13-387 “》-1jj-b O I 2 
V--64 (N2J) 

70-1 jj.;i, OOJ 

70-I~5-ii 006 

70-1~-;i. OOJ 

V-<.ij 13-W];i 

70-1~l-b OOl 

V-M I J-MJb 70-15-4-b 005 

V-65 IJ-IJ.4 67-158-d 94 

li1-154-c 叩

68-1只-c 002 

68-154ベ:004
1)-229 

vふ5(N!-4) 磁 15S-h 00 I ,002 

ゆ-154-c 002 

69-154-d 002 

紐 155-.1 002 

69-I 55-c 007 
13-106 

V-6S (NJ) 

70-155-d 009 

V-66 lJぶ-1101)4 67-158-b 014 

66-156-d 004 

Vふ6 I (3N-2J54 ) 66-66-115.5"6叫-d 00005 7 

67-1~ 砂 005

v必 13-36 位 156-d 00) 

V-66 13-72 位 15!i-c ,07 

V-66 1(3N-71) 11 69-157-d 014 

V-66 13-381 69-¥j7 :i 013 F・ll2 

(.'l]j) 69-lj7-.a 018 

V-66 13-28 伍 ]j5..J 叩

V-66 J(NJ 7I6S ) 66-156-d 006 

Vぷ i13-19 66-lj6-d IX)j 

611-159-,1 7 

67-Jl8-;i 001 

V-67 IJ-128 

b!I ll3-.1 002 

V-67 IJ-12 66-1必-c 00] 
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層位点数士― 成形 内曲のコ整 分類文様

l.'2 J 
,,.. 2 

160 2 

137 62 

Ill 2 

不明 1 
-- --

五転縄吝 /~HIii! 偏考

123 66 中，少．± 楼合面● 品せ砂沈む．水平、反

漬譲鑢釦ー
"'Rl. 口辺曰下押

口鐸内Jii・ 体饂外 SJ] と 1•1-lil 体

r. 町計.ill祝的な始 6類 口邸篇文地から1l1文地にかけて比闘．
榛せず＿

菖わずかには化か.II:出口!f42 
213 , 看．点． 物一篇修Ill鍮1/i, = 

中．少 t 砂沈む．主に水

'" ' 塊か．蘊縁

. - It合面霧 7せ
平．反閃it.直磁 '"' ロ邸慧文池から縄文池1こかけて沈蔚-

O>RL. 口 辺直下押口憾外面に戻化 13 と~, - 俎体

四~-
ず．

状~,..,_
笠せず． 物ー か．

巾、少．土接合面露'.I.せ
突は口蠣1こ・し口饂縄文地に条編の ち沈

．漬か ず．
Ill 1 砂沈tr.水平. 7舶 ね．口辺直下li-L突丘下は問文にし

OORL ロ辺直下と

文様下に点列．
/!1-文をll/11る．

Ill'  
屯少．土 1員合 jj露只せ

砂沈tr.ホ平. 7碩
口邸鑽文地に条線のち沈線．文椙下に右 ooRL ロ漏外/Illこ

鳴か. ・r. 下から交いた点列． 押悦せず．

n-1 s 口竃に-L.DIii縄文蜻に編沈緯のら太沈
128 I 中．少．土 fl合面瓢？せ砂沈む．水平主 諒．文嬌下に点列ある浮織.io: 起―Fへ連 OORL序文と女』e
128 I魔ず． 体．

7111 
なる．突配下の浮纏間Ii燻文鳩に纏沈疇下を這11る．

内外由に以化物．

,,.. s のち太沈緯．さらに凹膚を/JJえる．

ISi 7 屯少．土内Ill攘合ilil/il
口嬌 1こ-L 突じ以外で11紋討ガ~,沈囚加

紗沈む.,t<,Y. 7閉 t, る・大起ないし藪m下に鍼成釘Ji'll.なし． ロlaMlli内面に1込 1が和9経、Ill定

ISO S'll. a.,;,~ I~/. ロ・体算鰐文地に沈鯨と口膚．
1ヒ物． ロIi!Wan. 

1邸 1 突liil-l近口郎内直●文地に;,文． ．し の 付帯演片中にOO
ほ合面露2せもややfく．力：；.J oo• し口団に押縞

Ill I 瓢少. 7類ち沈見尻口珊-Lと飲射加）沈蒻．突 外面に央化!!,. RLある）L底の
ず．不!"f. せず．,.., 2 

132 
p.)l 

128 l 
内傾接合面の可

起下に熾成的穿孔,. ，，，片あり．

突起隅辺の口濯 ・ロ辺内面に＋・沈輯．

点列． 吹じ状に荻い点.lilt前口濤外角に ~Rl.. ロ刃から底
ロ・体渇内外面に

l>I I ffl. 名.lfi 
132 I 霞．

椛性あるものあ 砂沈む．ホ平． 7悶
陳らな虹み．大突起口遭には轟かい点 出よで押操．わずか

列．口褐縄文旭に●沈畢のら太沈繍、 突 に突且下の9文を選
侠化物．囁作孔 I t• 翫,v.,.

130 I 
,,.、

起下に＃文あり一纏は●かい点列を打すける．
鰤所．

裟注記 I る．大突丘下に位成前ク孔入

133 I 

上 9
中．少．土 Ii合由露吊せ

塊．ず．
砂沈む．水平．

ロ邸内面爆文趣に-Lのち沈編．口埒-L.

7111 l•i外代に丸庇短線状の割み．＆輝は全l>I
~RJ... 口辺心下に外西わずかに炭化

に及ばず．
及ばず． 物．

15'I  

ll2 I 

1'3 I 屯少．
接合ill鵡nせ 口濯に-Lのち沈線、久起口llll:t太い-L. ~RL. 顧かい．ロ

砂沈む．水平. 7類

176 
ず． ロ肥縄文地に沈練． 辺a下に押峻せず．

177 

1)0 )鳳少．土悽合由霞界せ砂沈む.3:に水
突起内面と吹起周辺口壻に·•、口嬬に 11

11・I 6 墳．ず. "'・ 
7印沈篇加わり, I']外角に ~1み-~下口腿

~RL'1(11 下を憂 口限内外・体部内

烹文、焼成前守孔 1対．
ける． 由に炭化物．

突は鳩辺口嬬から口辺内繭1こ,Lのち沈

皐 唸中央では点．この藍鱒に靡彩縦．
128 26 

突起間口濯外角の一鴨に錬らな押え．口 ~RL 透かしある

深鉢ではないら

しい．

154 I 
． 粗、少．土伯合而露2せ砂沈む．主に水 薦に111文書ただし突起下の一憩1こ'""突氏 とその間を駐 ロ・体繋内illに伐不',IC{!,図版 V
凍．ず．平．

71li 
1幻 1 く． 慧文節のない突起に11!,,,;;i穿孔 1 色戴ね口辺,a下を化tt,. -11, 

151 I 

1)7 2 

1)7 • 

1)7)  

対、その下に慣仕の透かし．この適かし曇iiる．

は土松のFLLIについて対称の藝所にもう
1つある．

口嬬の一1!11こ七ロ・体1111冑文比か ら縄

中會少
撞合ii露呈 せ 文絶9こかけて沈線と右下から交いた点 RRL,~ 面にある

け沈む．水平. 7閉
ず． 列沈編内に本彰盾聾あり．民辺直上にが口憾~·ける．

罵文の凹/II.

碑郎内iii・ 阿口編内角にし小突起口
中、少．土復合面鱈旦せ砂沈む．主に水 遍に点 突起下を応く 口懇にll1文体．交 RJU.口膠9こ押攘

7llt 
濱．ず． 平． €下には燒成縞9孔'• '""と閂橿の文せず．

嘔．

ロ這Jこ-Lと濠く突いた点．口珊外”の

内外riiに玖化物・

上,m. 少． 潰合11●旦廿砂沈む.Iii,,不 ー 11111こ釘みロ・体1111罵文ll!Iこ沈繍、wO>ftl..,. 続il<i.t 託C'l外面に炭化
ず．賽．

7類
文、下から欠いた点． 注口と吹起下の件面のみ． 物．

llO 

1)7 

文を挟んで煉成蝸穿孔 1)/.

ほぼ専tl'に只．
え、 鳩定口径 14

文椙ある突じ慎

分が)¥・ロ状とな

るか．

150 I 

126 J 粗．少．
内傾潰合直 1役砂沈む.l'に水

交起閲ill□編に・Lと沈鼠 ロIi!慧文地 OORI..文ほと庄曲 □ ・ 体郎内由に；；； 11ぽ等径か．図
7類 に沈緯と下から突いた点．文羅下のi,i!Ji Iこ I~及ばず、体侶も

150 2 
霞';I. 平．

に下から突いた点~J. r~ 悛不連筏． 化物. ~V-9. 

1,0 I 

i,o ll 

~ ≪;;; にも押 ロ・体隣内外ほ突起潤辺□濯にLと沈綺、交＆上に賣
心 20 による深い点． 突 間口澪内角に点刀

訊少．土 内傾憧合直 21Jt 砂沈む．主に水 畠するが口辺直下・庇隊外面には化不的程．図版V

塊． 露品▲ 平．
7111 1111外角に刻み． 突厄間以外も口鴻外角の

12-! l ー111に編い刻み．口111に蒙駐な言文帯、
交起下は選ける傾物．鳩修孔 9譲 -9.

碑 下でやや璽畜．
血 所．

ll4 12 
中，少． 土 1貸合面露公せ砂沈む．主に水 口辺直下に讀,.,ょ慧文翫底辺直上1こ慧 ~RL 概ね口辺 ill

鳴．ず．平．
7悶
文の凹溝． 下を還ける．

図店 V・,,.
'"'12 ~RL 底 ill にもあロ・体 111 に以化
12l I 中．少土内傾1皇合!lit没 口云に-L. 口嬬外角に位らt,lli線列．ロ
Ill 9 漬. .Ji! 砂沈む．水平. 7類

． 辺伍下纏文槽.!l!lil下に況成i1ll'-ll2.
り．口辺直下を避け 物｀内外田相1i11的 1叫叛 V-9.

1'4 I 
-/,. な分布．

123 8 ffl、少．
内傾接合面2段 ～し,.,,:口辺に達 Cl!!!! 内外由わずか

露'e.
砂沈0.水平. ,in 口祁内面に檜．口嬬に—L と,.•,.

する． に以化物．

突起渭辺口濯に-Lのち沈諏. -~ 外負に
浪合11i露豆せ砂沈む．主に水 ~RL ロ 辺 1こ連す口憾内Ii · 体笠外

上 7 lll、少．
ず．平．

7順 まばらな押え．ロ1!1突起下に刻みのある
るが.~文を覇ける. iiiに以化物．

浮編．

130 I 
中、多．士桜合面霞旦せ砂沈む.J; 向不 突起 ,.その下に焼成約ll'/L.体間以折 ~RL 1/tiiiの凹み

魂か． ず. "'・ 
7讀
に点列． にはない．

図底 V-12.

1)0 I 中，少．土 1皇合 ifiB/ilせ砂沈む．方,,,不 体邪U折と底面凹み~'.l!I に下から行で突
13/l I 愧鯛蕃． ず． 切．平滑でない．

7泊
いた点列， 点列間に沈鯨．

なし． 図叛VII.

"' 21 
糧、少． 纏 内依攘合面 1段 突起厨辺 口靖に-L と沈箪.1"1 外角に疎 ~RL ロ辺 1こ違す口部外面に汲化

礫図苔． 霞皇．
む沈む．＊平. 7譲

らな牙み．ロ11!1に煉成約穿孔 I. る． 物．

12/1 ' 
中、少．土 1員合面露iiせ 砂沈む．主に水 突起口嬉に管で突いたが．体算Ill 折に右 ~RL. 底itiの一11!
墳か． ず． 平．

7駁
がら突いたA丸 に1111!1され9"・ 

,,, '糧、少．土 1負合面鵡，，廿砂沈む．主にホ
口籐内iiiにIt.口灌外角9こMみ．口氾9こ

7lll 条織のち沈線と点．文ほの上下に右下か
~•'--文ほを汎 I'/

11-1 6 Ill. ず．平．
ら突いた点冽．

る．

IJJ I 

131 I 

口嬬外角9こ門えJl. ロ筐‘` 文地に編は潅9
巾、少．北内は債合m111 砂沈(.I. 水平．凹 のち太沈輯．文ほ中央の凹溝等に沿って ~•1.. ロ辺口下汗

裏f
7田

嗅 .. ,,. 編かい点列.l!!J清を門いで11状把手．文 Rし9い>I!>楳．
ほ下の愕緯に左から交いた点列．

t• 版 Vふ
罹出口び""-

(2)図V-1-11-23

を含t,.

内傾II合面2段．

'" . 慧 少．編曇璽書．
外tll撞合Iiらし 芍沈む． 7111 

口駕籟文嶋に条ぬのち沈l:I.文B下に下 ~RJ... 口郷9こ押臣
から突いた点列． せず．

内外面に以化布. l~r.liV- 15. 

いもの 1危重旦．



表 V-2 続き

図 魯り 絶区 遺物壽サ 遭"'

V-67 13-4刃 7700--11.'i.'i.'i7-d -b 00006 8 

6~-l.5J-. イ 003

V-67 13-11 67-1幻 005
67-1.56-d 013 

67・156..J 016 

J0.155・ウ 013 

V,68 1)-376:i 770-0-1 1j565--d エ 000829 
F-"13 

70-I S1.;i, OJ J 

69-1 S7-b 020 

V-63 13-376b 69-157-b 023 F-l26 

10-157-;i a 12 
10-1 SJ-c 001,002 

70-154-a 00),005 

vふ8 J]-4Wュ 70-1迂 b OOJ,005 

70 154-c 002 

70-15"-c 004 

V-68 I 3-4-M b 70 I S3•c: 00 I ,002 

66-154~001 

b7-l.'i3-c 002 

67 -I .54-d OOl 

V-69 13-231 68-1 S2-b 003 
68-1.'l2-イ 007

岱ーIS!-c 叩

砂 153-d 003 

70-154-d 006 

V b9 IJ--.82 65→ 15"-c: 00.( 

V-69 ll-]64 69-157-b 004 

t:l}-¥54-b 004 

69-1.54-b 006 

V-69 13-409 約-15-↓C 007 

70-IS7 001 

70-IS7~018 

70 JS)--c 001,002 

V-70 ll-1い 71-lj]-.i 1,2.3,6.7,!I F-10 

71・Jjj.a l3S 

o7 Is.&-, 匹

67-1S4べ 013 P-29 

¥'-70 13-16311. 67-IS4< 032 

b1-I出 033

11-153-ュ 421
66-1 SS-d 002 

V-70 13-163b 69-155< 001,002 

69-1 SS--c OOS 

V-70 IJ-435 70-1況 a 002 

68-1箕;,. 001 

68-160-b 36 

13-360 68-160< 3 

V 71 tヽ67) 69-157-d oo.i 
的-157-d 012 

ゆ— 1 57-4 020 

69-l 51_,, 003邸

70-1.57-l 001 

V-71 1)-4)1 70-157-、 002

70-157-a 匹

b!l-1.'i.'i-b 001,002 

砥 155---J 006 

V-72 13-227 〇-IS4-.I 002 

69・1出 003

紐 ISS』 002

67-154-d 叩

68-1 SS-b 00 l 

V-72 13-228 69-154< 003 

69-1 SS-a 002 

紐 ISS-b 暉

V-72 1)-447 70-I 5)-:i. 001 

611-1只H1 00) 

V 73 13(N-6173) -1 6863--11釦56---d 00002 2 

6S-IS7-b 002 

67-1~ 七 033

t,7・155--;i 009 

68. J 5,H: 004 

68-1 S.¥-d 00] 

V-73 1 ~3-6622) 1:i M68--1I.'iS.SS-d-c 匹002 

68-155-d 四⑮

6!-155-d 008 

69-I jj--c 002 

69-1 S6-a 002 

70-1 SS-b CXl6 

13-470 70・I55--e 005,007 

V-73 しヽ87) 70-156-c 002 

71・155-;i. 476 

61・ISS・溢 匹

v.74 13--1い 67・158-& 011,016 

(NS6) 67-1.1&-;:i 014 

67-ISS-b OJ I 

V-7-t 13-218 68-ISS-b 001,002 

70-1.¥J..(I 001 

V-74 IJ.J.lS 70-154-b 002 

71-154-d 337-;i, 

68-155-c 002.C川））

V-75 13-225 

UJ-156も 001

v章付表

層位点敗土 成影 内由の綱察 分コ文桟 回転縄文 使 11/1 縄考

I五 I ft!, 少． 土 撞合壬■!cせ砂沈む．水平．平 口漏に-Lか．口邪条組のち庄鳳文禄下 OORL.文ほの比には口感外面に以化物
7胃

¥JI 32 1¥1. ず．極めて渇手． 潰． 凹溝の上下に右下から突いた点汽． 押桧しないらしい． 環薯．

15' 
ロ嬌外代に押え列．口祁条線地に紐沈線 OORl,.□11にもあ □1111外面巖化物園,，， 3 罰少.±Ii合面戴匁せむ沈 lt.主に水

13' I 魔． ず． 平．口郎に凹み
,m のち太沈は.2位に分かれた文ほの上下 り．文ほの地には押 奮．体鑢外ifi炭ft Ille口(I]如"・

I的
と太沈線沿いに点列． 捺しないらしい． 物の罐帯．

203 4 

203 I 

1% 
-m. 少． 偵合面貫土せ＂沈む ．＊平．平 口辺心下彎文帯ら しい．ロ111111文尼に沈 MJU..紀かい..-, Wffl外面に炭化

ず． 滑
7閣
鼠 に口辺に及ぶ枷．I 

19" I 

114 I 

207 l 11!. 少．
澳合面-~ せ
ず．

31b, に,~じ. 1韻 376, に同じ．

207 I 
12> 2 

137 7 
覇少．因憧合:Ii露只せけ沈む．主に水 口漏に-I.. ロ藁Ill文11!1こ条●のち沈緯と

137 7 ？製

37血 にMじ．

OORL. 口辺立下 と

口鵡外iiiに成化
物．

突起下は押白しない 情修ii.I鼈所．
り闊． ず． 平． 点税．凹溝11条●に先行．

Ill I らしい．

16l I 

"' 18 
142 

123 

150 I 

粗、少．腐 I畠合面-~ せ

り礫． ず．
O沈む．水平. 7111 4'心に同じ．

交厄を餘く口珊外角に几灰1i綽状の疎ら
，，11"-口憾11文趣に沈纏と右下から突

..... ュlご旧じ．

=LR•oo氾を併

口薦内iii・体邪外
面に以化物．

用．口憾の浮鯨の騎 口邪内外iiiに伏化

慣定□ll37cm. 

141 II 中、少．士／昼合面■5:.せ
I 洟-ず.

砥む．水平． 7M  
いた，"'-文繹下に浮繊 2条、その下に沈

a 浮線は突起下で口辺よで上昇し浮緯 麿1li所に綱文が露呈 物．体憾外iiiにIll i,,;c口lll6'm., .. 
141'  

IJ7 I 

"'2 

間に下から安いた点．上昇した浮編．ヒ1こ

は場Jjjにより虹み主た1よ点列がある．

している．口蝠1こ～ 化物の罐II.

Rt. 

"'J 
中、少．土憧合iii露2せ
虞か． ず．

砂沈む．＊半. 7111 ロ包の凹溝上下に右下から突いた点~J.
OORl.. ロ躯に囀佑

せず．

矢起口編に-L 交氏を餘く口濯外角1こ鰊

"● "粗、多．
憧合由● ？せ 砂沈む．、水平主 らな＂え． □111鯖文地に沈諒を縁取って OORl..□上砥 1こ押体郎外面に洪化
ず．体．

7鯰
右から交いた点列、その下位に以躊的な探せず． 物．

しさらに下に登から突''"

142 2 

1'7 I 

1'2 2 Al. 少．

I I 

1襄合出霞~-せ砂沈 11. 主に水
口澪外 ff!Iこ鰊らな”ぇ．口圏綱文地に—

7類 RLのち沈嵐 文は下に右下から突いた
0 叫口着にあり. □Ml外面に以化物

ず．平．
点汽．

口親文橿を況,,る． 孜奮．

118 I 

中．少．土 1畠合面露'ett"' ' □ 遭1こ七突辻状では沈緯加わる．口陽 ooRLによる羽状縄
体園外西わずかに (l)t~V-7-27 を

上 6 砂沈む．水平. 7霞 凹溝のち条給比1こ沈緯と点尻文羅下凹文．口隠には押線し
濱．ず． “

.J: I 溝上下に右から腎で突いた点凡 ないらしい．
以化物． 含む．

150 l 

P-29 I OORLとOOLRを併

152 2 
中．少． 土 1皇合由露ユせ 口澪に-L.D郎縄文地に沈線．文ほ下の ロ11!1外面に；；；11:物
洟顕着. 1 

． 砂ttu.水平. 71ft )II. ロ部は属ねooRL
凹渭上Tlこ右から失いた点列 躙吝．

'" 2 で口辺に連する．

11-3 I 

123 I 
中、 少．士攘合11l露鼠せ砂沈む． 主に 水

7類 立辺心上のl!'lill上に左から次いた点丸
OORLとOOU{を 11f

123 14 内面に以化物．
虞 ず． 平. m. 底面にも山者．

125 2 

中．少．土内傾揉台面 Iii I'}沈む．主に水 OO肛に.tる羽状縄
12'II 

墳 露ぃ
,m 底應鐸文·~に沈と右から突いた点列．

-・ 平． 文．

130 

上 1

極覇少． 内傾債合面 11i 砂ややがく．主に
上 2 口邸内國に檜.111やかな改状縁か．口嬬 OORL.ロ濯にもあ

Ill J 
口隅・体上祁外而糧と口恒Jl<m.

7類 に鰊らな停え． 口圏罵文地に沈諒文楳るが口幅に押條せ
土糟. ■,;,. *平．給に凹み．

124 67 下に改状の沈糠と下から交いた点州． ず．
にi込化吻． 図版v.,,.

Ill 3 

124 23 

11-1 l Cl嬬外/lllこ疎らな押え• D招慧文地に沈
ほ合Ii翼 2せ 砂沈む．主に水 oo,u.. ロ111に押掠体上祁内面に以化

129 ., ffl. 少. 7融繍． 文撮下くびれ上下に右から突いた点 揖出口1!27,叫
ず ．平． せず． 物．

128 2 列．

126'6  

124 I 外傾撞合面ら し 2匹とよ く 似,,, 少． 土 口濯外f●：こ嫌らな押え. [I邸需文約1こ沈 =RL.ロ懇押捻せ口邸外面わずかに
"''. いもの IIi II 砂沈む．水平. 7闇

嗅晃 腺. ・r. ロ濯にあり． 虞化物．
ISO I 2. 
150 J 

125 I 

る.ll:lic'1!Ill

12' 2 oo叫口辺n下樗'
中． 少．土憧合面露昼せ 口嬬外角になばらな”ぇ. D辺直下に鰐 227とよく似

1匁 9 砂沈む．水平. 7類
噴識兄 ず． 文ffl. D祁縄文趣9こに編．

ぬせず｀口濃にあ
る．

, SO 10 り．

1匁 9

□辺内画に七口嬬に糾み． 口廊縄文地

'"' 
屯少．土 撞合面露皇せ砂沈む．＊平．口 に沈緯． 央起下はLある浮文．文ほ下 OORl.. 口辺直下と 口tl/lilfに以化

7類
!Ill. ず． 際に凹み残る． に凹肩その下辺に右下から突いた点浮文を蓋ける． ＊・

Ill定口狂2知・

列．

口辺内由に沈諏．口辺突.fi:),1/6●所とみ D院内外oilこ炭化
'" 2l 中．多．角 OO叫 文ほ9こ及ば

'" "霞瓢葦．漬憤合ii■il廿砂沈む．＊平．し ず．澪誡で不罐実だ
7類られる． 口筍景文地に沈諒と． 点を伴う 物、内面で111奮． 閲版V-1'2.

'" 25 綱．硬化気ず. 11しば条． が底面に1れ攀牙しな
＃文． 籍修孔 I鰤．

I瓦 II )!I. ぃ担楳．

153 

153 

ISO 2 

"' 
126 

不叩

I 
-Ill、多．

124 lO 

126• 

12J'  

124 l 

け沈lt.,I;平．反

憤合 ii[露 旦せ 峙It.fl! 繹状 始 口纏外がこ鰊らな押え．口邸縄文地に燒
吼几 □辺か らJ/f.

7lli 
ず. ii.. ロ区 で条阻 成煽穿孔列．

菖まで押は口嬬に

著．
しあり．

1い I ooRL. J'Iぬ浅い．

口駕内外Ii.体郎
内!Iiiこ炭化嶋,.

Cl鑢外面・底帽内

図販V-8.

Ill l 中、少.e; 内"1/ll台面 If~ ロ辺に交は、おそらく対をなす. Cl邸に ロi1ll'l下を置1うる．
'" 2 り硬． 露呈．

＂沈む．＊平. 7歎
島文帯． 庄面には濾認でさな

面に以化物， 繍壇 罹出口径 24<~

中 14 い．
圃書．

1l3 28 
OORJ.. 口辺直下 を

134 2 巾，少ぷり f賣合lli戴騒せ砂l:t:む．主に水 口辺に突起 1対，突厄下に浮丸口圏に 1J邸外両に以化
186 I ii!. 土犯ず． 平. 7111 !!!t文覇 避け，底辺直上も門物． 糧とロtl27叩

113 
捻畿底しない．

I 

126 2J 
頃，少．上内傾隕合面1没ゆ沈む．主に水 口召外角虹む．口辺小さく上下するが償 OORJ..~ 辺ll上慨口 ，体郎内外面に

凍．露2. ギ．
7顆
然か．民辺iC1上に不明厭t,l!!I文愕． ね＂りせず． 戊化物．

雇定口11硲 m.

125 S 
撞合ポ● ~-- せ砂沈む．＊屯 ロ

口辺内面に比諏． 口罐外角に九庄出鯨状

12l 4 中，少. '類 の灯み． 口辺ill下に覺文/II.ロ団縄文陀
OORL. ロ辺l!下押 □代外iii・体Ill内

中 1
ず. 161こ凹み．

に沈綜
捺せず. iiiに以化況

126 鳩中、少．土

凍 譲綸や ． 浪合画露呈せ紗l:t:む．主に水 口辺田下!!!t文池に1:t線．文楳下のRに右 ooRJ..口辺a下押 □・ 体祁外面に以
!Iii I鼠定口E如 』

114 I や麟苔，
1. 'I'. から次いたb.fl. "'せず． 化物．

291 



v 遺物

表V-2 続き

団 檎号 地区 遺物璽弓 遺構

66-lj8-c 76,811,90, 116 

V-75 J J-89 66-1511-d'.18,,40.41,,f2,55 

70. 159-b 23 

69-153-c 匹

70-153----d 001 

V-75 13-438 70-155-a OOJ 

70-1玲 a 00) 

70-156-1 005 

絡 1-49-c 001 

V-76 13-232 砂 l.f9< 003 

70.151-:i 001 

V-76 J(,J'l-~294) 1 “69い-15 36-5-c d 00002 1 

69-155-c 005 

65-154-d 001 

V-77 66-I 55-c 00) 
13-192 67-1'.15--d 008.009 

67-155-4 OIO 

66-155-c 002 

V-77 13(N7-6 3) 66-1 lS-d 005,009 

給 155-d 007 F・272

J]-112 
V-T7 (Na> 66-15-1ベ 003

V-71 1.CNl-63292 ) 69-1! の七 001 

69-153-11 001 

砥 153-;:i 002 

ゆ-151-b 001 

69-1 SJ-b 002 

1)-49'6 69-I S.l-d 002 

V-77 (N8]) 砂 154--.b 001 

70-152-b 001 

F~61 

70-152-d 004 F-637 

70-153-:i. 001,009 r-,;37 

70-15--'•l 001 
70-154 • .,, 002 

V-77 1(3N-3391) 6 69-150-b 001 

V-77 13-161 67-1 S7--c 030 

68---159-b 61 

砂 158-c 152,ITI,l!II 

V-77 1)-)36~ —1~8-c 266 

69-159・I 81 

69-159-b 283 

V-77 1(3-NI) 10--' 67・1.5k 。M
67-156-c 016 

V-77 13-305 ⑬ -158-d 60 

68-159-d 64 

V-78I(N)-SlB)) S 6位9-11~578-c-b 02026 1 
〇-158-c 1-4 

69- 158~ 146,1-47,176.m 

67・156-c 014 

67-J距 OlS P-37 

V-78 I 3-187 67-1~7-b 001 

67-157-c 01~ F-404 

68-JS臼 012 P-37 

V-78 13-26-4 68---J違 ;i Qj) 

V-78 IJ-259 筵 1'.57ふ 012

V-71t 13-330 6699--11 58S8--a b 00220 4 

66-1 S6-c 009 

V-78 13-]9 66-1Sむ。13
~156-d 009 

v.1s I (NJ.2l ,4I)8 6li砥・1IS577-~;i 00OOS 1 

68-1~1·.l 028 

61-157-d 019 

V,78 ¥J-17] 6868--115577-d -d 00220 4 
P->2 

68-1鰈 a OIS.02ts,0.5l 

降 1S8-il 029 

V-78 13-291 砥 157-b 009 
⑭ -1~7-b Oil 

IJ-17 66-J 56-d 008 

V-79(N27) 必 156-d 009 
給 IS7-1. 006 

V-79 ll J99 67-155~012 

V-79 IJ<N-4n2> 1 70--J'.17-d 017 

70-1 S8-b 002.00),004 

v.79 13465 70-JSBふ oos
71-!~7-a S7 

71-158 a 517 

13-113 
V-79 しX9) 閲-155-d ODS 

V-79 I J-129 69・156--a 00 I F-6-18 

67・156-b 007 

68-1S6 b OJB 

68-1忍 010

V-79 IJ-186 68-156ベ 01)

69-1 SS-c 022 

＄ー1.56-;i 009 

69-1 56-b (X)9 

V-79 1~386 69-69 11四~6-d 0().3¥9 ~ 
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爾位―点敗七 庄形 内面の調整 分順文は "'"縄文
上. 6 砂沈む．主に水

屯少．土撞合1'illli!せ
魂ず．

n-1 14 平．体上肥凹凸多 ・ば

ll-1 い．I 
125 • 

125 主中、少．土

□餐に霞文!II.体上隠縄文地に沈職."" =RL. ロ辺・底辺
辺口上に慧文帯． の尺文得を恥＜．

雙

ロ・体聟外面に戊

償考

＂出口径,. 体

径 16cm.

1,0 2 凍．皿ゃ＿
1皇合面霞母せ
r. り沈tr.*平． 駿やかな液状縁か．口孵縄文地に沈線と ~RI.. ロ辺内面に

8類
右から突いた点列・ もあり．

化物．禰嬉ll.2匹 Ill定口tl21k~
124 I や順苔．

125 

Ill 

， 
4 砂沈むがやや動く

所．

口辺縄文尼に -RL •r•匿半転らしい．鰐 =Rl.. 口辺内面に

111 12 
ー中、少． 土憧合面露皇 せ

J¥l. ず．
笠所あり．水）¥.

口邸外面に浜化
8111 文111を挟んで●文坦1こ沈線と右下から汽も押染．ロillに押ほ 惰定口むぶ叫

物．
116 •18 回転不明． で突いた点刃． を1111る横111.
'" ,. 粗、少． 土 =RI.. 口辺心下・ 体薦内外iiiわずか
l四 1 J¥l. llllll 

檀合面●皇せ砂沈む．主に水

ず．平．
,111 口編に-RL列、問外分に練らな＂ぇ．ロ
111111文地に沈線．

底直上押捺せず． に供化物．讀修孔図版V-8,

l五 1 苔． 庇面摩滅して不躙J. I●所．
中 1

砂沈む．＊平主
126 1 中．少．土漬合面露呈せ 口漏内灼に-Rし 同外角に醜らな押え. "'Rl. 0段多条か．

11-1 16 愧蹟豪． ず．
体．縁1こ凹み残 8111 

126 1 
る．

ロ国に惰円形の煉成釘穿JI.1. ロ辺四下押鐵ゼ{'.
撞定口!11北-

'" ' 16かいOOU(が主体

'"' 
中、少．土内傾I亀合面 1段砂沈む． 主 に水 口隠内面に・RL ロIllこ爪によるらしい だが□/IIの一祁／こOO 口・体想外面に炭 償定口tl'llkm.

9阪
凍. Ul・ギ． 良!'>. RLもある． ロi1l直化物． 図厖

"' 下押紐せず．

"'6 
中、少． 土 外鍼,.合面 1役 砂やや浮く． 方向

箕苔． 露2. ,f'lf. 
•瓢 口邪慧文地に沈綜． なし. ,~ 阪 V・10.

阻．少．土隕台面• ＆せ砂沈む．主に水 ooRL i, ぽ口辺に逮 ロ・体邸内益わず
10, 2B 8頼 文碍なし．

墳． ず． 平． する．庄jjjにI'llい． かに炭化物．
12) 

ll7 

12) 

ll7 27 交起口蠣に点口闇篇文氾に沈線と浮

125 7 訊、多．角 文．のち鯛璽． 交起下に焼成鶴穿孔 I. OORL体下郎に樗

図阪V-12.

:I:"'に口郎浮文
123 7 饗出胃．綬 ．．

撞合面霞 !i'.せ紗沈し・ 主に水 体置内由炭化雹薗

j. 平．
●鉛 体上饂鑽文建に沈鼻と浮文、のち●整． 棗．底辺口上にはな ..体膠浮文

薔．
衷鰈 1 化処壇． 体下酌鯛文地に沈諏・ 底i1l直上!!1文搭い．

"' か．

121 l 

ill I 

123 I 

IOl I● 
巾．少．土憤合由●ユせ

魂． ず．
む沈む．水平． 8霞 ロIll!に燻成豹汀孔 ,.)jを成すらしい． なし．

内:IiCl茂に炭化
物．

内傾捜合曲 2没

211 ' 中．名． 霞5'..下向き1負 け沈む．水平．
不剛

縄文
なし．

<ORl. 口辺直下の口圏外面に戌化

合直1こ段．
＂捻は不 連続・ 物．

ll-1 I 

中 I 8 

中4 2 中．少．

巾2 I 

后注紀 2 

IJ5 2 

浪合......せ 砂沈むが動く 謝·~
不明

ず．
あり.,t('I'. 反＂ 口邸に突むらしい箇所あるが不II実 なし．

It. 
縄文

檀合面●旦せ砂沈む．水平．駐不明口部に突起］量lfi.うち 1置所が大類で
OORL. 底面にもあ

体螂内外面にトえ化

物．

ロ・体駕内外'"'ご
＂．多． るが口辺直下と宍起'" , ・r. 徴な条痕． 膚文 突氏下に焼成約穿孔,;;. 汲化物．

下を辺ける．

薗 J>• .111内傾憎合ilil餃 不明上 17 , 
摩減して不＂・

り濃．霞豆 縄文

上 l 砂沈む霞所と動く

19l 6 
内傾撞合繭 1段

霞ポあり．水平．
不，，，

"' J 皿少. IIやかな反,.rn上
●公． 縄文

t:',ll記 I り.2な硲It上り
中I lJ など．

l3l 2 

なし． なし．

口辺に低い突氏檀数あると見るぺさか． なし．
ロ・体躍外面に戻

化狐

p.]7 7 

'" 2 咀、少．
内傾偵合西 1段

砂沈む．水平．
不明
口辺心下に校い蜻文帯．

OORI... 口刃直下押口駕外由に炭化

19l I 
露忌 縄文 捺せず 物．

.. ,,' 
189 6 中、少．

内傾I艮台iiiぽ
砂沈む．水平．

不明
なし．

ooRL, 口辺直下押内外面に以化物．

露咲． 縄文 染tず． 鴻修孔 1か所．

008 I Ill、多．
漬合面■i_せ 不明口鑽にRL.l"l外角の一隊に九≪lti編状 OORL,,t曲にもあロ・体訂外iiiに以
ず．

け沈む、水平．
縄文 のt1み．突じ口嬬懸文池に9¥'Iこよる／し り，口辺に達する． 化佗．

195 I 覇、少．軽 1負合面霞店せ 砂沈む．水平主不叩体墜縄文地に沈鼻喰文楳下のむ折に点の ooRL,氏面にもあ

195 S 石I(霞． ず． 体繕1こ凹み． 鳳文ある浮文と円彎による点列． り．

135 I OORL, 纏か く条問
漬合面露？せけ沈む．＊平主不明

181 I 中． 少．
ず． 体． 縄文

口辺a下に不晴薗な恵文僭. 1111<. ロ辺直下に及
181 ばず．

¥)0 9 餌少.Ill I負合面■iiせ約沈む．＊平主不剛突起嶺散あるものらしいが不明薗．口辺 ooRL,罐かい． ロ
'" 12 り饗． ず． 体． 縄文 a下に綱文書. i!lil! 下押挽せず．
219 I 

"'2 熊多.Pi 
1的 I I皇合iii●品せ 砂沈む．水平．属不q 口薦●文壇に沈線．体上藻墾文紀1こ比織

襲霞薯．硬＿

"'" r. 11による凹凸． 縄文 と畠い浮織．

189 5 
化処壇◆

四 I

=RL、やや細かい．

"・ 図阪v.1,1.

凶ぽV-12.

慢定口tf14cm. 

図版V-11.

ll定口IJl.lkm,

口辺やや不奪径

で l,j 狂'"'~
(;dr.i V-13. 

i..c口往22,m.

不濤径．

樗出体m,如・
不苓径．方形1こ

近いと巴われ

る．

図厖v.11.

茂疋口径'"~

181 l Ill合ililll!iせ妙沈む．＊平主不明 OORI.. 口辺直下門体・底郎内外面に不等If,j!;ic3'. 
中．少． なし．

191 I ず． 似 縄文 探せず． 公化物. /ilfl6<= 

136 2 ooRJ.. 2本墨り．旺

181 6 粗．少．
内傾撞合曲 1没

砂沈む．水平．
不叩突起口囀に-RL突圧下に燒成前賽孔,.

面にも押o.ロ辺aロ・体郎内外面に
竃ュ． 縄文口辺口下に患文帯． 公化物．

因蔭V-IJ.

186 2 下に&11-r.

中、少． 士内傾層S面 9段砂沈む．主に水不，，，
中火を刻んだ突起．突に下に燒成釘穿孔

OORL. J'I'掠浅い． 髯I楕な不尋診
9と絹みのある＃文．ロil!,11下と奪辺区,., ' 

遭 霞"'・ 平．凹み残る． 縄文
上に罵文槽．

が文を避ける． いわゆる舟彫．

129 8 
柑．少．土項合面露．尽せ砂沈む．＊平主不明

乳ず． 位 鴫文
ロニにキ円形のえぐり込み 1笠所． なし． 辺淑V-1』.

128 29 

130 
中、少．土

内傾債合面,~
砂沈む．＊平主

不可
~..... ロ巴と鉦辺

膚歎化処 体．条痘躙奮な置 口杞綱文． 口辺交R~た;1液状級・ 心上、民面に11押捻
上

讚．
11.'.l. ,r. あり． 縄文

11-1 I せず．

12'JO 
中． 少．土 1畠合ltill'lせ砂沈む.:tに水不明口辺に突RI!!数あるようだが不明1f1.体 OORJ...□辺a下に
魂 ず． 平． 縄文 IBl!llliに右から突いた点ti. 違する．

'" 3 謂．少．
憬合面 •r.1 せけ沈む．力向不不可

口辺に突起か．口おから体隔に慧文膚．
OOLR. Ill分的にロ

ず． 明． 縄文 郎に及ぶ．

Ill 3 

"'] 
188 I 

191 I 

177 I 

128 I 

128 I 

216 I 

極鳳少 内傾憧合面』浅

鷹蒙. ..¥'.. 

接合面露鼠せ
屯多・

邸 2 ず．

け沈む．水平．

摩滅して不"・

不~

縄文

不'II
縄文

なし．

，，し

=RL、罐lかい．ほ

ぽ口辺立下まで押

111. 

なし．

内外面になft物．

口痘外面に改化

物．

鑽定口a,.体
1!10<m. 

図II(V・13.

ll定□~7,m. 



表V-2 続き

記 番け 地区 遺吻畠号 遺嶋

V 79l(Ml-1) 0'> 砂 ISk 008 

V-79 l的l-491)7 70-158-d 不明 不明

V-79 13-126 67-1511-d 2117 
(N6()) 67-158-c.d I F-115 

V-79 1(3N-4双2）~ 69-157-c 029 

V-79 13-S69 66-146-ウ 00.'S

V -79 13-568 “・14:i・イ 001 
65-14,5-1'; 002 

V-79 IJ-必5 6S-14S-ウ 001

V-80 IJ-570 紅 1471'001 

13ぷx 紅 146-ウ 001
v.so (.",12j) 65・117イ 001

V『80 I J-'564 ti.5-1-4-4う'001

V,80 IJ-S6J 6~-144-7 001 

V-SO IJ-."167 66-14."l-1) 001 

V-.SO 13.57 I 66--146ーエ 002 

V--80 ll~66 66-1 ]9, イ 001

V如 13-507 65-142-? 001.002 

V-&'O 13-572 M-134--ア 001

v.ao 13.,522 66--118-7 001 

層l:t !.., 戴土 成..- 内山の111111 分類文ll 同転霞文 使用虞

,,. ·• 中，少．
憧合t!J■i'.せ砂沈む． ブH•I 不不"
ず．明

なし． なし．
縄文

不明 。輌，少． 憧合iii●，'""砂やや，，＜．水平不明
ず． 主体~ 嶋文

なし． なし．

中' I 憧合血●生 C 砂沈む.1; 向不 不叩

中')
巾，少．

ず． 明 鯛文
なし． なし．

21)'  
中．少．駆 I員合面●贔せの沈tt.方,,.,不不明
り磯．ず． 乳 縄文

なし． なし．

"'中、多．
憤合●●門せ砂沈む．主に水原縄 OORJ., 口辺内面に外而わずかに以化

ロ匹文11'!1こ沈鯰と右から交いた点亮．・r. ・r. 文 もあり． 物．

71 ' 外傾漬合面 1投 け沈tt.主に＊“縄体薦耀文蜆に沈箪，文ほ下郎に右から交 OORし文ほに及ば体圏内外面に炭化
通，少．

71 ・'i!- 平． 文 いた点列． ず．

緯 0 中．少．
9負台面●暑せ け庄む．水平・璽絨縄体・ S胴鰻文蛇に沈鯨．沈鰭内に赤彩痕
ず. ll. 文 らしいものあり

なし．

WIU,. 交且を道11
4 中．多．

檀台面•足せ砂沈む．主に水讀縄

ず．平．文
突起間口鴻に・RL. ロ邪撫文地に••L. て口澪にもあるが口

祁押捺せず．

砂沈む．主に水 WRL. 文様に及ば

Ill. 少．
外形隕合WI投

平．体上邸条薗
鰭縄 口嬬 1こ丸広短織状の~Iみ．口隣慧文地に

露＂・ 文 ・L.
ず、底辺直上 ・況iii

20 書． にもなし．

R条による迅輸絡条

物，内面で顧曹．

ロ・体邪外面に没

化物．

“ 
中、少. ,II 憧合面•2せ砂沈む．主に水原縄口嬬に力軒叩●状の割み．口辺直下に門

り礫 ず． 平． 文文＇か
体． 口辺凸下を避け 内面没化物薗苓．

60 I 粗、 多，
I負合面....,_せ 匹

ず．
砂沈む．水平． ロlllにPl!!!方向に加工したllみ．

文

内傾接合ilil段砂沈i,,主に水 記縄

る．

OOLR. 
内面伍化物睾苔．

鳩修孔 ,11所．
口鰈外由に浜化

66 • 題．少． 口藩縄文達に・LR. =LR. 
霞呆．平．文 物．

撞合面■?.せ 砂沈むがやや動く 院繹 口編外角1こ門文愕．沢泊下に焼,rn!l'孔 0 叫口辺内面に
87 3 中．少． 纏所あり．水平． もあるが口嬉外介阿

内外面わずかに数

ず ．文 1対．
反●!It主体・ 捺せず．

化物．

v章付表

•今
やや不等II,fll 
叛 V-12.

区版V-1<.

やや不等径．図

翫V-13.

凶阪V-13.

綸蜂に近い玉な

いし鉢とみられ

る．

図雇V-1-1.

ユ5
中．多.ii! 外影檀合釦 1及け沈む、 に水続縄口嬬1こ円隅方向に加工したTIみ．口置震 =LR.体郎以下に
化思翌. ■!i!. 平． 文 文地に・R. 押ぽ．

内面に以化物. II.lieロ径 Iな企

＂．多．角

必 18 攣．硬化迅
II合iii■>'せ砂沈む．主に ,j(Ii/I縄

不"'・
}Y. 

ず． 平.l{邸に凹み． 文

~LR. :!.iii中央に底繹内面1こ伐化
も搾鰤． 物．

償且 I If!, 多. I皇合面露tせず け沈む．ホ平か．
籟
体匹文間1こ右―Fから交いた．点,,_ OORI.. 

文
外由に以化物．

砂沈むが小さ く動

7 輯．少．
隕合ii!●呈せ ぬ縄
ず．

＜．水平．反•ut なし． なし．

か．
文

'.ill;,'V・"・

図蔭 V-14.

293 



v 逍物

表V-3 各類土器の出土展位

分類 I13-l類 13-2類 13-3類 13-4類 13-5類 13-6類 13-7類 13-8類 不明縄文 続純文

生活面

1-5 7 

6-10 

11-15 

16-20 

21-25 3 

26-30 

31-35 

36-40 

41-45 

46-50 18 

51-55 

56-60 2 

61-65 

66-70 6 

71-75 6 

76-80 

81-85 

86-90 8 

91-95 ヽ

96-100 

101ー105 46 

106-110 

111~115 16 

116-120 48 

121-125 89 268 137 414 151 13 

126-130 II 145 56 93 159 30 53 

131-135 51 204 47 48 112 29 

136-140 2 8 5 67 29 28 2 

141-145 2 6 23 

146-150 46 43 161 56 8 I 

151-155 I 81 26 33 

156-160 2 3 3 I 

161~165 3 4 2 

166~170 24 19 14 

171~175 

176-180 I 27 I I 3 I 

181-185 I 69 12 II 

186-190 2 29 164 48 103 4 J 20 

191~195 30 40 369 33 95 2 22 

196-200 20 8 61 ， I 2 

201-205 I 144 3 5 

206~210 7 44 I 4 3 

211-215 196 107 102 5 15 

216-220 60 121 28 6 3 

221-225 39 136 25 I 

226-230 21 I 

231-235 38 73 6 

236-240 20 16 101 

241-245 7 8 

平成 II年度トレンチ 158-c,d区（生活面の判明するものを除く）

11-1 2 II 5 27 6 14 

ll- 2—上 I 21 46 59 43 18 6 22 

11-2・ 中 I 6 

11-2-中(I) I 19 104 18 5 28 

11-2-中(2) 13 66 19 5 I 7 

Il-2ー中(3) 42 24 21 25 3 

ll-2ー中(4) 32 12 7 3 

11-2-中(5) 16 4 

11-2-中(6)

n-2ー下 14 2 2 

IJ-3 4 

生活面・地肘不明 （土坑・視乱・ I)~など）

不明 I 40 141 127 146 27 19 51 20 22 28 

合計 570 857 1,414 915 833 586 923 367 379 78 
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v章付表

表 V-4 掲載石器等一院

1 土坑・集石の遺物

図番号 名称 遺構名 発掘区 遠物番号 生活面
長さ

(cm) 

幅・ 径
(cm) 

厚さ

(cm) 庄甲 石材 図版爵号 価与

l~ V-81-1 たたき石 P-30 69-156-d 025 

図V-81-2 加工痕のある礫 P-30 69-156-d 024 

囮 V-81-3 加工痕のある礫 P-30 69-156-d 026 

囮 V-81-1 礫片 P-33 69-156--c 013 8
 

5

2

9

 

．

．
 ，
 

o
i
1

5

 

l

l

l

 

8

2

1

,

 

6

8

2

6

 

l

l

,

．
 

3.5 922.7 泥岩 図版IV-5

6.4 1925.5 片岩 1剖l版 IV-5

4.2 1352.6 泥岩 図版 IY-5 P-33-1と接合

1.4 107.3 泥岩 図版 IV-5 P-30-3と接合

図 V-81 接合図
P-30-3 

P-33-1 
12.7 15.9 4.2 1459.9 泥岩 図版IV-5

図 V-81-1 スクレイパー P-37 68-156-d 066 

図 V-81-1 たたき石 P-41 66-155-d 011 

図 V-81-1

図 V-81-1

図 V-81-1

石鏃

台石 被然

石鏃

P-48 66-158ーア 059 

P-49 67-158-b 105 

P-53 68-157-c 028 

屈 V-81-2 スクレイパー P-53 68-157-c 024 

図 Y-81-1 たたき石 P-56 67-157-d 037 

函 Y-81-2 台石 P-56 67-157-d 036 

図 Y-81-1 石鏃 P-63 67-158-a 084 

図 Y-81-2 たたき石片 P-63 67-158-a 083 

2.2 1.8 0.6 2.5 黒曜石 図版 IV-7

(8.3) (4.6) (4.4) (85.0) 泥岩 図版 IV-6

1.4 1.2 0.3 0.5 黒碓石 悩版 IV-6

(12.0) 17.6 4.6 (1443.0) 安山岩 図版 IV-6

1.9 (1.2) 0.2 (0.4) 黒罐石 図版 IV-7

(9.2) 2.7 0.7 (13. I) 黒曝石 図版 IV-7

I 1.0 6.7 3.8 319.2 安山岩 l叩版 IV-7

8.6 17.2 6.1 1359.9 安山岩 図版 IV-7

2.3 1.2 0.3 0.7 黒耀石 図版 IV-7

(8.2) (5.6) (3.9) (298.3) 砂岩 図版 IV-7

被熱

図 V-82-1

図 V-82-1

図 V-82-1

図 V-82-2

図 V-82-1

隈 V-82-1

図 V-82-1

図 V-82-1

スクレイパー P-65 67-157-a 

たたき石片 P-67 67-158-b 

スクレイパー P-70 69-157-b 

台石片 P-70 69-157-b 

スクレイバー P-71 67-158-b 

砥石 P-92 68-158も

スクレイパー P-97 66-158-b 

石鏃 P-98 66-158-b 

032 

147 

057 

054 

159 

037 

047 

044 

3.6 

(I 1.8) 

2.9 

(6.4) 

3.6 

(7.5) 

1.7 

(6.3) 

2.0 

(4.7) 

2.5 

1.2 

2.8 

1.0 

0.2) 

0.8 

(4.5) 

5.7 1.1 

(4.0) (3.4) 

図 V-82-1 スクレイパー P-104 68-156-b 022 

図 V-82-1 スクレイバー P-105 68-156-a 059 

図V-82-1 台石 P-107 67-156-a 016 

悩 V-82-1 スクレイパー P-116 66-158-b 060 

図 V-82-1 たたき石 S-5 69-158-a 068 

柊IV-82-2 台石 S-5 69-I 58-<l 00 I 

図 V-82-1 たたき石 S-15 67-158-a 016 

図 Y-82-2 たたき石 S-15 67-158-a 017 

図 Y-83-3 たたき石 S-15 67-158-a 018 

屈 V-83-4 台石片 S-15 67-158-a 019 

3.6 

1.8 

5.0 

0.7 

0.3 

1.0 

9.6 黒曜石 図版 IV-7

(455.9) 安山岩 図版 IV-7

3.0 黒曜石 陸版IV-8

(235.0) 砂岩 図版 !V-8

7.7 黒瑾石 図版 IV-8

(13.3) 軽石 図版 IV-8

5.2 焦曜石 図版 IV-8

0.4 黒曜石 図版 IV-8

12.5 黒罐石 図版 lV-8

12.1 7.2 1.4 100.5 安山岩 図版 IV-8

(14.!) (11.7) (7.8) (1660.6) 砂岩 図版 IV-8 被然

2.2 1.6 

4
 

0
 • 
.
 4
 
2
 

4
 

9

2

 

．
．
 

3

6

 

ー

9

9

 

8

8

 

0.6 1.9 熊曜石 図版 IV-8

3.8 342.8 安山岩 図版 IV-17

5.7 2974.1 安山岩 図版 IV-17

134 10.3 5.8 3.5 280.8 安山岩 図版 IV-17

134 IO. I (8.9) 4.1 (548.3) 安山岩 図版 IV-17

134 12.6 7.2 3.7 430.8 安山岩 図版 IV-17

134 (8.0) (I 1.3) (6. I) (926.7) 砂岩 図版 IV-17 被然

図 V-83-1 たたき石 S-16 70-157-<: 

図 V-83-2 たたき石 S-16 70-157-c 

図V-83-3 たたき石 S-16 70-157-c 

図 V-83-1 たたき石 S-17 70-157-d 

図 V-83-2 たたき石 S-17 70-157-d 

図V-83-1 砥石 S-18 70-157-d 

図 V-83-2 たたき石片 S-18 70-157-d 

図 V-83-3 台石 S-18 70-157-d 

017 

018 

019 

030 

032 

033 

034 

035 
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2

8

1

7

9

 

•
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.

• 

3

.

3

 

5

8

6

6

8

5

 

、,̀̀

(
 

‘,‘,

‘,
l
‘
,
‘
'
)
 

5

7

8

1

3

8

8

3

 

•

•

••

•

••• 

2

8

0

4

3

5

3

0

 

1

1

1

ー

1

1

1

1

(

(

（

,'`
 

1

1

1

4

4

4

4

4

 

3

3

3

3

3

3

3

 

I

I

I

I

I

I

l

l

 

4.1 412.8 安山岩 図版 IV-17

5.3 1336,7 安山岩 図版 IV-17

4.3 386.8 安山岩 図版 IV-17

4.2 (582.8) 安山岩 図版 IV-18

5.1 786.8 安山岩 図版 IV-18

(5,7) (796.9) 凝灰岩 図版 IV-18

(4.5) (443,5) 安山岩 図版 IV-18

4,9 (1009,1) 安山岩 図版 IV-18

被熱

2 焼土・包含屈の造物

図番号 名称 発掘区 遺物番号 生活面
矢さ 幅・ 径 厄さ
(cm) (cm) (cm) 

屯さ

(g) 
石材 隈版番号 俯 考

図 V-84-1

図 V-84-2

図 V-84-3

凶 V-84-4

図 V-84-5

図 V-84-6

図 V-84-7

図 V-84-8

図 V-84-9

図V-84-10

図 V-84-11

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石緞

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

四

5
1
2

ロ
5

2

3

5

5

⑰

団

20

1
5
0
1
5
0
2
2
3
1
2
8
1
5
0
1
3
1
1
2
8
1
2
8
1
8
9
2
3
7
1
9
5
 

0
0
4
0
0
2
0
4
7
0
1
0
0
0
1
0
0
3
0
1
0
0
0
7
0
4
2
0
3
9
1
1
9
 

g
ゆ

噸

⑬

⑬

ゆ

迄

ゆ

の

噂

⑲

155154

況

虚

1
5
5
1
5
8
1
5
7

国

158

邸

虚

6
9
6
8

⑱

6
9
7
0
6
8
6
9
6
5
6
8

硲

67

⑩
言
~
一
壁
口
＿
n
-ロ
一1
-
1
-ロ
一
ロ
一
け

0
2
-
0
3
-
0
2
-
O
A
-
叩

-
0
3
-
O
A
-
0
3
-
O
A
-
m
-
O
A

0.4 黒嗜石 図版 V-19

0.7 黒曜石 凶版 V-19

0.3 黒曜石 図版 V-19

0.7 黒曜石 図版 V-19

(0.4) 黒曜石 図版 V-19

0.5 累曜石 図版 V-19

0.9 黒嘔石 図版 V-19

0.9 黒曜石 図版 V-19

(0.8) 黒曜石 図版 V-19 両側緑に袂り

0.5 屈曜石 図版 V-19

0.8 黒曜石 図版 V-19
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v 遺物

表 V-4 続き

図番号 名称 発掘区 遺物番号 生活面
長さ 幅・径 厄さ

(cm) (cm) (cm) 

頂さ
(g) 

石材 凶版番号 価 考

図V-84-12

図V-84-13

図V-84-14

図V-84-15

図V-84-16

図V-84-17

図V-84-18

図 V-84-19

暉
一
暉
一
暉
一
鴎
一
暉
一
直
一
環
一
直

69-158ぶ⑩ 079 

67-156ぷID 01s 

1

2

 

• 2
2

 

5

8

 

9

2

 

I

I

 
66-157ー心 009 181 2.2 

67-157-a① 004 I 34 (2.3) 

67-157-a④ 013 189 2.9 

70-158-以1) 059 133 3.3 

69-156ーエ⑮ 049 225 2.1 

68-156-c(j) 002 

011 

002 

)

）

2

8

 

0

0

4

9

7

6

4

 

•• 

8

4

 

••••••. 

0

1

 
•• 5
9

 

ー

3

2

8

2

5

6

6

 

(‘,`

 `

4

9

0

3

1

0

7

3

9

4

9

 

2

4

5

2

3

3

8

2

8

2

3

 

I

I

I

I

I

I

l

l

I

I

I

 

頂

一
ロ
ー
ロ
―
ロ
一
⑲
一
ロ
一
ロ
一
砂

0.5 黒曜石 図版V-19

0.7 患曜石 段l版 V-19

0.6 泥岩 図版V-19

(J.2) 黒曜石 図版V-19

1.8 焦曜石 図版V-19

1.9 頁岩 ll'll版 V-19 F-341・アスファルト接ふ棧

0.7 黒曜石 図版V-19 蕊形

被熱

図 V-84-20 石錐 66-154-d② 

図V-84-21つまみ付きナイフ 69-155-凶：
(2.7) 

図V-84-22 スクレイパー 66-155-cCD 003 

図 V-84-23 スクレイパー 67-156—c@ 025 

図V-84-24 スクレイバー 70-157-d③ 016 

図V-84-25 スクレイパー 65-155—エ④ 006 

図V-84-26 スクレイバー 69-154-a① 002 

図 V-84-27 スクレイパー 66-158-a⑤ 019 

図V-84-28 スクレイパー 69-158-凶D 004 

図V-85-29 スクレイパー 66-152-d① 001 

図V-85-30 スクレイパー 70-157ぷ② 003 129 7.4 

図V-85-31 スクレイバー 67-156-c@ 020 131 4.9 

図V-85-32 スクレイパー 66-156ーウ⑳ 031 235 2.9 

図V-85-33 石斧 69-156-d① 001 124 8.9 

図V-85-34

図 V-85-35

石斧

石斧

68-157-cR053 

68-157-d⑥ 055 

3

4

 

．
．
 

2

5

 

4

5

 

3

9

 

口
一
邸
一

ZA
―
虹
一
闊
石
一
砂
一
⑪
一
邸
ー
砂
一
謡
＿

30-
砂
一
⑬
一

3

竺

OA
一

竺

竺

竺

0
5
-
0
4
-
0
5
-
m
―
的
―
⑬

-
5
一
⑬
一

m
-
1
4
-
J
A
-
J
A
-
N
一
い
一
⑩
―
⑬

_
1
-
1
6
-
3

(I.O) 累曜石 図版V-19

(3.3) 黒曜石 図版V-19

21.4 黒曜石 図版V-19

8.2 黒曜石 図版 V-19

8.8 黒除石 図版V-19

25.3 黒曜石 図版V-19

18.2 黒曜石 図版V-19

92.8 馬曜石 図版V-19

123.3 安山岩 図版V-19

3 I.I 煤昭石 図版V-19

52.6 輝石安山岩 図版V-19

49.1 頁岩 図版V-19

12.6 黒峨石 図版V-19

4.0 黒曜石 図版V-19

62.6 片岩 図版V-19

124.4 緑色泥岩 図版V-19

647、5 緑色泥岩 図版V-19

被熱

rs'!! V-85-36 石斧 67-158ーア⑦ 045 I 94 15.8 4.4 3.2 417.3 カンラン岩 図版V-19

181 V-86-37 砥石片 69-157-bRI 041 213 16.0 (10.7) 2.1 (432.3) 砂岩 図版 V-19

図 V-86-38 砥石片 66-156-a③ 006 124 16.6 (15.7) 4.3 (530.0) 疑灰岩 図版V-19

図V-86-39 すり石片 68-157-d⑧ 057 218 (8.7) 6.2 4.7 (318.0) 砂岩 囮版V-20

図V-86-40 たたき石 66-158-a② 01 I 132 13.1 8.0 6.4 659.1 砂岩 図版V-20

F-396 

rl'!I V-86-41 たたき石 69-158-bR 014 128 10.4 6.2 

図V-86-42 たたき石 69-155-a② 003 150 14.0 5.0 

図V-86-43 たたき石 70-157ーア⑭ 043 227 I 6.6 4.6 

図V-86-44 台石 70-158—ウ④ 007 131 9.1 12.9 

図 V-87-45 台石 69-157-bR 028 130 18、5 24.9 

図V-87-46 石製品 68-154-d(l) 008 150 1.3 I .4 

図V-87-47 石製品 70-157-a⑨ 028 196 1.6 1.7 

図 V-87-48 石製品 67-154-a② 001 125 2.1 2.1 

図V-87-49 土製品 70-157-d② 010 129 1.7 1.4 

図V-87-50 土製品 67-156-c@ 01 I 134 1.6 1.4 

図V-87-51 土製品 69-156-d① 018 124 1.4 1.3 

図V-87-52 土製品 70-158ぷ⑲ 033 I 96 (2.5) (1.2) 

図V-87-53 土製品 69-156-a① 003 124 3.3 1.5 

図V-87-54 土製品 66-158-a① 03 I I 23 (4.0) 1.6 

悧 V-87-55 土製品 67-158-b@ 007 132 4.5 1.3 

図V-87-56 土製品 65-158ーア② 003 245 3.3 2.1 

4.3 

3.0 

3.3 

3.1 

353.2 珪岩 図版V-20

366.0 安山岩 図版V-20

441.5 砂岩 図版V-20

543,2 安山岩 凶版V-20

6.6 3420.0 砂岩 図版V-20 いかり石

0.9 2.9 滑石 図版V-21 玉

0.9 (3.0) カンラン岩 図版V-21 玉

1.2 2.9 カンラン岩 図版V-21 玉・風化すすむ

1.3 2.9 図版 V-21 玉

1.4 2.8 図版 V-21 玉

1.2 1.9 図版V-21 玉

0.7 (1.9) 図版V-21 勾玉

I.I (5.7) 図版V-21 勾玉

1.2 (5.7) 図版V-21 勾玉

1.4 (9.1) 隈版V-21 勾玉

I.I 6.2 図版V-21 勾至

図V-87-57 土製品 66-156ーア⑪ 023 217 (1.8) (2.I) (0.5) (2.0) 

図 V-87-58 土製品 66-156ーア⑪ 023 217 (1.9) (2.2) (0.7) (3.5) 

図V-87-59 士製品 67-155-cR 017 177 2.0 2.2 I.I 3.3 

図V-87-60 土製品 70-157(! /f'1) 003 (2.3) (I.8) 0.9 (2.6) 

図版 V-21

図版 V-21

図版 V-21

図版V-21

図V-88-61 土製品 68-158-d F-120-2 211 9.3 

図V-88-62 石鏃 66-138ーエ① 001 25 3.2 

図 V-88-{;3 石鏃 65-138ーウ① 001 25 3.3 

図V-88-64 石鏃 65-141ーウ② 001 43 3.3 

図 V-88-65つまみ付きナイフ 66-135ーウ① 001 16 5.2 

図V-88-66 スクレイパー 66-148ーエ① 001 

図V-88-{;7 スクレイパー 66-148ーウ① 001 

図V-88-68 たたき石 66-118ーア① 001 

閑 V-88-69 たたき石 65-138ーウ① 009 

7

2

 

．
．
 

4

4

 

6

5

 

0

0

 

l

l

 
9.5 

25 14.7 

⑬

-
1
―
ロ
一
ロ
一
砂
＿

20-
邸
一
い
一

55

竺

O
A
-
O
A
-
O
A
一
⑬
一
⑬
一
竺
い
一
証

91.0 図版V-21 クマと見られる土製品

2.0 黒曜石 閑版V-20 三角鏃平基

1.2 黒曜石 図版 V-20

1.5 黒曜石 図版V-20 太い茎部がある

12.8 玉髄 図版V-20

6.3 黒曜石 図版V-20

18.8 煤曜石 図版V-20

138.3 泥岩 図版V-20

376.7 砂岩 図版V-20
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1 年代測定結果

VI 自然科学的分析

1 年代測定結果

本節では平成 14年度に当財団が株式会社地球科学研究所に委託した年代測定の成果として提出さ

れた「放射性炭素年代測定結果報告書」（平成 15年 2月 17日付け）の中から対雁2遺跡関係部分を

掲載する。測定の対象となった試料TK.2-41・42の採取位置・内容などは表Vl-1のとおりである。

2試料とも付近に土器を伴わない焼土から採取しており考古学上の相対年代を確定しがたいが、 TK

2-41は続縄文時代前葉の土器が出土した 67-62-63面より確実に上位、また TK.2-41は従来発掘した

範囲でもっとも上位の地層に形成されだ焼土からの採取であり、当遺跡の年代の新しい部分を代表す

るものである。 （酒井）

表VI-1 年代測定試料一覧（地球科学研究所実施分）

試料名 地区 円面 生活面 遺構名 試料採取方法 試料内容 備考

67-59bと
比較的大型の炭化 炭化木片 実体顕微鏡を用いて2年

TK2-4I 65-137ーア
59.1の間 生活面21 F-736 木材を現場で固

0.07g (乾） 輪位を切り取り定、取り上げ。

66-113・ア・イ 67-3.2/4.2 
比較的大型の炭化 炭化木片 実体顕微鋭を用いて 2年

TK2-42 生活面 l F-756 木材を現場で固
より上 0.08g (乾） 輪位を切り取り定、取り上げ。

放射性炭素年代測定結果報告書

株式会社地球科学研究所

放射性炭素年代測定の依頼を受けました試料について、別表の結果を得ましたのでご報告申し上げ

ます。

報告内容の説明

"C age (y BP) : I℃ 年代 "measured radiocarbon age" 

試料の"C/12C比から、単純に現在 (1950年AD)から何年前 (BP)かを計算した年代。

半減期はリビーの 5568年を用いた。

補正℃ age (y BP) : 補正℃年代 “ convenuonal radiocarbon age" 

籾C (permil) 

試料の炭素安定同位対比 ("C!"C) を測定して試料の炭素の同位体分別を知り℃/1'C 

の測定値に補正値を加えた上で、算出した年代。

試料の"C 値を—25 (o/oo) に標準化することによって得られる年代値である。

暦年代を得る際にはこの年代値をもちいる。

：試料の測定1'C/12C比を補正するための1'C/12C比。

この安定同位体比は、下式のように標準物質 (PDB)の同位体比からの千分偏差 (o/oo)

で表現する。
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("C/"C) [試料］— ("C/"C) [標準］
割C (o/oo) = x!OOO 

("Cl'℃）［標準］

ここで、 "C/"C [標準] =0.0112372である。

暦 ：過去の宇宙線強度の変動による大気中℃浪度の変動に対する補正により、暦

年代を算出する。具体的には年代既知の樹木年輪の℃の測定、サンゴの U-Th年

代ど℃年代の比較により、補正曲線を作成し、暦年代を箆出する。最新のデー

タベース('、INTCAL98Radiocarbon Age Calibration" Stuiver et al., I 998, Radiocar-

hon 40 (3)) により約 19000yBP までの換算が可能となった。•

＊但し、 IOOOOyBP以前のデータはまだ不完全であり今後も改善される可能性が尚いので、補正前のデータ

の保管を推奨します。

年 代

"The calendar calibrations were calculated using the newest calibration data as published in Radiocarbon, Vol. 40, No. 

3, 1998 using the cubic spline fit mathematics as published by Talma and Vogel, Radiocarbon, Vol. 35, No. 2, pg. 317-322, 

1993 : A Simplified Approach to Calibrating Cl4 Dates. Results are reported both as cal BC and cal BP. 

Note that calibration for samples beyond about 10,000 years_ is still very subjective. The calibration data beyond about 13,000 

years is a "best fit" compilation of modeled data and, although an improvement on the accuracy of the radiocarbon date, 

should be considered illustrative. It is very likely that calibration data beyond 10,000 years will change in the future. Because 

of this, it is very important to quote the original BP dates and these references in your publications so that the future refine-

men ts can be applied to your results." 

測定方法などに関するデータ

測定方法 AMS 

Radiometric 

処理・調整• その他

前処理 acid-alkali-acid 

acid washes 

acid etch 

none 

：加速器質棗分析

：液体シンチレーションカウンタによる仕線計数法

：試料の前処理、調整などの情報

：酸ミアルカリー酸洗浄

：酸洗浄

：酸によるエッチング

：未処理

調整、その他

Bulk-Low Carbon Material : 低濃度有機物処理

Bone Collagen Extraction : 骨、歯などのコラーゲン抽出

Cellulose Extraction : 木材のセルローズ抽出

Extended Counting : Radiometricによる測定の際、測定時間を延長する

BETA ANALYTIC fNC. 分析機関

4985 SW 74 Court, Miami, Fl, U.S.A. 33155 

別表 Cl4年代測定結果

Cl4年代 (yBP) 

(Measured Cl4 age) 

Beta-17 4540 2290土40

試料名 (21746) TK2-41 

試料データ ol3C (permil) 

-26.0 

補正Cl4年代 (yBP) 

(Conventional C14 age) 

2270土40

測定方法、期間 AMS-Standard 

試料種、前処理など charred material, acid/alkali/acid 

Beta-174541 1760士40

試料名 (21747) TK2-42 

-26. L 1740士40

測定方法、期間 AMS-Standard 

試料種、前処理など charred material, acid/alkali/acid 

年代値はRCYBP(!950A.D. を0年とする）で表記。モダンリファレンススタンダードは国際的な慣例としてl¥'BSOx-

alic AcidのCl4猥度の 95%を使用し、半減期はリビーの 5568年を使用した。エラーは 1シグマ (68%確率）である。
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VI 自然科学的分析

2 対雁2遺跡の自然科学分析

平成 13年度に対雁2造跡の古環境調査の目的でおこなった自然科学分析の報告を本節に掲載す

る。調査は当財団の委託によりパリノ・サーヴェイ株式会社が実施したものであり、分析試料は同社

職員が現地調査にともなって採取したが、年代測定用試料の一部のみ当財団が採取し、同社に送付し

た。その内容を表 VI-2に示す。

この報告により縄文晩期の古環境については一定の自然科学的知見が得られ、遺跡が河成層中に形

成されているとの判断がある程度裏付けられたものと考えている。なお平成 14年度には調査方格 149

線以西を対象に同社に委託して同様の調査をおこなっており、続縄文時代の古環境についても来年度

以降自然科学的知見を報告できる見込みである。 （西脇）

表 VI-2 年代測定試料一覧（パリノ・サーヴェイ実施分）

追構名 地区 府面 生活面 採取方法 試料内容

F-598 69-149-a,d 69-1.4 生活面 111
フローテーション試料 13-435の浮遊物 ヤマプドウ種子、 5個体以
から肉眼で摘出。 上、 O.!Og

F-463 68-153-c 69-21.3より 生活面
フローテーション試料 13-431の残演か オニグルミ種子、単一個

上 137 ら肉眼で摘出。 体、 O.llg

F-622 69-156-d 69-36.1より 生活面 191
上

パリノ・サーヴェイ報文参照 同左

F-425 69-158-a 
69-34.3と

生活面 195
フローテーション試料 13-219の残埴か オニグルミ種子、単一個

36.1の間 ら肉眼で摘出。 体、 0.18g

F-527 69-157-a 
69-43bと

生活面213
フローテーション試料 13-393の残泣か オニグルミ種子、単一個

45bの間 ら肉眼で摘出。 体、 0.25g

対雁 2遣跡の自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

対雁2迫跡は、石狩川左岸の河川敷内にあり、旧豊平川との合流点よりも上流側で、標高 8mほど

の微高地に立地する。これまでの発掘調査によって、縄文時代晩期末の造構、造物が検出されている

が、特に焼土が多く確認されている。本造跡内の堆積物は、基本的には石狩川ならびにその支流の豊

平川よってもたらされた河川性の氾濫堆積物であるとみられ、追跡形成当時は微高地であったと推定

されている。今回は、焼土が作られた時期を確認する目的で、放射性炭素年代測定を行う。また、本

追跡が展開されていた当時の古環境を推定する目的で、珪藻分析、花粉分析、植物珪酸体分析を行う。

さらに、検出された焼土について、微細追物分析と植物珪酸体分析を行うことにより、燃料材や植物

質食椙など当時の生業に関する情報を得る。

(1) 試料

放射性炭素年代測定は、調査区の 5逍構 (F-598・F-463・F-622・F-425・F-527)から採取された炭

化したオニグルミやヤマブドウの種実を用いる（図 1)。追構・試料の詳細については、結果とあわ

せて表 1に示す。

古環境推定に用いる試料は、 69ラインメインセクションから採取されたもので、 2つの地点（第 1

地点、第2地点）を設定し試料を採取した（図 1・2)。この中から目的を考慮して各分析資料の選択
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図2 各地点の断面図および試料採取位岡
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を行った。第 1地点より採取した試料は、試料番号 1-13の13点である。珪藻分析は全点 (13点）、

花粉分析は試料番号2・10・13の3点、植物珪酸体分析は試料番号2・4・7・10-13の7点の分析を

行った。第2地点からは、長さ 20cmのプロック状に試料を 7点採取した。これを室内にて層位を考

慮しながら 12点 (1-12)の試料を採取し、これを分析に用いる。珪藻分析は全点 (12点）、花粉分

析は試料番号2、3、5、7、10の計 5点、植物珪酸体分析は、 1、2、3、5、7-11の計 9点について分

析を実施する。また 1地点脇の焼土遺構 (F-622)から検出された焼土混じりの土壌は、植物珪酸体

分析・微細造物分析を実施する。

(2) 分析方法

a 放射性炭素年代測定

測定は、株式会社加速器分析研究所の協力を得た。

b 珪藻分析

試料を湿重で7g前後秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法の順に物理・化学処理を施し

て、珪藻化石を濃集する。検鏡に適する浪度まで希釈した後、カバーガラス上に滴下し乾燥させる。

乾燥後、プリュウラックスで封入して、永久プレパラートを作製する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸 600

倍あるいは 1000倍で行い、メカニカルステージで任巖の測線に沿って走査し、珪藻殻が半分以上残

存するものを対象に 200個体以上同定・ 計数する（化石の少ない試料はこの限りではない）。種の同

定は、原口ほか (1998)、Krammer(I 992)、Krammerand Lange-Bertalot (1986,1988,1991a,1991b)な

どを参照する。

同定結果は、海水生種、汽水生種、淡水～汽水生種、淡水生種の順に並べ、その中の各種類をアル

ファベット順に並べた一覧表で示す。なお、淡水生種はさらに細かく生態区分し、塩分・水素イオン

濃度 (pH) ・流水に対する適応能についても示す。また、環境指標種についてはその内容を示す。

そして、産出個体数 100個体以上の試料については、産出率2.0%以上の主要な種類について、主要

珪藻化石群集の層位分布図を作成する。また、産出化石が現地性か異地性かを判断する目安として、

完形殻の出現率を求める。堆積環境の解析は、海水～汽水生種については小杉 (1988)、淡水生種に

ついては安藤 (1990)、陸生珪藻については伊藤・堀内 (1991)、汚濁耐性については、 Asaiand W ata-

nabe (1995) の環境指標種を参考とする。

c 花粉分析

試料約 IOgについて、水酸化カリウムによる泥化、飾別、重液（臭化亜鉛：比重2.3) よる有機物

の分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス（無水酢酸 9:濃硫酸 lの混合液）処理に

よる植物遺体中のセルロースの分解を行い、物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。残潅をグリ

セリンで封入してプレパラートを作成し、光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、出現する全て

の種類について同定・計数する。

d 植物珪酸体分析

湿重5g前後の試料について過酸化水素水・塩酸処理、超音波処理 (70W、250KHz、1分間）、沈

定法、重液分離法（ポリタングステン酸ナトリウム、比重 2.5)の順に物理・化学処理を行い、植物

珪酸体を分離・濃集する。検鏡しやすい濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下・乾燥させる。乾燥後、
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2 対雁2遺跡の自然科学分析

表 1 放射性炭索年代測定結果

遠構名 逍構標高m 試料内容 重世 g 測定年代BP 籾C%o 補正年代BP Code.No. 

F-598 7.58-62 ヤマプドウ種子（複数個体） 0.10 2420土30 -23.75土0.90 2450士30 IAAA-10387 

F-463 8.02-10 オニグルミ殻（単一個体） 0.11 2460士：30 -24.15土1.04 2480士30 IAAA-l0388 

F-622 7.70~76 オニグルミ殻 0.10 2550土30 -28.25±0 .94 2500±30 IAAA-10389 

F-425 7.64-71 オニグルミ殻（単一個体） 0. 18 2580土30 -26.17土0.90 2560士30 IAAA-10390 

F-527 7.33-37 オニグルミ殻（単一個体） 0.25 252位30 -28.02士l.12 2470土30 IAAA-10391 

(!)測定年代および補正年代は、 1950年を基点に何年前であるかを示した値。
(2)誤差は、標準偏差 (ONESIGMA) に相当する年代。

プリュウラックスで封入してプレパラートを作製する。

400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現するイネ科葉部（葉身と葉鞘）の葉部短細胞

に由来した植物珪酸体（以下、短細胞珪酸体と呼ぶ）および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体（以

下、機動細胞珪酸体と呼ぶ）を、近藤・佐瀬 (1986) の分類に基づいて同定・計数する。

なお、 F-622試料では珪化組織片の産出に注目した。植物体の葉や茎に存在する植物珪酸体は、珪

化細胞列などの組織構造を呈している。植物体が土壌中に取り込まれた後は、ほとんどが土壌化や撹

乱などの影轡によって分離し単体となるが、植物が燃えた後の灰には組織構造が珪化組織片などの形

で残されている場合が多い（例えば、パリノ・サーヴェイ株式会社 1993)。そのため、珪化組織片の

産状により当時の燃料材などの種類が明らかになると考えられる。

結果は、検出された種類とその個数の一覧表で示す。

e 微細造物分析

試料を湿重鼠で約 1kg採取し、数％の水酸化ナトリウム水溶液に浸して放置、試料を泥化させる。

0.5mmの飾を通して水洗し、残消を集める。残漆を双眼実体顕微鏡下で観察し、その形態的特徴か

ら種類を同定する。

(3) 結果

a 放射性炭素年代測定

測定結果を表 1に示す。 F-598遣構から採取された炭化物は約 2450年前、 F-463遺構から採取され

た炭化物は約2480年前、 F-622遺構から採取された炭化物は約 2500年前、 F-425逍構から採取され

た炭化物は約 2560年前、 F-527造構から採取された炭化物は約 2470年前の測定年代値を示す。なお、

籾Cの値は、加速器を用いて試料炭素の℃狽度 ('ic112c) を測定し、標準試料 PDB(白亜紀のベレ

ムナイト類の化石）の測定値を基準として、それからのずれを計算し、千分偏差（％。；パーミル）で

表したものである。今回の試料の補正年代は、この値に甚づいて補正をした年代である。

b 珪藻分析

結果を表2、図 3に示す。 1地点の 13試料全てと 2地点の試料番号 lは珪藻化石が少なかったが、

それ以外の 2地点の 11試料（試料番号2~12)は産出する。化石が産出した試料の完形殻の出現率は、

70%前後である。産出分類群数は、合計で43属 142種類である。地点別に珪藻化石群集の特徴を述

べる。

1 地 点 1地点は、珪渫化石の産出が極めて少なく、産出種のほとんどは壊れたり溶解していた。

主な産出種は、 Achnantheslanceolata、Cymbellasinuata、Cocconeisplacentula var. lineataなどの流
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VI 自然科学的分析
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15 
18 

l Aulacoseira crenu/ata (Ehr.)応ammer(2地点； 3) 
2Amphora montana Krasskc (2地点； 4) 
]Amphora pedirnlus (Kuetz.) Grunow (2地点； 5) 
4.Ceratoneis arcus var. rec/a (Cl.) Krnsskc (2地点； 3) 
5.Fragi/aria construens fo. venter (Ehr) Hustedt (I地点； 7) 
6.Fragi/aria exigua Grunow (I地点； 7) 
7.Fragilaria piw,ata Ehrenberg (I地点； 12) 
8.Fragilaria vaucheriae (Kuetz.) Petersen (I地点； 12) 
9.Tabel/aria F/occulosa (Roth) Kuetzing (2地点； 2) 
I 0.Diatonu, hyema/e var. ,nesodon (Ehr.) I(jrchcner (2地点； 2) 
I I.Cymbe/la silesiaca Bleisch (I地点； 12) 

19 

IOμm 

V'.T ... ., 
20 21 22 

12.Cymbella sinuata Gregory (I地点； 10) 
13.Gomphonen,a olivaceum (Lyngb.) Kuctzing (2地点； 3) 
14.Gomphonema pumilwn (Grun.) Reichardt & Lange-Dertalol (2地点； 2) 
15.flant邸chiawnphio入ys(Ehr.) Grunow (I地点； 2) 
16.Navicula content a Grunow (I地点； I) 
17.Navicula mutica Kuctzing (! 地点； I) 
18.Pinnularia borealis var. scalaris (Ehr.) Rabenhorst (I地点： 7) 
19.Eunotia pectinalis var. minor (Kuetz.) Rabenhorst (I地点； 8) 
20Achnanthes /anceolata (Oreb.) Grunow (I地点； 9) 
21.Coccon巫 placentulavar. Ii neat a (Ehr.) Cleve (I地点； 10) 
22.Rhoicosphenia abbreviato (Ag.) Lange-D. (2地点； 2) 

図版 1 珪藻化石

水域に生育する種類や Cymbella silesiaca等の流水域にも止水域にも生育する流水不定性種、それに

Thalassionema nitzschioides等の海水生種などがみられる（図版 1)。

2 地 点 試料番号2-12から淡水生種が多く産出する。淡水性種の生態性（塩分濃度、水素イオ

ン濃度、流水に対する適応能）の特徴はいずれの試料とも近似しており、貧塩不定性種（小量の塩分

には耐えられる種）、真＋好アルカリ性種 (pH7.0以上のアルカリ性水域に最もよく生育する種）と pH

不定性種 (pH7.0付近の中性水域に最も良く生育する種）、流水不定性種（流水域にも止水域にも普

通に生育する種）と真＋好流水性種（流水域に最もよく生育する種）が多産する。産出種の特徴は近

似しており、好流水性で中～下流性河川指標種群の Cymbellasinuata、Achnantheslanceolata、Ceratoneis

arcus、Diatomahyemals var. mesodon、Fragilariavaucheriae、流水不定性の Cymbellasilesiaca、Gompho-

nema olivaceum、G. pumilum等が産出する（図版 I)。なお中～下流性河川指標種群とは、河川中～下

流部や河川沿いの河岸段丘、扇状地、自然堤防、後背湿地などに集中して出現することから、その環

境を指標することができる種群である（安藤 1990)。
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2 対雁2遺跡の自然科学分析

表3 花粉分析結果

種 類
1地点 2地点

試料番号2 10 13 試料番号2 3 5 7 IO 

木本花粉

マツ属複維管束亜屎 I I 

カバノキ属 I 

ハンノキ属 I I I 

ブナ屈 I I 

コナラ属コナラ亜属 I 

クロウメモドキ科 I 

ッツジ科 - - - - - - 1 -
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
草本花粉

オミナエシ屈 I 

オナモミ屈 ー ・囀 一 - - - I -
------------← -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
不明花粉 - I - - - - - -
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------・ ―----------← --------------------
シダ類胞子

シダ植物胞子 3 2 38 6 4 

合計

木本花粉 2 2 

゜
ヽ

I 

゜
2 4 

゜草本花粉

゜゜ ゜ ゜
I 

゜
I 

゜不明花粉

゜
I 

゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜シダ類胞子 3 

゜ ゜ ゜
2 38 6 4 

総計（不明を除く） 5 2 

゜
I 3 40 II 4 

表 4 植物珪酸体分析結果

種 類
1地点 2地点 F-622 

試料番号2 4 7 LO II 12 13 試料番号l 2 3 5 7 8 ， IO II 授土
イネ科菜部短細胞珪酸体

タケ亜科 4 I I I 2 2 I I I I 2 

ヨシ属 I 

イチゴツナギ亜科 1 

不明ヒゲシバ型 2 I I 

不明ダンチク型 3 - l - I l I I - I - - - - - I 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
イネ科葉身機動細胞珪酸体

タケ亜科 ， 2 I I 8 4 I I 3 3 2 I 6 5 2 

不明 I I I 2 3 3 I I I I I 

合計

イネ科葉部短細胞珪酸体 II I I 

゜
3 2 3 3 I I 2 I 

゜゚ ゜
2 2 

イネ科葉身機動細胞珪酸体 IQ 3 I I 3 

゜
11 7 I 2 3 3 3 2 6 6 3 

総計 21 4 2 I 6 2 14 10 2 3 5 4 3 2 6 8 5 

c 花粉分析

結果を表 3に示す。いずれの試料においても検出される花粉化石数は少なく、定量分析を行うだけ

の個体数は得られなかった。また、わずかに検出された花粉化石の保存状態は悪く、そのほとんどが、

花粉外膜が壊れている状態で産出していた。プレパラート内の状況写真を図版2に示す。

d 植物珪酸体分析

結果を表4に示す。各試料からは植物珪酸体が検出されるものの、保存状態が悪く、いずれの試料

もタケ亜科をはじめ、ヨシ属やイチゴツナギ亜科がわずかに認められるにすぎない。また、検出され

た植物珪酸体には表面に多数の小孔（溶食痕）が認められる（図版2)。

e 微細遺物分析

炭化したオニグルミの破片、微細な炭化材、種類、部位ともに不明な炭化物片が微砿検出されたの
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VI 自然科学的分析
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50μm ＿ 
(1, 2) 

50μm ＿ 
(3-5) 

5mm ＿ 
(6) 

1花粉分析プレパラート内の状況写真 (I地点； 13) 

2花粉分析プレパラート内の状況写真 (2地点； 2) 

3タケ亜科機動細胞珪酸体 (2地点 ；JO) 

4植物珪酸体分析プレパラート内の状況写真 (F-622; 覆土）

5植物珪酸体分析プレパラート内の状況写衰 (I地点； 13) 

6. オニグルミ (F-622; 痘土）

図版 2 花粉・植物珪酸体分析プレパラート内の状況写哀および種実辿体

みである。オニグルミの破片は数 mm以下と小さく、木質で堅い。表面にみられるしわ状模様や、

内側の複雑な窪みによってかろうじてオニグルミと判別できる程度である（図版 2)。
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2 対雁2逍跡の自然科学分析

(4) 考察

a 堆稜環境

平成 12年度の調査報告書（西田ほか 2001) によれば、造跡の土層は水平に堆積する I・II層と、

西方向に向けて傾斜する III層があり、これらの層界は不整合面となっている。今回の調査地点に当

てはめてみると、 1地点が I・II層の、2地点がIII層の試料を採取し分析対象としていることになる。

珪藻化石群集をみると、 1地点と 2地点では群集組成が異なり、堆積環境の違いを反映しているも

のとみられる。

2地点では、 Ill層が分布する。平成 12年度の調査報告書（西田ほか 2001)や今回の断面図をみる

と、石狩川の流路方向（西側）に向かってトラフ構造を示すが、このような構造は河川敷内の洪水堆

積物にはよくみられる構造である（鈴木2001)。このことから、 2地点で分析を行った堆積層は石狩

川の影響を強く受けている堆積物であるといえる。珪藻化石群集をみても、ほとんどの試料で中～下

流性河川指標種群を含む流水性種が多産することで特徴付けられている。このことから、流水域で堆

積した河川堆積物と考えられるが、これは堆積構造からみても調和的な結果である。

一方、 1地点は I・II層にあたる部分の分析を行っている。細粒の堆積物が平行に堆積し、遺構・

造物など生活の痕跡が認められるようになる。河川で小規模な氾濫が起こると、流路の中心ではトラ

フ構造を示す斜交葉理が発達するが、奥に向かって薄く細粒となり、さらに奥では植生が破壊されな

いほどの薄い泥層へと変化する（鈴木 1994)。このことから、遺跡周辺では流路変更などに伴って河

川の中心部から外れ、本流（石狩川）の影響を受けにくくなったため微高地化し、地表面が安定した

と思われる。このように洪水によって冠水する期間が短くなると、地表面が好気的状況下になる。 1

地点の分析結果をみると、珪藻化石が極めて少なく、また産出種の多くは壊れたり溶解している。こ

の傾向は花粉化石や植物珪酸体でも同様である。好気的状況下では、花粉化石は風化し分解されやす

いといわれている（中村、 1967など）。また、植物珪酸体などの珪酸分は、土壌化の比較的早い段階

で、粘土化のサイクルに組み入れられるなどして消失する可能性が指摘されている（近藤 1988)。こ

れらのことから、当時の環境を示す微化石は、土壌化等の作用によって大部分が失われたものと考え

られる。なお、微量産出する珪藻化石の中には、流水環境を指標する中～下流性河川指標種群が産出

することから、縄文時代晩期の遺構・遺物が認められる I・II層になっても、洪水の影響は受けてい

たと考えられる。しかし冠水後の乾燥化等により、微化石の保存が悪くなったと考えられる。

なお、花粉化石や植物珪酸体は 2地点においても保存状態が悪い。堆積する際に花粉や植物珪酸体

の量が少なかったり、好気的状況下に置かれたときの影響が下位の層にも及んだ可能性などが推測さ

れるが、はっきりしたことは不明である。

b 古植生変遷

今回の結果をみると、花粉分析・植物珪酸体分析双方ともに化石の保存が悪いため、当時の古植生

に関する情報を得ることは難しかった。現在の石狩川氾濫源にみられる植生調査の結果によれば、下

流部にはミゾソバ、ガマ、セリ、ヨシ、マコモなどの草本類や、エゾノカワヤナギ林、タチャナギ林、

ハンノキ林などが分布している（菊池 2001)。また、宮脇 (I988) によると、現在の石狩川流域で残

存する植物群落は、ヤナギ、ハンノキ、ヤチダモ、ハルニレなどを中心とする河畔林や湿地林とされ

る。おそらく III層が堆積する河川堆積の中心にあったころは、植生が貧弱であったと思われるが、

生活の痕跡が認められる I・II層堆積時になると、付近には上記のような河畔林や草地が作られるよ

うになったと思われる。
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Vl 自然科学的分析

c 焼土の年代と燃料材

焼土から出土した炭化物の年代測定結果をみると、ほぼ2500年前前後に値が収束しており、縄文

時代晩期に焼土遺構が作られたと考えられるが、発掘所見とも矛盾しない結果である。また、平成 12

年度の調査成果において行われた、当時の生活面から検出された炭化物の年代測定結果でもほぼ同様

な値が得られており（西田ほか 2001)、調和的である。

焼土の微細物同定を行った結果、少量の炭化材とともにオニグルミの破片が検出された。オニグル

ミは、生食可能で保存が利き、収量も比較的多いことから、古くから植物質食糧として利用されてき

た種類である。おそらく、利用後の残演を燃料材の一部として利用したと考えられる。オニグルミは、

氾濫の影密を受けるような河畔にも生育可能であることから、本遣跡の立地からすれば、比較的得や

すい種類であったといえる。また、植物珪酸体分析も合わせて実施したが、若干の植物珪酸体が見ら

れた程度で、燃料材として利用された可能性が高い珪化組織片（組織内に植物珪酸体が配列するもの）

が全く認められなかったため、燃料材として利用されたイネ科草本類の種類を明らかにすることは困

難であった。
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